
第 2節 古代の遺物

在地産の須恵器が食器の主体を占める5期の

土器群である。 1は黒色土器AttA Ⅱ。 2は土

師器杯 Cで底部回転糸切 りの後、底部外周から

体部下半にかけて手持ちヘラ削りする。内面に

は鋸歯状の暗文が見える。底径8。 6cmを測る。3

～ 5の須恵器杯Aは 回転糸切 りである。

SB90   図版97、 第129図、第11表

土師器杯Aは Ⅱ (1～ 6)と III(708)がある。

灰釉陶器11は小椀、12が深椀的な椀でともに丸

石 2号窯式、13～ 15は虎漢山 1号窯式の皿 と段

皿で、15は 高台が貼付されていない。13期の土

器様相である。

SB9!   図版96

1は土師器杯AⅢ。 2～ 4の灰釉陶器は虎漢

山 1号窯式である。 5は羽釜で、羽釜にはこの

ほかに体部 をタタキ調整 した ものがある。

11～ 12期の様相である。

SB92 図版96097、 第130図、第12表

土師器杯Aは H(1～ 8)と Ⅲ (9)が あるが、

9は底部のみで器高・口径は判然としない。杯A

Ⅱは口径10.2～ 11。 6cm、 器高2.9～ 3.6cmの 法量

の範囲のなかに入る。11012は 土師器椀である。

灰釉陶器の食器類は椀 (13～ 21)、 皿 92・ 2の 、段皿

鬱4～ 2つ 、稜皿 鬱8)があるがいずれも虎漢山 1号

窯式である。29は羽釜A、 30は灰釉陶器の短頸  i

壺である。この他、煮炊具では羽釜が7イ団体、こ 3
のなかにはタタキ調整するものがある。また貯

蔵具では灰釉陶器の広口瓶が1個体ある。11～ 12

期の土器様相である。

SB93   図版97

102は土師器杯 AⅡ で器高 2～ 2。 2cmと 低

い。 3は土師器皿A、 底部が小さく口縁端部を折 り曲げる。 4は盤 BⅡ 。 5は灰釉陶器椀で大原10号窯段

階である。14期の土器様相である。

SB94   図版97

1は土師器杯 D、 器高3。 3cm、 日径 9 cmと 小型で内面 と外面上半をヘラ磨きし黒色処理する。3は須恵器

長頸壺 Bで美濃須衛窯産である。 2期の土器様相である。

SB95   図版97

図示できる遺物は 1の灰釉陶器皿と、土師器羽釜B(2)である。 1は底部までヘラ削 りを施す。虎漢山

1号窯式であろう。11～ 13期の土器である。
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第129図  SB90出土土器法量分布図

10        15cm口 径

第130図  SB92出 土土器法量分布図

食器

種類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測:コNQ

土師器

杯AⅡ

27

56%

４８
　
８３
％

６彫　２磁　　　　‐３
　膨一

1～ 6

杯AⅢ 708

椀 200

盤 BⅡ

高杯 1

不 明 690

黒色土器 A 椀

須恵器 杯 A

灰釉陶器

椀

小 椀 1

皿 13 ・15

段 皿

煮炊具

土師器

甕

Jヽ 型甕D

羽 釜 A

魅

貯蔵具

須恵器 甕 530 ％
　
　
％灰釉陶器 広 口瓶 45

Ｊ
％

第11表 SB90出土土器の構成
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SB97   図版97

1～ 5は 土師器杯AⅡ、 6～ 8は土師器椀、

9は黒色土器A椀、11は灰釉陶器段皿、10は椀

である。煮炊具は12が小型甕 D、 14は 羽釜Aで

タタキ調整を施す。13は 口縁部を肥厚させ「 く」

の字に折る大形の甕である。13期の土器様相で

ある。

SB98   図版98

食器は須恵器主体の構成である。 1・ 2の杯

Aは底部回転ヘラ切 りである。3は 口縁部を内側

に屈曲させている。煮炊具は甕A(5・ 6)が主体

で、15は小型甕Aである。16は体部をヘラ磨 き

調整する球胴の土師器甕 Fである。17は 須恵器

甕Eである。 2期の土器様相である。

SB99   図版98

2点図示 した。 1は土師器鉢 A。 底部に糸切

り痕が残る。 2は 白磁皿で、高台は削 り出し高

台で体部外面の調整はヘラ削り、内面は見込み

に 1条の沈線が入 りその内側にヘラ描きと思わ

れる花文が施される。体部内面にも施文がある

が文様は不明である。釉は高台内面から底部の

露胎部を除いて全面に施釉される。釉調は乳白色で貫入が入る。胎土は白色でやや粗い。森田勉氏から潮

州窯系との指摘を受けた。11～ 13期に属する。

SB100   図版98

102は土師器杯 Cで緻密な胎土で明褐色を呈する。 2は静止糸切 りの後底部外周と体部下半を手持ち

ヘラ削 りし、内面には見込に沈線を挽き、放射状の暗文を施している。 3～ 7は須恵器杯 A、 5～ 7は 回

転糸切 り、 4は回転ヘラ切 り、 3は切 り離し後縦方向のヘラ削 りを施す。 8～ 12は杯蓋Bで口縁部形態が

断面三角形のもの、 くちばし状に折 り曲げるものなどがある。16は 長頸壺 A、 小形である。17は土師器甕

Bで体部外面上半に横方向のハケロをまわし内面にも同様にハケロを施している。 4期の土器様相である。

SB101   図版99

1は土師器杯AⅡ で口径 9。 3cm、 器高2.3cmである。小椀は土師器 (2)と 黒色土器A(3)がある。灰釉陶

器 (4～ 6)は 丸石 2号窯式で、 4に は底部に糸切 り痕が見える。14期の土器様オロである。

SB102   図版99

食器は土師器 と灰釉陶器で構成されるが、灰釉陶器が土師器の量を上回っている。1の土師器杯 AⅡ は口

径10.5cm、 器高3.3cIIlと 深めである。ttAⅢはない。灰釉陶器 (2～ 5)は 5が虎漢山 1号窯式のほかは丸石

2号窯式である。12期の様相である。

SB103   図版99

食器は須恵器のみである。図示してないが杯A6個体はすべて糸切 りである6煮炊具は土師器甕B(4・

5)、 小型甕 B(2)、 小型甕 C(3)、 小型甕Dの構成である。ハケロ調整を行なう甕 B・小型甕Bは いずれも

内面にもハケロ調整を入れている。 5期の土器様相である。

貯蔵具

須 恵器 甕 1

不 明

灰釉陶器
広 口瓶

短頸壺 1

第12表  SB92出土土器の構成

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯 AH

28

47%

}ら
%

５９

　

８６

％

20

34%

1～ 8

杯 AⅢ 9010

椀 11 0 12

盤 BⅡ

不 明 340

黒色土器 A 椀

須恵器

杯 A

杯 B

杯蓋 B

不 明

灰釉陶器

椀 13～ 21

/1ヽ 椀

皿 260 22・ 23

段 皿 170 24～ 27

稜 皿

不 明

煮炊具

土師器

小型甕 D 1

9

10%
羽釜 A

不 明

212
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SBi04   図版 99

遺物は少ないが 5期の様相である。須恵器杯A(102)は 糸切 りで、底径の大きな体部の傾 きの小さな形

態である。 3は内面にも斜め方向のハケロを施す甕Bである。

SB!09   図版99

食器は黒色土器Aと 須恵器で構成される。個体数では黒色土器AttA 2個体、須恵器杯A2個体、須恵

器杯B3個体 となるが、重量比で見ると須恵器杯 Bが圧倒的に多い構成である。 1の黒色土器AttA Iは

底部をヘラ削 り調整 している。須恵器杯A(203)は 底部回転糸切 り未調整。須恵器杯 BはⅢ (7)・ Ⅳ (8)・

V(9)がある。 809に は底部にヘラ記号が見える。煮炊具のうち12は甕Bであるが体部上半に内外面と

も横方向のハケロを幅広 く施 している。13の小型甕 Cは頚部で一旦立ち、そこから外反する口頸部形態で

ある。10は ガヽ型甕Dで底部静止糸切 りである。 5期の土器様相である。

SBl10   図版100

土師器杯Aは、Ⅱ (1)と Ⅲ (2・ 3)がある。灰釉陶器は 1点 (6)のみ。12～ 13期の土器様相である。

SB!li

土師器甕Bl点、甕Cl点、小型甕Dl点のみの出土で、時期は決め難い。 5～ 7期 ころの土器か。

SBli3   図版100

食器には黒色土器Aと 須恵器があるが、黒色土器Aは 1点のみである。須恵器杯A(102)は 底部回転糸

切 り。小型甕D(10～ 121は ロクロ調整するが、底部は指ナデされてお り (10・ 121切 り離 し技法は不明であ

る。12は 底部外周を手持ちヘラ削 りしている。 5期の土器様相である。

SBl14   図版100・ 101

須恵器を主体 とした食器構成で、土師器杯Al点 0黒色土器AttA l点 があるが、これらは混入の可能性

もあると思われる。須恵器杯Aは底径 6 cm前後で、

体部の外傾の弱い形態ですべて糸切 りである。煮炊

具は土師器甕B(9)0甕 C・ 小型甕D(8)に よる構

成で、 5期の典型的な煮炊具のあり方を示 している。

貯蔵具では須恵器甕A(7)と 甕D(1の が図示でき

た。 7は大形の甕Aで、内面には同心円文が残るが、

灰色のやや粗い胎土で10同様在地産 と思われる。10

は肩に断面三角形の凸帯をまわし、指でつまんだ四

耳を凸帯の上に貼付 した甕Dである。耳には上から

下へ貫通する小孔を穿っている。底部外周を手持ち

ヘラ削 りしている。 5期の土器様相である。

SBii5   図版100

古い時期の遺構 との重複で小片の混入が多い。土

師器杯A2点を図示した。ttA Ⅱ (1)と Ⅲ (2)であ

る。これらの形態は14期の様相である。

SBI16 図版 101、 PL64065、 第13表

黒色土器Aと 須恵器で食器が構成され、個体数で

は両者の数は措抗している。黒色土器AttAに は I

(4)と II(1～ 3)の 2法量がある。須恵器杯A(5・

6)は 6の ように外傾が強 く薄手でロクロロの強 く

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯AⅡ

３　彫　　　　８　彫　　　　　９　一鰈　　　・％　・％

２２
　

６４
％

杯AⅢ

高杯

黒色土器 A

杯AI

杯AⅡ 1～ 3

椀

須恵器

杯 A 5・ 6

杯BⅡ

杯BV

不 明

軟質須恵器 杯 A

灰釉陶器 椀

煮炊具

土師器

甕  B

甕  C

小型甕D

不 明

貯蔵具

須恵器

長頸壺 A

壺 蓋 A

甕 E

甕

第13表  SBl16出 土土器の構成
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残るものが多い。貯蔵具は須恵器短頸壺 A蓋

(8)と 、甕 E(9)を 図示 した。9は 口径46cm、 器

高37cmの 大形で肩の部分に 1対の把手が付 く。

把手は指ナデで円柱状にしたものを貼付 したも

ので横方向に付けている。体部内面は指ナデ調

整 しさらに板状の工具でナデツケている。 6

～ 7期の土器様相である。

SB!17 図版 102、 第131図、第14表

土師器杯 Aは Ⅱ (1～ 4)と Ⅲ (5～ 7)の 2法量

がある。ttA Ⅱは口径10～ 10。 8cm、 器高2.6～ 2.8

cmの幅のなかにあり、Ⅲは口径12.5～ 13cm、 器

高3.8cmの法量で、底部から体部下半にかけて厚

手である。 9010は 黒色土器A椀で 8は 黒色土

器 B小椀、10は底部の破片を再調整して円盤状

に仕上げ、中央に円孔を穿っている。灰釉陶器

は11～ 13が椀、14～ 16が段皿で13015016に は

底部に糸切 り痕が見える。丸石 2号窯式である。

煮炊具は18の羽釜Bがある。鍔の部分をヘラで

面取 りしている。鍔の数は残存が少なく不明で

ある。17は越州窯系の青磁椀である。釉は飴色

で外面体部下半は施釉されず露胎となっている。

釉の発色は余 り良 くなくややムラがある。胎土

中には黒色の粒子が含まれている。高台は低 く

削り出され、日縁端部は「 く」の字に外反する。

内面には重ね焼きの目跡がある。森田勉氏の分

類による越州窯系青磁椀Ⅱ類にあたる。13期の

土器様相である。

SBli9   図版102

1は土師器杯AⅡで器高は3.lcmである。灰釉陶器 (203)は 丸石 2号窯式に属する。11～ 13期の土器

考えられる。

SB120   図版102

土師器杯Aは Ⅱ (1)と Ⅲ (2・ 3)がある。 6の灰釉陶器手付小瓶は混入品であろう。14期の土器と考え

られる。

SB!2! 図版102

須恵器杯Aでは糸切 り(1)と ヘラ切 り(2)が共伴している。 3は小型甕Dで、底部は指ナデする。 4は

体部をタタキ調整する須恵器甕Eで、焼成は甘い。 4期の土器である。

SB122   図版102

1は土師器杯AⅡ。 203の 灰釉陶器は丸石 2号窯式である。13期の土器である。

SBi23   図版102

2は 土師器杯AⅡ で器高 2 cmを 切る低いものである。14～ 15期にあたる。
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第131図 SBH7出土土器法量分布図

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯 AⅡ

21

46%

‐２
彩
　
４
ｍ
ｌ７
γ

彫

４６
　

８５
％

1～ 4

杯AⅢ 5～ 7

椀

皿AI

不 明

黒色土器 A

杯 AⅡ

椀 9 010

不 明

黒色土器 B
椀

/jヽ 椀

軟質須恵器 杯 A

青 磁 越磁椀 1

灰釉陶器

椀 11～ 13

/j、 椀

段 皿 220 14～ 16

煮炊具

小型甕E
6

11%
羽釜B

不 明

貯蔵具

須恵器 甕
}5:% ２

４
％}5:%

灰釉陶器 広 口瓶

第14表 SBl17出土土器の構成
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SB124   図版 102

土師器杯Aは Ⅱ (102)と Ⅲ (3)の両者がある。 4は灰釉陶器椀で丸石 2号窯式。 5は 土師器小型甕Dで

底部に糸切 り痕が残る。13期の土器様相である。

SB125   図版102

土師器杯Aは Ⅱ (1・ 2)と Ⅲ (3)の両者がある。Ⅱは器高2.9cmを 測る。Ⅲは底部の分厚い形態である。

4は灰釉陶器椀で丸石 2号窯式である。13期の土器様相である。

SB!26   図版103

土師器は杯AⅢ (1～ 3)と Ⅱがあるが、Ⅱは小片で図示できなかった。 5は灰釉陶器小椀で口縁部を指で

つまんだ輪花が 4ケ所に付される。 6の段皿 と

同様に虎漢山 1号窯式である。 7は 土師器盤A

である。口径32。 9cmを測 り脚台が付 く。内面に

煤が付着し黒色を呈するがヘラ磨 きは行なわれ

ておらず黒色土器Aではない。12～ 13期の土器

様相である。

SB127   図版103

食器は土師器 と灰釉陶器で構成される。土師

器杯Aは ⅡとⅢ (1)がありt個体数ではⅡの方

が多いが、Ⅱは小片のため図示できない。 2は

黒色土器A椀で、貼 り付け面の広い三角高台が

付 く。 5は灰釉陶器椀で、黒色土器Aの椀同様

三角高台が外反して付けられる大原10号窯段階

である。 4の段皿も口縁部を折るような形態で

口径9。 4cm、 器高2。 2cmと 小形で大原10号窯段階

にあたる。 3の段皿は古い形態のものか。14期

の土器様相である。

SB128   図版103

土師器杯Aと 灰釉陶器椀が図示できた。灰釉

陶器 (2)は 丸石 2号窯式で、土師器杯A(1)の

形態は14期のものである。

SB129 図版103e104、 PL65066、

第132図、第15表

1期の土器様相を示す良好な資料である。食

器は非ロクロ成形の土師器 と須恵器によって構

成されている。 1～ 8は土師器の杯で、13は 口

縁部に稜をなす杯 Fである。いずれも体部外面

の稜より下はヘラ削 り、内面は横方向のヘラ磨

き調整を基本 とする。2はやや器高が高い。6・

7は半球状の杯Dで外面下半をヘラ削り、内面

は、ラ磨 きの後黒色処理を施す。 8は 口径17cm

を測る口径の大きな浅い形態の杯 Eである。調

第132図  SB129出 土土器法量分布図

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯 D

23

39%

}ち %

31

52%

}今 %

５‐
％

607

杯 E

杯 F 1～ 3

杯 4・ 5

盤 BI

高杯 9～ 11

黒色土器 A 椀

須恵器

杯 A 16～ 24

杯 B

杯蓋A 12～ 14

杯蓋 B

鉢 A 49～ 51

高 杯 26～ 28

灰釉陶器 椀

煮炊具

土師器

甕 A 12425

44

38%

29030

甕  B 38～ 40

甕  F

甕  G 41～ 43

卜型甕A 31～ 36

小型甕B 1

貯蔵具

短頸壺 A

13

11%

短頸壺 B

甕 D

甕

水瓶 120 46

椀瓶 1

他

第15表 SB129出 土土器の構成



第 3章 遺

整は杯Dと 変わらないが黒色処理はなされない。須恵器杯Aは 16～ 24で平坦な底部から直立に近 く立ち上

がる形態のものが多い。22が底部ヘラ切 り未調整、23がヘラ切 り後手持ちヘラ削 りであるほかはすべてへ

ラ切 りの後回転ヘラ削 りを施 している。法量は17～ 22が 口径 10～ 1lcm、 23024が口径13cmで大小が認めら

れる。16の 内面には漆が付着していた。12～ 14は杯蓋Aで内面に短い返 りが付 く。15は杯蓋Bであろう。

25は杯 Bで高台が低 く底部中央が高台と同じ位の高さになる。高台の径12cmは杯 BⅡ の法量である。煮炊

具は土器全体のなかで占める割合が非常に高い。土師器甕A鬱 9030、 甕 B(38～ 40、 甕 Fに404D、 甕G

(41～ 4め 、ガヽ型甕A01～ 30、 小型甕BOつ、があるそれぞれの器種のなかでの形態上の個体差が大 きい。須

恵器の貯蔵具は、煮炊具同様各器種 とも形態が安定しないが、水瓶 にO、 短頸壺A(40、 短頸壺 B(4つ 、鉢

A“9～ 5⊃ 、甕 (5"がある。須恵器のうち13046は 搬

入品で13は 美濃須衛窯産、46は美濃須衛窯産あるい

は尾張産と考えられる。

SB:30 図版 105、 第16表

食器は土師器、黒色土器A・ B、 灰釉陶器がある。

土師器杯AⅡ は(1～ 3)、 4は黒色土器A椀、 5は黒

色土器 Bの耳皿 B、 6は黒色土器 Bの小壺でロクロ

調整の後全面を磨き黒色処理を施 している。灰釉陶

器は 8010が虎漢山 1号窯式、 709011は 丸石 2

号窯式である。12～ 13期の土器様相である。

SBi3! 図版 105、 PL66、 第133図、第17表

須恵器を主体に黒色土器Aは少量で食器が構成さ

れる。黒色土器AttA(1・ 2)は底面から底部外周に

かけて手持ちヘラ削りを施す。須恵器杯A(3～ 7)は

すべて回転糸切 り。杯 Bは V・ Ⅳ・Ⅲ・Ⅱの 4法量

がある。煮炊具は土師器甕B(24020が主体で甕 C

(2つ、小型甕 D(28・ 2の がある。30の鉢 A、 31の長頸

壺Aは在地産の須恵器だが、甕には美濃須衛窯産が

1点 ある。23は混入品。 5期の土器様相である。

SBi32   図版105

遺物は少なく灰釉陶器椀のみ 2点図示 豊呂

できた。いずれも丸石 2号窯式である。

13期 を前後する段階の土器 と考えられる。
5

SB133   図版105

1は土師器小型甕Aで底部に木葉痕が

ある。他に遺物は少ないが、 2期以前の

遺物 と考 えられる。

SBi34   図版106

食器は黒色土器 Aを 主体に須恵器・軟

質須恵器で構成され、いずれも杯Aがほとんどである。 4～ 6は須恵器、 7は軟質須恵器である。須恵器

は器高が低 く体部の外傾が強い形態で器壁は薄い。11は 須恵器の長頸壺A。 9010は 土師器甕Bで、いず

れも口縁部が短く強く外反する古い形態だが、頸部に強いナデを入れ口縁部をやや肥厚させる点で10は新

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯AH

1物

|』%

４２
　

６９
％

1～ 3

椀

盤 BⅡ

不 明 260

黒色土器 A 椀 220

黒色土器 B
耳 皿

小 壺

須恵器

杯 A 200

杯BⅢ

杯蓋 B

不 明

灰釉陶器
椀 7～ 9

段 皿 10 0 11

煮炊具

土師器

甕 B

11

18%

甕  C

羽  釜

不  明

貯蔵具

須恵器

一霊

７
　
彫
　
　
１彫

８
　

・３
％

甕

不  明

灰釉陶器 瓶 1

第16表  SB130出 土土器の構成

杯 BⅡ

Ａ

Ｂ

杯
杯

口須恵器

.須恵器

o                            10             15cm

第133図  SB131出土土器法量分布図



第 2節 古代の遺物

しい様相を含んでいる。 7期の様相である。

SB135   図版106

須恵器杯Aは 回転ヘラ切 り(1)と 回転糸切 り

(2)が共伴する。 4期の土器である。

SBi36 図版 106、 PL67、 第134図

第18表

土師器杯AⅡ は器高1.1～ 1.8cmと 非常に薄 く

「皿」 と呼ぶほうが良いほどの形態 となってい

る。ttAⅢ (7～ 9)は 底径が大きい。10011の 土

師器小椀・椀 も器高が下が り、浅めの印象を受

ける。12は 黒色土器 B椀 と考えられる。内外両

面をヘラ磨 きするが黒色処理は内面のみである。

灰釉陶器は13の段皿 と16の椀が丸石 2号窯式、

14は小椀 と皿の中間的形態をとる大原10号窯段

階、15は 口縁部を自磁椀に似せた形態とした椀

で西坂 1号窯段階にあたる。18は 鍔の短い羽釜

A、 19は ロクロを利用しない土師器の鉢、20は

ロクロ調整の土師器盤Aである。緑釉陶器 (1つ

は椀の底部破片である。白色で軟質の胎土で、

底面にまで全面に濃緑色の光沢のある釉が推卜か

るが、磨きはない。15期の土器様相である。

SB137   図版106

土器は煮炊具の土師器甕がほとんどで、食器

の出土はない。ttA l個体、甕Bl個体、甕G

l個体 (2)、 小型甕 Bl個体 (1)の 出土であ

る。ttA・ ガヽ型甕Bに は底部に木葉痕がある。

2～ 3期の土器様相であろう。

SBi38   図版107

1は土師器杯 AⅢ、 3は黒色土器A椀、 506の 灰釉陶器は丸石 2号窯式である。 2の土師器皿AⅡ の

形態より14期の土器 と考 えられる。

SB141 図版 107

1は土師器杯AⅡ で器高2。 6cmである。 203は灰釉陶器椀で、やや開き気味の高台となり、 2は底部に

糸切 り痕が残る。丸石 2号窯式である。13期の土器様相である。

SB142 図版 1070108、 PL67・ 68、 第19表

土器全体の量のなかで煮炊具の占める割合が高い。食器は土師器・黒色土器A・ 須恵器・軟質須恵器・

灰釉陶器で構成される。 1は 土師器椀である。 2～ 11は 黒色土器Aであるが、内面の磨きは粗 くヘラ磨 き

の間にロクロロが観察できる。12～ 14は 須恵器杯 A、 15は 軟質須恵器杯Aである。17の灰釉陶器椀は漬掛

けで施釉している。土師器甕 Bは 23～25の 6点 を図示 した。いずれも胴の張 りの割に器高の低いずん ぐり

した形態で、日縁部を肥厚させながら直線的に開き、体部上半にはヨコナデあるいは横方向のハケロ、体

部下半にはヘラ削 りまたはヨヨナデを施している。 8期の様相である。

10

第134図  SB136出土土器法量分布図

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

黒色土器 A 杯 AI
}

39

90%
４３
　
６５
％

1錫

102

須恵器

杯 A 3～ 7

杯BⅡ

杯B ⅡI

杯BⅣ 580 19 020

杯BV 16～ 18

杯蓋 B 8～ 15

鉢 A

不 明

灰釉陶器
皿

段 皿

煮炊具

土師器

甕 A

15

25%

甕  B 24～ 26

甕  C 370

小型甕B

lヽ 型甕D 545

不  明 530

貯蔵具

須恵器

長頸壺 A 2080
9

13%
一霊

甕 1

第17表 SB131出 土土器の構成

杯 AⅡ

8o0



第 3章 遺

SB143 図版 108、 第135図

土師器杯 Aは Ⅱ (1～ 5)と Ⅲ (6～ 8)の 2法量

がある。灰釉陶器 (11～ 14)は 丸石 2号窯式。15は

越州窯系の青磁椀である。SBl17の椀同様森田

勉氏の分類の「椀Ⅱ類」にあたる。高台は低 く

削 り出され、口縁部は「 く」の字に外反して開

く。施釉は外面体部下半にはなされず、釉は不

透明な灰白色で発色はあまりよくない。内外面

に 9か所の重ね焼きの目跡を残すが、焼成は良

くなく底部付近の器厚の厚い部分ではセピア色

を呈する。胎土には黒色の粒子を含みあまり精

良とはいえない。17は ガヽ形の羽釜Bで鍔は 3か

所に付 く。18は灰釉陶器の広口瓶である。16は

土師器杯 Eで4期 以前の土器の混入である。

13～ 14期の土器様相である。

SB144   図版109

土師器杯 Aは Ⅱ (1～ 3)と 、Ⅲ (4～ 6)の 2法

量がある。杯AⅡの器高は 3 cm前後である。7・

8は盤 BI、 9は 黒色土器A椀、10011は 黒色

土器 B椀で10は小椀である。灰釉陶器は12015

が虎漢山 1号窯式、他は丸石 2号窯式である。

17は 土師器の把手。18は土師器羽釜Bで外面と

内面上半にハケロを施 している。このほか須恵

器の混入品も多く19の須恵器甕Dも 混入品であ

ろう。12期 の土器様相である。

SB145   図版109

13期の土器様相を示す。土師器杯Aは ⅡとⅢ

の 2法量がある。 5は盤 BI。 6は土師器盤A
の脚台で径は小 さく透か しに円孔を穿つ。 7

～12は 黒色土器A・ Bの椀 と小椀。13～ 17の灰

釉陶器は丸石 2号窯式である。18は 羽釜Aで口

縁部でやや内湾する形態で体部には縦方向のへ

ラ削 りを施 している。19は羽釜型の甑Dと 考え

られる。

SB146 図版109

土師器杯 Aは 2法量がある。 4はやや大きい

が、 1～ 3は 杯 AⅡ で器 高1。 5～ 2 cm、 日径

9.4～ 10cIIlの小形である。5は土師器杯AⅢ。60

7の灰釉陶器は丸石 2号窯式である。15期の土

器様相 と考えたい。

食器

種 類 器 種 個体数 重 量 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯AΠ

26

63%

４２
　
８６
％

3

7%

3

7%

6

14%

1～ 6

杯AⅢ 7～ 9

椀

小 椀 1

皿AI

盤BI

盤 BⅡ

盤 A 180

鉢 A

不 明 240

黒色土器 A 椀

黒色土器 B
椀

Jヽ椀

須恵器

杯 A

杯BⅣ

不 明

緑釉陶器 椀

灰釉陶器

椀 150

Jヽ 椀

段 皿

煮炊具

土師器

羽釜 A

:%
他

不  明

貯蔵具

須恵器

一霊

|』%

}5:%

４

　

８

％

甕

灰釉陶器 広 口瓶

第18表 SB136出 土土器の構成

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯AⅡ

４　一し　　　　‐７
膨｝
４彫　４彫　・％

３０
　

７５
％

椀

盤 A

黒色土器 A
杯AⅡ 2～ 7

椀 8～ 11

須恵器 杯 A 12～ 14

軟質須恵器 杯 A 15 016

灰釉陶器 椀

煮炊具

土師器
甕  B 7120

|』%
20～ 22

∫ヽ型甕D

第19表 SB142出 土土器の構成

0土師器 杯A

1

第135図  SB143出土土器法量分布図

218



第2節 古代の遺物

SB147   図版 110

1は土師器杯Dで全面をヘラ磨 きした後、内面を黒色処理する。 203は 須恵器杯Aで底部回転ヘラ切

りである。 4の須恵器杯蓋 Bは端部を丸 くおさめる。 506は 土師器甕 B、 7は小型甕Bで外面のハケロ

はほとんど景J落 している。 8は 甕Gの底部を抜いて再調整し、甑に転用 したものである。 2期の土器様相

である。

SB148   図版110

土師器杯Aの形態は明らかでない。灰釉陶器は 2が丸石 2号窯式、 3は貼 り付け部分の広い三角高台の

大原10号窯段階に属する。 4は ロクロ調整の土師器盤A。 5の羽釜Aは鍔が長い。土師器杯Aの様相が明

らかでないが、14期前後の土器様相 と考えられる。

SB149   図版110

土師器杯Aは Ⅱ (102)と Ⅲ (3・ 4)の 2法量がある。 7は体部外面にてタテ方向のハケロ、内面にヨコ

方向のハケロを施すもので羽釜の可能性がある。14期の土器様相である。

SB150   図版110

土師器杯Aは、Ⅱ (1)・ III(2・ 3)の 2法量があり、 1の杯AⅡ は深い形態をとる。 4は 土師器の耳皿A

である。灰釉陶器 (8～ 11)は 虎漢山 1号窯式である。12は体部にカキロを施す小型甕Dである。13014は須

恵器杯蓋で 2期以前の遺物の混入である。11～ 12期の土器群である。

SB151   図版111

102は土師器杯AⅡ 、 4は黒色土器A椀で高台の付かないものか。 607の 灰釉陶器は丸石 2号窯式

である。11～ 13期の土器様相である。

SB153   図版111

土師器杯 Aは Ⅱ (1～ 3)と Ⅲ (4)の 2法量があ

る。Ⅱは器高1.8～ 2.3cmと 浅い。 506は盤BIと

Hである。 7は灰釉陶器椀で丸石 2号窯式である。

羽釜はA(9)と B(8)の 2形態があり、いずれも指

ナデで調整する。14期の土器群である。

SB155 図版1110112、 PL68069、 第20表

食器は土師器 と須恵器がある。土師器は杯D(1
～407)、 杯 E(5・ 6)、 高杯 (809)がある。ttD・

Eは外面上半はヨコナデ、下半をヘラ削りし、内面

はヨコヘラ磨きの後黒色処理することを基本 として

い る。須 恵器 は杯 D(10、 杯 A(11～ 16)、 杯 蓋 A

(17～ 20)、 杯蓋 B(21)、 鉢 B(22～ 23)がある。10は 立ち

上が りが短 く、口径10.4cmで、底部ヘラ切 り未調整

である。ttAは 11がヘラ切 り後底部に回転ヘラ削り

を施すほかは回転ヘラ切 り未調整である。杯蓋Aは

返 りの短い形態で、いずれも天丼部中程までヽラ削

りを行なう。21は 口径20cmを 測る大形の蓋で口縁端

部は断面三角形に折 り曲げている。煮炊具は土師器

甕 A95・ 26)、 甕 Bは 70281、 甕 F99、 小 型甕 A

けの、甑Aがある。1期の土器群である。1期の土器

重量 (g)

煮炊具

土師器

甕  A

32

40%

25・ 26

甕  B 27028

甕  F

Jヽ 型甕A

16 A

不  明 830

貯蔵具

須恵器

短頸壺 D

6

7%

一霊

甕  A 31 ・ 32

甕

横  瓶

第20表 SB155出 土土器の構成
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様相である。

SB156   図版112、 PL69、 第21表

102は 口縁部下に稜をもつ杯で、口縁部は直立

気味に立ち上がる。底面を手持ちヘラ削 りするほか   食器

は全面横方向のヘラ磨きを施すもので、土師器杯 F

に含めた。3は土師器杯 Eで口径14cmを 測る。5は須

恵器高杯か。 1期の土器様相である。

SB157   図版113

1は 内面黒色処理する土師器杯Dである。 2は須

恵器杯Aで底面をヘラ削りする。 3は杯 BⅡ で高台

の径18.4cmを 測る大形品である。産地は明らかでな

いが搬入品であろう。 4は須恵器水瓶で、 3同様搬

入品と思われる。 1期の土器群である。

土師器

甕 A 7・ 8

甕  B

甕  F

小型甕A

第21表 SB156出土土器の構成

SBi58

土師器杯 E、 須恵器杯 A、 須恵器鉢 A、 土師器甕 A、 甕 Bがあるが小片で図示できない。 1期の土器様

相である。

SB159   図版113

1は土師器杯 D、 4は須恵器杯Aである。 203は 須恵器杯蓋Aで、 2は 口径 14。 8cmと 大 口径で杯 Bの

蓋 となる可能性 もある。煮炊具は器面 をナデ調整する甕Aが量的に最 も多い。7に は木葉痕が残 る。 1期の

土器様相である。

SB!60   図版113

1は土師器杯 D、 203は 須恵器杯で底部をヘラ

削りする。煮炊具は、 8～ 10が甕A、 607が 甕 B、

11が甕 Fである。 1期の土器様相である。

SB!61   図版113

1は須恵器杯Aで底部回転ヘラ切 り未調整である。

貯蔵具には須恵器横瓶がある。 1～ 2期の土器様相

である。

SB162   図版113

食器は黒色土器A(1)と 須恵器 (2～ 5)で構成さ

れる。須恵器貯蔵具には甕Dが含まれる。 6～ 7期

の土器様相である。

SB163   図版114

102は体部に稜をもつ土師器杯 Fで、口縁部が

外反して開 く形態である。 4～ 8は須恵器杯Aで、

708は体部に稜をもつ形態で直線的に口縁部がの

びる。須恵器の蓋杯 麻D)の蓋を意識したような作  ;
りである。9010の杯蓋Aは背の高いの稜のはっきり

したつまみが付 く。 4は美濃須衛窯産の可能性があ

る。12は 土師器の鉢、13は 須恵器鉢 C、 18は鉢Aで

種類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯  F 102

椀  E

高  杯

須恵器 高 杯

煮炊具

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数 比 実 測図NQ

土師器

杯 D

17

57%
３０
　
５４
％

・形
　
　
９
　
彫

杯 F

杯 C

黒色土器 A

杯 AI

杯AH 640 1～ 5

皿 B

鉢 A 610 11 ・12

不 明

黒色土器 B 皿 B

須恵器

杯 A 330 9 010

杯蓋 B

高杯 1

煮炊具

土師器

甕 A

23

41%

甕 B

甕  C

小型甕A

Jヽ 型甕D 470 13～ 15

須恵器
甕  D

|:%甕

第22表 SB164出 土土器の構成
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第 2節 古代の遺物

体部下半 をヘ ラ削 りす る。煮炊具 は土師器甕 A

(10、 甕B(lD、 甕 F(1つ 、小型甕A(10がある。 1

期の土器である。

SB164 図版 1140115、 PL69070、 第22表

食器は黒色土器A・ Bと 須恵器で構成されている。

黒色土器AttAは Ⅱ (1～ 5)と I(6)の 2法量があ

る。tt Bは 、黒色土器A(7)と 黒色土器 B(8)の両

者がある。 9010は 須恵器杯Aで外傾の強い形態で

ある。11012は鉢Aで杯Aの相似形をなす。煮炊具

のうち土師器甕Aは SB163か らの混入と考えられる。

小型甕D(13～ 19は法量に大小の差がある。16の甕B

は口縁部が「コ」字状になる。須恵器貯蔵具には甕

Dが含まれる。 7期の土器様相である。

SB:65   図版115

黒色土器が食器のほとんどを占め、わずかに須恵

器杯Aが 1片はいるのみである。 4は土師器小型甕

Cで、体部をヘラ削りする。 607の甕 Bは 口縁部

が長めに開 く形態で、 6では胴部上半にヨコナデが

入る。 7期の土器様相である。

SB166   図版115

102は須恵器杯Aで ともに底部回転ヘラ切 りで

ある。 2は体部に稜をもつ形態でSB163に 類例があ

る。 3の杯 B蓋は口縁端部が断面三角形 となる。 2

期の土器様相である。

SB167 図版115

遺物は少ない。 2は土師器甕Bで口縁部が「 く」

の字に強 く外反する。 6期の土器様相である。

SB168 図版 115、 第23表

土師器杯 Aは Ⅱ (1～ 7)と Ⅲ (8)の 2法量があ

る。ttA Ⅱの器高は 2～ 3 cmの幅があるが中心は 2

cm前後である。椀は土師器(100黒 色土器 A(11～ 100

黒色土器 B(14)・ 灰釉陶器 (15～ 1つ がある。灰釉陶器

(15～ 1"は丸石 2号窯式である。13～ 14期の土器様相

である。

SB!69 図版 116、 第24表

食器は土師器・黒色土器 B・灰釉陶器で構成されている。土師器は杯AⅡ (1～ 5)、 皿AⅡ (6～ 10)、 皿A

I(12・ 10、 盤BⅡ (1⊃、と椀・小椀がある。ttA Ⅱは器高 2 cm、 器高10cm前後のものが多い。皿AⅡ は底

部が小さく平坦な底面を挽き出し、日縁部は折り曲げるように面取りしている。12は 皿AIで口径16。 4cm

を測る。灰釉陶器 (14～ 181は 丸石 2号窯式である。14期の土器群である。

煮炊具

土師器  1 羽 釜  1  2  1  140  11:%

貯蔵具

須恵器
甕 260

|ズ%他

第24表 SB169出 土土器の構成

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図No

土師器

杯 AH

５
膨一　・％　２筋　　７
膨一

1～ 7

杯AⅢ 180

椀 1

皿AI

皿AⅡ 1

盤 BI

盤 BⅡ

盤 A

不 明

黒色土器 A
杯AⅡ 1

椀 11～ 13

黒色土器 B 椀

須恵器 杯 A

灰釉陶器
椀 15～ 17

段 皿 18・  19

煮炊具

土師器

甕 B

小型甕D

羽  釜

不  明 140

貯蔵具

須恵器 甕 ３
　
７
％

■
％
　
２

磁
灰釉陶器

/1ヽ  瓶

広 口瓶

第23表 SB168出 土土器の構成

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯AH 375

29

72%
４０
　
８２
％

}

|』%

1～ 5

杯AⅢ

椀

小 椀

皿AI 120 13

皿AⅡ 220 6～ 10

盤 BⅡ

不 明 360

黒色土器 A 椀

灰釉陶器
椀 560 15～ 18

段 皿

221



第 3章 遺

SB170   図版116

1は土師器杯AⅡ で器高1.7cm、 口径9.lcmの小形である。 2は 皿AIである。 3は灰釉陶器段皿、 4は

緑釉陶器小椀で胎土は軟質で白色を呈 し、底部糸切 り後高台を貼付する。釉は光沢のある緑色であるが濃

淡があり剥落が激しい。底面も含め全面に施釉している。5は土師器鉢で調整にロクロを用いていない。15

期の土器様相である。

SB!7:   図版116

土師器杯 Aは ⅡとⅢ(1～ 3)に分化 している。 6は盤BⅡ、 7は 皿AⅡ、 8は 黒色土器A椀で、灰釉陶器

(9～ 11)は 大原10号窯段階である。12の小壺は手捏ねである。13は小形の羽釜Bで鍔を指でつ まんでいる。

14期の土器様相である。

SB172   図版116

土師器は杯AⅡ (1)と Ⅲ (203)の 2法量がある。 405は盤 BI。 灰釉陶器 (6～ 1の は丸石 2号窯

式、11012は 虎漢山 1号窯式である。11の皿には内面に沈線が輪状にめ ぐる。13期の土器様相である。

SB173   図版117         彗

土師器杯 Aは Ⅱ (1～ 6)と Ⅲ (7)の 2法
0土師器

□須恵器

・ 須恵器

Ｃ

Ａ

Ｂ

杯

杯

杯

・ 杯 B ⅡI

量があるが、Ⅱは器高 3 cm前後、日径10cm

前後である。 809は黒色土器A椀。10は

金属銑形の土師器無台椀で、調整にロクロ

を利用 しているかどうか判断が難 しい。

11～ 13の灰釉陶器は虎漢山 1号窯式。14は

土師器小型甕Dで底部に糸切 り痕が残る。

15は 羽釜Bである。12期の土器様相である。

SB174   図版117

10205は 土師器杯AⅡ で、 102は器高1.8～ 2

cm、 日径 9 cmと 浅 く、 5は器高 3 cmで ある。 3は土

師器小椀であるが器高2。 3cmと 非常に低い。 607の

灰釉陶器は丸石 2号窯式である。 8の灰釉陶器小瓶

は光ケ丘 1号窯式で混入の可能性 もある。 5は灯火

器 として利用されている。15期の様相である。

SB175 図版 1170118、 PL70071、

第136図、第25表

1は土師器杯で非ロクロの調整 と考えられる。底

面は手持ちヘラ削り、体部は内外面ともに横方向の

ヘラ磨 きを施し、黒色処理を行なう。 2は大形の土

師器杯 Cで、糸切 り後底面から体部下半にかけて手

持ちヘラ削 りを行ない、上半は横方向にヘラ磨きす

る。内面は見込の部分に沈線を引き、放射状に暗文

を施す。明褐色の緻密な胎土である。須恵器杯Aは

回転ヘラ切 り (3)4点、糸切 り (4～ 8)7点ある。

杯 Bは Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Vの各法量が認められる。14は

美濃須衛窯産である。25は須恵器長頚壺 A、 26は土

10

第136図  SB175出 土土器法量分布図

杯 BⅣ

杯LV・ 口ゝ

食器

種類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数 比 実測図NQ

土師器 杯

IL

４８
　
６３
％

45

94%

杯 C 1 190

須恵器

杯 A 3～ 8

杯BⅡ

杯 BⅢ

杯BⅣ 1250 16～ 22

杯BV

杯蓋 B 9～ 13

不 明

煮炊具

土師器

甕  A

21

28%

甕 B

甕  C

jヽ型甕A

jヽ型甕B 1280 27・ 28

Jヽ 型甕D 29～ 32

不  明

貯蔵具

須恵器

長頸壺 A

短頸壺 B

一霊

甕 3400

横 瓶

第25表 SB175出 土土器の構成
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師器の把手付きの小型甕Aで ある。煮炊具は

29～ 32が小型甕D、 27028は 小型甕Bで縦方向

のハケロの後カキロを施す。33が甕 B、 34は甕

Cである。4期の土器様相である。

SB!76 図版1180119、 PL71 0 72、

第26表、第137図

1は土師器杯 D、 内面を黒色処理する。3～ 5

は須恵器杯蓋A。 6は須恵器杯蓋Bで口径18.3

cmを 測る。 7～ 12は 須恵器杯Aで、12は 不明だ

が残 りすべて底部にヘラ削 りを施す。 7～ 9は

平らな底部から体部が箱形に立ち上がる形態で

ある。13は 須恵器高杯の杯部である。煮炊具は、

土師器甕A(1401D、 甕 B(10、 17は 甑Aの小形

のもので底部に14孔 を穿つ。19は 土師器鉢で全

面をヘラ磨 き調整している。須恵器の貯蔵具で

は甕E(20)が ある。このほか甕Aと 思われるも

のが 4個体ある。 1期の土器様相である。

SBi77 図版119

1は土師器杯AⅡ、 2は小椀 と盤 BⅡの中間

な形態である。いずれも器高が低い。 4は 土師

器鉢で非ロクロの調整である。15期の土器様相

である。

SB!78   図版119

1～ 7は 皿状に小型化した土師器杯AⅡ で、

15期の土器様相である。

SB:79   図版119

SB178同様土師器杯AⅡ (1・ 2)は 皿状に小型

化 している。 4は杯AⅢで器壁は厚い。 3は土

師器小椀、 6は 白磁椀Ⅱ類である。15期の土器

様オロである。

SB180   図版119

食器は土師器高杯 (1)と 須恵器杯Aが 1点あ

るのみである。 2は 土師器甕 B、 3～ 5は甕A

である。土師器の甕類で底部の観察できるもの

5点のうち 2′点に木葉痕が認められた。 1期の

土器群 と思われる。

SB181   図版119

図示できないが土師器杯Aは ⅡとⅢの 2法量

があ り、Ⅱはかな り小形である。灰釉陶器椀

(1)、 段皿 (2)は ともに丸石 2号窯式。14期前後

10

第137図  SB176出土土器法量分布図

第26表 SB176出 土土器の構成

第 2節 古代の遺物

15cm 口径

食器

口須恵器 杯A
・ 須恵器 杯 B

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯  D

IL ３ ‐

　

５６

％

鉢 678 18 019

高 杯

須 恵器

杯  A 7～ 12

杯蓋A 3～ 5

杯蓋 B

高 杯

煮炊具

土師器

甕  A

17

31%

14 015

甕  B

小型甕A

li_R A

不  明

貯蔵具

須恵器

甕 A 140

甕  E

甕

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯AⅡ

11

40%

1錫 ２８
　

７６
％

6

21%

杯AЩ 220

椀

鉢

不 明

黒色土器 A
椀

小 椀

須恵器

杯 A

杯BⅣ

杯蓋 B

蓋

不明

灰釉陶器

椀 500 7・ 8

小 椀

皿

段 皿 120

煮炊具

土師器

甕 B

羽釜A 2960

羽釜 B

不  明

貯蔵具

須恵器 甕 60 ％

　

％灰釉 陶器 短頸壺

第27表 SB183出 土土器の構成



第 3章 遺

の土器様相 と考えられる。

SB183 図版 1190120、 第27表

土師器杯 Aは Ⅱ (1)と ⅡI(2)がある。

3は 土師器椀。 405は 黒色土器Aの小

椀 と椀である。 6～ 10の灰釉陶器はすべ

て丸石 2号窯式である。11は体部以下を

縦方向のハケロ、胴部上半をカキロ状に

10

第138図  SB184出 土土器法量分布図

ハケロ調整する土師器甕である。13は羽釜A。 12は

須恵器蓋のつまみと思われる。13～ 14期の土器群で

ある。

SB184 図版 120、 PL72073、

第138図、第28表

須恵器杯Aに 回転糸切 りと回転ヘラ切 りが共伴す

る4期の土器様相である。 1は土師器杯 Eで体部外

面を手持ちヘラ削 りし、内面は横方向に丁寧なヘラ

磨 きを施 し黒色処理 している。 203は小破片であ

るがロクロ調整によるものと思われ、外面にはロク

ロロが目立つ。内面は横方向のヘラ磨 きのあと黒色

処理する。須恵器杯Aは 回転ヘラ切 り (405・ 9)3

点、静止糸切 り(101点、回転糸切 り(6～ 8011～ 10

11点である。須恵器杯 BはⅣのみである。煮炊具は

土 師器 甕 A、 甕 B(24～ 20、 甕 C(2の 、小 型甕 B

υЭ、小型甕D鬱 702の がある。28の小型甕Dは底部

静止糸切 りである。30は須恵器甕Eである。

SB185 図版121

土師器杯Aは Ⅱ (1～ 5)と Ⅲ (6・ 7)の 2法量がある。ttA Ⅱは口径10～ 11.5cm、 器高3.3～ 2.8cmで あ

る。 809は黒色土器A小椀、10′ 11は椀、12は 黒色土器 B椀である。13～ 15の灰釉陶器は虎漢山 1号窯

式にあたる。16は ロクロ調整の小型甕Dである。12期の土器様相である。

SB186   図版121

土師器杯Aは Ⅱ (102)と Ⅲ (3)がある。 4は 黒色土器 B小椀、灰釉陶器 (506)は丸石 2号窯式であ

る。14期の土器様相である。

SB!87   図版121

1～ 3は須恵器杯Aで、 1は糸切 りである。 405は杯蓋Bで端部は屈曲させずに折 り曲げる。ttB(6
～8)は いずれもⅣの法量である。 9は小型甕D、 10は 甕Bであるが体部の張 りは弱 く口縁部を「 く」の字

に折 り曲げている。11は 須恵器甕Eである。土師器甕の形態等を勘案すれば 4～ 5期の土器群 と思われる。

SB188   図版121

土師器杯Aは Ⅱ (1)と Ⅲ (2)が ある。灰釉陶器 (4～ 6)は丸石 2号窯式である。14期の土器群である。

SB189   図版121

1は土師器椀、 4～ 6は灰釉陶器の椀 と小椀で、小椀は器高が低い。椀の高台は貼 り付け面の広い三角

高台で大原10号窯段階から西坂 1号窯段階にかけてのものと思われる。 7は柱状の土製品である。14～ 15

0土師器 杯 E
□須恵器 杯 A

・ 須恵器 杯 B

杯A 
、 。

□署ぜTE

食器

種類 器種 個体数 重 量 (g) 個体数比 実測図No

土師器 杯 E
}:%

1

3%
３４
　
６０
％

30

88%

黒色土器 A
杯 AI

杯 AⅡ

須恵器

杯 A 4～ 14

杯 BⅣ 20～ 22

杯蓋 B 15～ 19

灰釉陶器 椀 1

煮炊具

土師器

甕 A 1

18

32%

甕 B 24～ 26

甕  C

甕  F 1

jヽ型甕B 150

lヽ 型甕D 27・ 28

貯蔵具

須恵器

短頸壺

IL
甕 E

甕

第28表 SB184出 土土器の構成
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期の様相である。 6は 糸切 りの須恵器杯 Aで

4・ 5期の遺物の混入であろう。

SB191   図版121

1は灰釉陶器椀で虎漢山 1号窯式にあたる。

12期 を前後する段階の土器様相である。

SBi92   図版122、 PL73 0 74、

第139図 、第29表

食器は土師器 と灰釉陶器で構成され、量は多

い。土師器杯Aは Ⅱ (1～ 25)と ⅡI(26～ 30)の 2法

量がある。ttA Hの法量は平均で回径10.5cm、

器高 3 cmで ある。ttAⅢは口径12～ 13.5cm、 器

高3.5～ 4。 5cmである。椀は土師器 (31～ 34037～ 41)

が多く、黒色土器Aにの・灰釉陶器

“

7)は少な

い。31～ 34は小椀である。41は 口径19.5cmを 測

る大形品である。48は糸切 り痕を残す土師器小

壺、49は鍋の把手であろうか。灰釉陶器に3～ 4つ

は虎漢山 1号窯式である。12期の土器様相であ

る。

SB193   図版122

土師器杯 Aは Ⅱ (1)、 Ⅲ (2・ 3)に 法量分化 し

ている。 506は 灰釉陶器 で丸石 2号窯式。

13～ 14期の土器様相である。

SB194   図版122

1は土師器杯 Aで器高 1。 8cmと 皿に近い。2は

やや大振 りである。 304は 口径16cmを 測 る。

灰釉陶器 6は 口縁端部 を玉縁に仕上げるもので

西坂1号窯段階、 507は 丸石 2号窯式である。

8の羽釜Aは体部下半 を斜め方向にヘラ削 りし

ている。15期の土器様相である。

SB195   図版123

土師器杯Aは Ⅱ (1～ 4)と Ⅲ (5)がある。Ⅱは器高で 2 cm、 日径は10cmを切る法量である。 6は土師器

小椀だが体部が非常に浅い。灯火器 として使用されている、黒色土器A小椀

“

)も 器高が低い。 8の灰釉陶

器椀は丸石 2号窯式である。15期の土器様相である。

SB196   図版123

土師器杯Aは Ⅱ (1・ 2)と Ⅲ (3)の 2法量がある。 5～ 7の灰釉陶器は丸石 2号窯式。 8の羽釜Aは鍔

の部分の指オサエが顕著である。14期の土器様相である。

SB!97   図版123

1～ 4の土師器杯AⅡ は口径9.8～ 1lcm、 器高2.5～ 3 cmの法量の幅のなかに入る。 5は黒色土器A椀で

あるが磨 きは放射状で粗い。灰釉陶器は 6010が虎漢山 1号窯式、他は丸石 2号窯式である。11は糸切 り

痕を底部に残す土師器小型甕D。 12は体部をタタキ調整する羽釜Aである。13期の土器様相である。

10

第139図  SB192出土土器法量分布図

煮炊具

土師器

甕 A

5

6%

小型甕E

Jヽ 型甕D 1

羽  釜

鍋

不 明

貯蔵具

灰釉陶器 1 広 口瓶  1  2  1  60 11Z%  1  49

第29表 SB192出 土土器の構成

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 夢こ測図NQ

土師器

杯 D

61

82%

７５
　

９２
％6

8%

7

9%

杯 AⅡ 1～ 25

杯 AⅢ 26～ 30

椀 37～ 41

小 椀 31～ 34

盤 BⅡ 35036

小 壺

黒色土器 A 椀 42

須恵器

杯

杯 B

杯蓋 B 1

不 明

灰釉陶器

椀

皿 43・ 44

段 皿 140

稜 皿

不 明

225
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SB!98   図版123

土師器杯 Aは Ⅱ (1)と Ⅲ (2)がある。 304

は椀 と月ヽ椀で、皿Aも Ⅱ (506)と I(7)に そ

れぞれ法量分化 している。 8は盤 BI。 灰釉陶

器 (9～ 1⊃ は丸石 2号窯式である。14期の土器様

相である。

SB:99   図版1230124、 PL75、

第140図 、第30表

土師器杯 Aは Ⅱ (1～ 6)、 Ⅲ (7)の二法量があ

る。Ⅱは器高 3 cm前後 口径 10cm前後 とまだ大 き

めである。ttAⅢは、 7の 1点のみである。 8
～10は 土師器盤 BH。 11～ 13は土師器椀、14～ 18

は黒色土器 A椀である。灰釉陶器は22が丸石 2

号窯式のほかは虎漢山 1号窯式である。煮炊具

はロクロ調整 を行ない、月同音Sを ヘ ラ削 りする甕

(23)、 羽釜Aは 24025がある。24は 内部 をハケ状

工具 で整 えた後 タタキ調整 を施 して い る。

11～ 12期の土器様相である。

SB200   図版124

須恵器杯 Aは回転ヘラ切 り2個体、回転糸切

り1個体がある。 2は須恵器杯 BⅢ、 1は それ

に対応す る法量の杯蓋 Bである。土師器甕 C

(304)は 口縁部が強 く外反する形態である。 4

期の土器様相 と考 えられる。

SB201   図版125

土師器杯Aは Ⅱ (1・ 2)と Ⅲ (304)に 法量分化 している。灰釉陶器は11が虎漢山 1号窯式、他は丸石 2

号窯式である。12は 小型甕Dである。13の羽釜Aは体部をタタキ調整する。13期の土器様相である:

SB202   図版124

1は須恵器杯蓋Aで 1期の遺物の混入か。 2は杯Aで底部回転ヘラ切 りである。 405は 杯 BⅡ であろ

う。 3期の土器様相である。

SB204

遺物は少なく小片で図示できないが、美濃須衛窯産の須恵器杯 B、 土師器小型甕A・ 小型甕 Bな どの存

在を考えれば 2～ 3期頃の土器 と考えられる。

SB205   図版124

非ロクロ成形の土師器鉢が 1点図示できた。磨 きの方向は不明だが内面全体をヘラ磨 きする。 1期の土

器である。

SB206   図版125

土師器杯 AⅡ は口径 8 cm、 器高1.3cmと 小形である。 2は盤 BH、 4は皿AIで回径17.8cIIlを 測る。 50

6は須恵器杯Aで、 5は回転ヘラ切 り、 6は 回転糸切 りである。 7は土師器甕 Fで 50607は 3期以前

の遺物の混入であろう。その他の土器は14～ 15期の土器様相を示すと思われる。

10

第140図  SB199出 土土器法量分布図

須 恵器
甕 380 7

10%不  明

第30表 SB199出 土土器の構成

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯 AⅡ

21

40%

５２
　

７６
％

1～ 6

杯 AⅢ

椀 11 ・12

盤 BI 180

盤 BⅡ 225 8～ 10

不 明

黒色土器 A 椀 14～ 18

須恵器

杯 A

杯BⅣ

杯蓋 B

灰釉陶器

椀 21 022

皿

不 明

煮炊具

土師器

甕  B

10

14%

小型甕D

羽 釜A 24025

不  明

貯蔵具
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SB207 図版125

1は土師器高杯。須恵器杯Aは 回転ヘラ切 り

(2)と 回転糸切 り (3)の両者があるが、個体数

では回転ヘラ切 り1点、回転糸切 り4点で回転

糸切 りのほうが多い。煮炊具は 7が底部に糸切

り痕の残る小型甕 D、 8は指ナデ調整の小型甕

A、 11は 甕Aである。 9は非ロクロ調整の鉢で

体部外面を縦方向のヘラ削 りで調整 している。

4期の土器様相 と考えられる。

第141図  SB209出 土土器法量分布図

SB208 図版1250126

102は土師器杯Dで 1は 内外面を黒色処理

している。 3は内面黒色処理を施すの手捏ね土

器である。 809は 須恵器杯Aで底部を回転へ

ラ切 りする。 6は杯蓋Aで軟質の焼成である。

7は高杯の脚部であろう。煮炊具は、土師器甕

A(10・ 11)、 小型甕A(1の は底部に木葉痕残る。

14は 甕 G、 13は 土師器鉢で口縁部内面に横方向

のヘラ磨 きを施す。 1期の土器様相である。

図版 126、 PL76、

第141図、第31表

土師器杯Aは Ⅱ (1～ 4)と Ⅲ (5・ 6)の 2法量

がある。Ⅱの法量は器高3。 2～ 2。 8cm、 口径10cm

前後である。 8は黒色土器 Bの小椀、 9010は

黒色土器Aの小椀で、 9は 内面のヘラ磨きが暗

文状になされている。11～ 18の灰釉陶器はすべ

て虎漢山 1号窯式である。煮炊具のうち、19は ロ

12期の土器様相である。

SB210   図版126

食器は須恵器杯蓋B(1)1′点のみ。煮炊具は土師器甕 B、 貯蔵具は甕A(2)がある。 5期の土器様相で

ある。

SB211   図版126

102は灰釉陶器の椀 と皿である。12期以降の土器様相 と考えられる。

SB213   図版127

土師器杯Aは Ⅱ (1～ 5)と Ⅲ (6)の 2法量がある。皿Aも I(809)と Ⅱ (7)の 2法量をなし、両者と

も口縁端部を面取 りしている。14・ 15の灰釉陶器は丸石 2号窯式である。14期の土器様相である。

SB214   図版127

1は土師器杯Dで体部外面下半を手持ちヘラ削 り、内面は横ヘラ磨きを施す。 203は 須恵器杯蓋Bで

小形である。 405は 土師器小型甕A、 6は 甕 Fである。 1～ 2期の土器様相である。

SB215 図版 127、 第32表

土師器杯 Aは H(1)と Ⅲ (6)に 法量分化 している。 2～ 5は 土師器皿AⅡ で口縁端部 を面取 りする。 9

SB209

煮炊具

土師器

小型甕D

羽 釜 A

不  明

貯蔵具

須恵器 1甕 160 10ヲ笞

第31表 SB209出 土土器の構成

クロ調整のガヽ型甕 D。 20は丸底の羽釜Aで完形である。

o土師器 杯A

食器

種 類 器種 イ固引同牧 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯 AⅡ

２３
％
　
　
６
彫
錫
　
６
彫

8

18%

４５
　

７６
％

1～ 4

杯 AⅢ 5・ 6

椀

盤 A

不 明

黒色土器 A
椀

小 椀 9・ 10

黒色土器 B 小椀

須恵器

杯 A

杯BⅣ

杯蓋 B

灰釉陶器

椀 280 15～ 17

小 椀

皿 240 11 0 12

段 皿 13014

不 明
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～11の灰釉陶器は丸石 2号窯式である。14期の

土器様相である。

SB216   図版127

1は美濃須衛窯産杯蓋Bでやや小さめで高い

つまみが付 く。 2は底径で16.5cmを 測る大形の

杯 Bである。産地は不明だが搬入品と考えられ、

灰白色で堅緻な胎土である。煮炊具は 3の小型

甕Bを 図示 した。底部外周を手持ちヘラ削 りす

る。 4は美濃須衛窯産の横瓶である。 2～ 3期

の土器様相であろう。

SB2!8   図版127

土師器杯AⅡ が 2点図示できたのみである。

器高1.6cIIl・ 口径 7。 8～ 8 cIIlと 小形である。15期

の土器 と考えられる。

SB2!9   図版127

土師器杯 AⅡ (1)と 黒色土器A小椀 (2)を 図

示した。 2は灯火器 として利用されている。杯

AⅡ は12～ 13期の形態である。

煮炊具

SB220 図版 128、 PL77

須 恵器

長頸壺 A

}25%

４
％

１０

慇

不  明

灰釉陶器 広 口瓶

第32表 SB215出土土器の構成

1～ 3は 土師器杯AⅡ、 607は 杯AⅢ、 405は 盤 BⅡ 、 8は皿AI、 9は鉢Aである。10～ 14の灰

釉陶器は丸石 2号窯式である。煮炊具には15の鍋がある。一対の短い耳を有するもので、広い底部から体

部は直角に近 く立ち上がる。体部外面には浅いハケロを施し、内面には粘土紐の積み上げ痕が残る。底部

は内外面ともに指ナデで平坦に仕上げられている。口径28。 4cm・ 器高8.8cm O底径22.4cmを 測る。

SB221   図版128

土師器杯Aは Ⅱ (1)と Ⅲ (2)がある。 3は皿AI、 4は小椀、 506は盤 BⅡ である。 8～ 10の灰釉陶

器は丸石 2号窯式である。14期の土器様相である。

SB222 図版128

1～ 3は 土師器杯AⅡ で器高は2.8cm前後である。灰釉陶器は 6が虎漢山 1号窯式のほかは丸石 2号窯式

である。12～ 13期の土器様相である。

SB223   図版128

土師器杯Aは Ⅱ (1～ 4)と Ⅲ (5)の 2法量がある。Ⅱは口径10.5cm、 器高 3 cm～ 3。 3cmを測る。 6は盤B

Ⅱ。 7は灰釉陶器椀である。12期の土器様相である。

SB224 図版1280129

食器は非ロクロ調整の土師器杯 と須恵器で構成される。 1は土師器杯 Eで口径17cm、 外面は底部手持ち

ヘラ削 り後全面を横ヘラ磨 きし、内面も丁寧な横ヘラ磨きを施している。 2は杯Dで底部外面は手持ちへ

ラ削り、内面はヘラ磨 き後黒色処理する。 3は須恵器杯蓋Aで扁平なつまみを付 し、天丼部のヘラ削りは

広い範囲に及んでいる。 4は杯Aで器高5.7 cmと 深い。5は土師器鉢である。煮炊具は、土師器甕 B(6・ 80

9)、 甕A(7)、 甑A(1の がある。 1期の土器様相である。

SB501 図版129

黒色土器Aが食器の主体を占めている。黒色土器AttAに は Iと Ⅱ (2)がある。 4の灰釉陶器はハケ塗

重 量 (g)

2

6%

8

24%

黒色土器 A

土師器

甕 B

羽  釜

不  明

貯蔵具
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りで光ケ丘 1号窯式である。 8期の土器様相である。

SB502

黒色土器AttA Ⅱ、土師器甕A、 須恵器甕の小破片のみで時期は不明である。

SB503   図版129

1は土師器杯AⅢ、 2は土師器皿AI又は盤 BI、 3～ 6は灰釉陶器である。 7は ロクロ調整の土師器

小型甕D、 8の羽釜Aは体部ハケロ調整後鍔を貼付する。13～ 14期の土器様相である。

SB504   図版130

土師器杯Aは Ⅱ (1・ 2)と Ⅲ (3)がある。 4は 口径18cmを測る。 6は底部に木葉痕の残る土師器小型甕

Aで、 2期以前の土器の混入と考えられる。土師器杯Aの形態は14期の様相である。

SB505   図版130

食器の主体は黒色土器Aである。黒色土器AttAは I(3)と Ⅱ (2)の 2法量がある。 5は 須恵器杯 A、

6は灰釉陶器皿で光ケ丘 1号窯式である。土師器甕 B(7・ 8)は 、日縁部が直線的に外反し、7では体部上

半にヨヨナデが施される。 8期の土器様相である。

SB506   図版130

102は土師器杯AⅡ、 3は黒色土器 Bの小椀。 4は土師器盤BIであろう。 5～ 7の灰釉陶器は虎漢

山 1号窯式である。13期の土器様相である。

SB507   図版130

食器では黒色土器Aが主体を占め土師器 と軟質須恵器、灰釉陶器が少量ずつこれを補 う。黒色土器Aに

は杯AI・ II(2～ 9)、 椀 (10、 皿 B(1⊃ 、鉢A(1"がある。13014は 軟質須恵器杯Aである。灰釉陶器の

うち15は 光ケ丘 1号窯式であるが、16017は 丸石 2号窯式で 1の土師器皿AⅡ 同様、13二 14期の遺物の混

入である。 8期の土器様相である。

SB508   図版130

土師器小椀 (102)が図示できた。13～ 14期の土器 と考えられる。

SB509   図版131

食器は黒色土器Aが主体で土師器、須恵器、軟質須恵器、灰釉陶器は少量に過ぎない。黒色土器Aは杯

AH(1～ 121が 中心で、杯AI(13・ 10も ある。14は 底部外周を手持ちヘラ削りする。黒色土器Att B(18～ 20

のうち18は 高台が付かない。19は 内面のヘラ磨きが暗文風に六角形の方向でなされている。21022は 須恵

器、23は軟質須恵器である。24025は 灰釉陶器で光ケ丘 1号窯式、24は灯火器 として使用されている。26

は黒色土器AttAで口縁端部に内傾する面をもつ。29は土師器靖形土器で古墳時代中期の土器の混入であ

る。 8期の土器様相である。

SB52!   図版131

102は須恵器杯 Aで回転ヘラ切 りと思われる。 304は杯蓋Aであるが4は 口径が大きく14。 6cmを 測

る。天丼部のヘラ削りは比較的狭い。 5は杯蓋Bで口縁部は断面三角形で美濃須衛窯産の可能性 もある。

6は三角形の高台をもつ杯 Bで、焼成は甘 く内面は赤褐色を呈する。 7は土師器甕 F、 8は甕Aで底部に

木葉痕残る。10は 須恵器長頸壺、11は 短頸壺、 9013014は 鉢Aで 14は 美濃須衛窯産である。12は フラス

コ形瓶である。1期の土器様相である。

SB522   図版132

102は土師器杯Dで内面と外面上半を横ヘラ磨きし、 2は内面を黒色処理する。 3は 土師器杯 Eで口

径 14。 5cmである。 405は土師器杯 Fで 4は 口縁部が内湾気味、 5は 口縁部が外反する。 6は須恵器杯 A、

7は高杯である。 8は魅、9は短頸壺である。 1期の土器様相である。
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SB523 図版 132、 PL77、 第33表

食器は土師器 と須恵器がある。土師器は高杯 (3

～7)が多い。 102は土師器杯 Eで 2は灯火器 とし

て用いられたのか口縁部周辺に炭化物が付着してい

る。 809は 須恵器杯Aで底部回転ヘラ切 り、 8は

口径 14。 3cmである。10011は 須恵器杯蓋Bである。煮

炊 具 は 土 師 器 甕 A(14015)、 甕 B(16)、 甕 F

(18～ 2⊃ 、小型甕A(1つ がある。貯蔵具は12が魅、13

が長頚壺である。このほかに須恵器短頸壺、鉢 A、

甕Aがあり甕には美濃須衛窯産製品が 1′点含まれて

いる。 2期の土器様相である。

SB524 図版133

1は土師器杯 Fで体部外面に稜を持ち口縁部はや

や内湾気味である。内面 と体部上半をヨコヘラ磨き

する。 2は小形の壺で指オサエで仕上げる。 3は魅

である。 405は 土師器甕Bであるが形態は異なる。

4は 内面に粘土紐の輪積痕を明瞭に残し、横方向の

ハケロをかける。 5は 口縁部が「く」の字に外反する形態である。1期の土器様相である。

SB525

遺物は小片で図示できないが、非ロクロ調整の土師器鉢、土師器甕A、 美濃須衛窯産の甕があることか

ら、 2期に属するものと思われる。

SB526   図版133

食器は須恵器を主体に構成されている。 7は甕Bで回縁部の外反が強い。 809は小型甕Dで底部に回

転糸切 り痕が残る。10は 須恵器甕Aで体部内面に同心円文が残る。 5期の様相である。

SB527   図版133

土師器杯は図示できないが、杯 Dと 杯 Fがある。須恵器杯Aは 回転ヘラ切 りで口径10cm前後のものと思

われる。 1は体部外面をヘラ削りし後指ナデを加える小型甕Aである。 1期の土器様相である。

SB528 上層 図版133

SB528は 上層と下層で土器の様相が大きく異なる。住居址 2軒の重複 と考えられるがここでは上層・下層

として記述する。SB528上層は黒色土器Aを 食器の主体 として軟質須恵器 と土師器で構成されている。10

2は土師器杯AⅡ、黒色土器AttAは Ⅱ (3～ 8)と I(9010の 2法量がある。11は椀である。12～ 16は 軟

質須恵器杯Aである。17は 緑釉陶器椀で底部破片であるが、高台の部分で打欠き円盤状に整えているかの

如 くである。全面をヘラ磨 きし光沢のある淡緑色の緑釉が掛かる6胎土は灰白色を呈する硬質の焼成で内

外面に 3点の トチンの目跡が残る。黒笹 90号窯式の緑釉陶器である。18は小型甕D、 底部に糸切 り痕が

ある。 8期の土器様相である6

SB528 下層 図版133

食器は非ロクロ調整の土師器杯 と須恵器で構成されている。 1は底面を手持ちヘラ削 り、体部 をヨヨナ

デで仕上げる杯で底部内面は指オサエを行ないやや雑な作 りである。 2も 1と 同様な調整であるが底面は

ヘラ削 りせず、指ナデ調整である。 3は須恵器杯蓋Aで軟質の甘い焼き上 りである。図示してないが須恵

器杯Aがあり底部回転ヘラ切 り後回転ヘラ削 りする。 5は甑Aで内外面をハケロ後ヘラ磨きする。 6は体

須恵器

長頸壺 A

17

12%

一霊

甕  E

甕

慇 1

第33表 SB523出 土土器の構成

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯 E 260

|三%

５４
　

３９
％

102

杯 F

杯 C 1

高杯 3～ 7

須 恵器
杯 A 809

杯蓋 B 10 0 11

煮炊具

土師器

甕 A 19880

66

49%

甕  B 22

甕  F 18～ 21

小型甕A

jヽ 型甕B

貯蔵具



部をヘラ削 り後ヘラ磨 き調整する土師器甕であ

る。 7は 土師器甕A。 1期の土器様相である。

SB529 図版 134、 PL77078、

第142図、第34表

食器は土師器・黒色土器A・ 軟質須恵器・灰

釉陶器で構成される。土師器杯AⅡ (1～ 8)は 1

法量のみである。12は 軟質須恵器杯 A。 灰釉陶

器椀 (13～ 19は 13が 口径16cm・ 器高4.9cm、 15で

口径 12.4cIIl・ 器高4.lcmと 法量の差が大きい。17

は土師器盤Aで脚台の端部を内側に折る形態で

楕円形の透かしを3方向に穿つ。18は 土師器小

型甕D。 19020は 甕Bである。8期の土器様相で

ある。

SB530   図版135、 PL83

1は土師器杯Eで、内面には縦方向の暗文を

施し内外面ともに赤彩を施す。2は須恵器杯Dで

立ち上がりは低 く内傾 し、口径9.2cmである。5

～ 8は須恵器杯Aで、 5～ 7は 回転ヘラ切 り未

調整、 8は 回転ヘラ切 り後底面の狭い部分を回

転ヘラ削りする。 9は須恵器杯 B、 10は 須恵器

高杯の脚部である。11012は 土師器小型甕A、

13は小型甕 B、 15は 甕Aで、14は土師器鉢であ

る。 1期の土器様相である。

SB534   図版135

食器は土師器、黒色土器 A、 軟質須恵器、灰

釉陶器で構成されているが、土師器の量が最 も

多い。 102は 土師器杯AⅡ、 304は 黒色土

10

第142図  SB529出土土器法量分布図

第 2節 古代の遺物

15 cm口 径

貯蔵具

須恵器

一空

甕 A

甕

不  明

灰釉陶器 長頸壺

第34表 SB529出 土土器の構成

器AttA Iと Ⅱである。 506は 椀で、内面のヘラ磨 きは放射状で暗文風になされ磨かれない部分が多い。

7～ 9の灰釉陶器は漬掛けで施釉 している。 809は 口縁部 を指でつまむ小さな輪花を 4か所にを施す。

8期の土器様相である。

SB535

遺物は小片で図示できない。食器は土師器・黒色土器 A・ 須恵器・灰釉陶器があるが、須恵器は混入 し

た遺物であろう。灰釉陶器の広口瓶と思われる破片がある。 8～ 9期の様相と思われる。

SB536   図版135

食器は土師器・黒色土器A・ 灰釉陶器で構成されているが、図示できるものは黒色土器A椀 (1)と 灰釉

陶器椀 (2)である。2は漬掛け施釉である。 8期の土器様相である。

SB537   図版1350136、 PL78079、 第143図、第35表

土師器杯AⅡ (1～ 9)は器高 3 cm前後、口径10～ 1lcmの法量である。杯AⅢ と確認できるものはない。10

は盤BI。 黒色土器Aは椀のみで11012は小椀、13～ 16は椀で概して内面の磨きは粗 く、16では17の よう

に「十」字状にヘラ磨きが施されるのみである。17は 高台は付かないが、杯Aではなく椀を意識して製作

o土師器
●黒色土器A
口軟質須恵器

Ａ

Ａ

Ａ

杯
杯
杯

杯A(II)

%増  0

食器

種類 器種 イ固引咤敗 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯AⅡ

IL
}ら
g%

}8%

６５
　
７２
％

1～ 8

椀

盤 A

不 明

黒色土器 A

杯AⅡ

椀

鉢 A

不 明

須 恵器
杯 A

不 明

軟質須 恵器 杯 A

灰釉陶器 椀 13～ 15

煮炊具

土師器
甕  B 16

18%

19020

Jヽ 型甕D

231



第 3章 遺

したものの可能性が強い。灰釉陶器 (18～ 2の は漬

掛けで施釉 され、虎漢山 1号窯式である。24は

緑釉陶器椀で回径12.2cmを 測る。釉は濃緑色で

発色は良 くな く、胎土は灰色で硬質である。25

は小型甕Dである。11期 の土器様相である。

SB539

土師器杯 AⅡ は日径 10。 2cm、 器高2.8cm、 黒色

土器Aの小椀はヘラ磨 きが暗文状に省略されて

いる。

SB540 図版 136、 PL79、 第36表

102は土師器杯 Fで底面をヘラ削りする。

口縁部は稜から強 く外反する形態である。 3は

土師器杯 Eで回径15.5cmを 測る。 4は赤褐色を

呈する緻密な胎土で、外面は横方向のヘラ磨 き、

内面は縦方向の暗文風ヘラ磨きを施す。 6～ 10

は須恵器杯Aで底部回転ヘラ切 りである。 6・

7は 口径12clrl前後、 8～ 10は 口径13.5～ 15。 5cm

で、大小の開きがある。7は 美濃須衛窯産であ

る。11012は 須恵器杯 Bで、11は 美濃須衛窯産、

12は 細 く短い高台の付 くものである。13は 須恵

器椀Aで口縁端部を内傾させる。底部には回転

糸切 り痕が残 る。煮炊具は土師器甕A・ 甕 B

鬱0)・ 甕 C(21)・ 甕G鬱幼0小型甕 B(14～ 1の が

あり、小型甕 Bは底部外周に横方向のハケロを

施 し底部には木葉痕が残る(15～ 10。 33は長頸壺

A、 24は体部をタタキ調整する須恵器甕Eで、焼成は甘 く軟質である。 2～ 3期の土器様相である。

SB541 図版137

食器は、非ロクロの土師器杯類 と須恵器で構成されているが、図示できたのは 1の須恵器杯蓋Aである。

焼成甘 く軟質である。 4は 口縁部を波状にする土師器鉢である。底面には木葉痕を残し、底部周辺を手持

ちヘラ削り、体部外面はヘラ磨き、内面は指ナデで仕上げる。 2は 手捏ねの小壺、 3は小型甕Aで内外両

面をヘラ磨 きする。 506も 体部ヘラ削 り後指ナデする小型甕A。 7は小型甕Bである。 1期の土器様相

である。

SB542   図版137

土器全体のなかで煮炊具、特に土師器甕Aの量が多い。食器は土師器 と須恵器で構成されている。1～ 5

は非ロクロ調整の土師器杯で、 104は 内面に黒色処理を施している。 5は精選された赤褐色の胎土で、

内面にヨコナデ後放射状方向の暗文風ヘラ磨 きを施す。須恵器杯A(6～ 8)は、 6が回転ヘラ切 り、 8は 回

転ヘラ切 り後底部を手持ちヘラ削 りする。11012は体部に沈線を引 く杯 Bで金属器模倣のものか。美濃須

衛窯産の可能性のある胎土色調である。15は肩の部分に沈線をもって稜をなす魅で体部に櫛状工具による

刺突が施される。15は長頸壺 Bの高台であろう。土師器の煮炊具は甕A25026、 甕 B、 甕 F17・ 18、 小型

甕A19020、 小型甕B21～ 24がある。17020・ 22の底部には木葉痕が残る。 2期の土器様相である。

10

第143図  SB537出土土器法量分布図

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯AⅡ

41

53%

19

24%
７８
　
９‐
％

９

％
　
％

8

10%

1～ 9

椀

盤BI

不 明 850

黒色土器 A

杯AH

椀 13～ 16

小 椀

須 恵器
杯 A

杯蓋 B 1

緑釉陶器 椀

灰釉陶器

椀 20021

・小椀 18019

皿

段 皿 200

煮炊具

土 師器

jヽ型甕D

IL不  明

貯蔵具

須恵器

一笠
５

　

６

％

４
．彫
　
１％

甕 1

灰釉陶器 瓶

第35表 SB537出 土土器の構成



第 2節 古代の遺物

SB543

土師器杯Dと 土師器甕Fが 1個体ずつあるだけで

あるが、小片のため図示できない。 2期以前の様相

か。

SB544   図版138

煮炊具の土師器甕類が量的に非常に日立つ構成で

ある。 1ん 3は須恵器杯Aで 2は 回転ヘラ切 りであ

る。 4は平瓶の口頸部であろう。 6は 土師器小型甕

A、 708は 甕A、 9010は 甕 B、 11は 甕 G、 12は

底部に糸切 り痕を残す小型甕Dである。 2期の土器

様相 と思われるが、12は新 しい要素である。

SB545   図版138

土師器杯は杯AⅡ (1・ 2)の 1法量のみで杯AⅢは

認められない。 3は 土師器椀、 4～ 6は 黒色土器A

椀で、磨きは 4では放射状に省略されている。 7は

底部に糸切 り痕を残す土師器小型甕 D。 8は羽釜A

である。11期の土器様相である。

SB546   図版139

全体に土師器が多く、杯・鉢・甕類に磨き技法が

多用される。 1二 3は土師器杯D( 203は 内面を

黒色処理する。 3は 日縁端部を内傾させている。 8

～10は 須恵器杯蓋Aで 9010は 内面の返 りが特に短

い。11012は 隧で高台が付き、11は体部に文様帯を

もつ。13は 口縁部に櫛描波状文を施す須恵器甕Aで

ある。11～ 13は美濃須衛窯産の可能性がある。14は

底部に木葉痕を持ち、体部が球形に張る土師器甕 F。

15～ 17は 土師器鉢、18は 甕Bである。 1期の土器様

相である。

SB547 図版1390140

貯蔵具

1須亭器1甕 1 11“ 01}ら %|"|
第37表 SB550出 土土器の構成

器で甕Eであろう。15～ 17は 小型甕A、 18020は甕B、 21は甕G、 22・ 23は 甕Fで、23は外面を縦方向の

ハケロ後内外面に横方向のヘラ磨きを施す。 1期の土器様相である。

SB548   図版140

1は土師器杯Eで外面は口縁部近くまでヘラ削り、内面は横ヘラ磨きを全面に施す。 3は小型甕 B、 4

土器の量は多い。土師器杯は杯 D(1・ 2)と 杯 E(3

～5)で、 2のみ黒色処理されている。高杯 (607)

は両者 とも黒色処理である。8は 口径38cmを 測る内面

を丁寧に横方向にヘラ磨きするが土師器鉢であろう。

12は 須恵器杯 BⅡ で、高台は小さな三角形状で体部

の外反は非常に強い。14は醒の口頸部 と考えられる

が、内面のロクロロは強い。19は灰白色軟質の須恵

煮炊具

土師器

甕 A 1650

27

48%

甕  B

甕  C

甕  F

甕  G 22

lヽ型甕B 1920 14～ 19

不  明 920

貯蔵具

須恵器

長頸壺 A

12

20%

甕 E 160

甕

横瓶 1

第36表 SB540出 土土器の構成

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

椀 C

i%

8

50%

‐６
　

４０
％

1～ 3

鉢

高 杯

須恵器

杯  A 7～ 10

杯蓋A

杯蓋 B 1

鉢  A 1

高杯 13 ・14

煮炊具

土師器

甕 A

23

58%

甕  B 15～ 17

甕  F

。甕 G

lヽ 型甕B

卜型甕C

不  明 1000

233
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は球形胴で外面にハケロを施す土師器甕Gである。 1～ 2期の土器様相である。

SB549   図版140

1は土師器杯 Eで、底部外面を手持ちヘラ削 りし、内面はヘラ磨 き後黒色処理する。 2の須恵器杯Aは

底部回転ヘラ切 り。 3は美濃須衛窯産の杯 BⅡ。 5は土師器甕Bで回縁部は「 く」の字に強く外反し、内

面にハケロを施 している。 2期の土器様相である。

SB550 図版1400141、 PL80081、 第37表

食器は非ロクロの土師器 と須恵器で構成されている。 1～ 3011は土師器椀 Cで、1は 口縁部外面に強い

ヨコナデによって段を付ける。底部外面は手持ちヘラ削 り、体部は横ヘラ磨 きを施す。内面はナデ調整で

ある。 2は体部下半を手持ちヘラ削 り、内面は横ヘラ磨き後黒色処理する。11は 軟質に焼き上ってお り黒

色～灰白色を呈する。薄手に仕上げられ、体部上方の外面に沈線が巡る。体部下半は手持ちヘラ削 りを施

している。 5は全面をヘラ磨 きする土師器鉢である。 6は須恵器杯蓋Aで天丼部の回転ヘラ削 りは口縁端

部近 くにまで及ぶ。 7～ 10は杯Aで、 708は 口径 10。 5cm～ 1lcmの小形で底面を回転ヘラ削りする、箱形

の形状である。 9010は 底部回転ヘラ切 り未調整で体部が外傾 しながら立ち上がる形態で、日径は 9で13

cmあ る。12は 口縁端部を折 り曲げる。15～ 17は 土師器甕 B、 18は小型甕 B、 20は甕A、 21は甕:F、 19は甕

Gである。22は須恵器の甕であるが胎土黒灰色の軟質の焼き上 りである。 1期の土器様相である。

SB55i 図版 142、 第38表

1は明褐色・緻密な胎土の土師器杯Cで、底部回転糸切り後手持ちヘラ削り、体部もロクロナデ後ヘラ

磨きを施しているが、器面が荒れ内面の暗文は観察できない。2は須恵器杯A、 3は杯BⅣで美濃須衛窯産

である。 4～ 7は杯蓋Bであるが、 4は 口縁部を丸くおさめる独特の形態で美濃須衛窯産である。 5～ 7

は在地産で胎土・焼成 0つ まみや口縁部の形態が非常によく似ておりおそらく同一時に製作されたもので

あろう。 9の須恵器甕Aも 美濃須衛窯産である。煮炊具は土師器甕の多くの器種がある。15は 甕Aで回径

23.5cII1 0器高43.2cm・ 底径10.2cmを 測り、底面には木葉痕が残る。13は 甕 B、 14は 甕Cで底面にも手持ち

ヘラ削りを行う。10011は小型甕 B、 12は小型甕Dである。2～ 3期の様相である。

SB553   図版142

土師器杯 AⅡ (1～ 3)は 口径 9。 5～ 10.5cm、 器高

2.3～ 2.7cmと 小形である。 5～ 7は土師器椀、灰釉

陶器は漬掛け底部回転ヘラ削りで、 9010が丸石 2

号窯式、他は虎漢山 1号窯式である。緑釉陶器は 6

片が出土している。濃淡のある濃緑色の釉調で、胎

土硬質のもの (15・ 10を含めて4片、濃緑色の釉で胎

土が軟質のもの2片がある。いずれも器面のヘラ磨き

はない。13期の土器様相である。4の黒色土器AttA

Ⅱは 5～ 8期の遺物の混入であろう。

SB554   図版144

食器は黒色土器Aと 須恵器で構成されているが、

量的には黒色土器Aが須恵器を上回っている。黒色

土器AttAは Ⅱ (1・ 20405)と I(3)の 2法量が

ある。いずれも内面のヘラ磨 きは丁寧である。 6は

黒色土器Att B。 7の土師器甕 Bは底部まで丁寧な

ハケロを施 している。 8は 須恵器甕Dで、肩の部分

食器

種 類 器種 個体数 重 量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯D OrE
8

21%

31

79%

３９
　
４６
％

杯

高 杯

須 恵器

杯 A

杯BⅣ

杯蓋 B 4～ 7

鉢 B

高杯

煮炊具

土 師器

甕 A 4030

24

29%

甕  B 2550

甕 C

Jヽ 型甕A 390

小型甕B 720 10011

ガヽ型甕D 190

貯蔵具

須恵器

長頸壺 A
21

25%
甕  A 1180

慇 1

234

第38表 SB551出 土土器の構成
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に凸帯を貼付tさ らに四耳を付けるが、耳は紐をち

ぎって付けたような簡単なものである。 7期の土器

様相である。

SB555   図版143、 PL81～ 83、 第39表

食器は土師器・黒色土器 A・ 須恵器・軟質須恵器・

灰釉陶器で構成されている 8期の好資料である。 1

は土師器杯 Cで 6期以前の混入であろう。 2は 土師

器耳皿A。 3～ 17は 黒色土器A杯で17が杯AⅢの法

量で他は杯AⅡ である。18019は 黒色土器Att Bで

器高は高めである。20～ 25は黒色土器A椀である。

26～ 28は須恵器杯 A。 29～ 38は軟質須恵器で、29は

灯火器 として使用されている。39～ 43の灰釉陶器は

ハケ塗 りで光ケ丘 1号窯式。土師器盤A● 4・ 4Dは脚

台が強 く張る形状で、45では透かしが「十」字形に

開けるられている。煮炊具は土師器甕Bと 小型甕D

が主体で、甕 Cと 甕 Fは小片である。50は須恵器短

頸壺 Cである。

SB556 図版 144、 PL83

土師器杯Aは II(1・ 2)と Ⅲ (304)の 2法量に分

化 している。Ⅱは器高2.5cm前後である。 5は盤 B

H、 6は盤BIである。黒色土器A椀は9010の椀

と、11の小椀の 2法量がある。灰釉陶器は虎漢山 1

号窯式にあたり、12と 15に は底部に糸切 り痕が残る。

22の短頸壺はほぼ完形に近い残存率である。13期の

土器様相である。

SB557 図版 145、 第40表

食器は土師器・黒色土器A・ 軟質須恵器・灰釉陶      
冽… ~ν~VV円一一HH‐ ～け′̂

器で構成されている。須恵器は混入であろう。杯A

の構成の割合を見ると土師器 (1～ 3)12個体、黒色土器A(4～ 1011個体、軟質須恵器 (13～ 1817個体で重

量で比べても三者の量はほぼ同量となっている。19は灰釉陶器皿である。20は 小型甕 D、 21は甕 Bで口縁

部は直線的に外反し端部を面取 りしている。 8期の土器様相である。

SB558   図版1450146、 第41表

SB557同様t食器は土師器・須恵器・軟質須恵器・灰釉陶器で構成されている。ttAで比べると土師器が

少なく軟質須恵器が最 も多い構成 となっている。12は灰釉陶器皿である。13～ 16は 土師器甕Bで回縁部を

肥厚させる。13015016では胴部上半を、14では底部周辺を横方向にナデている。 8期の土器様相である。

SB559   図版146、 PL83、 第42表

食器が土師器 (1)・ 黒色土器A(2～ 1の ・軟質須恵器 (100灰釉陶器 (100緑釉陶器で構成される8期の

土器様相である。ttAの個体数比では黒色土器Aが圧倒的に多い。緑釉陶器は 3片あるが同一個体 と見ら

れ、椀の体部である。黄味を帯びた白色・軟質の胎土で、外面の釉は景1落 しているが内面には淡緑色の光

沢のある釉が掛けられている。釉のなかには緑色の濃い部分が斑点状にとんでいる。煮炊具は土師器甕B

須恵器

長頸壺 A

}」%

‐９
　

７
％

短頸壺 C

一霊

甕  D

甕

慇 1

灰釉陶器 長頸壺

第39表 SB555出 土土器の構成

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯 C

19

9%

113

52% ２‐８
　

８４
％

３‐
彫
　
４８％
　
７
彩

杯AⅡ 3～ 6

椀

耳皿 A

盤 A 44045

不 明

黒色土器 A

杯AI

杯AⅡ 7～ 15

椀 20～ 25

皿 B 17～ 19

針 A

不 明

須恵器

杯 A 26～ 28

杯BⅣ

杯蓋A

杯蓋 B

軟質須恵器 杯 A 29～ 38

灰釉陶器

椀 41 042

皿

段 皿

煮炊具

土師器

甕 B

甕  C

甕  F

小型甕D 46～ 48

他

貯蔵具
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第 3章 遺

(18・ 19、 ガヽ型甕D(15～ 1つ の構成である。20は黒色

土器 Bの短頸壺である。内外両面を丁寧に横ヘラ磨

きし黒色処理する。21は須恵器甕Aである。 8期の

土器様相である。

SB560   図版147

102は土師器杯 Fで、 1は厚手の胎土で内外全

面をヘラ磨 き調整する。 2は 口縁部が強 く外反する

形態で、調整は 1と 同様である。 3は土師器甕Aで

ある。 1期の土器様相である。

SB56!   図版147

図示できたのは 1の土師器甕Bのみである。器高

33cm、 日縁部が短 く外反する形態で胴部は薄 く仕上

げられ、外面底部周辺は横方向のハケロを施 してい

る。食器は須恵器が主体で杯Aは 回転糸切 りのみで

ある。 5期の土器様相である。

SB562   図版147

食器は土師器杯 Dと 須恵器で構成されている。土

師器杯 Dは 内面黒色処理 されている。須恵器杯A

(1)は底部切 り離し不明、杯蓋B(2)は高いつまみ

が付 く。 4～ 3期の様相か。

SB563   図版147

図示できたのは 1の土師器高杯のみである。土師

器杯Dは図示してないが、内外両面をヘラ磨きする。

l～ 2期の土器である。

SB564 図版 1470148

食器は黒色土器A(1～ 9)と 須恵器 (1の で構成さ

れるが、量的には黒色土器Aが圧倒的に多い。土師

器杯 も1片あるが小片である。11は大形の土師器小

型甕D、 12二 14は 甕Bで口縁部を肥厚させ (121、 ある

いは直線的に外反させる (13010。 12は器高31cIIlでず

ん ぐりした形状である。 7期の土器様相である。

SB565   図版148

重複のため混入遺物が多い。土師器甕A、 甕 Fな どは混入である。 1～ 3は黒色土器 A。 4は灰釉陶器

椀でハケ塗 りである。 5は土師器甕Bで直線的な口縁部で外傾は弱い。 8期の土器様相である。

SB567   図版148

食器は土師器 (1)・ 黒色土器A(2)・ 軟質須恵器・須恵器・灰釉陶器がある。煮炊具は土師器甕 Bと 小型

甕Dで構成される。土器はいずれも小片であるが、 8期の土器様相である。

SB568   図版148

土師器杯Aは 1～ 3の 1法量が確認できるのみである。日径は1lcm前後、器高2。 8cm前後で底部には回転

糸切 り後の板状圧痕が顕著に残る。黒色土器A・ 須恵器は小片である。 4は灰釉陶器椀で施釉は漬掛けに

須恵器
長頸壺 A

３
　

６
％

２
．賜
　１彫

甕 460

灰釉陶器 長頸壺

第41表 SB558出 土土器の構成

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数 比 実 測図NQ

土師器

杯 E 1

４７

７８
％

‐４
　彫　　　　‐７
　彫　　　　５
　
一ｍ　　７彫　４％

杯AⅡ 1～ 3

盤BI 240

黒色土器 A

杯 AH 4～ 10

椀 11 ・ 12

不  明

須恵器

杯 A 120

杯BⅣ

不  明

軟質須 恵器 杯 A 13～ 18

灰釉陶器 皿

煮炊具

土師器
甕  B 650

|;%小型甕D 320

貯蔵具

須 恵器 ９
　
‐５
％

８
一ｍ
　ｌ彫

甕

灰釉陶器 長頸壺

第40表 SB557出 土土器の構成

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) イ団体数上ヒ 実測図NQ

土師器 杯AⅡ

16

55%

2

7%

２９
　

５９
％

1・ 2

黒色土器 A

杯AⅡ 304

椀 525 7～ 9

皿 B 506

不 明

須 恵器
杯 A

杯BⅣ

軟質須 恵器 杯 A 10・ 11

灰釉陶器 皿

煮炊具

土師器
甕  B 7870

に%
13～ 16

jヽ型甕D 120

貯蔵具
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よる。10期の土器様相である。

SB569   図版148

食器には土師器・黒色土器A・ 須恵器があるが、

土師器杯A(1)は混入であろう。 203は黒色土器

AttA I、 5は須恵器杯Aである。7期の土器様相で

ある。

SB570

住居址の重複のため、確実に本址に帰属する遺物

は認定できず、土器様相 も明らかにし得ない。

SB571   図版148

土師器杯類に 1～ 2期の遺物の混入がある。食器

は黒色土器A(1)と 須恵器 (203)か らなり、量的

には須恵器がややうわまわる。須恵器杯Aは体部の

器壁が薄 くロクロロが強 く残るもので外傾 もかなり

強い。 405は 土師器甕Bで頚部に強いヨコナデを

入れ口縁部がやや肥厚するように調整している。 6

期の土器様相である。

SB572   図版149

1の須恵器杯ゴⅢを図示したが、本址に帰属する

時期のものかどうかは明らかでない。土師器甕類に

は甕A・ 甕Fな ど1～ 2期に属する遺物が多く含ま

れている。

SB573   図版149

食器には土師器 (1・ 2)・ 黒色土器A(3～ 5)・ 須恵

器 (6～ 100軟質須恵器 (11～ 100灰釉陶器がある。なかで最 も多いのは須恵器、次いで黒色土器A・ 軟質須

恵器で、土師器・灰釉陶器は少ない。須恵器は杯Aが多く杯 Bや杯蓋は小片である。ttAは底部が小さく

外傾の強い形態で、器壁は薄 くロクロロが目立つ。軟質須恵器杯Aは底面からコテを当てたように滑らか

にナデあげ、須恵器杯Aに あるように見込の部分に強い押えの跡を残さない。14は 土師器盤Aでロクロ調

整、口径33cmを 測る。灰釉陶器は図示してないが椀の口縁部破片で光ケ丘 1号窯式と思われる。15～ 17は

土師器甕Bで端面を面取 りする直線的な口縁部で、底部周辺を手持ちヘラ削りする。18は 須恵器甕Dで胴

部最大径52cmを 測る。内面上半には同心円文が残るが下半では粘土紐の輪積み痕が明瞭に残っている。 7

～ 8期の土器様相である。

SB574   図版150

食器は土師器・黒色土器A・ 軟質須恵器・灰釉陶器で構成されており、須恵器は混入であろう。 1は 土

師器杯 A。 2は椀である。 304は 黒色土器A椀で体部が内湾する深めの椀である。 6は灰釉陶器広口瓶

の口縁部である。 7の小型甕は指ナデの調整でロクロ調整を施さない。 8期の土器群である。

SB575   図版149

食器は須恵器が主体で少数の黒色土器Aを加えて構成される。1は黒色土器AttAで7.5cmと 底径の大き

な深めの形態である。 2～ 7の須恵器杯Aは回転糸切 り底で、底径が大きく外傾の弱い形態である。 80

9は杯蓋Bと 杯 BⅣ。10は 土師器甕Cで口頸部の形態は「 く」の字から「こ」の字状への過渡的な形態を

食器

種類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

土師器

杯 AⅡ
13

14%

56

58%

|!z

l:%

９６
　

７０
％

耳皿 B

不 明 580

黒色土器 A

杯AI 8・ 9

杯AⅡ 2～ 7

椀 10～ 12

皿 B

鉢 A

不 明 1700

須恵器

杯 A

杯BⅣ

杯BV

杯蓋 B

鉢 A 1

不 明

軟質須恵器 杯 A

緑釉陶器 椀

灰釉陶器
椀 1

段 皿

煮炊具

土師器

甕 A 1

18

13%

甕  B 18019

jヽ 型甕D 15～ 17

不  明

貯蔵具

第42表 SB559出土土器の構成

黒色土器 B
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第 3章 遺

示している。11は 口縁部が短 く強 く外反する甕Bである。 5期の土器様相である。

SB576   図版150

食器は土師器 (1～ 4)・ 黒色土器A(5～ 8)・ 軟質須恵器 (9～ 121・灰釉陶器 (1の で構成されている。量比

では土師器・黒色土器A・ 軟質須恵器の三者がほぼ同量である。 6～ 8の黒色土器A椀は体部が直線的に

開 く形態である。13の灰釉陶器椀はハケ塗 りである。14015は小型甕 D、 16は 甕Bで外反の緩い口縁部で

胴部上半をヨヨナデしている。 8期の土器様相である。

SB577   図版150

1～ 4は土師器杯AⅡ で、器高は2。 7～ 3.6cmと ばらつきはあるが口径は11。 8cm前後である。 6～ 8の灰

釉陶器はすべて漬掛けの施釉、虎漢山 1号窯式で6に は底部に糸切 り痕が残る。

SB578   図版150

食器は土師器が主体で、黒色土器Aと 灰釉陶器・緑釉陶器がわずかに加わる構成である。 102の 土師

器杯Aは、日径12.5cmと 11。 2cmを それぞれ測る。 4は緑釉陶器の小椀で、灰色の硬質な胎土に濃緑色の釉

が推卜かる。 5は底部に糸切 り痕を残す土師器小型甕Dである。10期の様相である。

SB579   図版150

食器は土師器 と灰釉陶器の二者を構成の主体 としている。須恵器は混入であろう。土師器は杯AⅡ (1

～4)と 椀 (5)がある。ttA Ⅱは口径11～ 12cm、 器高 3 cm前後の 1法量である。 6は須恵器杯 A。 7～ 10の

灰釉陶器は漬掛けで施釉されている。11は 底部に糸切 り痕を残す。10期の土器様相である。

SB580   図版151

須恵器を主体に土師器・黒色土器Aで食器が構成される。土師器は杯 Cと 盤Aである。4は須恵器短頸壺

Cで底部に糸切 り痕が残る。 5期の土器様相である。

SB581   図版151

1は土師器杯 D、 2は土師器杯 Eである。 5は ロクロ調整の土師器小型甕D、 6は内面にもハケを施す

甕Bである。 7は小型甕 C、 8は甑Aの把手か。 3期 を前後する段階の土器様相であろう。

SB582   図版151

土師器杯 AⅡ (1～ 3)は 口径12～ 13.5cm・ 器高 3～ 3。 5cmを測る。 5は 黒色土器A椀で内面に暗文状のへ

ラ磨きを施す。 6～ 8の灰釉陶器椀は底部ヘラ削 り。 9は黒色土器A鉢。10011は 土師器小型甕 D。 12は

灰釉陶器広口瓶の底部である。13は 須恵器甕Dで、肩に断面三角形の凸帯を貼 り付け四耳を貼付する。底

部周辺を手持ちヘラ削 りしている。 9期の土器様相である。

SB583   図版 152、 第144図

土師器杯 AⅡ (1～ 8)は 口径 10。 8～ 11.8釧・器

高 3～ 3.5cmの 1法量である。8は底部に焼成後

穿孔を行なう。 9～ 11は土師器椀、12013は 黒

色土器A椀である。灰釉陶器 (14～ 21)は ハケ塗 り

が主で14018が漬掛けの可能性がある。22は那

州窯系の自磁椀底部である。白色の精良な胎土で輪状に高台を削り出す。畳み付けの部分を除いて高台内

面も施釉 している。釉調は濁 りのない透明な釉である。24は甑 Bで底部周辺をヘラ削 りする。10期 の土器

様相である。

SB585

灰釉陶器椀 1片 と土師器甕の破片が 1片 あるに過ぎない。12期以降と考えられる。

SB586   図版152

第144図  SB583出土土器法量分布図
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黒色土器Aと 須恵器・軟質須恵器で食器が構成されるが須恵器の量は少ない。 102は 黒色土器AttA

Ⅱ、 3は杯AIである。 4～ 6は軟質須恵器で内面は滑らかにロクロナデで仕上げられ、黒斑が残る。煮

炊具は土師器甕B(8)と 小型甕D(7)の 組み合わせで構成され、甕 Bは直立気味の回縁部、胴部上半 と底

部周辺のヨコナデなど新 しい様相である。 7期の土器様相である。

SB587   図版152

遺物は小片で図示できたのは、 1の黒色土器AttA Ⅱ l点のみである。 8期の土器様相である。

SB588   図版153

1は土師器杯Aに、 3は軟質須恵器杯 A、 4はハケ塗 りの灰釉陶器皿である。 5は 土師器盤Aで口径29

cm・ 器高14.2cmで、脚台は低 く楕円形の透かしを4方向に穿つ。回縁、脚台の端部はくぼみを付けるよう

な面取を施している。 607は 土師器甕Bで体部のハケは浅 く不明瞭で、底部周辺を手持ちヘラ削 りして

いる。灰釉陶器の壺類は長頸壺・短頸壺蓋がある。 8期の土器様相である。

SB589

食器は土師器 (1～ 4)・ 黒色土器 A・ 灰釉陶器

(5～ 8)・ 緑釉陶器 (9)がある。灰釉陶器 (5～ 8)

は光ケ丘 1号窯式、 9は緑釉陶器皿で内外両面

をヘラ磨 きし、淡緑色の釉を高台の内側まで全

面に施している。胎土は須恵器質で硬質である。

10は 灰釉陶器長頚壺。11は 須恵器甕Aである。

12は 須恵器甕Dで、灰白色の緻密な胎土で器表

には淡緑色の自然釉をかぶ り、おそらく東海地

方からの搬入品と思われる。肩の部分に凸帯を

巡らし耳を付ける。耳は長方形に仕上げ上方か

ら孔を穿つが、貫通はしない。体部はタタキ調

整し、凸帯から上の肩の部分にヘラ描きで文様

を施す。文様は動物の胴部 とも見えるが不明で

ある。 8～ 9期の土器様相である。

SB590   図版154

須恵器を主体 とする食器構成の 5期の様相で

ある。 4の土師器甕 Bは 口縁部が強 く短 く外反

する形態である。

SB59! 図版 154、 PL84、

第145図、第43表

食器は土師器 を主体に黒色土器Aと 灰釉陶器

で構成されている。 1～ 5の土師器杯 Aは 口径

13cIIl・ 器高3.5cm前後 を測 る。 6～ 8の椀は土師

器・黒色土器Aいずれも体部が直線的に開く形

態である。灰釉陶器 (1001⊃ は漬掛けである。12

は小型甕D、 13の甕Bは 口頸部を「コ」字状に

外反させている。 9期の様相である。

0                         10            15cm口 径

第145図  SB591出土土器法量分布図

食器

図版1530154

重量 (g)

杯D orE

黒色土器 A

煮炊具

土師器

甕  A

15

19%

甕  B

甕  C

]ヽ型甕C

jヽ型甕D 200

不  明

貯蔵具

須恵器

甕 A
8

10%
甕  D

甕

第43表 SB591出 土土器の構成SB592 図版154
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1は須恵器杯蓋Aで口径 14。 4cmと 大形である。 203は杯Aで、 2は 回径 8 cm、 3は 口径16cmと 法量に

大きな開きがある。土師器甕は 6が甕A、 708は甕 B、 5は甕 F、 4は小型甕Aである。 4を 除 く大形の

甕類はいずれも厚手で、粘土紐の積み上げ痕が内面に観察できるものが多い。 1期の土器様相である。

SB593

土師器杯 D、 土師器甕 A、 甕 B、 須恵器甕の破片

の出土があるのみで図示できる遺物はない。 1～ 2

期の土器 と思われる。

SB594

遺物はきわめて少ないが。黒色土器A杯、灰釉陶

器椀のあ り方か ら 8期 を前後す る時期の土器 と考 え

られる。土師器甕 A・ 甕 Fは SB593よ りの混入であろ

う。

SB595 図版 155、 第44表

食器は土師器が主体で黒色土器 A、 灰釉陶器、軟

質須恵器が混じる程度である。土師器杯AⅡ (1～ 9)

のうち103は灯火器 として使用されている。120

13は灰釉陶器椀で漬掛け。16017は 黒色土器AttA

で、16は体部に断面三角形の凸帯を貼 り付け、17は

片口を付ける。14015は小型甕Dである。 9期の土

器様相である。

SB596   図版155

遺物少なくハケ塗 りの灰釉陶器椀 (1)を 図示でき

たのみである。 8期 を前後する時期の土器群であろ

う。

SB597   図版155

土師器が主体の食器構成をとる。 4は無台の土師器耳皿。 6の灰釉陶器椀は施釉方法は不明である。 7

は須恵器長頚壺Aで還元烙焼成が不完全で褐色を呈する。 9期の土器様相である。

SB598 図版 1550156、 PL84085、 第146図、第45表

食器は黒色土器Aと 須恵器で構成されているが、量的には須恵器が黒色土器Aを うわまわっている。黒

色土器Aは杯AI(809)、 杯AⅡ (1～ 7)、 椀 (1の、皿B(11)があり、大形のものでは図示はしてないが

鉢Aも ある。須恵器は杯AⅡ (12～ 10が主体で杯 Bは少ない。18は 口径が小さく体部の深い形態である。19

は環状のつまみを持つ杯蓋Bである。22023は 土師器盤で口径34cmを はかる。体部はタタキ調整の後ロク

ロナデを施 し、直線的に開 く形態で端部は面取 りする。脚台は高 く3方に長方形の透かしを開けている。220

23と もに硬質の焼きで、23は還元炎焼成を受けている。26～ 29は土師器小型甕Dでいずれも底面に糸切 り

痕を残す。法量は最 も大きい26が口径20cm・ 器高20.2cm、 最 も小さい29が口径9.5cm・ 器高7.5cmと 法量に

かなりの開きがある。貯蔵具では20の壺蓋Aは灰白色の胎土で、天丼部に濃緑色の釉が掛か り美濃須衛窯

産の可能性が強い。 7期の土器様相である。

SB599   図版156

図示できたのは土師器甕C(1)と 小型甕D(203)の みである。tt C O小型甕Dと もに口縁部が「 く」字

に折れる形態で 5期の様相である。

食器

種類 器種 個体数 重量 (g) 個体数 比 実 測図NQ

土器師

杯 E

24

51%

ち

４６
　
５９
％

杯AΠ 1～ 9

椀

皿 A

鉢 A

高 杯

不 明

黒色土器 A

杯AⅡ

椀

鉢 A 265

須恵器

杯 A

杯蓋 B 1

不 明

軟質須 恵器 杯 A

灰釉陶器
椀 250 12013

皿 35

煮炊具

須 恵器
長頸壺 A

‐４
　
‐８
％

‐３
彫
　
一％

甕

灰釉陶器 長頸壺

第44表 SB595出土土器の構成

貯蔵具



SB600   図版156

須 恵 器 を主 体 (3～ 9)に 、土 師 器 杯 C

(1)、 黒色土器AttA Ⅱ(2)で食器が構成さ

れる 5期の土器様相である。甕は甕 B、 小

型甕 D(11・ 12)が主体 で小型甕 C(10)が あ

る。

SB601   図版157          0

土師器・黒色土器 A・ 黒色土器 B・ 軟質

須恵器・灰釉陶器で食器が構成される。 4は 黒色土

器 Bの耳皿で底部中央に円孔を穿つ。 8期の土器様

相である。

SB602   図版157

食器は須恵器 と黒色土器Aで構成されているが、

須恵器が主体である。土師器杯 Aは SB579か らの混

入 と考 えられる。 1は 黒色土器 AttA I、 203は

底部回転糸切 りの須恵器杯 Aで底径の大 きな形態で

ある。 5は須恵器鉢Aである。 5期の土器様相であ

る。

SB604

図示できる遺物はないが、土師器の非ロクロ調整

の鉢・甕 A、 須恵器の焼 きの甘い軟質の甕のあ り方

は、 1～ 2期までの土器様相 を示 している。

第 2節 古代の遺物

10

第146図  SB 598出 土土器法量分布図

須 恵器

長頸壺 A

18

15%

壺 蓋 A

甕  D

甕

第45表 SB598出 土土器の構成

SB605 図版157

607は直線的に開 く浅めの体部の椀である。 9

は軟質須恵器杯Aである。10011は灰釉陶器椀・皿

で、このほかに段皿がある。12は 緑釉陶器椀で外反

する口縁部破片である。内外面をヘラ磨 き、淡緑色

の釉が掛かる。灰白色で軟質の焼成である。煮炊具

は土師器甕 Bと 小型甕Dの組み合わせで、 8期の土

器様相である。

SB606   図版157、 PL85、 第46表

土師器、黒色土器A、 須恵器、軟質須恵器、灰釉陶器で食器は構成されているが量的には黒色土器Aが

最 も多い。杯Aは 土師器はⅡ (1)が 1法量のみ、黒色土器Aは I(5)と Ⅱ (2～ 4)の 2法量、軟質須恵器

は杯A(11)の 1法量のみである。 8～ 10は体部が直線的に伸びる皿Bである。12～ 15の灰釉陶器は光ケ丘

1号窯式である。須恵器はいずれも小片であった。煮炊具は土師器甕B(1601つ 、小型甕D(18019の構成

に甕C少量がある。20は灰釉陶器長頸壺で光ケ丘 1号窯式に属する。21は底径11.5cmの 円筒形土器で外面

には縦方向のハケロを施す。 8期の土器様相である。

SB607   図版158

土師器杯Dが 5点図示できた。調整は 5が内外両面を全面ヘラ磨 きするのに対し、 1～ 4は 内面はヘラ

磨 きを施すが外面は指ナデあるいは指オサエで仕上げている。法量で見ると4が口径10cm前後であるのに

●黒色土器A ttA
口須恵器 杯A

・ 須恵器 杯 B

食器

種 類 器種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器

杯 C

9

11%

25

29%

８５
　
７２
％

51

60%

杯AⅡ

盤 A 22023

高杯

黒色土器 A

杯 AI 470 8・ 9

杯AⅡ 1～ 7

椀

皿 B

鉢 A

不 明

須恵器

杯 A 12～ 16

杯BⅣ

杯BⅥ

杯蓋 B

煮炊具

土師器

甕 B

15

13%

24・ 25

甕  C

Jヽ 型甕D 1410 26～ 29

不  明

貯蔵具
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対し、 20305は 口径12～ 13cmである。煮炊

具は土師器甕 Bと 甕 Fが 1点ずつ。貯蔵具は美

濃須衛窯産の壺が 1点あるに過 ぎない。 1～ 2

期の土器様相である。

SB608

図示できる遺物はない。月ヽ片ながら黒色土器

AttA、 須恵器杯 A、 土師器甕などの状況から、

5～ 7期の土器様相 と考えられる。

SB609   図版158

1は非ロクロ調整で内外面をヘラ磨 き調整す

る。 203は 土師器甕Bで内面にもハケ調整が

施されてる。 4は甕Aである。 2～ 3期の様相

である。

SB610   図版158

食器は土師器 (1～ 4)・ 黒色土器A(506・ 1⊃ ・

須恵器 (708)・ 軟質須恵器 (9)0灰釉陶器 (10)

で構成されている。10は皿で指で口縁部を小さ

くつまむ輪花を4個付ける。煮炊具は土師器甕

Bと 小型甕D(1"の組み合わせに甕C(1の が加

わる。貯蔵具は須恵器のみで甕Aと 甕D(り が

ある。14は タタキ調整後肩の部分に凸帯を2段

に付 しているが、耳の有無は不明である。 8期

の土器様相である。

SB6!1   図版158

食器は土師器 (1)と 灰釉陶器 (2～ 5)のみで構成されている。灰釉陶器はハケ塗 りで施釉される。 2の

椀は、腰の部分を折るようにして立ち上がらせるいわゆる稜椀の形態である。 9期の土器様相である。

SB612   図版158

食器は黒色土器A(3～ 5)を 主体に土師器 (102)と 軟質須恵器 (6)が ある。須恵器は小片である。 7

は土師器甕 Bで口縁部は肥厚して短 く外傾が弱 く立ち上が り、胴部上半にはハケ調整の後ヨコナデが施さ

れる。 8期の土器様相である。

SB6i4   図版159

土師器・黒色土器A・ 須恵器・軟質須恵器・灰釉陶器があるが、主体は土師器 (1～ 3)・ 黒色土器A・ 灰

釉陶器 (405)の 構成である。灰釉陶器は4が漬掛け、 5がハケ塗 りである。 6は小型甕 D。 8期の土器様

相である。

SB6i5   図版158

遺物は少なく小片が多い。食器の構成、土師

器甕の構成は 8期の様相である。

SB616 図版 159、 第147図

食器は土師器 と灰釉陶器で構成されている。

土師器の主体である杯 AⅡ (1～ 8)は 口径12cm

須恵器

長頸壺 A

1112

7

7

%

短頸壺 1

壺  蓋

甕 1855

灰釉陶器 長頸壺

第46表 SB606出 土土器の構成

10             15cmロ

第147図  SB616出土土器法量分布図

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 涸 体数比 実測図NQ

土師器

杯 C

杯AⅡ

椀

不 明

黒色土器 A

杯AI

杯AⅡ 2～ 4

椀 400 6・ 7

皿 B 8～ 10

鉢 A 1

須恵器

杯 A 492

杯BⅣ

杯蓋 B

鉢 A 370

不 明

軟質須恵器 杯 A

灰釉陶器
椀 12～ 14

皿

煮炊具

土師器

甕 B 1935 16・ 17

甕 C

lヽ型甕D 1005 180 19

円筒形土器 265

貯蔵具

O土師器 杯A



第2節 古代の遺物

前後・器高3。 5cmを測る。土師器椀 (9・ 1の は直線的に開 く形態である。灰釉陶器 (11～ 1の はハケ塗 りによ

る施釉である。15は 底部に糸切 り痕を残す小型甕Dである。 9期の土器様相である。

SB617 図版 159、 PL87

1～ 3は 土師器杯Dで、 1は外面底部をヘラ削 り後全面をヘラ磨 き調整 し内面を黒色処理する。 2は底

面をヘラ削 り後内面は放射状に暗文風のヘラ磨 きを施す。 3はやや深めで内面はヘラ磨 き、外面はヘラ削

り後指ナデを施す。 4～ 6は 回縁部に強いナデを入れ口縁部を外反させてつまみ出す形態は類似 している

が、 4は 口径が小さく内外面共ヘラによるナデ、 5は指ナデするのに対 し、6は 口径13.4cmと 大きく、内外

面を横方向のヘラ磨 き調整 している。6は SB550に 類例がある69° 10は須恵器杯蓋Aと 杯Aのセットで`杯

Aは底部回転ヘラ切 り未調整である。甕は土師器甕A(1⊃、甕 B(12010、 小型甕Bがある。 1期の土器様

相である。

SB6!8   図版160

須恵器を主体に食器が構成される。 1は 黒色土器Aで口径15.5cmと 杯AIの法量である。黒色土器Aの

食器類が内面のヘラ磨 きを放射状にするのを一般 とするのに対 し、 1は 内面底部までヘラ磨 きは横方向で、

古い段階の非ロクロの土師器杯のヘラ磨 きの方法と共通している。 2二 7は須恵器杯Aで、 2は底部切 り

離し後底面を手持ちヘラ削 り、他は回転糸切 り未調整である。 809は 杯蓋Bで口縁部をくちばし状に折

り曲げている。10は杯 BⅥ、11は杯 BⅣである。煮炊具は12が口縁部が直立気味のガヽ型甕 C、 13014は ガヽ

型甕Dである。須恵器甕には美濃須衛窯産が 1点含まれている。 4期の土器様相である。

SB619   図版160

土師器 (1・ 2)、 黒色土器A(3～ 6)、 須恵器 (7)、 軟質須恵器 (8)、 灰釉陶器 (9)が ある。煮炊具は土

師器甕 B(1の と小型甕D(11012)に よる組み合わせで、甕Aは混入と思われる。13は灰釉陶器小瓶で底部

回転糸切 り、ハケ塗 り施釉で回縁部を欠 く他は完形である。 8期の土器様相である。

SB620 図版160

図示できる遺物は少ない。食器には土師器杯Dと 須恵器がある。 1は美濃須衛窯産杯蓋 B、 2は高杯脚

部。 3は美濃須衛窯産の魅、 4は 短頸壺Dである。須恵器のなかで美濃須衛窯産の占める割合は、須恵器

総個体数25個体中 6個体である。 2期の土器様相である。

SB62i   図版160

須恵器 (203)と 黒色土器A(1)で食器は構成される。須恵器杯Aは 回転糸切 り未調整で底径の広い形

態である。 6期の土器様相である。

SB623   図版161

1は土師器の非ロクロ調整の杯で、不整形の形態で底部はヘラ削り、他はヘラ磨き調整する。 2は小片

であるが回転糸切 り未調整の須恵器杯Aである。 4は須恵器横瓶の回縁部、 5は小型甕D、 6は 甕Aであ

る。 3期 を前後する段階の土器である。

SB624   図版161

食器は非ロクロ調整の土師器杯 (102)と 、須恵器 (3～ 121で構成されている。 1は 口縁端部が内傾 して

面を作 り、体部内面には放射状の暗文を施す。外面は横方向のヘラ磨 きである。 2は不整形な杯で指ナデ

調整、底部には木葉痕が残る。須恵器杯Aは 3が底部回転ヘラ切 り未調整、 405が 手持ちヘラ削 り、 6

は回転ヘラ削 り、 7は 回転糸切 りと多様な調整が用いられている。10の杯蓋Bは美濃須衛窯産、11012は

杯 BⅥで12は体部上半に沈線が引かれる。煮炊具は13が小型甕A、 14は 甕 G、 15は 甕 Fである。16017は

須恵器短頸壺Aである。 3期 を前後する段階の様相である。

SB625 図版1610162
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図示 した遺物の内、 1～ 10は カマ ドの遺物、11～ 19は カマ ド以外の遺物である。 1は 土師器杯 Eで外面

は手持ちヘラ削 り調整を施す。 2は美濃須衛窯産の杯蓋 B、 5は杯 BⅢで底部に「木」字状のヘラ描きが

ある。 708は 甕 Bで口縁部の外傾が強い、 9は小型甕Bで内面にもハケを施す。10は 甕Cである。 6は

須恵器短頸壺 Cで底部は静止糸切 りである。11～ 13

は須恵器杯Aで12は 回転糸切 り。14は 鉢 Bである。

須恵器杯蓋 B(15～ 19の うち18019は 美濃須衛窯産で

ある。 3期 を前後する段階の土器であろう。

SB626   図版1620163、 PL86、 第47表

1は土師器杯Dで、外面底部を手持ちヘラ削 り後

ヘラ磨 きする。内面は指ナデ。 2は土師器椀 Cで底

部外面は手持ちヘラ削り、内面には横方向のハケが

施される。 4～ 9は須恵器杯Aですべて回転ヘラ切

り、 4は 美濃須衛窯産である。10～ 20は杯蓋 Bで

10～ 17は 美濃須衛窯産である。11は天丼部内面に「美

濃国」刻 E口 が押 されている。上 に「美」、右下 に

「濃」、左下に「国」を置 く配置で『老洞古窯址群発

掘調査報告書』ではA―Ⅱ-5類に分類されている

ものである。21～ 26は杯 Bで、21024025は杯 B IV、

22023026は杯 BⅡ である。27028は 須恵器鉢 Bで美

濃須衛窯産、29030は 須恵器椀Aで、29は底部に回転

ヘラ削 りを施す。土師器甕類は32が小型甕A、 310

33は小型甕 B、 34035は 甕A、 36037は 甕Bで、38

は甕Gである。40041は 須恵器甕Eで41は把手の付

く美濃須衛窯産製品である。 2期の土器様相である。

SB627   図版1630164

1は土師器椀 Cで内外面を、ラ磨 きする。須恵器

杯A(2・ 3)の うち 2は底部回転ヘラ切 り未調整、口

径13cm O器高 4 cmで底面が広 く体部の開きの弱い形態である。 405は土師器甕A、 6は小型甕 B、 7は

甕 B、 809は 甕Gで赤褐色の胎土は堅 く焼き締まっている。10は 美濃須衛窯産の甕Aで回縁部に 2段の

櫛描波状文を施す。 2期の土器様相である。

SB628   図版164

1～ 3は 須恵器杯Aで、 102は 底部切 り離し後回転ヘラ削りを施す。 2は酸化炎焼成である。 5の長

頸壺は美濃須衛窯産の可能性がある。 2期の土器様相である。

SB629   図版164

1は須恵器杯 BⅢ、 3は胴部にハケ状工具の刺突による文様帯を持つ魅。 4は短頸壺 C、 2は甕Eで体

部にはタタキ調整が施される。 2期の土器様相である。

SB633   図版165

煮炊具はナデ調整の甕A(3)、 小型甕A(2)が主体である。食器は須恵器のみで杯 B(1)を 図示 した

が、小片である。 1～ 2期の様相である。

SB634   図版165

食器

種類 器種 個体数 重 量 個体数 比 実 測図NQ

土師器

杯 DorE

７‐
　

５３
％

64

90%

椀 C 1 425

杯 C

高杯

須恵器

杯 A 4～ 9

杯 BⅡ 22・ 23・ 26

杯BⅣ 100 21024・ 25

杯BV

杯蓋 B 10～ 20

椀 A 29・ 30

鉢 B 27028

高杯

煮炊具

土師器

甕 A 11965

45

33%

34035

甕  B 4000 36・ 37

甕  C

甕  D 20

甕  F

甕  G 500

jヽ 型甕A

小型甕B

魅   A

不  明

貯蔵具

須恵器

長頸壺 A

19

14%

甕 E 40041

甕 1330

横 瓶

第47表 SB626出 土土器の構成
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第 2節 古代の遺物

1は土師器の手捏ねの小壺、 2は須恵器杯 A、 3は外反の強い杯 BⅡ である。 4は土師器甕 Fである。

2期の土器様相である。

SB635   図版165

灰釉陶器椀 (1)と 、土師器甕Bがあるのみである。 8期前後の土器であろう。

SB636   図版165

1は大形の杯Aで美濃須衛窯産である。 203は

須恵器杯Aで、 3は底部回転糸切 りである。 506

は土師器小型甕 B、 7は小型甕Aである。 8は フラ

スコ形瓶であろう。 2～ 3期の土器様相 と思われる。

SB637 図版 165・ 166、 PL87、 第48表

煮炊具

0                  10         15cm口 径

第148図  SB640出土土器法量分布図

食器

種 類 器種 個体数 重 量 個体数比 実 測図NQ

土師器
杯 F 1

不 明

須 恵器

杯 A

杯BⅡ 3・ 4

不 明

1は土師器杯 Fで体部下半を手持ちヘラ削りし、

日縁を強く外反させている。内面はヘラ磨きを行な

わずナデ調整のままである。 2は底部回転ヘラ切り

の須恵器杯A。 3・ 4は杯BHで高台が底部の外側

ぎりぎりに付けられている。 3は体部・高台の外傾

が著しい。 5は 土師器小型甕Bである。 6は甕A、

7は軟質の還元烙焼成の須恵器甑であろう、体部に

2条の沈線を巡らしている。 2期の土器様相である。

SB640   図版 166、 第148図

土師器杯 Aは杯 AⅡ (1～ 12)と 杯 A III(13～ 16)

の 2法量に分化 している。ttA Ⅱの法量は口径

10cm前後、器高2～ 2。 5cmである。ttAも 17～ 20

の皿AIと 、21～ 23の皿AⅡ の大小が認められ

る。黒色土器A椀 95020は杯部が浅い形態であ

る。灰釉陶器は27の輪花椀は西坂 1号窯段階、28は丸石 2号窯式、29は大原10号窯段階である。30は 白磁

椀である。体部外面にヘラ削 りとヘラ描きで蓮弁を削 り出している。器壁は薄 く胎土焼成はやや軟質、内

面見込に沈線を巡らしている。北宋前期の中国製白磁である。14期の土器様相である。

イ 掘立柱建物址出土土器

掘立柱建物址は柱痕跡が検出できたものが非常に少なく、さらに柱痕跡より出土を確認できた土器はな

い。したがって土器は柱穴一括で資料提示を行なう。

S丁  3   図版166

1は北列中央の柱穴より出土した。底部回転ヘラ切 りの須恵器杯Aで酸化焔焼成、褐色を呈する。ST3の

柱穴からは他に、土師器甕A・ 甕 B、 須恵器底部回転糸切 りの杯A・ 甕・壺が出土した。

S丁11   図版166

1は Pllよ り出土した、底部回転ヘラ切 りの須恵器杯Aである。他に土師器甕A・ 甕Bがある。

S丁12   図版166

南端の柱穴より出土した、須恵器杯 BV(1幼 を図示した。他に土師器甕A・ 甕 B・ 甕 Fがある。

S丁16   図版166

1は P6よ り出土した、美濃須衛窯産の須恵器杯蓋Bである。口縁端部をくちばし状に屈曲させている。

他に土師器甕 B、 須恵器鉢A・ 壺・美濃須衛窯産の甕がある。

土師器

甕  A 970

８
　協．　　　　１彫

９
　

６４
％

甕  B 1752

甕  F

小型甕B

不  明

須 恵器 膠 970

貯蔵具

須恵器 1 甕 7%

第48表 SB637出 土土器の構成

O土師器 杯A
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第3章 遺  物

S丁25   図版 167

1は土師器手捏ね土器、 2は須恵器高杯である。他に土師器の甕小片がある。 102と もにPlか ら出土

した。

S丁27   図版167

北列中央から出土した、須恵器回転ヘラ切 り杯A(1)を図示 した。他に土師器甕Aがある。

S丁34   図版166

1は北東隅の柱穴から出土した、須恵器杯 BHである。他に須恵器甕、土師器甕Aがある。

S丁50   図版166

1は南列東より2番目の柱穴より出土した、須恵器杯蓋Aである。内面の返 りは短 く、蓋外周より出な

い痕跡程度のものである。天丼部の回転ヘラ削 りの範囲は比較的広い。他に土師器甕A・ 小型甕A、 美濃

須衛窯産甕・壺がある。

S丁538   図版167

土器の出土は多く、すべての柱穴から土器の出土を見ている。図示 した 1は P3よ り出土した、口径21.2

cIIlを 測る土師器の皿である。非ロクロの調整で、内面の回縁部付近は横ヘラ磨 き、内面底部は縦方向のへ

ラ磨 きである。他に土師器杯DO杯 E OttA・ 甕 B、 須恵器杯A・ 杯蓋 B・ 長頸壺・甕がある。

S丁539   図版167

1は 内外面をヘラ磨きする土師器杯で、南列西端の柱穴から出土した。 2は須恵器杯蓋Bで焼成は軟質。

口縁端部は断面三角形に仕上げる。2は 出土位置を失ったが、ST539の柱穴出土である。他に土師器甕 B・

甕 F・ 須恵器杯がある。須恵器杯は高台の有無は不明である。

S丁543   図版167

1は北西隅の柱穴より出土した、美濃須衛窯産の長頸壺 Bと 思われる。肩部に稜のあるもので、体部上

半には自然釉が掛かる。他に土師器甕Aがある。

S丁547   図版167

1は土師器杯、 203は 土師器杯Dで内面を黒色処理する。 405は 須恵器杯Aで、 4は 回転ヘラ切 り

未調整、 5は回転ヘラ切 り後底面を回転ヘラ削りする。 6は体部外面にカキロを施すのもで須恵器椀Aか。

7は美濃須衛窯産 と思われる杯蓋Bである。他に土師器甕A・ 甕 B・ 甕 F・ 小型甕A、 須恵器杯 A・ 杯 B・

鉢A・ 壺・甕がある。 1は P102は P30304は P20506は P5の出土である。

S丁548   図版167

6点 を図示 した。 1は 土師器杯Dで、体部外面下半を手持ちヘラ削り、内面は横ヘラ磨き後黒色処理す

る。 2は 口径11.5cmと 小型の杯蓋 B、 3は 口径15cmを測る杯蓋A、 4は 土師器高杯の体部、 5は小型甕A、

6は甕Aの底部で底面には木葉痕が残る。 106は P3、 2は P2、 3は Pl、 4はP40Pll出土である。

S丁549   図版167

南東隅の柱穴より、 1の土師器高杯 と2の小型甕Aが出土した。他に遺物はない。

S丁550   図版167

1は須恵器甕 C、 2は須恵器長頸壺Aである。 2は緻密な胎土で外面には自然釉が掛か り東海地方より

の搬入品であろう。 2は 南列中央の柱穴より出土した。他に土師器甕A・ 甕 B、 須恵器甕がある。重複す

るSB549と 接合する遺物が多い。

S丁55:   図版167

1の土師器甕 Fと 2の甕Gを図示 した6 1は南西隅の柱穴から、 2は 南東隅の柱穴から出土した。他に

須恵器杯A・ 美濃須衛窯産の甕、土師器甕A・ 甕Bがある。
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第2節 古代の遺物

S丁552   図版 167

須恵器杯 A(1)、 土師器小型甕B(2)を 図示 した。 102と もに西列南から2番 目の柱穴か ら出土 し

た。他に土師器杯D・ 甕A・ 甕 B・ 甕 F・ 小型甕A・ 鉢、須恵器甕がある。

S丁553   図版167

須恵器杯A(1):を 図示した。底部回転ヘラ切 りである。東列北より2番 目の柱穴から出土した。他に須

恵器甕、土師器甕Aがある。

S丁566   図版167

1は底面にヘラ記号がある須恵器杯Aである。底面は回転ヘラ切 り後回転ヘラ削 りを施す。他に土師器

甕A・ 甕 B・ 甕 F、 須恵器甕がある。

S丁572   図版167

1は土師器杯で内外面をヘラ磨 きする。他に土師器甕小片がある。

S丁576   図版167

1は P3出土の土師器皿である。非ロクロ調整で、内外面を指ナデする。他に土師器甕 B・ 甕 F・ 鉢、美

濃須衛窯産長頸壺がある。

ウ 溝址出土土器

SD18   図版168

中世1期の溝址出土の古代遺物である。灰釉陶器を2点図示した。椀 と皿で、虎漢山 1号窯式にあたる。

SD27   図版168

食器・煮炊具・貯蔵具の三者がある。食器は土師器 と須恵器があり、土師器は高杯 (1～ 4)のみ、須恵器

は、杯蓋D(5)・ 杯蓋A(6)、 杯A(708)は 回転ヘラ切 りのみ、杯蓋B(9)は美濃須衛窯産、杯 BⅣ (100

1⊃ 、高杯 (1の がある。煮炊具は土師器甕A・ 甕 B・ 甕 F(100小型甕Aがある。量的には土師器甕Aが最

も多い。 1～ 2期の土器様相である。             、

SD521   図版168

遺物は小片のみである。食器は土師器杯 D、 高杯、底部回転ベラ切 りの須恵器杯A(1)がある。煮炊具

は土師器甕A・ 甕 B。 貯蔵具では須恵器長頸壺A(2)、 甕体部破片がある。

工 土坑出土土器

SK176   図版 168、 第49表

墓址出土の一括土器群である。 2を 除いて完形で

ある。 1は体部が直線的に開 く土師器椀、 2は黒色

土器A小椀である。灰釉陶器は小椀 (3)・ 椀 (4)・ 段

皿 (5～ 8)があるが、いずれも底面に糸切 り痕を残

し、丸石 2号窯式である。 9は 黒色土器 Bの長頚壺

で、底部回転ヘラ削り後幅広の高台を貼付する。体

部には粘土紐積み上げの跡が残る。外面は縦方向の

ヘラ磨 き、内面口縁内面は横方向のヘラ磨 きを施し

ている。硬質で瓦質に近 く焼きあげている。13期の

土器様相である。

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実測図NQ

土師器 椀

％
　
　
　
　
％

　

　

　

　

％

７９
％

黒色土器 A lヽ 椀

須 恵器

杯  B

鉢  A

不  明

灰釉陶器

椀 200

小  椀

段  皿 365 5～ 8

煮炊具

土師器
甕  B

|し不  明

貯蔵具

黒色土器 B 長頸壷 ２

‐４
％

％

　

％須恵器 甕

第49表 SK176出土土器の構成
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SK193   図版 168

墓址出土の土器群で、すべて完形で出土した。1は土師器杯AⅢ、回径13.8cm・ 器高4。 3cmを測る。2～ 4

は灰釉陶器段皿で、底面に糸切り痕を残す。丸石 2号窯式である。

SK514   図版168

墓址出土の土器である。出土した土師器4点すべてを図示した。102は土師器杯AⅡ で回径9.7～ 10cm・

器高 2～ 2。 2cmを 測る。3は体部の張る椀で、 4は 盤

BIである。14期の土器群である。

SK1069   図版169、 第50表

墓址出土の一括土器群である。黒色土器 B小椀

(1)、 黒色土器B椀 (2～ 5)、 灰釉陶器椀 (7～ 9)、 段

皿(10～ 1の があり、すべて図示できた。黒色土器 B椀

内面の縦ヘラ磨 きは省略され放射状の暗文風である。

食器

種 類 器 種 個体数 重量 (g) 個体数比 実 測図NQ

黒色土器 A
椀

ド%

ド%
‐０
％

2～ 6

lヽ 椀

灰釉陶器
椀 775 7～ 9

段  皿 10～ 13

第50表 SK1069出 土土器の構成

灰釉陶器は丸石 2号窯式、10は 灯火器 として使用されている613期の土器群である。

SK339   図版169

1の横瓶が出土したのみで、他の遺物はない。体部外面には平行タタキロ後カキロ、内面には当て具痕

が残る。検出の過程で胴部半分を欠いたが、完形で残存していたものと思われる。

SK349    図版169

土師器杯AⅡ (1)と 灰釉陶器椀 (2)を 図示 した。 1は 口径 cm・器高 cmを測る。 2は腰が強 く張 り口

縁部が直立気味に立つ椀で、施釉は漬掛け、底面は切 り離し痕がナデ消されている。羽釜の破片がある。

須恵器 もあるが混入品であろう。

SKl:   図版169

黒色土器A小椀 (102)、 土師器盤BⅡ (3・ 4)、 土師器杯AⅢ (5・ 6)を 図示した。14期前後の土器様相

である。

SK!i4    図jI1169

土師器杯AⅡ (1)・ 鉢 (3)、 灰釉陶器椀 (2)を 図示 した。 1は 口径9.5cm・ 器高2.3cmを 測る。 2は丸石

2号窯式。14期の土器様相である。

SK348   図版169

須恵器の食器 と貯蔵具、土師器甕Cがあり5期の竪穴住居址の土器構成に類似している。 1～ 3は 回転

糸切 りの須恵器杯 A、 杯 BはⅣ (4～ 6)と Ⅲ(7)がある。須恵器貯蔵具には長頸壺、甕D、 甕、平瓶がある。

SK350   図版170

土師器杯AⅢ (1),盤 BI(2)、 黒色土器A小椀 (3)、 灰釉陶器椀 (4)、 羽釜A(5)を 図示した。他に

土師器甕B・ 須恵器甕の破片があるが混入であろう。13期前後の期の土器様相である。

SK548   図版170

1期～ 6期の遺物が混在 している。 1は 土師器杯 Cで器表は荒れ調整は観察できない。 2は黒色土器A
杯AI、 3～ 6は須恵器杯Aで底部回転糸切 り未調整。 3～ 5は体部の外傾が弱 く、 6は底径が小さく体

部の開きが強い形態である。 708は 回転ヘラ切 りの杯Aで7は復元口径で10cm前後の小形である。 9は須

恵器杯蓋Bでつまみは大形で扁平である。10は 須恵器甕Cである。

SK522   図版170

1は非ロクロ調整の土師器で内面には指頭痕が残る。 2は須恵器杯蓋Aで天丼の回転ヘラ削りの範囲は

広いが、内面の返 りは短い。 3は高台付の魅で、肩部は稜をなし、最大径部に注目が貼付され突出する。
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第 2節 古代の遺物

このほかに、土師器杯 E・ 土師器甕Aがあり1～ 2期の土器様相である。

SK1071   図版170

1の灰釉陶器折縁皿と2の広口瓶がある。 1は底面を回転ヘラ削 りし、漬掛けで施釉する。 2は体部外

面の回転ヘラ削りが体部上半まで及び、釉をハケ塗 りしている。虎漢山 1号窯式である。11期 を前後する

段階の遺物である。

オ 自然流路出土土器

NR4   図版170、 PL87

単一の時期の土器でなく何時期かにわたる遺物が検出された。食器は土師器杯D OttAⅡ ・耳皿、黒色

土器AttA I(3)・ 杯AⅡ (102)、 須恵器杯A(4・ 5)(底部回転ヘラ切 り2個体・回転糸切 り9個体 )・

杯 BⅢ・杯 BⅣ・脚台付杯 BV(6)・ 杯蓋 B・ 鉢A・ 高杯、煮炊具は土師器甕A・ 甕 B・ 小型甕A・ 小型甕

B、 貯蔵具は須恵器長頸壺・甕・甕Dがある。総 じて 2～ 6期 までの遺物であり、 5～ 6期の土器が多い

と考えられる。

131 その他の土器

中世溝

SD524   図版171

中世 2期に開削された溝、SD524か ら出土した古代各期の土器である。 1は土師器杯AⅡ、203は 黒色

土器AttA Ⅱと椀、 4は須恵器杯 A、 5は杯蓋 B、 6は須恵器皿 B、 7は須恵器魅、 8は羽釜Aである。

重複する古代の竪穴住居址からの混入遺物である。

南部 A・ B区遺構外出土土器   図版1710172

1～ 14は 土師器、15は 黒色土器A、 16～ 26は須恵器、27・ 28は緑釉陶器、29～ 37は 灰釉陶器、38は古墳時

代の土師器壺である。27は灰白色軟質の胎土に濃緑色の釉を推卜ける段皿である。28は濃淡のある緑色の釉

を全面に推卜ける椀で、底面と内面に トチンの目跡が残る。胎土は灰白色で堅い。

南部C区遺構外出土土器   図版172

102は灰釉陶器、 3は 土師器小型甕Dである。

北部 D区遺構外出土土器   図版172

1～ 3は 土師器、 4～ 11は 須恵器、12～ 14は灰釉陶器である。 5は美濃須衛窯産の杯蓋Bで、内面中央

のつまみの直下に「美濃国」が凸印で刻印されている。文字の配列は、SB626の杯蓋B同様「美」を頂点に

置いた三角形の位置に時計回りに美濃国と配列するのもで、老洞古窯址群の報告書ではA一Ⅱ類-5に形

式分類されている。14は 灰釉陶器の鉢で、日径28cmを 測る。口縁端部をヘラで押え面を作る。灰白色の級

密な胎土で、内面に自然降灰の釉が掛かる。外面は無釉である。

北部 E区遺構外出土土器   図版172

102は土師器、 3～ 6は灰釉陶器、 7は 白磁碗V類である。 8は須恵器質の円盤で、須恵器壺の底部

状のものを最加工し中央に穿孔している。下面には擦痕が観察できる。

2 文字関係 資料

本遺跡出土の文字関係資料には墨書土器、刻書土器、円面硯、転用硯がある。

(1)墨書土器   第149図、図版173～ 177、 PL90
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総数53

点を数え

る。遺構

別の出土

数内訳は

竪穴住居

址47′点、

溝址 3′点、

遺構外 3

点である。

各イ団体については付表 5に示したので、ここでは総括的記述にとどめる。まず、種類別内訳をみる (第 51

表)。 黒色土器Aが36点、須恵器10点、土師器 5′点、灰釉陶器・軟質須恵器各 1点で、黒色土器Aの 出土個

体数は総数の68%を 占め、飛び抜けて多い。器種をみると、杯に墨書される例が34′点と圧倒的に多く、椀

の 9点がこれに次ぐ。種類別の傾向を掲げると、黒色土器Aの場合、杯か椀かその判断が難しいものがあ

るが、全体的に杯Aに多い。また、軟質須恵器、須恵器、土師器は、須恵器の蓋の1点 を除き、いずれも

杯に墨書される。墨書された食器の種類や器種は時期別の器種構成比を反映し、特定の器種を選択して墨

書するような特徴は明確に見出せない。だが、軟質須恵器の量が少ないことは注目できよう。

次に、第51表 を参考にどの部位に墨書されるのかをみてみる。部位は、文字がだれの目にも止まるよう

に記される体音Sと 、正位に置かれた場合見ることができない底部の二種類があり、本遺跡では体部36点、

須恵器蓋の内側に墨書された 1例 を含めて、底部に記された土器が17点 ある。出土個体数の多い黒色土器

Aの杯の場合は体部に、椀の場合は底部に墨書土器される傾向が認められるほか、須恵器杯の内、杯Bは

いずれも底面に墨書されていた。

字句についてみてみよう。『浄濱』(6～ 9)は 4点が出土した。器種は杯BⅣ 3点、土師器杯El点に分か

れ、いずれも底部に墨書される。底部を選択して墨書するのは手擦れによる消滅を防ぐためであろう。書

かれる位置は不揃いで、筆跡も同じものがみられないことからそれぞれ別な書き手によって記されたと判

断できる。 8の字句は 6や 7を みながら模写したようにも受け取れ、漢字を理解し、文字に精通した書き

手でないと想定される。なお『浄濱』は人名と考えてよいと思われるが、「浄」という字句は仏教に関する

事物に冠して使用されることから仏教信仰との関連性も考えられよう。

レFllと 読み取れた字句はSB501(11)・ 507(120100509(16・ 2の から出土した6′点がある。このほかSB509

から出土した22も 『月』とも読み取れるが、町Fllに なる可能性も十分考えれる。tt「llは どのような漢字

を意図して記されたかは不明であるが、書き順や文字の大きさが異なるため、複数の書き手の存在を予想

させる。12・ 13は 黒色土器A杯体部に墨書され、両者とも逆位に記し、字体が一致することから同一人物

による墨書であろう。11016053は 12013と 比して形状が崩れ、全 く別な字句のようにも見受けられるが、

これは文字に書き慣れていない書き手が模写したためだろう。町711が墨書される食器は黒色土器Aが大半

を占め、体部逆位や底部に書 く例が多いなかで、24のみ土器を正位に置いた時、器の左側に文字の上が く

る左横位で墨書されている。

本遺跡で最 も多く出土した字句は『5』 である。『5』 と読み取れた個体数は、鏡像に写したような『こ』

を含めて計 10′点があり、SB555か らは 7′点が出土した。器種の内訳は土師器杯 3′点、黒色土器A杯または椀

が 7点で黒色土器Aが 目立つ。部位は大半が体部に書かれるが、正位に墨書された28を 除いた墨書は右・

体部正位 体部逆位 体部右側 体部左側 体部不 明 底   部 内・外 計 種類別合計
土 師 器 杯

黒色土器 A杯

36椀

〃 杯か椀

須 恵 器 杯

蓋

軟質須恵器 杯

灰 釉 陶 器 椀

計 53 53

第51表 墨書土器種類別構成一覧表

左横位で、墨書する際の規制を認めてよいだろう。D例 と同様、文字の大きさや、 2画日以下の「)」 の



え、ぁ

第 2節 古代の遺物

第149図 墨書土器字句集成図(1:2)

書 き方にイ固性がみられ、筆先の揃わない29な どの例があることか ら何人かの書 き手の存在が想定 される。

以上の 3つの字句を除くと、ほかの墨書土器は1,2点 で散発的である。このなかで2点の出土をみたレ蔵』

(42・ 4の はSB564か ら出土したもので、須恵器杯体部と黒色土器Aの体部に右横位で記される。「方」を意図

して書かれたものか。25は『義』または『美』であろう。SB598出土の『真薗』(4つ は黒色土器AttA Iの

体部に大きく墨書された資料で、人名と解釈したい。SB583の 45は『万』と推定される。『万』という墨書

土器は45が出土した地′点から西へ約200mに 寄った地点の住宅地内の採集資料に類例がある(註 1)。 NR4か

ら出土した48は 『嬰』であろう。類例が隣接する北栗遺跡でも確認されており、かなり距離を置いて出土

した状況は注目できる。

註 1……吉江幸子氏より資料の提供を得た

9)刻書土器   図版 ・PL90

ここで言う刻書土器とは土器焼成後に先端の尖った工具を使用して文字などを線刻したものを指し、土

器焼成前に箆書きされた、いわゆる「ヘラ記号」とは区別する。

本遺跡出土の刻書土器はSB576か ら出土した1点だけである。黒色土器Aの杯または椀の体部逆位で刻

彗
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まれる。線刻は比較的鮮明で、幅 2～ 3 mm、 溝はV字形の断面形になり、先端の鋭い釘状の工具を使用し

たと考えられる。『拳』を意識して線刻したようにも見られるが明らかでない。

(3)陶硯   図版175

陶硯は円面硯の 5点がある。竪穴住居址からはSB80 6D・ 86(500100の 3点があるほか、遺構外の南部

NRl付近から2点 (58・ 59)が出土した。

55は硯面部の小片で、内堤をもたず、海部は 5 mm弱 ほど凹む。陸は磨滅が鮮明で光沢があり、細い直線

状の擦痕が観察される。厚みは約10mm程である。56は脚台部に当たる部分でやはり小片である。厚みは 8

mmで、外・内面ともロクロナデ痕跡が残る。線刻は断面形がV字形になり、先端の尖った工具を使用して

いる。図化できなかった57は脚台部の窓と窓の間に相当する小片である。透しをもつ円面硯はこの57だけ

である。内面に降灰を被 り、ロクロナデ整形が認められる。窓になる面は丁寧にくり抜かれ、磨滅してい

るかのようである。なお、厚みは12mm程である。58は脚台部の底面にかけてが遺存した破片である。厚み

は10mm程で、内面にはロクロナデ痕跡が認められる。外面と内面の底面に近い箇所に降灰の痕跡がある。

硯面は130～ 150mm程の大きな硯に復元されようか。線刻は脚台部中央付近で約10mmの 一定の幅で刻まれ、

2 mm程のV字形の断面形である。59は脚台部の底面付近の細片である。内・外面ともロクロナデが観察さ

れ、底面から内側にかけて降灰を被る。厚みは接地面が13mmを 測る。線刻は58よ りもわずかに狭く、均一

でない。復元された大きさは58と ほぼ変わらないだろう。

(4)転用硯   図版175～ 177

ここで言う転用硯とは土器や陶器がもつ本来の属性を失い、硯として転用されたものを指す。分類や定

義については「総論」で述べるが、筆揃えや墨溜めとして使用したものは厳密に硯と区別できないため広

義の転用硯 として扱うこととした。また、朱を付着するものについても朱墨硯との区別が困難であるため

これに力日えた。(図の網部は墨や朱を付着を、一点鎖線は磨減範囲を示す。)

本遺跡出土の転用硯は総数21′点を数える。

器の種類は須恵器が 4点 あるほかは、いずれも灰釉陶器を転用している。須恵器を転用した630710720

80の うち、63080は 甕の胴部を打ち欠いて整形し、内面を硯として使用しているが、わずかに墨痕跡が残

る。72は蓋内面を転用するが、その中心はかなり磨滅し、周囲には墨が散る。71は蓋内面に朱が付着する

が、朱墨硯 としてよいかは微妙である。

灰釉陶器を転用する17′点の器種の内訳は椀10′点、皿B7′点である。このうち、朱が付着し、朱墨硯ある

いはその可能性がある資料は60065066070079が あり、SB145の 65は朱が内面に、墨痕が内・外面に観察

された数少ない資料である。これらを除くと、墨痕が観察されるもの、あるいは磨滅痕跡が鮮明であると

いった根拠から転用硯としたものである。転用する部位は内面と外面の二種類があるが、それぞれ 7点、

6点で相半ばする。65は部分的に墨痕が残る。SB183出土の68は 内・外面の灰釉ののらない範囲に墨が明瞭

に観察される。72は 内面を硯面とするが底部中央を中心に磨滅痕跡があり、光沢がある。75076は ともに

底部外面を転用し、墨痕が鮮明である。

灰釉陶器の椀を転用する資料のなかには69074～ 77の ように硯面が内・外面に係わらず、体部を打ち欠

き、座 りよく整形した痕跡が認められるものがある。整形が行われた背景として硯に転用する器は破損な

どのために食器としての本来の機能を失っていたことが予想される。なぜなら、口縁部が残存していれば、

座 りよく整形する必要はないが、74～ 76の ような例が確実に認められることは一部分が破損し、安定して

使用できないために整形したためと考えられるからである。整形は椀だけに行われるのも重要である。椀
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の内面を転用する場合も体部が遺存していると墨を擦るのに不都合であり、どうしても体部を打ち欠く必

要があったと推定されよう。

金属製品

(1)鉄製品・鉄滓 図版178～ 181、 PL91092

古代の遺構から出土した鉄製品は総数300′点を数え、鉄滓は14.092k gに のぼる。鉄製品は機能・用途が

明らかなものと、器種分類にまで至らず棒状・板状・環状など形状によって分類 したもの、分類不能のも

のなどがある。前者では、鋤・鍬先 3点、鎌23点、刀子88点、斧 2点、撃 1点、鈍 2点、釘10点、鋏1点、

金具11点、苧引鉄 2点、紡錘車17点、容器 1点、鉄鏃20点がある。また、形状で分類したものでは棒状の

もの79点、板状のもの21点、環状のもの 3点、管状のもの 2点、塊状のもの 5点、鉄片 4点、そのほかに

分類不能な鉄製品 6点がある。鉄製品の出土状況 と分布、時期によるそれらの変化については、第 4章第

2節で角虫れるので、ここでは器種ごとに形態等について図示したものを中心に述べる。

鋤・鍬先 1～ 3を 図示した。 1は 1期のSB547、 3は 15期のSB170の出土である。 2は 包含層 IC層出

土の破片である。1は完形で現重量545gを 計る。刃部から耳部は開 くことなくほぼ平行にのびるU字形の

形態で、刃先の形状 も使用による磨 り減 りが少ないためか幅広でU字形を呈する。袋部はあまり深 くなく、

刃部から耳部までほぼ一様に1。 5cmの深さの木柄の受部が付けられ断面はY字形 となる。2は 耳部から刃部

にかけての破片で刃部の幅にくらべて袋部の幅の広い断面形態である。 3も 耳部から刃部にかけての破片

で刃部の幅は狭い。

鎌  4～ 17を 図示 した。 4～ 6は先端部を欠 く基部に近い身部の破片である。いずれも着柄角 (柄 と身部背

縁とがなす角)は ほぼ直角 と考えられ、着柄部の折 り返しが左側で立ち上がる形態が共通している。 5では身

部の幅が基部に近い部分でやや広 くなっているが、 406で はほぼ同じ幅 となる。 7～ 17は柄に対して身

部が斜めに着柄されるもので、着柄角は45°未満である。 7は基部が幅広 く刃部にむかって次第に幅が狭 く

なるもので、刃部先端で屈曲気味に折れ曲がっている。8は 身部の破片で幅3。 7cmを測る。9～ 17は 11を 除

いて基部が狭 く刃部で幅広 となりやや屈曲気味に刃を付けて、先端を尖らせる形態である。なかでも90

10011015016は 残存状態がよく、折 り返し部 も残存しているため形態の全容を知ることができる。着柄

角は 9が 41°、10が 33°、11が23°、15が20°、16が 14° となる。刃の範囲についてはどの音S分まで刃が付けられ

ていたのか銹化のため不明であるが、 9010012013では刃部先端が尖 り気味で内側に柄 とほぼ直角になる

ように刃部を付けていたものと考えられる。15も それに近い形態である16017は 刃部の屈曲がほとんど見ら

れない。

次に図示 した鎌の所属時期を見ると、 405が 1期、 7が 2期、。7が 7期、 8が 8期、 9は 12期、10が 13

期、11～ 16が14期、17が15期の竪穴住居址から出土している。時期ごとに形態を比較すれば、 1～ 2期の

ものは基部 と刃部の幅がほぼ同じで、着柄角は90°前後、柄にほぼ直角に付けられている。 7期以降の鎌は

柄に対して身部が斜めに装着されるようになり、 9010015016017に 見られるように着柄される身の角

度は時期を追う毎に次第に小さくなっていくことが分かる。また、14期に属する11～ 16で見ると、同一の

時期のなかに12013な どの大型のもの、14015の 中型のもの、16の小型のものなど、大きさによっていく

つかに分けられそうである。鎌の大きさの違いは、鎌を使用する対象物の違いとも考えられ、それぞれの

機能を考えるうえで興味深い。

刀子 刀子は、88点 と出土した鉄製品のなかで最 も多く、 1期から15期 までほぼすべての時期 を通して

出土している。そのうち18～ 53の36点 を図示 した。

18は 1期の遺構から出土した図示できるものとしてはた唯一のもので、銹化が著 しく原形は明瞭でない
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が、X線によって低い棟関が観察できた。19～ 22は 2期の竪穴住居址から出土した。20が棟関のみの片関

のほかは両関である。19020022は刃部が基部から内湾する。23は細身の両関で3期の竪穴住居址から出土

した。24025は 5期の竪穴住居址から出土した。25は茎部が先まで残っており5。 8cmを測る。24の刃関は明

瞭でない。26は 7期の竪穴住居址から出土した。茎部の大部分を欠 くが棟関から切先まで身部は8。 7cmを 測

る。27は 8期の竪穴住居址から出土したが、銹のため身部・茎部 とも形状は明らかでない。28:29は とも

に 9期の竪穴住居址出土で両関を有し、刃部が内湾する形態である。29の茎部はわずかに反 りを持ち 7 cm

を測る。30は 10期の竪穴住居址から出土したもので茎の長さ10.5cm、 両関で刃部は内湾している。31～ 330

53は 11期の竪穴住居址から出土し、32と 33は 同一の遺構である。33は茎部を欠 くが身部の長さ11.3cmを 測

る。32は錆のため形状は明らかでない。53は全長31.9cmを 測るもので、平造 り・両関・角棟、茎部は長さ

8.5cmで関部から4.4cmの位置に直径 6 mmの 目釘孔がX線で観察された。本遺跡出土品中最 も大型である。

34035は 12期の竪穴住居址から出土した。いずれも両関で、35は刃部の幅・茎部の長さに比して身部の短い

形態である。36～ 38は 13期 の竪穴住居址から出土した。36は 6 cmと 茎部の長いもので、棟関のみの片関 と

なり、刃部は内湾している。SB168で同一遺構出土の37038では、38が細身なのに比べ37はやや幅広で大形

である。14期の竪穴住居址出土の資料は39～ 48051と 11点が図示できた。このうち39040がSB l、 41～ 43・

50がSB 2で同一遺構の出土である。この時期のものは、全長が15cm前後かあるいは15cmを越えると思われ

るものがほとんどで、SB 2では全長30cm前後になると思われる50、 それよりやや小形の43、 さらに小さい

41042な どのいくつかの大きさに分けられそうである。形態は平造 り・両関・角棟のものがほとんどで、390

40043045は刃部が内湾している。49は長方形の板状の鉄板であるが、X線により片方の端に目釘孔状の部

分が観察されたので、大型品の茎部 と考えた。49052は 15期の同一の竪穴住居址から出土した。49は平造 り・

両関・角棟で、関から4.5cmの位置に直径2.5mmの 目釘孔が観察できた。52は茎先が尖る53と 類似する形態

であるが、 日釘孔はX線でも観察できなかった。                         r

紡錘車 紡錘車17点の出土は本遺跡では、刀子、鎌に次いで多い量を占める。時期的には 1期 6002期

6907期 (5008期 (5つ・9期 012期に各 1″点、13期 3′点、14期 6′点 68～ 621、 15期 2′点

“

3・ 6の である。他に

棒状製品として扱ったなかに紡錘車の軸 も含まれている可能性 もあるが、糸繰 り部のカギ状の曲が りが確

認できず、紡錘車の軸 と確認できた棒状製品はなかった。54～ 64の 11点 を図示 した。

54は紡輪の直径は 5 cmで、厚さは中心部で1.2cmを 測る。55は紡輪の直径5.7cm、 54と 同様紡輪が厚めで

8mmあ る。56は紡輪の直径4.9cmで 5mmと 薄い。57は軸の残 りが最 もよいもので、全長21.7cmを 測る。紡輪は

直径5.4cm、 厚さは1.2cmである。58059は 軸を全 く欠き、紡輪のみとなっている。紡輪の直径は58で4。 5cm、

59で4.4cm、 厚さはいずれも4 mmと 薄い。これらは二つともSB44か ら出土した。60～ 62も 軸を欠き紡輪のみ

であるが、紡輪の直径が大きく60で 5。 6cm、 61は 6.4cm、 62は 6。 7cIIlで ある。厚さは5～ 6mmの 間である。630

64は 15期の同一遺構SB136の 出土で、63は紡輪の直径4.8cm・ 厚さ2.5mm、 64は 5.3cm厚さ 3 mmである。紡輪

の一部を欠 くもの、軸が付 くものなど条件に違いがあるため紡輪のみの重量は提示しなかった。また、形

態も銹化の進行によって原形を保っているとは言い難いが、紡輪の形態から次の指摘ができそうである。

l～ 8期のものは直径 5～ 5.5cm前後で厚め、14期以降では全体に薄 く、直径は4.5cm前後、5。 5cm前後、6。 5

cm前後に分けられそうで、いずれも薄 く仕上げられている。これらの傾向が何を示しているのか。撚る繊

維の種類による違いなのか、繊維の大さの違いなのか、また撚 りの段階によって使い分けがされていたの

か、ここでは傾向を示すにとどめたい。

斧 斧は 2点ある。65が 4期に、66は 8期に属する竪穴住居址から出土した。両者ともに袋部 を有する

ものである。65が袋部から刃部まで幅を変えることなく、長方形の平面形を示すのにくらべ、66は袋部幅

が2.4cm、 刃部幅が3。 5cmと 刃部で開 く形態 となっている。いずれも小形で重量は65が80g、 66は 36gであ
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る。

苧引鉄 苧引鉄は2点 出土した。SB 2(14期 )と SB598(7期 )出土の 2点であるが、図示できたのは67の

1点のみである。67は着柄用の三角形の足を持つもので、刃部断面は蒲鉾状に膨らみをもち、片刃をつけ

ている。

鋏 68は 13期の竪穴住居址から出土した。元支点となる和鋏である。刃長5。 7cmを測る。

撃 撃は69 1点のみの出土である。袋状の着柄部をもつもので、全長16.2cmを 測る。錆のため刃部形態

の詳細は知れないが、先端近 くで反 りを持っている。

鈍状製品 70は幅の狭い板状製品で、両端を欠 くため器種は不明であるが、中央から弓状に強い反 りを

待っている。

鏃 71～ 86の 16点 を図示 した。71は細根片刃式の長茎鏃である。刃部は小さく腸扶は観察されない。 1

期の竪穴住居址から出土した。72073は 平面形が五角形に近い平根式の鏃で、断面は凸レンズ状の両丸造

り、72に は腸扶が二段に入る。72は箆被が長 く、73は大 く短い。74075は 長茎式の鏃の箆被から茎部の破

片であるが、身部の形態は明らかではない。76～ 86は形態的に類似する鏃である。心身部は細長い三角形

状で 3分の 1程のところで強 くえぐれ込み、撥状の関に至る。身部は両丸造 りかあるいは鏑造 りで、760

80081084・ 86は先端から鏑が観察できる。80は完形で残存しており、先端から関までの身部長8。 8cm・ 茎

長6。 8cmである。85・ 86は 身部の幅に対して、鏃長の短い形状である。いずれも撥形の基部は断面長方形、

茎部の断面は正方形を呈している。

時期的には、71072が 1期、74は 2期、73が 4期、75が 5期、76077が 8期の同一遺構、78は 10期、79は 11

期、80は 13期、8r～ 84は 14期、85086は 15期で長茎式の細根鏃、平根族は 1～ 5期 までで見られなくなり、

変わって 8期以降長三角形の鏃が古代末まで主体 となっている。

釘 釘は 5本を図示 した。いずれも断面方形の角釘で、頭部を叩き延ばし折 り曲げた鋲頭形である。現

長で87が8.3cm、 88は 8.5cm、 89は途中で折れ5。 2cm、 90は弧を描いて曲がるが7.8cm、 91は頭部が延びてい

るが5。 4cmを測る。88が 2期、89が 9期のほかは、14期の竪穴住居址から出土した。

刀装具 92093は 、13期の同一竪穴住居址から出土した刀装の足金具である。同一の太刀に使用された

ものであろう、92が高さ5.2cm・ 幅1.8cm、 93は 高さ5。 8cm・ 幅1.8cmである。94も 刀装の責金具である。断

面楕円形の鉄棒を環状に曲げ端部は撚るように捻 り合せている。12期の遺構から出土した。95も 形状が94

の責金具に類似している。 1期の遺構から出土した。

環状鉄製品 96～ 98は環状鉄製品として一括したものである。96は は製品の直径の割合に比し断面の大

きなもである。97は断面方形で、全体の形状 も隅丸の長方形に近い。合せ 目はX線投影でも観察できなか

った。98は 一部を欠 くが断面方形の環状製品で外径 5。 8cmを測る。

棒状鉄製品 99～ 106は棒状製品として一括したものである。99～ 101は角釘の可能性が高い。102は ピン

セット型の製品で、和鋏の元 (支点)の部分か。103は厚さ 4 mm・ 幅 l cm板状の鉄棒を「 L」 字に曲げたもの

である。104は 9期の竪穴住居址で検出したもので、断面方形の鉄棒 3本が銹付いた状態で出土した。「コ」

字状のもの 2点、「 L」字状のもの 1点である。先端部が欠けている可能性があり、これが製品なのか、あ

るいは未製品の状態なのか不明である。105は 断面方形のまっす ぐな鉄棒である。紡錘車の軸の可能性 もあ

る。106はやや太めの鉄棒で、銹化が進んでおり細かい部分の構造は不明であるが、本体の断面は円形ない

しは楕円形を呈する。中央に鉄棒 と直角の方向に断面正方形の本体 とは別の部分がイ申びていたことがその

破損した部分から観察でき、この部分は本体の中央にほぞ状にはめ込んで接合されているらしい。用途不

明の鉄製品である。

板状鉄製品 107～ 109は不定形の板状鉄製品で用途不明。109に は板を貫 くように鉄片が付いている。
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鉄滓 古代の遺構から出土した鉄滓は143個、14。 092kgを 計る。大きさはほぼ小豆大から鶏卵大、拳大、

小児頭大に分けられる。また、比重のかなり高い鉄分の多いものから、炭化物や粘土・砂利などをとり込

んで比重の軽いもの、部分的にガラス質の溶着があるのもなど多様である。鉄滓の出土遺構は付表に一覧

したが、重量で400g以上の出土があった遺構は次のとお りである。SB6801点 (2期 )、 SB8605点 (5期 )、 SB960

1′点 (13期 )、 SB15102′ 点 (11期 )、 SB17505′ 点 (4期 )、 SB18401′点 (4期 )、 SB213・ 3′点 (14期 )、 SB22102′点 (14

期)、 SB5010(8期 )、 BS50906点 (8期 )、 SB53705点 (11期 )。 またSB150680960175018405010537か らは大型の

小児頭大の鉄滓が出土している。この小児頭大のものは、上面が平らで下部が椀状を呈し、比重の比較的

重いものが多い。このなかでSB1750537な どでは他に拳大・鶏卵大などの中・小形の鉄滓も伴ってお り鍛冶

遺構 との関連を予想させ る:

(2)鋼製品・銅滓 第150図、PL93

古代の遺構から出土した銅製品は10′点、銅滓は 3′点の合計13′点がある。銅製品は青銅鏡 2面、金環 3′点、

銅椀2点、環状鋼製品1点、板状銅製品2点である。銅滓のうち炭化物等を多量に含む資料1点 を除いて

すべてを図示した。以下に器種別に記述する。

青銅鏡 2面 ともに八稜鏡である。110は瑞花双鳳八稜鏡で、13期の墓であるSK176か ら出土した。土坑
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文様は全体に不鮮明で特に下半ではそれが顕著で、花文はその状態をほとんど見出すことができない。ま

た外区文様も不明である。鉦は花形座鉦に分銅型の鉦が載る。

111は 11期の竪穴住居址SB91の西壁際中央付近で置かれたような状態で出土した。直径11.2cmの八稜鏡

であるが、被熱のため変形が著しく、鉦を残し6割 を欠く。縁は蒲鉾式膨側高縁で縁高4。 9mm、 外区と内区

を段で区別するいわゆる段圏で110と 同様である。文様は内区・外区ともに表面が荒れており観察できな

い。鉦座文様も不明であるが餞頭形の素鉦が付 く。

金環 11201130114は それぞれ 1期のSB522、 2期のSB544、 1な いし2期のSM34か ら出土した。いずれ

も断面楕円形の内容の充実した青銅環に金鍍金を施したものである。113は破損が著しいが、112は 直径1.8

cm、 114は 直径1。 6cmである。

銅銃  2点ある。116は 11期 のSB91か ら出土 した。小片のため口径は復元できないが、体部の厚 さ1.5

mm、 口縁は玉縁状に小 さ く納めている。117は 14期のSB93か ら出土 した。口径25cmに 復元できるが器体に歪

みが大 きく、これより尚小 口径である可能性が強い。体部は直立 し、厚 さ l mm、 口縁端部は上部に面 をも

って内側に付 き出すように作 り出されている。

不明銅製品 環状鋼製品 :115は 3期のSB37か ら出土した座金状の銅製品である。片面は平らで、縁辺が

薄く中央が厚い断面型を呈している。平らな面には接合した痕跡もありこれのみで独立した製品ではなく、

銅製品の一部と考えられる。板状青銅片 :118と 119がある。118は 13期のSB143出土で厚さ l mm～ 2 mmの青

銅片である。面取りされた端面と思われる部分が観察でき、直線的な面からカーブして丸く納める部分の

破片である。119は 15期のSB174か ら出土した、厚さ l mmの平板な青銅片である。

銅滓 SB138(121)0174(120)0178か ら出土している。1200121は 片面があばた状の凹凸となりもう片面には

竹籠状の痕跡が残っている。鋳銅滓と思われる。178出土のものは、遺構の項で触れたように、地床の対蝸

状の掘り込みのなかで検出したのもで、多量の炭化物・土砂に混じって酸化した銅粒を検出した。

石製品 図版182～ 184 PL93094、 第151図

古代の遺構から出土した石製品は、石錘・砥石の二者が主体で他に管玉・丸石・磨石・石棒などがある。

管玉 SB30か ら出土した 1点 (20のみである。深緑色の碧玉製で、長さ2.7cm・ 直径1.2cm。 穿孔は片側

のみから行われ、孔の内径は径は大きな側で 4 mm、 小さい側では 2 mmで ある。

石錘 形状が類似した棒状で、自然礫あるいは自然礫を若干加工 したものが、遺構内から一括して出土

したものを石錘 と想定 した。 1期 のSB1600176、 2期 のSB620、 4期 のSB80、 5期 のSB71、 12期 の

SB192、 15期の27054、 SK72か ら出土している。それぞれのデータについては一覧表と長幅比・重量グラフ

として掲載した。長幅比・重量グラフでは破損して使用時の形態を保っていないと判断されたものはプロ

ットしていない。これによれば、1期 では長幅・重量にばらつきが大きくSB160の 資料では、最大・最小に

重量で520g、 長径で12.4cmの開きがある。 2期 も同様で長幅・重量のばらつきは大きい。それに比べ、 5

期 (SB7⊃ 以降の資料では長幅・重量ともにまとまりを見せ、12期のSB192では重量で80g、 長径で 2 cmの個

体差の幅のなかに分布 している。

砥石 古代の遺構から出土した砥石は48点 ある。個別の特徴については、一覧表で石材・研磨面の粗密

(I類 :砂岩製のもので、日の粗いもの、Ⅱ類:凝灰岩製を主とした目の密なもの)・ 形状等について記載した。 時期白旬には

1期 と6～ 8・ 10012期 に属する遺構からは出土していないが、鉄製農工具が 1期以降ほぼコンスタン ト

に増加 していることを考えれば。このあり様はやや不自然である。形態の上からは大形で設置型の置祗 と、

可搬用のものに分けられるが、 2期から15期 まで両者が併存しており、、使い分けがなされていたことが分

かる。また、 I類とⅡ類の荒砥 と中祗的な二者が古代を通して使い分けられている。さらに細かい仕上げ
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第151図 古代・中世遺構出土石錘長幅比グラフ

用の仕上げ祗は無い。

石棒 古代11期のSB503か ら出土 した。砂岩製で最大高20.7cm O最大径14cmを 測 り、縄文時代 に所属する

遺物と思われるが、遺構の項で述べたように古代に転用されたものと思われる。

その他の石製品 その他、古代の遺構から出土した石製品としては丸石2′点・磨石1′点・凹石1′点 けつがあ

る。

5 土製品 図版 185、 PL95

古代の遺構から出土した土 (陶)製品には、紡錘車、土錘、羽口、瓦、円面硯がある。円面硯については

別項で記述するので、ここではそれ以外について器種別に記述する。

紡錘車 紡錘車は12点出土した。出土遺構の時期は 1期が 5軒、 2期が 4軒、 4期が 1軒、15期が 1軒

である。このうち15期のSB206は 、調査時の所見で 2期の遺物を大量に含んでいたとされており、それらと

ともに紡錘車も2期に帰属するものと思われる。従って南栗遺跡における土製紡錘車の出土時期は 1期か

ら4期 までとすることができる。紡錘車は、法量で直径 6。 2～ 7。 4cm・ 器高3。 7～ 4.7cm・ 重量175～ 257gの大

形、直径5。 6～ 5.9cm・ 器高 3～ 3。 2cm O重量120g前後の中形、直径4.2cIIl・ 器高2。 9～ 3.lcm・ 重量64gの小形

の三者に分けられる。また、この三者は断面形態で台形と長方形の二者を含んでいる。すなわち二断面形

態三法量で次の 6分類が可能 となる。大形・台形 (1～ 3)、 大形・長方形 (4～ 6)、 中形・台形 (7・ 8)、 中

形・長方形 (9)、 小形 :台形 (1⇒、小形・長方形 (1の である。これらは直径 7～ 8 mmの丸い棒に粘土塊を
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第 2節 古代の遺物

巻き付け、丁寧に指ナデして仕上げるというのが一般的な製作技法で、なかには側面・底面に竹管による

刺突を加えて装飾するもの (1)、 器表をヘラ磨きするもの (9)も ある。胎土はいずれも102期の土師器

甕類に類似している。法量・形態による分化が糸撚の作業段階による使い分けなのか、撚る糸の素材によ

る相違なのか解明できるだけの資料はない。時期的は 1期に 6分類のうち5種類があるが、 204期では

量も少なく分化の実態は明らかではない。 2期以降の土製紡錘車の減少は鉄製紡錘車の普及によるものと

考えられる。南栗遺跡では102期には土製と鉄製の紡錘車が併用されるが土製が主、 304期でほぼ両

者が拮抗し、 5期以降は鉄製のみになるという変化をたどるらしい。

輔羽口 古代の遺構から検出された輔羽回は12′点である。その他自然流路と近世の水田址から、古代か

らの混入と思われるものが 3点出土した。古代の遺構ではすべてが竪穴住居址からの出土であり、 1期 2

点、 3期 2点、12期 1点、13期 3点、14期 3点、15期 1点 である。完形品は無くいずれも小片で、炉側先

端部あるいはその付近の破片である。石英粒・長石粒・堆積岩粒を多量に含む極粗い胎土で、なかには植

物繊維を混入するものものある。12013を 図示したが、12は外径約5.7cm、 通風孔径約2。 2cmに復元でき、

先端部には溶滓が付着している。13は 12に 比べやや大形である。先端部の溶滓の付着、被熱が顕著である。

土錘 10点の土錘が出土し、 8点が図示できた。それぞれの出土遺構の時期、重量は一覧表に示した。

l期から11期 に至る時期の土錘が出土しており、重量・法量ともにかなりの開きはあるが、細長い棒状の

形状であること、太さ5 mm前後の丸い棒に粘土を巻き付けて掌でにぎり形を整えるという簡単な造りをす

るという点など基本的に大きな違いはないものと思われる。 3期のSB202ではほぼ似通った大きさのもの

(18～ 20)が 3点出土している。また、 9期のSB595の もの (21)は 軟質ではあるが須恵質の焼成である。

漆製品 PL97

2点確認され、いずれも古代に属す10期のSB579と 13期のSK1069か ら出土した。 2点 とも腐蝕がすす

み、遺存状態は悪い。前者は皿と思われ、底径がおよそ8.7cm前後となる。後者は椀か皿で、7× 5 cmの範

囲に漆皮膜が残る。黒漆を塗ったあと、内面に朱塗りをしたようである。外面の状況は不明である。

自然遺体 PL97

本遺跡出土の自然遺体はSK332出土の「ホドイモ」がある。

ホドイモは土坑の底面から炭化した状態で出土した。鬼状の紡錘形をしたイモは長さ3～ 4 cm程で先端

はつる状に伸びている。『新日本植物図鑑』によれば、ホドイモは「山野にはえる多年生のつる性草本。」

で「豆果は長さ5 cmぐ らい。地中にある塊根は、焼いて食べられる。[日 本名]塊、あるいは塊芋の意味

で、鬼 (ホ ド)状の根をもつからである。」とある。県内での出土例はなく、土坑の時期が11期以降と考えら

れることから当該期の食生を知る上で重要である。
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第 中世の遺物

土器・陶磁器 図版1860187-1～ 35、 付表 7、 P L96

(1)概 観

土器では土師器皿・内耳鍋・土師質片口鉢、古瀬戸系陶器では折縁深皿、大窯製品では皿・橋鉢、東海

系無釉陶器では山茶碗・捏鉢・三筋壺・常滑系甕・壺、また輸入陶磁器 としては青磁碗・皿、白磁皿が出

土した。総破片数で354点 あり、このうち内耳鍋が291点 出土している。時期的には中世 1期のものが56点、

2期が298点 あり、後者は内耳鍋が大半を占めることが知れ、内耳鍋以外には土師器皿 と大窯製品の出土に

限定される。付表 7に示 したように、出土総数の 8割近 くが中世の遺構に伴い、竪穴住居址・掘立柱建物

址・溝址・墓址・土坑から出土している。特にSB631か らは 1期に属す遺物が一定量出土し、また墓址から

は完形に近い内耳鍋が出土する傾向がある。分布は全域に広がるが、 1期の遺物は北部D区に多く、 2期

は南部 B区北半から南部 C区に集中する。

以下では、SB631出土の遺物について触れ、次に主な遺物について種類・器種ごとに記述していくことに

する。

(2)S B631 図版186-1～ 10

土師器皿が 5個体出土している。いずれも手捏ね成形によるもので、 1に示 したものを除き、法量は不

明である。 1は Al類に分類され、黄褐色を呈し、口唇部直下に強いナデを入れて整形している。古瀬戸

系陶器では折縁深皿の底部小片が出土している(2)。 底外面 と体部外面には回転ヘラ削 り痕が明瞭に残って

いる。捏鉢は 2個体あり、うち 3を 図示 した。胎土は粗 く、色調は暗い灰白色 となる。高台高は1.4mmあ

り、細 くやや長めである。 4は常滑系甕で、体部片もあるが接合 しない。ⅡI類 に分類される。青磁の出土

は多く、碗 8個体、皿 1個体があり、碗はD類 (506)、 F類 (8～ 10、 I類と分類外の碗 (7)がある。10

は龍泉窯系の古い段階のもので、12世紀前葉から中葉の所産である。

い)その他の遺物

ア 土 器

171 在地系土器   図版1860187-11～ 27

皿 :3点 あり、25～ 27に 図示 した。25は手捏ね成形で IB2類、26027は ロクロ成形でⅡB類・ⅡA類

に分類される。25は、胎土は緻密で黄褐色を呈し、底外面には指頭痕が明瞭に残る。26は、見込み部分を

強 くナデて凹状にするもので、色調は黄橙色となっている。27は ロクロナデが明瞭に残るもので、にぶい

褐色を呈す。

内耳鍋 :口 縁部内面にヨコナデを明瞭に残すⅡB類 とⅡC類を見出すことができる。ⅡB類では、口縁

部が内湾するもの (13～ 16018・ 21～ 2の 、直線的なもの (11012・ 17・ 2の があるが、それぞれも微妙に相違す

る。21は ⅡC類に分類される可能性 もある。HC類は量的には少なく、図示したものは19の みである。口

縁部断面はほぼ直線的に立ち上がっている。また、ST53か ら出土した11と 12、 SK308の 13と 14、 SK347の

15と 16、 SK636の 19020と 21、 SK653の 22と 23024の ように一遺構から複数個体出土した場合、それぞれ大

形と小形のものの 2法量があることが知れる。

イ)産地不明の土器 図版187-28

片口鉢の回縁部片が出土している。色調は、外面が橙色、内面が黒褐色となるもので、砂を少 し含み、

質は内耳鍋 と酷似する。丁寧なヨコナデが残るが、ロクロを使用しているか否かは不明である。器壁の厚

節
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さは均一で、日唇部を面取 りする。時期は不詳であるが、中世 1期にある土師質の鉢 と同様のものであろ

うか。出土は古代 5期のSBl13に 混入していた。

イ 陶 器

171 大窯期の製品

丸皿 :4点の小破片が出土している。いずれも灰釉を薄 く掛けたもので、底部が残存している 1片は削

り出しによって高台が作 り出されている。

摺鉢 :体部小片が出土しており、日縁部縁帯の有無は不明である。錆釉が薄 く塗られ、橋目は 3条 1組

みられる。内面はよく磨滅し、外面はロクロナデが残っている。

“

)東海系無釉陶器   図版187‐29030031

山茶碗 :SD18か らと古代のSB44か らの 2個体がある。SD18出土の30は第VII期第 3型式に比定されうる

碗で、体部は直線的に広がるものと思われる。残存率10%の小破片のため法量には信頼性が薄い。

捏鉢 :前記したSB631以外では、遺構から出土したものはない。29はⅣ類に分けられるもので、体部の上

方を強 くなでて薄 く挽き出しているものである。胎土は精胎で暗い灰白色を呈す。ほかの底部片では、高

台高が1。 Ocmを測るものがあり、粗胎の暗い灰白色となる。

三筋壺 :体部中ほどの破片が 1点出土している。粗胎 となる暗い灰白色を呈し、 1条の沈線がめ ぐる。

甕・壺 :SK1532出 土の肩部片は、粗い胎土の灰赤色のもので、また、SB196に 混入した底部片は、灰白

色を呈すもので、底外面には板状圧痕がみえる。

ウ 磁 器

171 白 磁

皿 :SB639か らⅨ類に分類される口禿皿が出土 している。素地の色調は灰色 となる。

“

)青 磁   図版187-31～ 34

碗 :31032は F類に分類される鏑蓮弁文 を有するものである。本類はほかに 2点出土 してお り、それ以

外にはD類 と I類が確認される。また、33は鏑蓮弁文の上に重ねて横の条線を施文するもので、 E～ F類

に分類 されよう。

皿 三34は体部下方で屈曲するもので、そのあたりまで釉を推卜け、それ以下を露胎としている。釉調は透

明感のある緑色を呈し、底内面に櫛描き文がありそうである。

2 金属製 品・銭貨   図版188、 PL97

中世の遺構から出土した金属製品は鉄製品が10′点ある。内訳は刀子 3′点、釘 1′点、鉄族 1′点、鋏 2′点、

業 1点、隧鉄 1点、棒状鉄製品 2点 と銭貨 6枚である。そのほかに鉄滓 5点470gが ある。以下図示 したも

のを中心に器種別に述べる。

刀子 127の 1点 を図示 した。目釘孔の部分で折れている。 目釘穴から茎尻まで8。 lcmである。中世 1期

のSB639か ら出土した。

鉄族 124は 中世 1期のSB631か ら出土した。先端部を欠 くが、雁股鏃の基部ないし扇形の平根鏃であ

る。箆被は幅広で先端にむかって強 く開き、茎は細 く短い。

鋏 2点図示したが、いずれも中世 1期の遺構から出土した和鋏である。122は全長1lcm・ 刃長5.lcmで

噛み合わせ部より先端側の磨 り減 りが顕著である。123は片側の刃部のみで、先端を欠いている。

撃 128は SB631か ら出土した。全長12。 5cmで牛角状の形態である。着柄部は袋状で円形を呈し、袋内に

木質が炭化 して残存している。先端部近 くでは断面方形を呈するが、銹化が激しく原形は保っていないも

のと思われる。
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燃鉄 126は SD 8か ら出土した。山形の頂部下に直径 4 mmの 円孔をもつ。125は包含層出土で所属時期は

不明であるが幅4。 4cmと 小形の隧鉄である。

銭貨 中世の遺構からは、中世 1期のSB631か ら「皇宋通賓」(13の が 1枚、中世 2期のSK174か ら「皇

宋通賓」(135)が 1枚、同じく中世 2期のSK175か らの「永楽通賓」(130と 不明銭貨各 1枚が出土した。ま

た、遺構外から「元祐通賓」(137)・「皇宋通賓」(130各 1枚が出土している。

3 石 製 品   図版188、 第151図、PL97098

中世:の遺構から出土した石製品は石臼 3点、茶臼 2点、石錘24点、凹石 1点である。

石臼 SK371か ら下臼 2点 0403Dが、SK372か ら上臼 (30が 出土した。石材はすべて安山岩、36は完

形で外径33。 5cmを 測る。

茶臼 中世 2期のSK390か ら砂岩製の上臼 00が、同じく中世 2期のSK392か ら安山岩製の下臼が出土

した。33は素材のきめも細か く小形で精級な造 り、SK392の ものは大形で安山岩のきめは粗 くつ くりも雑で

ある。

石錘 SK17よ り17点、SK599よ り7点が出土した。長幅比・重量はグラフに示 した通 りである。このな

かで注目されるのは、SK170SK599両遺構から出土した石錘中に使用時の巻紐の痕跡が観察される00～ 3の

ことである。これは何 らかの理由で、紐を巻いたままの状態の石錘の表面に煤が付着し、巻紐の部分が煤

の付着を免れたもので、棒状の自然礫の中央に太さ 3～ 5 mmの紐を二重に巻き付けた様子が観察できる。

痕跡が明瞭に観察できるものは両遺構合せて 7点ある

第 4節 近世の遺物

1 土器・陶磁器

(1)概 観

総数148片が出土している(付表8)。 そのうち約半数の73点が18世紀後半から19世紀中葉に属すもので、そ

れ以前のものが20片、ほかは時期がつかめない。いずれも小片で図示できなかった。遺構からの出土はSL

lの溶脱層中より、鉄釉の丸碗 3片、いわゆる御深井釉の丸碗 7片、捏鉢かと思われるもの 3片、磁器の

碗が 3片、ほか不明のものが12片出土している。いずれも瀬戸・美濃系の所産と考えられ、近世でも新し

い時期のものかと思われる。このほか、中世以降から存在していたと捉えられるSD524か ら器種のわからな

い陶器小片が出土している。

付表8に 示したように、器種構成については瀬戸・美濃系陶器を中心として、碗が最も多く、時期を考

慮してもその占める割合は、碗が常に主体となる。18世紀以降になると出土量の増加とともに、鉢・鍋・

壺・瓶などが確認されるようになる。これらの分布は、南部A区 と北部E区の調査区域南北両端に、17世

紀から18世紀代の遺物が多い傾向があり、18世紀後半以降は全域に′点在する。

以下、主な遺物を取り上げて記述をすすめていく。

9)土 器

ほうろくかと思われる破片が出土している。但し、日径が17.6cmと ガヽさめである。

(3)陶 器

碗 :瀬戸・美濃系―丸碗は御深井釉を含めた灰釉系の製品が多く、これらは18世紀後半以降の所産と考
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えられる。釉は透明感のある淡黄緑色や淡黄色を呈するもの、黄白色の灰釉のものがみられる。

碗 :肥前系一釉が淡黄白色を呈する底部破片が 1点抽出できる。緻密な胎土で、軟質感がある。17世紀

後半から18世紀にかけての頃のものであろう。

皿 :瀬戸・美濃系一長石釉の掛かったいわゆる志野織部の丸皿が 2片、また、16世紀に遡る志野の菊皿

が 1片 出土している。後者は大窯期の製品で、本来中世 2期の後半のものとして扱うべきであるが、今回

はここで報告しておきたい。17世紀に属すと考えられる丸皿は、白色を呈するが、菊皿はややねずみ色が

かった色が発色している。このほか18世紀後半以降に属す黄白色の灰釉の皿や、さらに新しい時期と思わ

れる錆釉の漬掛けされた燈明受皿などが出土している。

鉢 :瀬戸・美濃系―橘鉢の出土が多い。錆釉を推卜けたもので、光沢のあるものとないものがある。口縁

部の成形が知れるものでは、折り返して肥厚させるものはなく、方形に作り出している形態がある。近世

でも後半になるものがほとんどであろう。

鉢 :産地不明一灰釉と思われる釉の推卜かった鉢の底部が出土している。底部径27。 8cmで、素地の色調は

赤味がかり、精胎の焼きの良い製品である。器壁はおよそ l cmを 測る。在地産とも考えたが、瀬戸・美濃

系の可能性もある。

鍋 :産地不明一在地産のものであろうか。底部片がみられ、底外面は回転ヘラ削りされ、内面は鉄釉を

厚く掛けている。

甕 :瀬戸・美濃系―鉄釉か灰釉か区別のつかない大型の甕の頸部片が出土している。釉調は光沢・透明

感のある緑がかった茶色を呈し、胎土は灰白色である。頸部径は、約50cIIlほ どある。ほかの破片は小片で

全容はわからない。

に)磁 器

碗 :瀬戸・美濃系の碗は、素地がやや灰色味をもち、軟質感がある。陶器との区別がつかないものがあ

り、また、青磁模倣の碗がある。肥前系の小碗では、菊花文を外面に配すものや、底内面に五弁花文のあ

るものなどが出土している。肥前系のものは18世紀代のものである。

皿 :肥前系の小片が確認されており、内面の見込みを蛇の目状に輪はぎをしている。時期は碗と同様で

あろう。

その他 :瀬戸・美濃系の香炉が出土している。19世紀中葉以降と思われ、外面にタコ唐草文を模倣して

文様が描かれている。

2 金属製品・銭貨   図版188 PL98

本遺跡の近世にかかわる金属製品はSL lの から出土した刀子 1′点、釘 7′点、棒状鉄製品 2′点、板状鉄製

品 1点、鉄片 2点の13点で、他に銭貨 2枚がある。いずれの遺物も腐蝕折損が激しく、釘では脚の痩せて

いるものが多い。図示したのは、釘 (129～ 1321・ 棒状製品 (13の である。釘は折頭釘 (129・ 13の で、脚部の断

面が正方形から長方形を呈する。

銭貨は 2枚 とも「寛永通賓」で、古代のSB565に 混入したもの (13の とJttБ D区の包含層から出土したも

の (140)である。
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第 節 遺構の分析

竪穴住居址の分析

本遺跡で確認した竪穴住居址は322軒 ある。

時期によって住居址軒数の多寡はあるが、 1期

から15期にいたる住居址があり、長期間居住域

として利用されたことが知れる。各地区の時期

別軒数の変遷については第52表に示 したが、そ

の詳細は集落の変遷の項で述べ る。本項では

個々の竪穴住居址の特徴を整理するために規模

(床面積)・ 主軸・諸施設・カマ ド・床面の硬度計

測定値などの視点に沿って分析することを目的

とする。

(1)規模 (床面積)について

住居址322軒のうち、重複関係などによって資

料化できなかった一部を除いた住居址を分析の

対象とした。各時期別の法量を図化したのが第

152図 である。グラフの縦軸 し)は カマ ドを通して計測した主軸の長さで、それと直交する軸を横軸 し)に

とった。さらに、柱穴を有する住居址と有 しない住居址 とを分けて表現した。なお、主軸または直交軸の

一方が計測できた住居址については、できるだけ資料化する意図から方形の住居祉 と仮定 してχ=夕軸線上

に ドットを落 とした。以下、時期別に概略する。

l期はSB129が最大規模の住居址で、床面積は50.82m2を測る。最小の住居址はSB592の 10.4が である。

床面積が40m2を 越える住居址が 4軒認められるが、うち 3軒は北部D区に位置する。さらに、規模によっ

て30～ 20m2、 20～ 10m2前後の三群に大月Uさ れ、直交軸が長 くなる (χ >ノ )住居址が全体的に多い。

2期は 1期 と同じ分布状況である。SB551は 床面積が57.69m2と 本遺跡最大の住居址である。この住居祉

を除いて40m2前後、30～ 20m2、 20～ 10m2の 3つに ドットに固まる。住居址はχ=ノ軸線上付近のものが多い

が、 1期 と同様にχ>ノ になる住居址が目立つ。

3期は図示できた資料が前段階に比較 して少ないため、その構成は的確に捉えられない。だが、 2期か

ら4期あるいは 5期への流れのなかでみると、当該期 も1期以後と変化 していないと考えられる。南部A
区に位置するSB37は 3期のなかで最大規模を有 し、床面積は53.33m2である。3期の特徴 として注目できる

のは、 2期に見られる10γ 20m2以下 と20～ 30m2の 住居址軒数の比率が等しいことにある。また、20m2以下

の住居址はχ>ノ になる例が多く、逆に20m2を 越える住居祉はχ<ノ の資料が多くみられる傾向も特徴 として

南部 A区 南部 B区 南部 C区 北部 D区 北部 E区 計

1期

2期

3期

4期 22

5期 24

6期

7期

8期 29

9期

10期

H期

12期

13期

14期

15期

不 明 25

計 209 322

第52表 竪穴住居址地区別一覧表
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よい。

4期の在 り方はそれ以前と基本的に変わらない。しかし、この時期50ぽ を越す超大型住居址はみられな

い。床面積が40m2を 越す住居址が全体の18%に 当たる4軒、20～ 30「前後に50%に相当する11軒が占める。

また10m2以 下は 7軒ある。住居址はχ=ノ、または主軸の短いχ>ノ の住居址が多い。南部 B区のSB175が 当

該期最大規模の住居址で、床面積は46.8が である。

5期の構成は 3期のそれと近似 し、大～小の構成も1期以降の傾向をそのまま引き継いでいる。

607期は資料が少ないため、その特徴を述べるのは難しい。 7期の住居址は南部に 2軒があるほぼ北

部に位置している。住居址はχ=夕軸線上付近のものが多い傾向が認められるが、大きさの構成は不明であ

る:8期になると住居はχ=ノ軸線上に集中し、ばらつきはみられなくなる。床面積は30が付近にSB555と

556の 2軒がほかの住居址 とは卓越した規模を有 して分布する。他は20m2以 下で、特に10m2に 満たない住居

祉が 4軒 と多いのも当該期の特徴であり、このうちSB588は 7.29m2し かなく本遺跡最少の住居址である。

9期には 5軒の住居址があり、いずれも北部 E区に分布する。30m2を 越す住居址がみられず、10～ 20m2

のなかにかたまる。 ドットはχ=ノ軸線付近にはみられず、χ>ノ またはχ<ノ になる住居址が多い。

10期の資料 も少ない。図示 した 4軒は前段階と同じ地区に位置している。

11期は11軒 の住居址がある。床面積によって20～ 25m2と lo～ 15m2の 二群に大別され、住居址は主軸方向

が長い、χ<ノ に多く分布する。

12期 も同様に、10m2前後と17～ 30m2の 二群に分かれる。

13014期 の状況は近似する。床面積は30m2を 越える例はなく、18m2付近を境に二群に分かれ、その分布

はかなりばらつ くL

15期はSB174が最小の住居址であるが、床面積は16.75m2を 測 り、14期にみられた10m2以 下の住居址はま

ったくみられない。規模が平均化する段階と言えるかもしれない。

以上、各時期別の様相をみてきたが、 1～ 5期の在 り方と資料の少ない 6期 を除いた 7期以降の在 り方

が全 く異なることに気が付 く。すなわち、 1～ 5期の構成が 3な いし4つのグループに大別されるのに対

し、 7期以降は40が以上の住居址がみられなくなり、 1～ 2つにグルーピングされる。 1～ 5期 には 2期

のSB551の ように床面積が60m2程の大型住居址が存在するなど突出した規模の住居址 もみられるが、概ね

35が以上、18～ 35m2、 18m2以下の三群に分かれ、その構成の比率をみると35が以上の住居址が12～ 20%、

18～ 35m2が35～ 50%、 18が以下が21～ 45%で時期によって多少の増減はあるが、ほぼ規則的な構成である。

7期から15期 には床面積が30「 を超す例がわずかになり、 6期以降、住居規模が縮小化する傾向が明らか

になるが、同時に各住居址の規模が平均化するのも特徴のひとつと言える。また、8期でみたSB555や 556

のように、そのなかでも突出した規模の住居址が存在する段階も確実にあり、 6期以降の在 り方 も一様で

はない。しかし、 8期が大きな画期 となるか否かは微妙である。

続いて、床面積 と柱穴の有無との関係について整理 してお く。

柱穴を有する住居址は 5期 までに多くみられ、 7期以降ではSB598(7期 )、 555(8期 )、 10(11期)の 3軒に

限られる。床面積 と柱穴の有無の関係は 4期の在 り方に端的に示される。すなわち、20m2を 越す住居址に

柱穴を有する例が多いことである。20m2以下で四本柱の住居址は 1期 に 2軒、 2期に 4軒、 5期に 3軒 と

各時期10%以下と少なくk 304期 には皆無である。 7期以降の 3軒のうち、SB10を 除き、床面積は30m2

程になる。このような結果から推察すると、本遺跡の場合 1～ 5期 までの床面積が20が以上の住居址に限

って柱穴を有すると判断できる。但 し、11期以降に多くみられる20m2以上の住居址については柱穴はみら

れないが、これは住居構造の差を示すものと考えられ、 1～ 5期の在 り方とは基本的に異なる。このよう

に 6期に大きな画期がある状況は住居規模でみた結果 と一致し、住居建築技術 との関連を考える上で重要
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第 1節 遺構の分析

であろう。ところで、住居址の床面積 と柱穴の有

無については、宮本長二郎氏が「住居」のなかで

歴史時代の住まいに触れた際、四主柱 と無主柱は

床面積が20m2に なるのを境に使い分け、20m2以下

の住居址の場合主柱を必要 としない合掌 と垂木を

使用して竪穴を覆 うと述べている (宮本1980。 この

指摘は本遺跡の分析結果 と一致するものであり、

住居址の構造を考える上で重要かつ示唆に富んだ

ものと言える。

9)形状について

243軒 を分析の対象とした。このうち、資料の少な

い 6期 (1軒 )、 10期 (4軒)は それぞれ 7期 と9期に

加えて分析 した。形状の分類は凡例で示 した通 り、

方形、長方形 I、 長方形Ⅱの三種に分け、各時期

別の構成比率を比較することとした (第 153図 )。 以

下、時期を追って概略する。

102期は方形 (A)、 長方形 1(B)、 長方形 2(C)

の三種があり、Aの比率が60～ 70%と 高い。BO

1期
(37)

2期
(24)

3期
(12)

4期
(22)

5期
(18)

6、 7期
(8)

8期
(20)

9、 10期
(9)

11期
(9)

12期
(12)

13期
(29)

14期
(32)

15期
(11)

( )内 住居址軒数

第153図  竪穴住居址形状時期別構成比率図

Cは大型住居址や18が以下の住居址に多くみられる。 3期 もこの傾向が窺え、18m2以下の住居址が多いた

め B・ Cの比率が50%と 高 くなっている。 4～ 607期の構成 も3期 までの在 り方と変わらない。 8期は

Aが70%と 多い。11期になるとB・ Cの比率が70%を 占め、それ以前の構成と逆転する。これは分析資料

が 9軒 と少ないことにも起因するが、12～ 15期の様相を鑑みるとあながち大きな誤差 とも考え難い。すな

わち、11期以降、主軸 と直交軸の差が大きな長方形Ⅱの割合が増加 し、長方形 Iと 合わせると方形の住居

址 とは 1:1の比率になるのである。なお、長方形の住居址はいずれも主軸方向が長い。12期から15期 に

かけてその構成に大きな変化はみられない。14015期 には特筆すべ き特徴は見出だせないが、12013期に

は床面積が15m2以上の住居址の大半は主軸方向が長い形状になり、逆に10ぽ程の住居址は直交軸の方が長

い長方形になるといった特徴を有する。

以上のように、形状はその構成の時期別変遷を見る限り、大きな画期は認められない。そのなかで、11

期はA:B・ Cの比率が逆になる段階として注目してよいだろう。また、時期によっては床面積 と形状 と

の間には相関関係の認められる段階もあり、居住空間利用に関する問題 として興味深い。

(3)主軸について

住居址の主軸はカマ ドを通る中軸線を測定した。カマ ドを有 しない住居址やその痕跡が不鮮明なものに

ついては東西方向を主軸方向として計測し、図化した (第 154図 )。 以下、時期別に概観する。

l期は東カマ ドが24例、西カマ ドが 6例 と東カマ ドが多い。西カマ ドはN-90°―Wか らN-112°一Wま で22

度の差がある。東カマ ドはSB528が N-108° 一Eと 最 も南へ向き、最 も北へ触れるSB547と は40度の差があ

り、ばらつきが大きい。なかでも南部の住居址のばらつきが目立つ。

2期 も西カマ ドが 3例あるほかは、東カマ ドが23例 と他を凌駕する。西カマ ドの 3軒はいずれも北部に

位置する。東カマ ドのうち、北部D区の住居址はN-58°一Eか らN-74°一Eま での16度の範囲に集中するが、
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11期

第154図 竪穴住居址主軸時期別分布図
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第 1節 遺構の分析

南部の住居址は40度の振れ幅でばらつ く傾向が窺われる。

3期は 2期の状況 と近似する。西カマ ドが 2例、東カマ ド8例がある。北部D区の住居址はN-68°一Eか

らN-78°一Eの範囲内に集中し、 1期以降主軸が揃 う地区であると言える。南部の住居址の 7軒は真東から

北・南へそれぞれ10度の範囲内に含まれる。

4期は 1～ 3期 までみられなかった北カマ ド1例がある。ほかは西カマ ド2例、東カマ ド20夕Jでやは り

東カマ ドが多い。南部 C区に位置する北カマ ドのSB121は N-16°一Wで、これと隣接するSB135も N-57°一W

に主軸をとり、当該期の住居址のなかでは異質である。この 2軒 を除 くと、南部の住居址は 3期 と同様に

東カマ ドは北へ 7度、西カマ ドは南へ 9度振れた範囲に入 り、ほぼ東西方向に主軸をとる住居址が多 くな

る傾向がみられる。また、北部D区にあるSB629は N-68°一Eと かなり振れるが、この地区にある 1期以降

の住居祉の主軸と一致するものである。

5期は再び東・西カマ ドに限られる。東カマ ドは12例、西カマ ド8例 と1～ 4期 と比較すると西カマ ド

の割合が多くなる。なお、西カマ ドに加えたSBl14は当初北カマ ドであったものを西壁へ移築 している。東

カマ ドは真東を中心に18度の間に、また、西カマ ドは23度の範囲内に集中し、ばらつきはほとんどみられ

なくなる。

6期は 3例の資料 しかないため詳細は不明である。

7期は東カマ ド4、 北カマ ド2、 西カマ ド1例がある。このうち北部 E区に位置するSB564は 西壁に、554

が北壁に、598が東壁にカマ ドを設置するが、いずれも東西、南北方向からわずかしか振れず、方位を意識

した主軸である。南部の住居址はSB165が北カマ ドになる以外は東カマ ドで、SB164が N-105°一Eと 1軒だ

け南方向へ大きく
｀
振れるほかは東西方向に主軸をとる住居祉が多い。

8期は南部 C区にSB142が あるほかはいずれも北部 E区に位置する。東カマ ド15例、西カマ ド5例があ

る。西カマ ドの 5軒は真西から南へ振れ、N-88° ～100-Wの 12度の範囲に入る。東カマ ドはSB142が N-100°

一Eと 最 も南へ振れ、これと北へ大きく振れるSB507を 除いた住居址はN-73～ 96°一Eの 23度の振れ幅のな

かに含まれ、真東を意識した主軸である。

9期は資料がかなり少ないが、西カマ ド2例、北カマ ド1例、東カマ ド2例 とばらつ く。だが、西カマ

ドのSB589 0 597は 真西を、東カマ ドのSB582は 真東から北へ 3度、SB616は 南へ 8度振れ、 SB591が真北

を向くのと合わせて、方位に主軸を揃える傾向が認められる。

10期 も資料が 4例 と少ないため、その傾向を窺 うことは難しい。北部 E区に位置する4軒はすべて東カ

マ ドでN-80～ 96°一Eの範囲に固まり、 8期以降の特徴 と共通している。

11期は東カマ ド10例、西カマ ド1例、北カマ ド1例がある。住居軒数は11軒であるが、北部D区に位置

するSB537は北・東壁にカマ ドを有するためそれぞれ 1例 として数えた。西カマ ドのSB10は南部A区に位

置し、真西を向く。東カマ ドの主軸は、SB545の N-82°、SB199の N-97°一Eの間に集中し、やはり方位を意

識した主軸をとる傾向を認められる。

12期 も真先・東・西を意識した主軸である。西カマ ド2例、北カマ ド3例、東カマ ド9例でいずれも南

部に位置する。西カマ ドのSB350 75は真西から6.3度振れる。また、北カマ ドのSB102 0 144も ほぼ真北方

向である。東カマ ドはN-82～ 96°一Eの 14度の範囲内に集中する。12期 には11期にみられない北カマ ドが確

実に存在するが、いずれも方位に規制される主軸の住居址が目立つ。

13期の様相は前段階と若干異なる。西カマ ドは存在せず、北カマ ドが 3例あるほか東カマ ドが23例 と圧

倒的に多い。北カマ ドはSB145 0 201 0 553の 3軒で、SB145は N-24°一E、 201は N-6°一Eと ばらつ く。

この傾向は東カマ ドでも認められ、最 も北へ振れるSB122が N-68°一Eであるのに対し、逆に南へ振れるSB

3は N-107° 一Eでその両者には45度の開きがあることが分かる。但 し、これを近接する住居址を単位にみた
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場合、一定の振れ幅のなかに集中する傾向がわずかながら認められる。

14期は西カマ ド1例、北カマ ド3例、東カマ ド16例があるが、基本的に13期 と大きく変わらない。西カ

マ ドは南部A区南端のSB22でN-74°一Wを 向く。北カマ ドの 3軒は東へ最大13度振れる。東カマ ドの振れ幅

は33度 とばらつくが、このうち真東から南へ向く住居の大半はC区に位置し、N-80～ 94° 一Eに はA・ B区

に位置する住居址が集中する傾向があり、13期 と同様、地区によって主軸を揃える特徴がみられる。

15期は東カマ ド10例がある。11期以降真東を中心に北・南へ振れていた主軸は当該期になると南方向へ

振れる住居が増加する。その振れ幅はN-88～ 110°一Eの 12度でばらつきは少ない。

以上、時期別にみてきたが、特に注目される203の問題について整理しておく。まず、本遺跡の場合、

各時期を通じて住居址の大半が主軸を東へ向けることである。それは、全体の76%に あたり、西カマ ドの

住居が13%と これに続く。次に、主軸の振れ幅についてである。 1～ 4期 までは振れ幅が大きく、ばらつ

く傾向であるのに対し、 5期以降は真北・東・西の方位を意識した主軸に揃えるようになり、長期間それ

が変わらないことである。13期以降再びばらつきが目立つようになるが、各時期とも地区を詳細にみてい

くと地点ごとに主軸を揃える特徴が窺われる。なお、比較的ばらつきが目立つ 1～ 4期のうち、北部D区

の状況は視覚的にも明らかである。時期も長期間に亘り、一様でないことは容易に推測されるが、集団内

の規制に起因するケースも考えられる一方、地形、風向き、集落内の道、住居の入り口など様々な要因が

重なり合って決定されたと思われる。

(4)壁高について

竪穴住居址の深さ、すなわち壁高については従来の集落研究では十分論じられてきていない。それは調

査面積が狭小であったり、ひとつの地点が長期間に亘って生活の場とならない例が多いため、資料に限界

があることに起因すると思われる。

本項での分析′点は壁高が時期を追ってどのように変遷するか、また、それが床面積とはどのような関係

にあるか、という二点である。分析の対象とした資料は南部BOC区、座標でN200か らN350の 範囲内の

住居址とした。遺跡全体を対象としなかったのは地区を分けて調査したことと北部E区のように耕作によ

る攪乱の激しい地区もあり、一様に扱えないためである。この点で設定した地区は検出面が同一条件にあ

り、時期 も多時期に亘るため分析に格好である。しかし、時期に

よる資料の多寡は免れないため時期を統合 して処理 した。また、

609010期については資料がなく分析に加えていない。なお、

壁高は住居址床面のほぼ中央で計測し、検出面までの数値を採用

している。

まず、時期別の変化についてみてみる。第155図 は時期別の平均

値を図化 したもので、同時に最大値 と最小値 も掲げた。平均値は

各時期± 5 cmの増減が認められるが、 1～ 8期 までのそれは40cm

を越え、大きな変化はみられない。また、11期以降の平均値は31±

3 cmの間に集中する。すなわち、資料の分析に加えられなかった

9～ 10期 を画期 として住居は約10cm程浅 くなる。一方、最大値 と

最小値をみると4期のSB175が 75cmと 突出しているが、これを除

くと最大値は各時期50～ 60cmの 深さになる住居が多い。最小値は

平均値 と同様の特徴 を有する。 1～ 8期 までのうち 203期 の

SB166は 10cmと かなり浅いが、これは特に浅い住居址で、一般的に

!  203  405 7・ 8 :卜 12 13  i4  :5期

第155図  竪穴住居址壁高時期別変化図
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は25cm前後の壁高が多い。11期以降になると最小値は15～ 20cm前後が目立ち、平均値 と同様に10cm程浅 く

なっている。また、11期以降の住居で注目できることは同一時期に極端に深さの異なる住居址が近接 して

存在することである。例えば、14期のSB120は壁高が 5 cmし かないが、近接するSB123は 40cIIlと 深い。実際

の生活面は測定値よりもかなり高いと推定できるが、このような例がほかにも数例認められ興味深い現象

である。これが住居構造の差異なのか、機能差なのかは本遺跡の資料だけでは断定できないが、資料の増

加を待って検討されるべ き課題 と思われる。

次に床面積 と壁高の関係について整理する。結果から示すと、この両者には規則的な相関関係はみられ

ない。例えば、 1期のSB155は床面積が31.9がで深さ55cmを 測るが、同じ深さのSB161は 12.23m2の小型の

住居址である。また、13期のSBl17は 床面積が18.27m2、 深さ50cmであるのに対し、ほぼ同規模のSB183は

20cmの 壁高しかない。このように同一規模でも壁高がまったく異なうたり、逆に壁高が同じでも規模が異

なる例が各時期頻繁にみられ、図化 してもばらつ く傾向のみが日立つ。

以上、住居祉の壁高についてみてきたが、時期を追うに従い、住居規模が縮少化する傾向は壁高にも反

映することが分かった。但 し、これは相対的な在 り方であり、床面積 との間に規則的な関係を有するもの

ではない。このような中で 11期以降に存在する極端に浅い住居址、例えばSBl190120な どはカマ ドの痕跡

が不鮮明な状況と合わせて住居祉の機能や構造を考える上で注目される。

(5)カ マ ドについて

竪穴住居址で重複などによってカマ ドが攪乱されている例 を除き、本遺跡でカマ ドの確認できなかった

住居祉はSB211の 1軒 と中世の住居址の 3軒があるのみで、竪穴住居址の大半はカマ ドを有する。本項では

そのカマ ドの特徴を抽出するため、カマ ドの位置、形態変化に重点を置き分析を加える。

ア カマ ドの位置

カマ ドあるいはその痕跡を確認できた238軒 を分析の対象とした。本遺跡の場合、カマ ドを設置する壁は

南壁を除いた三方向にみられる。これらの位置を各壁ごとに分類し、時期別の構成を整理 したのが第53表

である。なお、北東隅にあるカマ ドは煙道方向が三種類みられることからこのカマ ドだけDl～ 3の三類

型に分けた。また、この類型で煙道が不明なものはカッコ内に入れて処理している。

住居址の主軸を分析 した際、本遺跡の場合東カマ ドが圧倒的に多いことを指摘した。第53表の数値 もこ

れを端的に物語る。これとは別に壁面のどの位置に設置されるか、という視′点から時期別の構成比率を図

蜀
東 壁 壁 西  壁

A B C Dl D2 D3 E F G H K

5 (2)

第53表 カマ ド位置時期別一覧表
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示したのが第156図 である。B・ J・ Fは東・北・

西カマドであるが、いずれも壁の中央に設置され

る一群 (中央カマド)である。同様に、右カマド(A・

E・ I)、 左 カ マ ド (C・ G・ K)、 隅 カ マ ド (Dl～ 30

H)の 四種に大別 した。なお、 607期、 9010期

は資料が少ないため各々 1時期にまとめた。

これによれば 1期から10期 までは中央カマ ドが

主体 となる。11期は隅カマ ドと左カマ ドが60%を

占め、カマ ドが中央から左側へ移行 し始める。そ

の傾向は12期以降さらに鮮明になり、13～ 15期 に

は中央カマ ドがほんの数例になり、大半が隅カマ

ド、 特に、 Jヒ東隅に設置することが分かる。

それでは 1～ 10期のうち、中央カマ ドが多いな

かでそれ以外にカマ ドを設置するのは何故だろう。

3期の隅カマ ド(Dl)は SB64である。SB64は床面

積が 9m2と 当該期で最小の規模である。 4期には

左カマ ド3例、 5期には右カマ ド2例、左カマ ド

1例がある。左カマ ドはSB135 0 189 0 200の 3軒

で、SB189は 当初左カマ ドであったものを中央へ

移築 している。SB135は 床面積が 8m2に満たない小型住居祉で、200も 全容は知 り得ないが、やはり10m2以

下の住居になると推測される。 5期の 3軒はSBl1301140575である。SBl13は 主軸方向が短い、隅丸長方

形 2の住居址である。

また、114も 同形で最終的に西壁中央にカマ ドを移築する。6・ 7期の左カマ ドはSB165、 右カマ ドはSB640

で、両者 とも床面積が10♂前後の当該期では小型の住居址である。

これらの住居址に共通する特徴はSB64の ように小型の住居祉であること、またはSBl13の ような長方形

プランであることである。つまり、カマ ドを中央に配置しないことで居住空間をより広 く使用 したいとす

る必要から生じたと推定できる。したがって、10期 までは一部の例外はあるが、壁の中央にカマ ドを設置

するものが主流であり、左カマ ドや隅カマ ドは一般的に普及しない。

11期以降の状況についても詳細にみてみる。11期には左カマ ド3例、隅カマ ド5例がある。隅カマ ドの

大半は全体の割合でみると東壁中央から移動する例が多い。13期以降、西カマ ドは14期のSB2の 1軒がある

だけで東・北壁、特に北東隅付近に集中する。隅カマ ドのうち、煙道が住居祉の主軸から斜め45度振れて

延びるD2類は13期に定着するが、全体的に占める比率はDl類の方が高 く、15期に至るまで変化 しない。

以上、カマ ドの位置について検討してきたが、本遺跡の場合に限って言うと、古墳時代の終末期から平

安時代中頃までは特別な理由が無い限リカマ ドは壁面中央に設置することを厳格に守 り、11期 を境に北東

隅付近ヘカマ ドを付設するようになるのである。

イ カマ ドの形態変化について

カマ ドの形態の変遷をみる上で、まず、焚田部の構造に着目し分類をする。分類はカマ ドを構築する際

の壁への掘 り込み有無とその形状によってA～ E類の 5類に分け、壁を掘 り込まない形態については袖の

構築材 と構築方法によって、また、壁を掘 り込む函形カマ ドは掘 り込む形状 とその割合によって細分する

1期
(30)

2期
(26)

3期
(11)

4期
(29)

5期
(21)

6、 7期
(12)

8期
(20)

9、 10期
(9)

11期
(12)

12期
(15)

13期
(31)

14期
(20)

15期
(10)

( )内 住居址軒数

E]B.」 .F  I三三I Dl゛ D30H章華i coK.G  H‖ A.E.|

第156図  カマ ド位置時期別構成比率図
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とした。以下、分類を示すが、ここで行 う分類は本遺跡のカマ ドの諸形態を整理するためのものであ

松本平全体を扱ったものではない。総論ではさらに詳細に検討されるが、本稿の分類 とは一致 しない

を断ってお く。

A類……壁を掘 り込まずに構築する形態である。袖の構築方法によって 1～ 3種 (Al～ A3)に分類さ

れる。Alは地山を一部掘 り残すものも含むが、袖を粘土だけで構築する形態である。A2は花商

岩などの大きな礫を配石状に並べて構築するカマ ドである。A3は人頭大程の硬砂岩や花同岩など

の礫を使用し、袖全体に礫を積み上げるように袖を構築する形態である。

B類……壁を方形に掘 り込む形態である。掘 り込む大きさによって 2種 (Bl・ B2)に分れる。Blは

壁を深 く掘 り込むカマ ドで、掘 り込む長さと壁の比率が 1:2以上のものである。B2は浅 く掘 り

込むもので比率が 1:2以下になる形態である。

C類……壁を丸形に掘 り込む形態である。掘 り込む大 きさによって 2種 (Cl・ C2)に分れる。B類 と

同様に、掘 り込む比率が 1:2を 基準にCl・ C2に分かれる。

D類……壁を不整形に掘 り込む形態である。類例が少ないため細分はしない。

この分類に従って時期別の変遷を概観する (第 157・ 1580159図 )。

1期にはA20B20B10D類 があり、Al類が全体の85%を 占める。SB155は Al類では遺存状態が

良好なカマ ドで、煙道は トンネル状に残存する。袖は一部地山を掘 り残すが、この類の一部にみられる特

徴である。A2類のSB176は 袖に礫を用いる唯一の例で、礫を袖の手前に 1個ずつ配し、袖の補強に土師器

甕の破片を併用している。B10D類 は 1例ずつがあるのみで当該期には普及しない形態である。

2期はA30C2類 を除いた形態がある。このうちAl類は 8例で全体の50%を 占める。A2類は図示

したSB544 0 137の 2例で、SB544は 礫を袖の手前に、SB137は 袖の奥に 1個ずつ配置する。B10B2類

が 5例、Cl類が 2例、D類が 1例 で壁を掘 り込むカマ ドが多くなる。だが、袖の遺存状態が悪いものの

中には壁を掘 り込まない例が 8例あることから、当該期 もAl類が主体 となると判断できる。

3期は分析対象が 7例 と少ないが、A10A20B10C10C2類 の 5種がみられる。A2類はSB2160

6330625の 3例で当該期には比較的多い形態であるが、礫の配置状態は 3例 とも異なる。SB216は 袖手前に

2個ずつ礫を配置し、その奥にも小形の礫を左右に 1個ずつ配する。SB623は 袖の奥に礫を 2個ずつ組む。

また、SB625は 大きな花商岩を用いて堅牢なカマ ドを構築する。煙道の一部にも礫を補強に使用するなど本

遺跡には類例のないカマ ドである。一応A2類の範疇に入れたが、この系統のなかで変化 したものとは考

えられない。このような類例は古墳時代の鬼高期の大町市借馬遺跡 (大町市教委198⊃ などにある。COD類

は図示 したSB581 0 56 0 64の 3例だけである。

4期はB10B20C2類 が多くなり、Al類は減少する傾向が認められる。B2類のSB79は 壁を掘 り

込んだカマ ドのなかでは袖に使用された礫が原位置を保って遺存していた数少ない例で、 B・ C類は一般

的には礫を芯材として用いたことが知れる。

506期はA30D類 を除いた形態がみられる。Al類はSBl13の 1例があるのみで 6期以降はみられな

い。これに代わるのが B・ C類で、両者の構成比率はほぼ同じである。SB55は 煙道先の煙出しまで確認で

きた資料で煙出しは深 く、大きな落ち込みになる。焚日の奥壁は床面から垂直に立ち上がらず、緩 く傾斜

する。これと同様に、煙道を確認できたCl類のSB73の煙道はSB55と 共通の特徴を有することから、函形

カマ ドの煙道の形態を知る上で貴重な資料である。

7期の資料は 6例 と少ない。A20B20C10C2類 があり、 6期 と同様壁を掘 り込まないカマ ドが

全体の70%以上で、その在 り方に大きな変化は認められない。A2類のSB564の カマ ドは袖に架設された礫

がそのままの状態で落ち、支脚も遺存している。
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8期にはA20A30C10C2類 がある。構成をみるとC類が60%を 占める。だが、袖の構造の分か

らなかったカマ ドのうち壁を掘り込まない例が10軒 あることから、当該期はA類が主体となり、C2類が

前期までの傾向を引き継 ぐ形態であると推定される。

9期の資料は4例 と少ないため、10期 と合わせて分析している。内訳はA2類が 1例、A3類が 7例で、

A3類が主体となることが明瞭である。A3類のカマ ド袖芯材に使用される礫は人頭大の硬砂岩、安山岩、

花同岩などを組むように多数積み上げて構築する。

11012期 以降の在 り方はB10C2類 が 1例ずつあるほかはすべてA3類である。A3類のなかには

SE28095の ように壁をわずかに掘り込む形状もみられるが、基本的な構造はA3類の系統のなかに位置づ

けられよう。11012期のSB537と 13期のSB26は遺存状態の良いカマ ドで袖と袖との間に架設された礫や支

脚石も確認され、芯材の構築方法を知ることのできる資料である。煙道は14期 のSB lの 資料が良好であ

る。火床から比較的低い煙道口へ緩い傾斜で立ち上がり、そのまま煙出しへ延びる。また、15期 のSB174の

煙道先はわずかに掘り込まれる。A3類の煙道の形態はSB lの例が一般的なものと推定されるが類例が少

なく確証に欠く。

以上、各時期別に概観してきたが、各類型別にその消長を中心に整理し、まとめたい。

Al類は 102期に主体となる形態で 3期以降徐々に減少し、 5期に至って消滅する。一方、これに代

わるのがCOD類である。壁を掘り込む形態の由来については明瞭でないが、すでに 1期には壁を不整形

に掘り込むE類がみられることから、これらのなかからBl類のような形態が生成し、一般的に普及する

と推定できる。 2期にはすでにB10B20C2類 が並存し、Cl類を含めた構成比率をみると2～ 4期

には各類型ともほぼ同じ比率であるが、 506期になるとB20C2類 が徐々に増加する傾向が認められ

る。さらに708期はC2類がほかを凌駕する。つまり、本遺跡の函形カマ ドはBl→ B10B20Cl
→B10B20C10C2→ B20C10C2→ C10C2→ C2への変遷が認められる。但し、これら

も形態変化の画期 となる時期の限定は本遺跡だけ

の資料では不十分である。 8～ 9期にかけてA3

類が出現する。A2類 と9期に一部が並存するが  1期

10期以降のカマ ドの形態は例外なくA3類になる。 2期

このようにA3類がほかの形態を一掃する形で出  3期

現する背景にはどんな理由があるのだろう。カマ
  4期

ドの芯材の一部分に礫を用いる方法は 1期以降す

でにみられる技術であるが、袖全体の芯材に礫を  5翌

多く使用するのはより堅牢なカマ ドを希求したか  6、 7期

らに他ならない。ちょうど9期は煮炊具にも大き  8期

な変化のみられる時期で、土師器の甕に代って羽 9、 10期

釜が出現する段階である。すなわち、羽釜の出現
11、 12期

はカマ ドの構造変化を必然的に引き起こし、より

頑丈なカマ ドであるA3類を誕生させたと考えら 13期

れる。そのA3類も中世の竪穴住居址まで継続す  14期

ることなく15期 をもって終焉を迎え、住居構造の  15期

一部 として古墳時代以降みることができた備え付

けのカマ ドもこれをもって終 りを遂げる。

次に、カマ ドの煙道長・煙道口について二・三

100%

□ Al機 A2:::::A31111 Bl≡ B2ヽ Cl%C2響 D

第159図  カマ ド形態時期別構成比率図
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第 1節 遺構の分析

の特徴を整理 してお く。                  2;l
第160図 は煙道長 と煙道回の床面からの高さの平均値 を時期

別に図示したものである。煙道の長さは煙出しまで完全に遺存

するものを分析の対象 とした。そのため 9期は 2例 しかなく、 150

8期 と合わせて平均値を求めた。また、煙道回は火床からの垂

直距離を計測した。
100

煙道長は 1～ 5期 までは 2期の1。 90mを最長に1.60m程の長

い煙道を有する。資料のない 6期 を境に 7期以降は煙道は短 く

なり、平均値は1.15mに なる。11期にかけて短小化の傾向はさ

らに強まり、11～ 15期 は95± 5cmの幅のなかに含まれ、ほとんど
20

変化をみせない。このように、煙道は函形カマ ドのBOC群 が

主体 となる段階に短縮化が始まり、A3類の出現と時をほぼ同

じにして90cm前後の煙道になるのである。煙道長は住居構造、
/m

特に周堤や屋根構造 との関連性が高い。函形カマ ドの場合、火 0

床部を住居址の外側へ作 り出すことでその分、煙道も極端に長

いものは不要になったと推定できる。また、A3類が出現する

段階の住居址をみると、SB555や 598の ようにカマ ド両脇に柱穴を有する例が認められ、屋根を高 くして火

災を防止する工法が用いられる例がみられる。この時期、大半の竪穴住居址は無柱穴である場合が多い段

階であるが、おそらくSB555に みられる技術をもって伏屋根が燃えないような工夫がなされていたと推測

される。しかし、住居構造 と直接結び付 く資料が皆無であるため、この′点については火災住居など資料の

増加を待って改めて検討されるべき課題 と考える。

煙道回の高さは各時期かなりばらつ く傾向があるが、1～ 11期 までは23± 3cmの範囲内で変化するが、12

期以降低下し始め、15期には13。 75cmに なる。煙道口が低下する背景にはカマ ドの形態変化がまず考えられ

るが、煮炊具の形式変化 とも関連する可能性がある。いずれにせよ羽釜の出現はカマ ドの袖構造の変化ば

か りか、火床から推卜口までの距離をも短縮させたことは明瞭である。これに加えて、住居の壁高が低下す

る画期が煙道国の変化 とほぼ共通することから、あながち無関係 とも思われないが、この点については確

証に欠 く。

(0 居住空間の利用について一一――特に、硬度計測定値を中心に―一―一

硬度計を用いて住居構造に分析を加えた研究として八王子市石川天野遺跡での実践が知られている。(小

池他198⊃ 。この研究では床面の硬度を5段階に区分 し、出入 り口を推定している。これとは別に、笹森健一

氏や柿沼幹夫氏による『土間』、『居間』といった概念を取 り入れた意欲的な分析がなされている。笹森氏

は鬼高 I期から国分期にかけての住居形態の変化について、鬼高Ⅱ期以降の竪穴住居址の床面積が縮小化

する現象に注目し、これを竪穴外周を含めた範囲内と捉えて幾つかのパターンを模式的に示 した。(笹森

1970。 この指摘を支持する柿沼氏は住居内を『土間』と『居間』に分け、真間・国分期の住居は「『土間』

のみが竪穴化され、『居間』部分は平地化 した」と述べ、笹森氏と同様の見解を示した (柿沼197"。

両氏の研究に依拠 しながら住居の出入 り口を想定 し、集落の分析を試みたのが高橋一夫氏である (高橋

1980。 氏は各住居の出入 り口を推定し、そこから集落内の道を想定 し、住居小跡や住居跡群について考察を

加えた。この分析は個々の住居の分析からその特性を引き出し、集落論へ止揚した研究 として従来みられ

なかった視′点から分析 しており、示唆に富んだ論考 と言える。

Ｉ
Ａ
繕

■
一

1 2 3 4 5 7 8・ 9 ‖ 12 13 i4 i5期

第160図  煙道長・煙道口高さ時期別変化図
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１
　
　
期

SB 604

２
～
４
期

SB 544

５
～
９
期

SB 595
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‐５
期

SB0

SB 153

SB 209

⑪

第161図  竪穴住居址硬度計測定模式図
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第 1節 遺構の分析

本項のねらいはこれら一連の研究を受けて、硬度計測定値による床面の硬軟を捉えることにより居住空

間や出入り口について検討しようとするものである。

硬度は別の住居址の覆土中に床面を構築する住居址や地山の状態が異なる箇所に床面のある住居址を除

き、住居址内を50cmメ ッシュに区切って測定した。なお、資料の活用は個々の住居址内だけで比較し、住

居址間相互の比較は測定する季節、天気、時間帯や地山の状況が異なるため行わないこととした。なお、

測定には土壌硬度計 (山 中式スプリング、強度8.Ok」 を使用した。このような条件で得られた数値を各住居内 4

段階に区分し、模式的に図化したのが第161図 である。網目の濃淡は硬度の高低を示している。なお、資料

に限りがあるため時期は 1期 (古墳時代)、  2～ 4期 (奈良時代)、 5～ 9期 (平安時代)、 12～ 15期 (平安時代)に便

宜的に区分 した。

以下、時期を追って検討を加える。

l期にはSB15501760604の 3軒の資料が得 られた。SB155は 東カマ ドの大型住居址でカマ ドの左右に施

設を有する。硬度は東壁際の施設の周辺、柱で囲まれた区域や南西方向にかけてが硬い。SB176は 四本柱の

住居址で東カマ ドの左側に 2つの施設がある。硬度はカマ ドや施設の手前から南壁中央付近にかけてが硬

い傾向を示 している。SB604は 隅丸長方形プランで無柱穴である。硬度はカマ ド手前から南西方向にかけ

て、特に、南壁中央にかけてが硬い。

2～ 4期にはSB544 0 147 0 187の 3軒の資料がある。うち、SB544 0 147は 2期に、SB187は 4期に帰属

する。SB544は西カマ ドの隅丸方形プランで 4本柱の住居址である。硬度はカマ ド手前とその左側、東壁中

央から南東付近にかけてが硬い。SB147は 規格性の高い、隅丸方形の住居址である。四本柱は住居の対角線

が交差する中心点と、その中心点と隅とを結んだ中間に配置される。出入口は周溝が途切れる西壁中央と

推定したが、沢J定値 もそれを裏付けてお り、主軸線に沿って高い数値が得られた。但 し、南壁中央にも硬

い箇所があり、即断はできない。SB187は 東カマ ドの隅丸方形で、カマ ド左側から北・西壁にかけて周溝を

巡らす。硬度はカマ ド手前と柱で囲まれた範囲が硬い。

5～ 9期の資料には 5期のSB210 0 113、  9期のSB595の 3軒がある。SB210は 主軸を東西方向にとる隅

丸方形プランで柱穴をもち、カマ ド右側に施設を有し、周溝を巡らす。硬度は四本柱に囲まれた区域 と南

西方向にかけてが硬い。SBl13は 南北方向に長い隅丸長方形で、カマ ドは東壁南東隅寄 りに位置する。硬度

は南側半分が比較的高い数値を示 している。SB595は 東カマ ドの隅丸長方形で、SBl13と 同様にカマ ド手前

を中心に南側半分が硬い。

10011期の資料は得られなかった。

12期以降の資料には12期のSB192 0 209、 13期のSB125 0 188 0 196、 14期 のSB153、 15期のSB136の 7軒

の資料が得 られた。SB192は 北東隅にカマ ドを配置し、東壁は凹凸がある。硬度はカマ ド手前を中心にその

右側の施設の周辺に沿ってが硬い。SB209も カマ ドを北東隅に設置する。主軸を東西方向にとる隅丸長方形

の住居址でカマ ド右側に施設を付属する。硬度は東側半分が硬い状況を呈する。SB125は 主軸を東西方向に

とる。当該期では大型の住居址である。北壁中央に大きなピットをもつ。硬度は壁際が全体的に軟弱であ

るのに対し、西壁際は列状に硬い箇所があるが、相対的にカマ ド手前を中心に東側半分が硬い。SB188は 東

壁に凹凸のある隅丸方形の住居址で北東壁にカマ ドを設置する。硬度はその右側手前を中心に硬い。SB196

は東壁が大きく張 り出す住居祉でカマ ドは北東隅に位置する。カマ ド手前を中心とした東側半分が硬い傾

向を示 した。SB153は 14期では最小規模の住居址で床面積が10m2に満たない。カマ ドは北壁に設置する。測

定値に明瞭な差がみられない唯一の例で、住居全体が高い数値を示している。SB136は 隅丸方形の住居址で

北東隅のカマ ド両脇に施設が付属する。硬度はカマ ド手前とその右側にかけてが非常に硬 く、相対的に東

側半分は硬い傾向が認められる。
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第 4章 成果 と課題

以上、住居址ごとに検討を加えたが、これを整理すると次の特徴がある。

① l～ 9期の住居址で、プランが方形を呈する住居址の大半はカマ ドを通る主軸線に沿った部分、並

びにカマ ドから南壁中央にかけてが一般に硬い。また、SB544の ように南側半分が硬い傾向を示す住

居址もみられる。プランが長方形になる住居址の場合はSB604の例で分かるように南側半分が硬 く、

SBl13やSB575の ように主軸方向が短い住居址はカマ ド手前を中心とした南側が硬い。

②12期以降の住居址の大半が東側半分がオロ対的に硬い。

さて、これらの特徴に基づき住居構造を想定すると、①の方形の住居址のうち、主軸線に沿った範囲が

硬 くなる、例えばSB1550187の ような住居址はカマ ドの対辺となる東・西側が出入り口となり、柱穴と北 0

南壁との空間を扉間または寝間の空間として利用したと推定される。また、SB544の ような住居址は南壁に

出入り口を設置し、北側半分を居間としたと思われる。①の長方形になる住居址はいずれも南壁に出入り

口を設け、住居址の南側半分が土間となっていた可能性が強い:特に、SBl13や 595の ようにカマ ドを中央

に設置しない形態はこれらの帰属する時期には少ない。この点についてはカマ ドの分析で指摘した際、狭

い住居内をより広く利用しようとするためと考えたが、硬度計の測定値もこれを裏付けている。

②のようにカマ ドを北東隅に設置する住居址の場合、東側半分を土間に、西側半分を居間または寝間と

いった空間として利用したと推定されるが、出入り口については東壁や南壁の隅寄りなどが考えられる。

特に、東壁が直線的にならず、大きく張り出す住居址が12期以降みられることは東壁に出入り口を有して

いた可能性を示唆するものと考えられよう。

このように、カマ ドが北東隅に寄るのを契機として住居構造にも変化をもたらすことが分かるが、逆に

言えば、居住空間の変更をするためにカマ ドの位置が移動したとも考えられる。しかし、カマ ドの位置が

北東隅に移動する背景については本遺跡の分析結果だけでは不十分で、その可能性を指摘するに止まり、

今後の課題として残る。

ところで、12期以降の様相は文頭で掲げた柿沼氏の推察とは一致しない。少なくとも、本遺跡では竪穴

住居址の外周に柱穴は確認されず、本遺跡以外でも柿沼氏の指摘するような居間を竪穴の外にもつ遺構は

管見にして知らない。硬度の測定値は明らかに竪穴住居内での空間の使い分けを示しており、今のところ

筆者は、古代の竪穴住居址は徐々に縮小化するものの、一般的な居住空間として利用されていたと考えて

いる。但し、柿沼氏の指摘は竪穴住居址の変遷過程を考える上で十分予想される展開であり、松本平周辺

でもそのような形態の遺構は中世 I期に至って初めてみることができる。

2 掘立柱建物址の分析

本遺跡で確認した掘立柱建物址は竪穴住居址の 3分の 1

期から5期にかけてが大半で、それ以降中世に至るまで継

続して展開する状況はみられなかった。

第54表 は地区別の建物址の構成を示したもので、各地区

の構成は多少のばらつきがあるが、全体的に2間 ×2間や

3間 ×2間の建物址が多い。このうち、全体の半数が分布

する北部D区の在り方は注目できる。この地区には3間 ×

3間以上の建物址が10棟を数え、他地区と比較すると際立

った構成である。これだけの棟数が一箇所に集中する様相

は隣接する遺跡でもみられず、本遺跡の性格を考える上で

も重要な遺構である。

に相当する104棟である。建物址の帰属時期は 1

A区 B区 C区 D区 E区 合 計

1× 1

2× 1

2× 2

3× 2

3× 3

3× 4

4× 3

5× 3

不  明 20

合  計 55 104

第54表 t目立柱建 地区ぶ一覧表



第 1節 遺構の分析

本項のねらいはこれら建物址の主軸

や規模、柱間寸法などの分析を加え、

本遺跡の特徴を抽出するとともに、そ

の機能についても考えようとするもの

である。なお、資料操作の際、時期を

限定できなかった遺構、例えば、2～ 3

期に帰属すると判断した建物はその下

限である3期に入れて分析 している。

(1)主軸について

掘立柱建物址の主軸分布 を示 したの

が第162図 である。なお、5期以降の建

物址は 4棟 と少ないため、 4期 に加 え

て図化 している。以下、時期別に説明

を力日える。

l期には15棟の資料がある。内訳は

東西棟 4棟、南北棟11棟 と南北棟が多

い。N-45°一Eの位置にあるST524は 東

西棟 と南北棟の境界にあるが、一応南

北棟に含めた。東西棟は真東・西からわずかに振れる。南北棟はN-15～ 37°一Wの振れ幅に 6棟が集中する

が、ほかは東へ振れるものがみられ、全体的にばらつ く傾向が認められる。

2期には 1～ 2期 とした掘立柱建物址を含めた28棟がある:内訳は東西棟 9棟、南北棟17棟でやはり南

北棟が多い。東西棟はN-63～ 83°一Wと N-58～ 73°一Eの 2つの範囲に主軸が揃う。前者は南部の、後者は北

部に分布する建物址で、地区によって振れ幅が異なることが分かる。南北棟でも同様な特徴がみられる。

南北棟はN-23°一Eか らN-27°一Wの 50度の振れ幅があるが、南部にある建物址は最 も南へ振れるST36が N
-13°一Wで、それ以外は真北を扶んで東側へ振れる。一方、北部の建物址はN-9～ 27°一Wの範囲に入 りt地

区によって主軸を揃える特徴が認められる。

3期には 2～ 3期の建物址を含め23棟がある。内訳は東西棟 8棟、南北棟15棟である。東西棟は東西の

軸線から北へ振れる6棟 と南へ振れる2棟があるが、北へ振れる建物址はいずれも北部のものである。南

北棟はN-6～ 27° 一Wの範囲内に大半が入る。これは東西棟の北へ振れる一群 と東西、南北棟の違いこそあ

れ、基本的にほぼ同じ振れである。東へ振れるST23は N-10°一Eで南北棟のうち、北部に位置する建物址は

N-8～ 4°一W"の 間にいずれも含まれ、振れ幅にばらつきのみられる南部の一群 とは様相を異にしている。

4期には 3～ 4期、 4～ 5期 とした建物址を含めた16棟がある。内訳は東西棟 5棟、南北棟11棟がある。

東西棟は真東に主軸をとる 3棟を含め、東西方向を意識した主軸が多い。南北棟はST28が N-27°一Wと 西側

へ大きく振れるのを除いて、N-0～ 15°一Wの 15度の範囲に集中し、比較的ばらつきは少ない。東西棟、南

北棟 とも方位 を意識した主軸に揃える傾向が認められる。なお、当該期の建物址の大半は南部に位置する。

以上、時期別に概観 してきたが、特徴を整理すると、

①各時期 とも南北棟が多い。

②時期が下るにつれ主軸のばらつきは少なくなり、主軸を方位に揃えるようになる。

③主軸がばらつ く1～ 2期のなかでも北部に位置する掘立柱建物址はN-20± 10°一W、 東西棟でいう

第162図 掘立柱建物址主軸時期別分布図
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と、N-70± 10°一Eの範囲内に集中し、北 桁

部では比較的早い段階から主軸を揃える m

傾向が認められる。          9
の 3点に集約される。特に、③は南部 と北部の

8

統制力の差 を端的に物語 る結果 として重要であ

る。                        7

この特徴 を竪穴住居址でみた分析 と比較する

と、北部D区の竪穴住居址の主軸は掘立柱建物 6

址のそれ と一致 してお り、これ以外の地区も同 質

様に、竪穴住居址 と掘立柱建物址の主軸は基本

的にを揃えて構築 したと考えられるのである。

121 規模について

ここでは掘立柱建物址の各形態と床面積 との

関係など規模全般について分析を加える。

第163図 は各建物址の桁・梁方向の総長 と床面

積 との関係を形態別に図化 したものである。ま

た、第55表には形態別の床面積の平均値、桁・

梁方向の総長の最大値 と最小値を掲げた。以下、

形態別に説明を加える。

l間 ×1間の建物址は 4棟で、建物址総数の

3%と 本遺跡では少ない形態である。このうち、

ST55が最大規模で、床面積は8.85m2を 測るが、

いずれも平均値の周辺に ドットは集中する。

2間 ×1間の建物址は 6棟ある。ST541は床

面積が13.74m2と 最大規模であるが、この形態の

大半は10「以下で、平均床面積は 1間 × 1間の

それよりわずかに大きい。

形  態 棟数
平均床面積

(m2)

桁行総長lml 梁行総長lml

最大 最小 隷 最小

1× 1 6.87 3。 24 2.55 2.73 2。 06

2× 1 7.71 2.42 3.35 2。 15

2× 2 30 15。 12 5.28 3.08 4。 62 2.53

3× 2 28 23.23 7.05 5.04 3.12

3× 3 28。 98 6.34 4。 78 6.10 4。 14

3× 4 39.48

4× 3 33。 85 5.68 4。 46

5× 3 50。 30 5.54

第55表 掘立柱建物址形態別一覧表

★ 1× 1

02× 1

● 2× 2

02× 2

口 3× 2

日 3× 3

回 3× 4
△ 4× 3

▲ 5× 3

第163図 掘立柱建物址規模別分布図

2間 ×2間の建物址は全体の29%に相当する30棟を数え、本遺跡で最も多くみられる形態である。床面

積は最小のST577が 7.26m2、 最大規模のST52が22.73がでかなりの幅が認められる。平均値は15.12m2で あ

るが、10「前後と13～ 23m2の 2群に分布は集中する。

3間 ×2間の建物址は28棟で、本遺跡では 2間 ×2間のそれと並んで多い形態の建物址である。床面積

は20が以下になる例もみられるが、大半が20～ 30m2の 間に分布する。しかも桁・梁方向の総長比が6:5
の軸線周辺にドットは集中している。

3間 ×3間の建物址は 8棟を数える。このうち、STl1020は南面・東面に庇をもつ。この形態の形状は

方形を呈する例が一般的であるが、ST567は長方形で 3間 ×2間に近いプランである。平均床面積は28.98

m2であるが、最ガヽのST567が 23。 35m2、 最大がST549の 38。 67m2で、その分布はばらつく。

3間 ×4間の建物址はST19の 1棟だけである。床面積は39。 48が で大型の建物である。

4間 ×3間の建物址は全体総数の5.8%に あたる6棟がある6こ のうち、ST42・ 566は西面に、ST538は

南面にそれぞれ庇を有する。ST538は床面積が44.32が でこのなかでは最大規模の建物址である。平均床面

／
ロ

Ъ
・プ
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積は33.85が だが、分布は固まらず、ばらつ く傾向がみられる。

5間 ×3間は西面に庇を有するST560の 1棟だけで、床面積は50.3が、本遺跡最大の建物址である。

続いて、形状についてみてみよう。形状は方形と長方形の二種に分けたが、桁・梁方向の総長比率が 6:

5に なる軸線を境に、6:5を越える建物を長方形、下回る建物を方形 とした。第163図 によれば、 1間 ×

1間・ 2間 × 1間・ 2間 ×2間 03間 ×3間の建物址は方形を、また、 3間 ×2間 03間 ×4間 04間 ×

3間 05間 ×3間の建物址は長方形をそれぞれ基本形にすることが分かる。方形の建物址の場合、桁 と梁

の比率が 1:1に なる例は少なく、10:9前後が多い。一方、長方形になる建物址は比率が10:7以下に

なる例 も3間 ×2間の建物址に数例みられるが、大半が 5:4ま たは 4:3前後の比率が多く、極端に桁

方向の長い建物址は少ない。

第163図 のなかの破線は ドットの集中範囲を示したが、これをみると形態の枠を越えて規模が一致する状

況に気が付 く。この点をさらに詳細に検討するため第1640165図 を参考にみてみたい。

第164065図は各形態と床面積 との関係に絞って、形態不明の建物址を除いた本遺跡すべての建物址を模

式的に図化 したものである。図の横軸にとった床面積別に各形態の建物址をみると、柱間数に関係なく形

状や面積が近似する建物址が多いことを可視的に示している。例えば、 1間 × 1間の建物址はいずれも床

面積が 5～ 10rの範囲に含まれるが、 2間 ×1間のST558 0 559 0 572 0 57305770 45の 6棟、 2間 ×2間の

ST51 0 524 0 27 0 562の 4棟は10m2以 下の建物址という点で共通 し、形状も変わらない。つまり、これらは

柱間数を除 くとほぼ同じ形態の建物址 とみることができよう。同様に、 3間 ×3間のST567・ 500200110

46な ども3間 ×2間の25m2前後の建物址 と共通する。さらに、3間 ×3間のST549と 4間 ×3間のST42や

3間 ×3間のST5480549な どもほぼ近似 した形態と言える。このように柱間による形態とは別に、小型の

建物址だけでなく、 2間 ×2間 と3間 ×2間 との間に、また、 3間 ×2間 と3間 ×3間、 4間 ×3間の間

に、さらに、 3間 ×3間 と3間 ×4間、 4間 ×3間 との間でも柱間数を越えて形状や床面積が近似する特

徴が認められる。これは特に、建物址の機能を推定する上で重要な視′点となろう。

次に、柱間の寸法についてみてみよう。

第166図 は 1間 ×1間 と資料の少ない 5間 ×3間の建物址を除いた各形態の桁・梁方向の柱間寸法の分布

を図化 したものである。掘立柱建物址の柱間の寸法はひとつの建物址のなかでも幅があるために桁・梁方

向の総長を柱間数で除算した数値を採用することとした。

2間 × 1間は単発的に梁の長さが大きい 2例があるが、概ね桁方向が1.20～ 1.47mの 間に分布 し、梁方

向はその 2倍に相当する233± 2 cmの範囲に集中する。

2間 ×2間は建物址によってかなりばらつ く傾向がある。桁方向は158± 5、 188± 5、 207± 5、 222±

2、 242± 6 cmの 5つのブロックに分かれる。一方、梁方向も140± 2、 181± 3、 200± 5、 228± 2 cmの 4

つの集中がみられる。建物址の形状は方形になる例が多いが、柱間の寸法も桁方向の158± 5 cmと 梁方向の

140± 2 cmが対応するように、近い数値相互が対応する。この形態については先に床面積から2つの群に分

かれることを指摘したが、第166図 の分布状況もこれを物語る。

3間 ×2間は桁方向が168± 3、 181± 4、 195± 5 cmに の 3つの範囲に分布する柱間が多い。一方、梁方

向は207± 5、 224± 4、 240± 10cmに 入る。2間 ×2間の建物址 と同様に、桁方向の短い寸法と梁方向の短

い寸法が対応する。

3間 ×3間は形状が方形の建物址が大半であるため桁・梁方向の寸法はほぼ等しい。桁は183± 3,200cm

に集中する。梁は167± 2、 203cmの範囲に分布する。

4間 ×3間 と3間 ×4間の建物址は柱間の寸法は比較的短 く、桁は165± 3 cm、 梁は148± 6 cmに入る。

以上、各形態別にみてきたが、その特徴は 3点に集約される。
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① l間 ×1間 の建物址を除いて、柱間の寸法は2.40m、

尺に換算すると和銅の大尺 鬱.42m)を 越える寸法はほ

とんどみられない。それを越える場合には柱間数を増

やす。

②建物址の規模が大きくなるにつれ、柱間の寸法を短く

する。

③消極的ではあるが、桁方向と梁方向の寸法が対応し、

各建物址に一定の規格のあった可能性が考えられる。

柱間寸法は当時の基準尺度とどのような関係にあるのか、

もっとも興味深い問題であるが、残念ながらそれに対する解

答は得られなかった。また、時期別な変化についても規貝J性

は認められない。

0)掘 り方について

ここでは掘 り方、特にその形状について検討する。掘 り方

の形状は方形と長方形の二種に分けたが、遺跡全体では円形

57軒、方形38軒、円形と方形 とが混在するもの 9軒で、円形

の掘 り方が日につ く。

これを時期別にみると1期は円形の掘 り方が15軒中13軒 と

方形を凌駕する。 2期以降は顕者な特徴は見出せない。また、

形態別にみると1間 × 1間、 2間 ×1間の建物址に円形にな

る例が多い傾向が認められた他は特筆すべき特徴はない。

ところが、地区別の構成を比較すると興味深い。南部A区では円形 1に対し方形12軒、B区では円形15

に対 し方形 2軒、C区では円形10に 対し方形 3軒、D区では円形29に対 し方形18軒、E区では円形 2に対

し方形 3軒で、地区によって偏在性が認められる。特に、円形の掘 り方を選択する地区が多いなかで方形

が圧倒的に多い南部A区の在 り方は注目に値する。ここで大胆な推測が許されるならば、このような違い

は掘立柱建物址の構築者の違い、すなわち習慣や技術の違いを示唆するものと推定され、集落の構成をみ

る上でひとつの重要な視点となりうる可能性がある。

に)掘立柱建物址の機能について

掘立柱建物址の機能については千葉県山田水呑遺跡での分析が著名である。山田水呑遺跡では倉庫、住

居、作業所、納屋 といった種類をあげ、10m2以下の建物址を倉庫、15が以上は作業所、その中間の面積の

納屋 といった分類基準を示 した (石 田広美1979)。

本遺跡の場合、このような機能に分類するのは難しいが、高床構造になると推測できる2間 ×2間の総

柱建物址を手掛か りに若干の予察を加える (第 1640165図 )。

本稿では掘立柱建物址を住居 とそれ以外の例えばクラなどに大別 して考えたい。本遺跡の総柱の建物址

はいずれ も 2間 ×2間 の形態だけにみられ、まず クラを想定 してよいだろう。この形態の床面積 は

7。 79～ 20.74m2ま での幅があるが、これを目安に総柱以外の建物址をみると、一辺4。 5m以下の方形の建物

址は概ねこれと同種の機能を有すると考えられる。すなわち、 1間 ×1間、 2間×1間、 2間 ×2間の建

物址のうち20m2に 満たない大半は住居以外の機能を想定できるのである。なお、 3間 ×2間の建物址のな

2× :  2× 2  3× 2  3× 34X303× 4メ見模

第166図  掘立柱建物址形態別柱間寸法分布図
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かに、20m2以下の建物址がみられるが、この形態の形状が長方形を基本形 とすることを考慮すると住居 と

判断するのが妥当であろう。また、方形の建物址が13が を境に 2つの群に大男Uさ れることは示唆的である。

機能の違いを物語るものかは明瞭でないが、13が以下のそれは山田水呑遺跡で提示 した作業所や綱屋 とい

った機能が十分考えられる。しかし、残念ながら現段階ではその機能を限定できる根拠は構造面からでは

導き出せない。

以上、掘立柱建物址の機能について考えてきたが、本遺跡の場合に限ってみると、 2間 ×2間の総柱建

物址はクラを、 3間 ×2間 を除いた20m2以下の建物址の大半はクラなど住居以外の機能を想定 してよいだ

ろう。なお、この20m2の 面積は、竪穴住居址に数多くみられる床面積であり、 2間 ×2間の建物址のなか

には住居 として使用されたものもかなり含まれると考えられ、床面積や形態だけで一概に機能を限定でき

ないことを追記してお く。

第 節 遺物の分析

本節では金属製品、石製品、文字関係資料などの出土状況などについて簡単に整理 し、若干の検討を加

える。これらの遺物に関する詳細な総括的記述は総論に譲 り、ここではあくまでも本遺跡の特徴 を抽出す

ることを目的として取 り上げた。

金属製品の出土状況について

ここでは金属製品のなかでも特に、鉄製品の出土状況を中心に検討を加える。

本遺跡出土の鉄製品・鉄滓の総′点数は490点 を数える。第56表は竪穴住居址出土の各器種の時期別の出土

点数を示したものである。これによれば、遺構数の少ない 6期 を除いた各時期から鉄製品が出土してお り、

時期が新 しくなるにつれ点数が増加する傾向が認められる。

器種別の傾向をみると刀子、鎌、板、棒状の不明品が各時期を通 じて出土し、点数 も比較的多い。各器

種 とも13期以降に増加する傾向があるが、紡錘車や鉄鏃などはその最たる例である。時期の判別できた住

居址から出土した紡錘車は総数17点のうち11′点が13期以降に集中する。同様に、鉄鏃 も半数に当たる13′貞

がこの時期の遺構から出土している。これ以外の器種は点数が少ないためその傾向性を本遺跡だけの資料

で指摘するのは困難である。

各時期別の出土状況をさらに詳細にみるために、鉄製品の竪穴住居址 1軒当たりの平均出土′点数をみて

みる(第 167図 )。 これをみると、 1期から7期にかけては 1軒平均0.4～ 016イ固の鉄製品があるのに対 し、8期

に若干の増加傾向が認められ、9期以降では12期が0。 7イ固と少ないのを除 くと、1.0～ 1.6イ固で先にオ旨摘した

ように時期が新しくなると鉄製品の量が増加することが明らかである。この数値だけをみると、15期の平

均値は 1期の 3～ 4倍に相当する。なお、鉄滓も同様の傾向を示している。

この結果は鉄製品の普及率を反映する数値 と考えられ、本遺跡の場合に限って言うと、 8～ 9期を画期

として普及率が高 くなると判断していいだろう。

ところで、この平均値だけをみると9期以降は 1軒の住居址から 1点以上の鉄製品が出土していること

になるが、実際はどうなのだろう。第168図 は時期別に何軒の竪穴住居址から鉄製品が出土しているか、そ

の構成比率を図化 したものである。 9010期に属する竪穴住居址が各々 8、 4軒 と少ないため高い比率を

示 しているが、 1期から8期 までは鉄製品は30～ 40%の竪穴住居址から出土している。ところが、 9期以

降は50～ 70%と 高い数値を示している。すなわち、 1軒当たりの平均出土点数 と同様に、やはり8～ 9期

を境にして各竪穴住居址から出土する鉄製品はかなり高い頻度をもって出土していることが分かる。
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それでは 1軒の住居址には一体 どれだけの鉄製品が所有されていたのだろう。各竪穴住居址から出土した

鉄製品の帰属が明らかにできない現状で、これに対する解答は的確に出し得ないが、火災住居 と認定 した

SB2な ど、 2軒の住居址を例に予察を加える。

SB2は突発的な原因による火災住居址 と判断した住居址である。この住居址からは刀子 6点、鎌 2点、苧

引鉄・紡錘車・棒状不明品各 1′点の計11点があり、このほか鉄滓も 5′点 鬱95g)が 出土している。鉄製品は

食器 と同様に、カマ ド反対側の東側に散在 し、層位 も床面付近から出土する例が多い。食器の大半は完形

品で、鉄製品を含めたこれらの遺物はこの住居址に帰属 した可能性が高いものと認識される。

また、SBlは SB2と 同じ14期に帰属 し、刀子・鎌各 2′点、鉄鏃・板状・管状不明品各 1′点の計 7′点が出土

した。この住居址からは大量の食器が床面から出土したが、その大半はカマ ド焚日前に一括廃棄されたも

のである。鉄製品もこれらの食器 と混在 して出土してお り、SBlに帰属する可能性が高い遺物 と推定され

る。

この 2軒から出土した鉄製品の内訳は農具 としての鎌 と、刀子・紡錘車などの工具に大別され、10′点程

の鉄製品を所有 していたことが推察される。この事例から14期の住居址の大半はこれと同様の所有形態で

器 種

古 代 中 世 近
　
世

不
　
明

合
　
計不明 不明

鋤 鍬

鎌

刀 子

斧

撃

鈍

釘

鋏

容 器

隧 鉄

鏃 22

金 具

苧  引 鉄

紡  錘  車

棒

状

方   形

円   形

長   方 24

不   明

板
　
状

鍛  造

鋳  造

そ の 他

環 状

管 状

塊 状

鉄 片

その他・不明

合 計 21 45 354

鉄 滓 32 24 142

第56表 鉄製品 0鉄滓時期別出土数一覧表
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あったと考えられる。この 2軒以外に遺存状態が良好な遺構がみられ

ないため、14期以外の所有形態については十分な検討はできないが、

4点以上の鉄製品や鉄滓を出土した住居址を時期別に取 り上げて参考

とすると、 3期のSB37(4点 )、 5期のSB71(4点 )、 8期のSB574(4

点)、 10期のSB583(4点 )(11期 のSB537(4点 )、 13期のSB143(7点 )0168(9

点)、 14期のSB l(7′点)・ 2(11′点)・ 153(4′点)・ 220(4′点)、 15期のSB27(5

点)があり、10期以降、特に13期から15期 にかけての住居址から多量に

出土する例が目立つ。

鉄製農具の在 り方は古代から中世にかけての生産に係わる課題 とし

て注目されるが、先に掲げた第56表の器種別構成 と照らし合わせて、

資料的制約を覚
′
日の上でその所有形態についてみる。農具には耕作具

の鍬・鋤 と穂穫具 としての鎌の二者がある。前者は 1期 と15期 に各 1

点ずつ出土しただけで皆無に等しい。これに対し、鎌は各時期 を通 じ

てほぼみることができる。鎌の場合、 1期から9期 までは 3～ 10%に

当たる住居址から出土しているが、11期に至ると10～ 20%の住居址か

ら出土し、増加傾向が認められる。さらに、14期にはSB102の事例か

らも分かるように、各竪穴を単位 として所有 していた可能性が高い。

しかし、出土′点数を考慮すると鎌の所有主体が各時期 とも各竪穴であ

ったとは考えられない。各竪穴が鎌を所有できるようになる画期を限

定するのは難しいが、鎌などの鉄製品の出土率が増加する10期前後を

その時期に当てたい。一方、鍬・鋤については火災住居のSB2で もみら

れず、出土点数が極めて少量である点からその所有主体は各竪穴を越

えた枠、例えばムラといった単位での所有形態が想定されないだろう

か。

農具以外では刀子の出土が目立つ。出土点数から推測すると、実際

の総数はかなりの量があり、 1期以降かなり普及していたと思われ、

刀子だけは各竪穴を単位に所有していたと解釈 したい。

以上、鉄製品の出土状況 とその所有形態について検討を加えてきた

が、鉄製品と直接関連する祗石の出土状況についても合わせて言及

してお く。

祗石は、遺構数の少ない 607012期 を除いた各時期を通 じて出

土している (第 169図 )。

105010期 は各 2′点と少ないが、 2～ 3期・ 8期 011～ 15期に

かけての出土が日立ち、特に、13期は 8点 と最 も多い。これを住居

址別にみると、各住居址 とも 1、 2点が出土する例が大半を占める

なか、SB37(3期 )、 SB199(11期)ではそれぞれ 3点の祗石が出土し

た。出土′点数は時期によって住居軒数が異なるため、一様に比較す

ることはできない。そこで、祗石を出土した住居軒数 と総住居軒数

を時期別に比較すると、 3期は33%に 当たる住居から出土している

のを除き、 1期から8期 までは10%前後と比較的出土率が低い。と

8(点 )

第167図 鉄製品時期別平均出土点数
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ころが、10期 は住居軒数が 4軒 と少ないためか半数に当たる住居址から出土し、一時的な増加傾向を示す

が、11期以降は20%前後の数値を示すものが多い。

この結果は鉄製品でみた傾向と一致するもので、鉄製品が急激に増加する8～ 9期頃を画期 として祗石

の数量も増加すると判断できよう。

2 石製品について

本遺跡出土の石製品には石臼、管玉、石錘などがある。管玉はSB530か ら出土した 1例があるほか、一般

にはみられない遺物である。また、石臼も中世の土坑のSK3900392な どから破砕して出土するものが大半

である。ここで取り上げる石錘は従来の集落研究のなかでは十分な検討を加えられずに至っている。

石錘の認定はその出土状況による部分が多く、礫そのものから機能を限定するのはかなり難しい。本遺

跡の場合、竪穴住居址の壁際や隅の一角にまとまって出土する礫や、土坑から一括して出土した自然礫を

石錘と認定している。石錘が出土した遺構は竪穴住居址 8軒、土坑 3基がある(第 170図 )。 竪穴住居址は 1期

のSB129 0 160 0 176、  2期のSB620、  5期のSB71、 12期のSB192、 15期のSB270 54が あり、ほぼ各時期を

通じて出土すると判断できよう。

SB129は 北西隅のピットから一括で出土した。同一時期のSB160や 176で もカマ ドと反対側の隅に集中す

る。2期のSB620に は45点 と多量の石錘があるが、北西と南東隅の 2か所に分かれて散在し、本来はどちら

か一方に固めてあったと思われる。 5期のSB71か らは30点がカマ ド対辺中央の施設周辺に散在している。

12期のSB192に は 8点の石錘があるが、南壁中央付近の 2か所に分かれる。さらに、15期のSB54は 南東隅

に近い西壁際に、SB27では南東の施設周辺から5点がそれぞれ出土した。SB6200710192は礫が散在する

状況から原位置を保っていないと思われる。

土坑から出土した石錘は古代のSK72と 中世のSK170599の 3例がある。うち、図示したSK599か らは 7

点の出土をみたが、この周辺には中世 2期の掘立柱建物址が確認されており、これらの建物址に帰属した

遺物である可能性が考えられる。また、SK17か らは17点が、SK72か らは 4点の石錘が出土した。SK17は

かなり深い遺構で投棄された遺物であろう。また、SK72は小型の土坑で性格の限定はかなり難しい。土坑

出土の石錘はいずれも一括廃棄されたものとみてよいだろう。

石錘の出土状態をみると、貯蔵穴や住居の隅の一角や壁際の1か所に集中して出土する例が多く、これ

は廃棄時に礫だけそのまま遺棄した状況を示すと同時に、蓬を編んだ場所またはそれらの道具一式を保管

した場所として認識される。すなわち、前節で検討した居住空間の利用とも関連するものと判断できない

だろうか。そこで硬度計測定値の分析を加えたSB176を みると、出入り口として推定した南壁中央付近が

「土間」の空間として利用したと考えられ、石錘もこの出入り回の邪魔にならない南西隅に保管していたと

思われる。おそらく、原位置を保っていたと思われるSB160やSB620も 同様の構造であった可能性が高い。

SB129に ついては微妙である。と言うのは、SB71を 含めて石錘は貯蔵穴から出土しており(地下に保管さ

れるためである。SB192は 硬度計の測定値から東側半分が「土間」になり、出入り口が東壁と推定した住居

址である。石錘は 2か所に分かれるが、本来は一方に固めて保管していたと考えられ、先の指摘をほぼ裏

付けるものであろう。

このように、石錘の出土地′点は貯蔵穴から出土する例を除くと、硬度計測定値の分析結果とほぼ一致す

るもので、石錘との関係を整理すると次のようになる。すなわち、 9期以前の住居址の場合、カマ ドの主

軸線に沿った範囲並びに南側半分を「土間」とする住居址が多いと推察したが、石錘も「土間」の一角に

保管するためSB1600176の ようにカマ ドの反対側の壁際や隅に保管する。また、12期以降の住居址で長方
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形に近い住居は東側を「土間」の空間と想定したが、SB192や 27の ように石錘も「土間」の一角である壁際

や貯蔵穴に保管したと思われる。

少ない資料をもとに考察を加えたため、立証性に欠ける分析になった。従来、石錘は散発的に出土する

例が大半で、遺跡単位の報告書で取り上げられる例は少ない。しかし、遺物の出土状態について意欲的な

分析を加えている桐生直彦氏は「遺棄」された遺物として石錘を取り上げている鋼生198つ ほか、柿沼幹夫

氏は『下田・諏訪』のなかで石錘の特徴や出土状況について分析を加え、「今後は土器や石器と同じように

記録し、取り上げ、報告されることが必要であろう。」嚇沼197の と述べ、石錘の認定根拠を含めた総括的記

述を試みるなど、徐々にではあるが注目されつつある。筆者もこの指摘に促され、今後の方向性を模索す

る意味から住居空間との関連性から検討した。石錘は遺棄された遺

物のなかでは収納場所が推定できる家財道具のひとつであり、その

認識に立って民俗事例を含めた総括的な分析が今後も必要 となろう。

3 文字 関係 資料 につ いて

本遺跡の文字関係資料は墨書土器、陶硯、転用硯があるが、本項

では刻書土器を除いたこれらの遺物について、集落内での在 り方を

中心に整理 し、若干の検討を加える。なお、第 3節で集落の具体的

な様相について分析するなかで墨書土器などについても触れるため、

重複する部分 もあるが、概観する意図から本項を設定した。 第171図  墨書土器出土数時期別変遷図

(1)墨書土器

墨書土器総数53点のうち、時期の限定できる竪穴住居址や溝址から出土した48点 を対象にみてみる。ま

ず、時期別の構成からみてみる (第 171図 )。 本遺跡における墨書土器の初現は 3期のSB37か ら出土した須恵

器の蓋である。墨書土器は不鮮明ながら『生 ?』 と読み取れる小さな文字である。 4期には4点の墨書土

器があり、いずれも人名と想定される『浄濱』と墨書される。 5期にはSBl13出土の 1点があるだけで、 3

期から5期にかけての墨書土器の出土頻度は極めて低 く、 1軒当たりの保有する割合(保有率)は 3～ 13%に

過ぎない。

708期 は墨書土器がもっとも盛行する段階である。 7期には 6点の出土をみたが、人名と思われる『真

薗』のほか、『方』といった字句がある。保有率は50%を 越え、 8期にかけて急激に増加する傾向がある。

8期には33′点の墨書土器があり、保有率は100%を 越え、数値だけをみれば各竪穴住居址で墨書土器が所有

できる量である。この時期に多出する字句には『5』 と D側 の二者があり、両者とも判読不明の記号と

も受け取れる文字を記す。 9期以降は墨書土器は激減し、9010013期 に各 1′点ずつ出土しただけで散発

的にしかみられない。

このようにみると、本遺跡の墨書土器は 3期から5期にかけて一時的に登場し、 708期を迎えると同

時に飛躍的に増加する。その後は再び減少の一途を辿り、徐々に廃れていくのである。この動向は松本平

で調査された周辺遺跡の動向と共通するのみならず、東国の集落遺跡における在り方とも一致するもので

ある。このようななかで敢えて本遺跡の特徴として指摘するならば、墨書土器の初現段階が比較的早いこ

とである。松本平で最も古い墨書土器の資料としては東筑摩郡山形村殿村古墳の石室から出土した須恵器

杯があり、体部には『錦服部』と記されている。この杯は美濃須衛窯産で8世紀第一四半期の年代があて

られているが(青沼198つ 、本遺跡のSB37の資料はこれに若干後出するもので、松本平で墨書土器が登場した

o(点数)      5          1o
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第172図  文字関係資料分布図 (1:2000)

のと時をほぼ同じにして本遺跡でも墨書土器が出現したことになる。

続いて墨書土器の分布状況についてみてみる (第 172図 )。

分布は集落の動きとの関連性が高いため、 2～ 5期は南部を中心とし、 708期は北部E区を主に、南

部の一部でも散見される。このうち、 4期の『浄濱』を出土したSB175 0 184 0 207は近接して位置してお

り、それらの間は有機的な関係で結ばれた一群として捉えることができる。また、 8期の分布をみると、

SB555では『5~・ 』など10′点の墨書土器があるほか、SB509では 9′点の出土をみた。墨書土器は特定の住居址

から大量に出土し、同一文字の分布もその住居址を中心として広がるといった特徴は注目できる。これ以

外の時期については出土′点数が極めて少ないためその傾向性を把握するのは難しいが、墨書土器は各時期

希にみられる程度で、 4期や8期のように同じ字句が集中して分布するような状況は一切みられない。な

お、 408期の状況については次節で詳細に言及する。

点
○

(2) 刀記

硯 として認定した資料には円面視 5′点と広義に捉えた転用硯左′点

がある。このうち住居址から出土した20′点を対象にみてみる。第173

図は円面硯 と転用硯の時期別個体数を図化 したものである。朱の付

着した土器については朱墨硯になる可能性があると思われるため広

義の転用硯に含めているが、図中では分けて示し、ここでは確実に

硯 と認定できる円面硯 と墨用転用硯を扱う。なお、13期の総数は朱

墨硯を含めて 5点になるが、SB145出土の資料は内面を墨用に、外面

には朱が付着することからそれぞれ 1点 と数えて図化 している。し
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第173図 転用硯出土数時期別変遷図
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たが って、本来の総数 は 4点である。

この図によれば、 2期から15期に至る各時期を通じて硯が出土し、集落が継続していた間は識字層が存

在していたと判断できよう。2期にはすでに 2点の転用硯があるが、SB68の資料は須恵器甕胴部破片を転

用した大型の硯である6転用硯は墨書土器が盛行する8期にはその出土量も増加する傾向が認められ、 4

軒に 1個の割合で出土している:こ れ以外は平均して少なく、円面硯はいずれも405期の所産である。

また、図には加えられなかったが、NR4か ら須恵器の甕胴部破片を転用した硯が出土している。遺物の様

相から2ま たは3期の資料と判断できる。転用硯の初現は少なくとも2期に求められることが知れるが、

墨書土器の初現よりも逸早く転用硯が出現する状況は注目できる。

続いて、分布についてみる。円面硯はSB800860100の 比較的大型の竪穴住居址から出土し、それらは近

接して分布している。転用硯の出土量が突出する8期には、SB555か ら3点、529か ら1点が出土してお

り、墨書土器と同様に、大型住居址を中心に出土する状況を呈する。

(3)墨書土器をめぐって

墨書土器と硯の時期別推移・分布を中心にその特徴を述べてきたが、墨書土器の性格やその背景につい

て若干の検討を加える。

まず。 4期に 4′点が出土した『浄濱』について考えてみる。『浄濱』は3軒の住居址から出土し、その分

布状況から3軒の間には何等かの紐帯関係が結ばれていたと推定される。『浄濱』は人名と判断でき、一群

の主である「浄濱」の名を記した墨書土器を各構成員が所有していたことになる。『浄濱』の筆跡に関して

は既述した通り、筆跡が二致せず、それぞれ別な書き手に拠るものと考えた。なかには模写したような字

句も認められ、書き手すべてが文字に精通していたとは思われない。つまり、「浄濱」を取り巻 く成員それ

ぞれが墨書し、それを所持することで集団内の結束が図られたと考えられよう。

次に、墨書土器が突出した出土量を誇る8期の状況についてみてみる。 8期の出土分布は大きく2群に

大別され、『5』 と D膚』の 2文字に代表される。このような在り方は住居群が二つに分かれることを示唆

する。この二文字についてはどのような字句を意図して記されたかは明らかでない。『5』 を鏡像に写した

ように記された字句の『乙』は「之」や「乙」に近似するが、明確でない。むしろ、 7期に 2′点が出土し

た『方』の形状が崩れて『5」 となった可能性も十分ある。いずれにせよ、し例 も含めて文字というより

は記号として記さたと解釈して差し支えないだろう。二文字の筆跡は異なり、何人かの書き手が想定され

る。これは『浄濱』と同様、文字を記す行為が重要なのであり、さらに記号化された字句を選択する背景

には呪術的な力を借りることで集団内の結束の強化を図るものと思われる。さらに、 1軒の住居址に墨書

土器が集中して分布する状況は墨書土器が 1か所で集中管理された可能性を示唆し、字句の宗教的色彩を

合わせて考慮すると、墨書土器は祭祀と関連した場で使用されたとも推定できよう。

以上、 4期 と8期の墨書土器の在り方を中心にみたが、 4期 と8期では使用方法や使用される場が異な

らていると思われる。それは文字を土器に書く意味が異なることに起因すると考えられる。鬼頭清明氏は

墨書土器が集落のなかでどのような形で出現するかという点について家族名と吉祥句の二種があるとオ旨摘

し、家族名を記すのは、論証は出来ないとしながらも「血縁的な紐帯を伴う家父長制的世帯共同体」のよ

うなグループが「何々の家と呼ばれる事を意識して自分の氏の名を書いていることは間違い無い」と述べ、

また、吉祥句を記す場合については「血縁的な『家』と呼ばれるような家が、きちんと自立していなけれ

ば、」その紐帯は極めてマジカルな吉祥句によって表したと述べた (鬼頭1980。 鬼頭氏の言う「家」の概念に

ついては今後も検討を必要とするが、本遺跡の『浄濱』は二つの場合の前者に該当するもので、 4期の集

落を考える上で実に示唆に富んだ指摘である。
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また、 8期の墨書土器は呪語 とも考えられる単字句を記すが、字句の選択については首長層の判断に拠

る部分が多いことは当然予想される。字句は村落の象徴あるいは標識としての役割をもち、呪術的性格を

帯びる字句を使用することによって、首長層の立場をより鮮烈に各成員に印象付けたものと思われる。で

は、墨書土器の所有形態はどのようであったのだろう。保有率の数値からみれば、竪穴住居址を十分満た

すが、その分布状況をみると、各成員に帰属する器であったと考えるよりは、むしろ村落全体で集中管理

する銘々器 として所有されていた可能性が高い。これは 4期の状況とは性格を異にするもので、墨書土器

の性格が一様でないことが分かる。集落が継続する間、墨書土器が恒常的にみられないのも、時期によっ

て墨書土器の必要性が異なるためであり、 8期の場合は村落全体に関わる有機的な関係を維持するための

道具 としての役害Jを 担うものと考えられよう。

第 3節 遺構配置をめ ぐる二、三の問題について

本節では古代15期に編年された遺構についてその在り方を考察し、集落の実態に迫ろうとするものであ

る。また、中世の遺構についても現景観と比較し、現景観の成立を探る。

1 古代の住居小群の抽出 とその検討

近年の集落研究の方法に、視覚的に捉えることのできる住居群のまとまり、特に、その最小の単位 (本稿

では『住居ガ畔』と呼ぶことにする。)を 抽出する方法がある。本稿も基本的にこれに習うものであるが、調査面積

が限定されることや、ひとつの地点で長期間に亘る集落の変遷が追えないことから、各時期の住居小群が

単発的には抽出できても、その変遷を追うのは極めて難しい。そこで、一時期を単位として住居小群を抽

出し、時期を越えたガヽ群や同一時期内のガヽ群を比較しながら検討を加えることとした。

設定した時期と地点は 1期の南部C区から北部E区、 2～ 3期の南部CO北部D区、 4期の南部A・ B

区、 7～ 9期の北部区、11期の南部A～ C区の 5つである。

(1)1期 の住居小群

1期は本遺跡で関発が開始された段階である。当該期は南部C区から北部E区 を対象に分析する (第 174

図)。 C区にはSB155を 中心とする一群 (C群 )、 D区の一群 (D群 )、 E区の一群 (E群)に分けて説明を加え

る。

C群は土器様相と遺構の重複関係から新・古の二段階に分かれる。古段階にはSB156 0 1570 158 0 ST34

があり、新段階にはSB155 0 159 0 160 0 161 0 224 0 ST32が ある。住居軒数をみると新段階に急激に増加す

るようにも思われるが、SB1600161の ように同一段階でも重複があることから、小群を構成する住居軒数

はさらに少なくなる。古段階は大型住居のSB156と 小型のSB157、 その南側にクラと推定されるST34の緊

穴住居址 2、 掘立柱建物址 1で構成される。なお、SB157は その場で158へ建て替えられる。新段階には北

側にSB224が 155か ら離れて分布する。SB155と 159は遺物が接合しており、同一時期の遺構であることはほ

ぼ疑いないが、カマドの方向は逆になる。構成は竪穴住居址が 1軒増加するが、掘立柱建物址 1棟を付属

させ、大型住居址が中心となる分布状況に変化はみられない。竪穴住居址を「L」 字形に配置し、そのな

かに掘立柱建物址を配置する。南側にあるSD27は 古段階から存続する、微地形に沿って北東方向へ曲る溝

である。流水の痕跡があり、住居小群を区画していたと考えられる。

D群は古段階のSB521 0 522 0 524 0 546 0 547 0 ST521 0 523 0 545 0 546 0 571と 新段階のSB523 6 5410 550 0

ST52205740560が ある。古段階の遺構配置は掘立柱建物址を取り囲む「コ」字形にみえるが、SB5460547

295
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が北側のSB521の一群とは別なガヽ群になる可能性が高く、

竪穴住居址を「 L」 字形に配し、その中に掘立柱建物址

をもつ配置と判断できる。北側の大型住居址が分布する

一群に注目してみよう。ST523は SB522に 付属するよう

な位置にあり、ほかの掘立柱建物址と間隔を置く。その 難|

掘立柱建物址は小群で所有する建物と推定され、ST546

はクラに、545は クラまたは作業場のような機能が推定さ

れる。SB546を 中心とする一群もST571を付属させてい

た蓋然性が高く、おそらく、SB521ら と同様の構成をとっ ~
ていたと判断できよう。新段階になると住居軒数は減少

するが、調査範囲外への移動が考えられ、SB547が 550へ

移動する状況や掘立柱建物址の建て替えの状況を鑑みる

と基本的な構成に変化はないと思われる。

E群は土器様相と主軸から古段階のSB527052805600

604 0 607 0 ST580と 、新段階のSB530 0 563 0 592 0 593 0

617の 5軒ずつに分かれる。このうち、SB6070617は 主軸

がほかの竪穴住居址と異なり、一定の空白域を有するこ

とから別の小群を構成する可能性が高い。また、SB5600

563も 西側に位置する住居址に含めて良いか若干の疑間

点も残るが、一応これに含め、 4軒によって住居小群が

構成されていたと考えたい。新段階には掘立柱建物址が

みられないが、SB527周 辺には柱痕跡をもつ柱穴が分布

しており、掘立柱建物址が付属していた可能性は十分考

えられ′る。

1期の住居小群は竪穴住居址2ん 4軒がひとつの単位

となり、クラなどの機能が想定される掘立柱建物址 1棟

を付属する構成をとる。一方、D群のように掘立柱建物

址を数棟付属させる住居小群もあるが、これは本遺跡で

もこの地点にだけみられる特徴であり、おそらくCOD
群に比べてD群が優位にあることを端的に物語る。    s

遺構の配置は広場を取り囲むような「L」 字形を基本

形とし、そこには掘立柱建物址を配する。また、C群で

みられるように、溝を引いて一定の占有地を区画してお

り、開発の初段階にはすでに園宅地の占有が既成化して

いる。

次に、住居小群相互の比較をしてみよう。

主軸にまず注目する。D群の主軸が揃うことは視覚的

に捉えることができる。その主軸はN-75± 5°一Wの振れ
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第174図  1期遺構群分布図 (1:1200)

幅10度内に集中するのに対し、C群はN-70～ 90°一Eの振れ幅に、また、E群は30度の振れ幅のなかに均等

にばらつ く。 E群の場合は南側に走るNR4に主軸を揃えているためでCOD群のそれとは主軸の決定方法

咆塑4

E群
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が異なる。主軸の振れ幅の違いは各群にある規制の強弱を可視的に示すもの

で、D群が特に、規制の強い地区であることが分かる。同時に、その規制が

E群に及ばないことは各群の自主性がそこに存在することを示唆し、住居小

群が多方面に亘る経営の単位であった可能性を暗示させる。

住居址の規模はどうだろう (第 175図 )。 各群の住居軒数はC群から8軒、 8

軒、10軒 とほとんど変わらないが、D群には床面積が40m2前後の大型住居が

4軒あることが目につ く。C群最大のSB155は 31.9m2、 同じくE群のSB617が

27。 75m2でD群の在 り方 と異なる。住居規模にみる構成の違いは何に起因する

のだろう。

この点を考えるために遺物の出土状況をみてみる。第176図 は各小群から出

土した土器の個体数 とその構成比を図化 したものである。これによれば各群

の構成比に違いは認められないが、総イ団体数が大きく異なることに気が付 く。

D群の出土量はC群の 2倍、E群の 3倍に相当する。もちろん、D群には住

居小群が 2つ存在 し、大型の掘立柱建物址もあるためとも考えられるが、住

居軒数に変化がないことを考慮すると、個体数の差は構成員の多寡を反映し

たものとは推定できないだろうか。D群に大型住居が多いこともそのように

みると領ける。動産所有の目安 となる鉄製品の出土状況も興味深い。 C群か

らは板・棒状の不明品 2′点が出土している。E群からは鉄鏃、刀子、板状の

不明品の 4′点がある。D群からは刀子、鎌、紡錘車、鋤頭、板状不明品など

7点、それに鉄滓130gがぁり、SB522か らは金環も出土している。これをみ

る限り、豊富な鉄製品を所有するD群はほかから卓越した地域であることが

分かる。

このように各小群によって構成員の多寡があり、D群にはほかに比べて構

成員が多いことが分かった。同時に、D群の各竪穴住居址にはそれらの構成

員を抱摂する人物が存在 していたことも極めて重要である。また、D群の優

位性は遺構の構成から窺われるばか りか、鉄製品の出土状況でも裏付けられ

るのである。

9)203期 の住居小群

203期は南部 C区 (C群)か ら北部D区 (D群)ま での状況を 1期に続いて

みてみる。(第177図 )。

C群にはSB147021402160ST350390SK5220548が ある。1期のSB1550161が そのまま糸区続しくSB214.147

へ と移動 し、ST39を付属させる。SK522は大型の土坑で上屋を備えた構造と思われる。3期になるとSB214

は216へ建て替えられ、ST39は 35へ移動する。ST36も この段階の遺構 と推定されるが、2期に遡る可能性

もある。 3期は竪穴住居址 1軒、掘立柱建物址 1棟で構成される。なお、 4期になるとこの地区に遺構は

分布せず、 1期にSB156を 中心に占地した住居小群は 3期以降この地区から姿をみせなくなる。

D群は竪穴住居址 と掘立柱建物址とが併存し、密集する。 2期には竪穴住居址14軒、掘立柱建物址11棟

がある。土器様相 と重複関係から新古の二段階に区分される。古段階にはSB543054405480549062706280

6290633・ 6340637があり、このうち、北側のSB543 0 544は 西カマ ド、南側のSB548 0 549 0 627 0 637は 東

カマ ドであることから住居小群は 2つに分かれよう。また、SB628 0 629 0 633 0 634 0636も ひとつの住居小

ｍ

主
軸

5  直交軸
m

第175図  1期竪穴住居址
群別分布図

第176図  1期出土土器群別構成

比率図
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群を形成するかのように思われるが、SB636は 629へ、628は 633へその場で建て替えが行われ、しかもSB636

と629と は位置が近すぎるので63406290636の 間での建て替えが行われた可能性が強い。さらに、SB628が

西カマ ドであることはSB634に 先行する可能性を示唆し、同一時期には1な いし2軒の住居址が併存する

ことになる。このような状況を鑑みるとこれらの住居址とその北側に位置する一群に含める方が適当かと

も考えられるが、その根拠は弱い。SB6270 637は形状・規模が近似することから両者の間での建て替えが

考えられるが、その先後関係は明確でない。なお、1期に存在した大型住居のSB546に 相当する住居址はみ

られず、調査範囲外への移動が想定される。SB543 0 544と 5480549の 空閑地にはクラと思われるST5340

535が存在し、535か ら534への建て替えがなされる。この段階には掘立柱建物址を住居として利用する状況

はみられない。

この段階の構成は竪穴住居址 2～ 3軒 とクラと思われる掘立柱建物址 1棟を付属する形態で、 1期のそ

れとほとんど変わらない。

2期の新段階には北側にSB5400542、 中央にSB6260551の 2軒ずつが住居小群を形成する。SB6260551

は本遺跡の大型住居址のなかでも特に大きな住居址で、その 2軒がひとつの小群を構成する状況は注目で

きる。南側にはST573 0 577 0 561 0 562の クラなどの機能を推定される建物址を付属させる。また、北側に

はSA502を 設け、SB542ら と一線を画し、占有地を明確化している。3間 ×3間のST549は SB551に 付属す

る住居祉であろう。

北側のSB5420540も 南側にST527053605390541を 付属させ、「 L」 字形の酉己置になる。ST541は 2間 ×

2間の建物址でST536へ その場での建て替えが行われる。したがって、この小群は竪穴住居址 2軒、掘立柱

建物址 3棟によって構成される。このうち、ST5270539は クラと考えて良いだろう。ST551は 2つの住居

小群の中間に位置しており、どちらに帰属するのか微妙である。東側に隣接するSB626と の関連性が強いと

思われるが、ST551と 530の 間での建て替えを想定できることから断定はできない。

この段階は住居と思われる掘立柱建物址が竪穴住居址と同様の機能を備え、竪穴住居址 2軒 と掘立柱建

物址 2～ 3棟でひとつの単位を構成している。

3期になると様相は一変し、竪穴住居址と掘立柱建物址の軒数が逆転し、掘立柱建物址を中心とした遺

構配置になる。このような構成をみせる地区は本遺跡ではこの段階のこの地区だけで、隣接する周辺遺跡

でも認められない。

竪穴住居址からみてみよう。SB623は 1軒だけ西カマドであることから624と の間での建て替えが想定で

き、624の遺物の出土量が623の それより多いことから623への建:て 替えの公算が高い。また、SB624と 625は

同じ東カマ ドを有しており、同時期性が強い。SB625は 掘立柱建物址の囲まれた空閑地の中央に位置し、一

辺3。 70m程の住居址であるが、カマ ドは花商岩を袖から煙道にかけて使用する堅牢なもので本遺跡でも類

例のないカマドを有している。

掘立柱建物址は北側に 2期から継続して残る建物址が位置する。ST526は 2期のST527の、ST533は

ST529の、ST530は ST550が それぞれ建て替えられた一群で南側にむいた「日」形に配置をとる。SA5030

ST540は 2期のSA5020549の建:て 替えである。SA503は ST533の西側と軸線を揃えており、ST5260533と

一線を画している。東側に一列に配置されたST548 0 575 05760 5670 566は 同一段階に存在した遺構であろ

う。ST575と ST576と の間で建て替えが行われるが、その時点に東側にSA508が設置される。これら4棟は

3間 ×3間のものが 2棟、 4間 ×3間の規模のものが 2棟で構成され、ST566の南側にはSA510が存在し、

統制のとれた配置である。南側にあるST565の全体像は不明だが、確認した箇所が北面庇と判断すると

ST566や ST538の庇部が空閑地を向く規制が認められることから当該期の遺構と判断できる。ST5580559

はSB6230 624と 近接する状況からこの時期に加えたが、根拠は弱い。ST599は重複関係からST558へ の建
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て替えが推定されるが、その規模から納屋などの機能を有した施設であろう。ST538の 南列はST548の 北列

とST540の南列とを結んだ軸線にほぼ揃う。南側に庇をもつ数少ない形態であるが、周囲の遺構配置や広場

を意識した結果であろう。ST547は東側の調査範囲外へさらに続く。正確な規模は分からないが、かなり大

型の東西棟になる。主軸と遺構配置から当該期の蓋然性は高い。

これら建物址の主軸はST559を 除き、N-18～ 23° 一Eのなかに含まれ、窮めて規制の強い地区であること

が分かる。建物址の酉己置はST526を 中心とした北側の一群が南側を向けた「口」形の配置をとるのと同時

に、この地区全体の建物址は西側を向き、竪穴住居址を取り囲む「口」形をとり、官衛にみられる遺構配

置に近い。なお、 4期にはこの地区から遺構は姿をみせなくなる。

掘立柱建物址の性格を推定するために遺物の出土状況に注目してみよう。掘立柱建物址の遺物は生活面
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を調査できなかったため確実に帰属する遺物は確認できず、その性格を知る

うえで致命的な障害 となっている。また、 2～ 3期の竪穴住居址のなかには

掘立柱建物址の遺物の廃棄場所 となった遺構 も認められない。このような中

でSB625と 遺構外から出土した 2点の『美濃国』刻印の須恵器蓋は注目される。

『美濃国』刻印土器は岐阜県岐阜市の老洞古窯跡で生産された遺物で、県内で

も飯田市恒川遺跡に類例がみられるだけである。

D群の時期別の土器の出土イ団体数 と構成比を図示 したのが第178図 である。

構成は食器 と煮炊具に占める割合が高 く、貯蔵具の比率は少ない。特に、 2

期新段階の食器の比率がかなり高い。個体数をみると2期新段階は338点 と住

居軒数の割にかなり多い。当然、この段階には掘立柱建物址も住居 となって

いるのでそこからの遺物を取 り込んでいることが想定されるが、同時に、 3

期の遺構からも取 り込む可能性も十分考えられよう。 3期には個体数がかな

り少ない。掘立柱建物址の棟数に比して、その数が少ないのは掘立柱建物址

の遺物を確認していないという点と係わると思われ、 3期全体の個体数を示

すものではないことを断っておく。但 し、 2期新段階と3期では竪穴住居址

と掘立柱建物址相互のもつ機能が異なると推測される。理由は 3期のSB625

のカマ ドの状態は一般の住居 とは異質で、掘立柱建物址の「釜屋あるいは厨

屋」としての機能を備えていると想定できるからである。そのため 3期全体

の土器出土イ固体数 も少ないのであり、 2期新段階には竪穴住居址がそのよう

な機能を有 していないことも同時に示唆できるのかもしれない。

鉄製品の状況は 2～ 3期にかけて明瞭な違いは認められない。 2期古段階

には刀子、紡錘車など 3′点、新段階には刀子、鎌など8点 と鉄滓がある。 3

期になると刀子 1点のほか棒状の製品など3点が出土している。出土点数だ

けみると2期の新段階に多いが、これは土器の個体数 と共通する特徴である。

以上、 2～ 3期にかけての住居の在 り方をみてきた。 C区では 1期以降の

住居小群がそのまま継続しながら、その勢力が衰退する過程を垣間見ること

ができた。一方、 1期に周囲とは優位性を誇って登場 したD区の住居小群はさらに成長を遂げ、 2期新段

階になると住居小群 を単位 としながらも、掘立柱建物址を住居 として利用するなど、竪穴住居址 と掘立柱

建物址の構成が 1期 とは異なることが分かった。さらに、 3期のD区は住居小群 といった概念では捉える

ことのできない、掘立柱建物址を中心とする構成に変貌し、周囲とは隔絶した地区になリー応の到達点を

迎える。このD区の在 り方は一般的な集落の相貌 とはかけ離れたもので、特殊な地域 と言えるだろう。

6)405期 の住居小群

当該期の対象とするのは南部A区北側からC区南側にかけてである。この地区は 1期以降、遺構が継続

的に展開するが、各住居址の変遷を追うのは窮めて難しい。しかし、 405期 にかけては大きく移動する

ことがないため、住居小群の抽出は容易である。以下、時期別に説明を加える。

4期はJヒからSB1210 1350 ST26、  SB175 0 184 0 2070 ST410 42 0 550 48、  SB100 0 187、 SB800 720 740

77、 ST19、 SB12 0 48 0 49、 SB24 0 25 0 65の 6つの住居人群が視覚的に捉えられる (第 179図 )。

SB121の小群はカマ ド方向を当該期には少ない北西に向け、クラを推測させるST26を有する。竪穴住居

址 2軒 と掘立柱建物址 1棟による構成である。

第178図  203期 出土土器

群別構成比率図

2期 (古 )

2期 (新 )



第 3節 遺構配置をめ ぐる二、三の問題について

SB175を 中心 とする一群は注目できる住居小群で、 3軒の

竪穴住居址 と掘立柱建物址 4棟のよる構成である。各竪穴住

居址からは当該期には数少ない、『浄濱』と墨書された土器 1

点ずつが出土し、文字を媒介 とする紐帯関係を維持 していた

集団である。住居の配置は広場を囲む「 L」 字形で、その空

閑地には掘立柱建物址 3棟が整然 と配置される。SB175の北

側になると主軸を揃えるST42がある。ST42は 西面に庇をも

つ大型の建物祉で、おそらくこの小群の長である「浄濱」の

住居 と推定される。この小群の占有地は一辺50m近い面積を

有しており、先のSB121の小群 とは構成 とともに大きな隔 り

が認められる。

SB1000187は 2軒の構成 と判断したが、両者はともに大型

住居で、しかもかなり離れて位置していることから1軒ずつ

がひとつの単位 となる可能性 も十分考えられる。

SB80を 中心 とする一群は竪穴住居址 3軒 と掘立柱建物址

1'陳によって構成される。SB74は土器様オロからSB80よ りは

後出的な住居址で、その規模からSB80の建て替えであろう。

SB72は このガヽ群に加えてよいかは微妙であるが、5期の様相

からこの一群に含めた。ST19は SB80の西壁 と主軸を揃える

3間 ×4間の大型の掘立柱建物址で、本遺跡でこの建物址だ

けにみられる形態である。SB80を 含めてこの住居小群の中心

人物の住居 と推定され、規模はST42と 近似 しており、「浄濱」

に相当する長の存在が想定できる。

SB12を 中心 とする一群は竪穴住居址 2軒による構成であ

る。SB48と 49と は重複し、その場での建て替えが行われる。

SB24の ガヽ群 も2棟がひとつの単位 となる。SB25はSB24の

建え替えである。

SB12024に は住居小群全体で所有する掘立柱建物址はみら

れないが、SB121の小群にはクラが付属することから、その構
第179図  405期 遺構群分布図(1:1200)

成に建物址を加えていたことは十分予想される。

各住居小群の構成を今一度整理すると、大きく2つの形態がある。ひとつはSB175やSB80に みられる小

群で大・中・小の竪穴住居址と数棟の掘立柱建物址を付属させる形態。もうひとつはSB135やSB12に みら

れる一群で中・小あるいは大・中の竪穴住居址 2棟 と掘立柱建物址 1棟で構成するものである。前者の場

合、掘立柱建物址のなかには小群の中心 となる人物の住居 と推定される大型の建物址がみられ、クラも数

棟ある。これに対し、後者は掘立柱建物址を住居 として利用することはなく、クラなどに使用する。

遺物の構成に違いはあるだろうか。SB175、 SB135、 SB12を 中心 とする各小群について比較 してみよ

う。3つの小群から出土した土器の個体数 とその構成比を示 したのが第180図 である。当該期には遺構を越

えた遺物の接合関係はみられず、特定の住居址が遺物のごみ捨て場 となる例 も認められないことから、各

住居小群を単位 とした遺物はその大半がその小群で消費されたと推測される。第180図 によれば、SB175の

小群の総個体数がかなり多いことが分かる。特に、食器の占める比率が高 くなってお り、逆に、貯蔵具の
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第180図  4期 出土土器群別
比率図

SBl13な ど

第181図  5期出土土器群別
構成比率図

割合が少ない。このような傾向は図示 しなかったが、SB80の ガヽ群でもみられ

る特徴である。食器の量については 2つの小群の構成員数が多いことを示唆

し、貯蔵具が少ないのは数棟ある掘立柱建物址で管理 したことを考慮せねば

ならない。SB135の ガヽ群の出土量は38点 と窮めて少ない。また、SB12の イヽ群

では煮炊具の比率が高いが、 2期以降に一般的にみられる比率である。

次に、鉄製品をみてみよう。SB175の小群には棒状の不明品 1′点と鉄滓約

1。 7kgが、SB12の小群には鉄滓200gが 出土し、SB135の小群からは出土して

いない。ちなみに、SB80の小群からは鉄斧などの鉄製品 8点のほか鉄滓も出

土している。これをみると、やはり鉄製品の所有でも2つの住居小群が優位

にあることが分かる。

このほかの遺物では円面硯がSB80 0 100か ら出土しているのが注目される。

2つの遺物 とも細片であるが、当該期には一部の階層に限って文字が普及し

ていたことを示唆するもので、墨書土器の『浄濱』のように文字を媒介 とし

た紐帯維持がみられるのも窮めて興味深い現象である。

続いて、 5期についてみてみる。

5期 には Jヒ か らSBl13 0 114 0 131 0 210 0 ST54、  SB86 0 71 0 103 0 104 0

109、 SB55 0 58 0 60 0 73の 3つの住居小群が認められる。

SBl13の一群は、4期のSB121がそのまま継続して展開する住居小群で、間

に 1回の建て替え期を扶み、 2段階に区分される。 4軒の住居址はカマ ドの

方向からSBl13 0 210と 1140131と がそれぞれ同一段階に存在する住居址 と判

断され、前者から後者への移動がSBl14の廃棄の状況から考えられる。住居小

群は竪穴住居址 2軒 と掘立柱建物址 1棟による構成 と判断できる。SBl14の

段階には掘立柱建物址が付属 しないが、調査範囲外に存在 したか、あるいは

SBl14の南東にあるSK348がこれに代わると推測される。この土坑は上屋を

備えた簡易的な納屋のような構造 と考えられ、掘立柱建物址の機能を十分果

たせいると思われる。

SB86の一群は 4期のSB80の一群がそのまま継続したものである。このう

ちSB103 0 104 0 109は 南西のSB58ら と近接しているが、主軸の振れ幅が異な

ることから別なグループと考えられる。SB86は 103ら と空閑地をもって立地

するが、これはSB74を 建て替える際、それまで住居を構えた場所を避けたた

めと推測される。SB10301040109は 同時には存在 し得ない住居址で 1軒の住

居がその場で建て替えられたものだろう。また、SB71はSB72か らの建て替え

であることは規模からみて間違いない。すなわち、 4期から5期にかけては

SB74か らSB86への移動を除いて、住居址は一定の空間を保って南側へ移動

するのである。

SB58周辺には 4軒が分布するが、その位置から2軒ずつの 2段階に区分さ

れる。SB60、 73と SB55・ 58と がそれぞれ併存し、SB55の廃棄状況か らSB600

73が先行する。この一群は 4期のSB25あ るいは12の住居小群のどちらかが移

動したものと思われるが限定するのは難しい。このガヽ群には西側にSA3があ

り、西側の空白域 とは区画を明瞭にしている。SB58に はカマ ドが 2つ並んで

SB135な ど

SB 12な ど

SB 58な ど
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設置され、南壁には方形状の張り出し部を有する。カマ ドが 2つ ある住居址は本遺跡ではSB80に 類例があ

るほかは数少ない形態である。この一群には掘立柱建物址が存在しないが、SB73の東側には時期を確定で

きなかったST13が隣接し、これが伴う可能性も残る。

ここで各群の構成を今一度整理すると、竪穴住居址 2～ 3軒 と掘立柱建物址 1棟による構成とみること

ができる。なお、 4期で優勢を誇ったSB175は 西側へ移動するのか当該期には存在しない。

遺物についてみてみよう。SBl13と 58の 2つのガヽ群を比較してみる (第 181図 )。

2つの住居小群出土の土器の総イ固体数はほとんど変わらないが、煮炊具の比率が異なる。これはSB58に

カマ ドが 2つ存在することと関連するとも考えられるが、推定の域を出るものでない。両者の間には大き

な差は認められないと判断する方が妥当かもしれない。鉄製品の出土状況も明瞭な違いは認められない。

SBl13の一群からは刀子などの製品が 4点 と微量の鉄滓が、SB58の一群からは刀子などの製品が 6点が出

土している。

このように、 2つの住居小群には明瞭な差は見出せず、優劣の差は認められない。

5期の住居小群の在り方は4期に存在した優位な一群はみられないが、竪穴住居址数軒とクラなどの機

能を有する掘立柱建物址 1棟が併存する構成が一般的な在り方としてみることができよう。

ところで、南部地区には 6期以降、掘立柱建物址が単発的に登場することはあっても継続的に展開する

様相は認められない。SBl14の カマ ド焚口には須恵器甕が正位に据えられ、また、SB55で はカマ ド石や須

恵器の甕が投棄されており、 2つの住居址は住み慣れた場を去る人々の最後の姿を物語るものであろう。

同時に、廃棄に関する儀礼が各住居小群を単位として行われた可能性を示唆するもので興味深い資料であ

る。

に)7～ 9期の住居小群

5期には確実に捉えることができた住居小群は、 6期以降住居数が激減することか ら明瞭に確認できな

くなる。但 し、北部 D区では 5期以降 も居住域 を継続 し、 占地 を変えないため 7期以降 も住居小群 を抽出

することができる。以下、時期別に説明を加える (第 182図 )。

7期には西側のSB569・ 598と 東側のSB554 0 564 0 608 0 640の 2つの住居小群がある。西側の一群 には当

該期では大型のSB598が 中心 となる。この住居址か らは人名 と思われる『真薗』と墨書された土器が出土 し

てお り、この小群の長 とも推測される。東側の一群には特に大型の住居址はみられないが、SB564か らは

『ふ』と記した墨書土器など3′点が出土しており、SB598に 匹敵する人物がいることを想定させる。東側の

一群は 5期以前にみられた住居小群とは様相を異にしており、住居址相互がかなり近接して分布する。

掘立柱建物址は存在せず、これ以降もみられないことから住居小群の構成は基本的に竪穴住居址を主体

としていたと思われるが、この分布状況だけではその構成について言及するのは難しい。

8期になると住居祉の集中化はさらに進む。

N550以北には掘川に接する地点まで遺構はみられないが、これは採土による攪舌Lの ためであり、本来は

空閑なく住居が密集していた可能性が強い:当該期は住居址の重複や土器様相から間に1回 の建て替え期

をもつ新 0古の 2段階に分けることができる。

古段階の竪穴住居址はその分布から3つの群に分かれる (El、 E2、 E3、 群)。

El群は 7期のSB564の一群がそのまま占地する群で 5軒で構成される。『5』 または『こ』の墨書土器が

SB55505580559か ら出土しており、文字を媒介とした紐帯関係をみることができる。この文字の分布は大

型住居のSB555の周辺だけに限定され、E20E3群までは広がらない (第 183図 )。

E20E3群では3軒程の竪穴住居址がひとつの群をなす。各群の住居址はかなり近接しているばかりか、
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第 3節 遺構配置をめ ぐる二、三の問題について

各群相互も近接しあい、 7期以前の住居小群が一

定の空白域を有している状況 と異なり、むしろE

10E20E3群がひとつの単位 となる構造をもって

いたとも想定されるのである。

新段階には18軒の住居址があり、あらたに掘川

付近にも4軒が分布する。古段階の各群がその場

で建て替えを行い、視覚的にEl～ E4群の 4つの

群に区分される。

El群 は古段階の住居址が西側へ移動 す る

SB565と 534、 東:側へ移動するSB596 0 606が あり、

わずかに距離を開けてSB619と 567が分布する。

SB534は その場で東方向へ 3回の建て替えを繰 り

返し、徐々に規模を/Jヽ さくさせる。SB565は 礎石を

もつ住居址で、規模が大きいことからこの群の中

心的な人物の住居と推定される。また、565の 西側

にはSA506が設けられ、El群の有力者の占有地を

より明確にしている。

E20E3群は概ね東側への移動をするが、各住

居址の位置関係は保たれたままで、その構成も古

段階と変わらず、住居規模にも大きな変化は認め

られない。

ここで各群にみられる規制についてみる。先に

指摘 したが、各群が古段階から新段階へ移行する

際、各住居址はそれまで住居が存在 した位置とす

ぐ隣接して建て替えており、住居の位置関係 も変

第184図  8期出土土器群別構成比率図

えない特徴がみられる。これは群を越えた規制の一端を物語るもので重要である。

主軸についてみると、El群がN-90～ 96°一Eに集中し、SB596を 除いて東カマ ドになる。E2群はSB5730

574が El群に近い主軸を有するが、このほかの住居址はEl群 よりわずかに北へ振れ、SB612を 除いて東カ

マ ドになる。E3群は古段階が西カマ ドで、新段階になると東へ主軸を向ける。その振れ幅はばらつ く傾向

がある。このようにカマ ドの向きは各群でほぼ規制されており、主軸もそのなかで揃える傾向を認めてよ

い。おそらく各群の間に存在する空閑地には道が想定され、その道の方向に住居址の主軸を揃えた可能性

が高い。

出土遺物をみてみよう。第184図 は各群を単位 とした遺物イ団体数 とその構成比を図化 したものである。こ

れによれば、各群の構成比に顕著な差は認められないが、El群の個体数が981′点と突出して多いことに気

が付 く。食器だけでも700点 を越えており、とてもEl群だけで消費したとは考えられない量である。El群

のなかには遺物の廃棄場所 となうた住居址はみられないことから、祭祀に纏わる遺物を所有 していた可能

性 も十分考えられる。また、緑釉陶器が 2点出土している。緑釉陶器はSB528と 559か らの出土であり、E

l群に 2′点が分布する。

鉄製品についてはどうだろう。E2群からは刀子などの製品 3′点と鉄滓約100gが、E2群には鉄製品 8点

が出土しているのに対し、El群からは紡錘車、刀子などの鉄製品 9′点と鉄滓700gが出土し、その分布は

E2(古 )

E3(古 ) E3(新 )
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SB555 0 565の 周辺に集中する。(第 183図 )。

このような状況から、当該期の住居群の在り方をみると、

視覚的には3～ 5軒の竪穴住居址がひとつの住居小群を構成

するかのようにみられるが、 5期 までの住居小群とは質の異

なった単位となっており、集団全体から、あるいは優位な人

物から受ける統市1の もとに小群が形成されていたと思われる。

すなわち、住居址の占地場所が限定され、住居の並びも変わ

らない状況は明らかに集団内の統制力の強さを反映している。

また、遺物の出土状況も大型住居址を中心に集中しており、

この結果を裏付けるものである。

ところで、E4群についてはほとんど触れずにきたが、若干

の検討を加えておく。この一群からは町ケ』や『ノ』と記さ

れた墨書土器が出土し、明らかに南側に分布するEl～ E3群

とは異なる集団が存在 していることを示唆している。住居址

が密集して占地する状況は南側の集団でみた特徴 と共通する

もので、当該期の一般的な在 り方と言えるが、資料がわずか

なためこれ以上の言及は避ける。

最後に、 9期についてみてみる。

8期に隆盛を誇った地区も7軒の住居址が分布するだけで、

集落の規模は縮小する。当該期は住居址の重複関係が見られ

ないことからその変遷を追うのは難しい。しかし、西価に位

置するSB5770 589・ 597が西カマ ド、東側のSB582 0 595 0 616

が東カマ ドであり、SB591のみ北壁にカマ ドを付設する。この

ような状況からカマ ド方向によって 2つの群に分けることが

可能であるが、それが時間差を示すことも十分想定される。

したがって、小群の構成は明らかでないが、住居址は近接し

て位置しており8期の在 り方とほぼ共通すると考えられる。

ところで、住居軒数が減少することから、 8期にみたEl～ 4

群がそのまま継続して占地したとは考えられず、また、住居

規模や鉄製品の出土状況に格差が認められないため、E2ま た
第185図  H期遺構群分布図(1:1200)

はE3群のどちらかが継続して占地したとも推定される。遺物の出土個体数やその構成をみると、ちょうど

ψ
・E3群の双方と大差なく、この予測を裏付けるかもしれない。

以上、北部E区を対象に7～ 9期かけての住居小群に検討を加えてきた。特に、 8期の在り方は注目で

き、 5期 までにみた住居小群の構成とは明らかに性格を異にする。大型住居を取り囲むように配置された

住居址が数棟でひとつの単位を形成し、それが経営の単位となると同時に、集団内全体の統制の下にあっ

たものと推定されるのである。この様相は本遺跡の場合、 8期に至って顕在化してくるが、遺構の分布が

稀薄な607期にすでにそのような変化が起きた可能性も十分あり、一概に8期が住居小群の変化の画期

になるとは断定できない。

(励 11期 の住居小群
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第 3節  遺構配置をめ ぐる二、三の問題について

11期は南部から北部D区にかけて新たな開発が開始される段階であり、 6期以降散発的にしか登場 しな

かった住居址が一定の距離を保って出現する。南部A・ B区を対象にその在 り方についてみてみる。 (第 185

図)。 当該期のこの地区には北からSB199、 91092、 28、 10の 4軒が35～ 40mの 距離を置いて分布する。SB91

と92は重複するので基本的には 1軒ずつが一定の間隔を置いて占地する状況とみてよいだろう。すなわち、

これは 1軒の竪穴住居址がすでに経営の単位・所有の主体 となっていたことを示唆するもので、この段階

にはかって存在 した住居小群 とは異質な構成をとっていることが分かる。住居址の規模、遺物の個体数や

構成に明瞭な差は認められず、各住居は平均的である。この在 り方は一時的に住居軒数が増加する段階は

あるが、15期 に至る間基本的な構造に変化は認められない。

以上、時期 と地区とを限定 し、住居小群の構成やその比較を中心に検討を加えてきた。 1期は本遺跡の

開発が開始した段階であるが、竪穴住居址 2～ 3軒 と掘立柱建物址 1～ 2棟によって構成される住居小群

がひとつの単位 となり占地していた。なかには周囲に溝を設け、占有地を区画をしていた。また、それら

が 3期に至るまで同一場所に占地し続けることは住居小群の占有地がすでに開発当初に既成化 していた事

実を物語る。さらに、住居小群相互はその構成員数や掘立柱建物址の所有形態などに格差がみられ、特に

庇付の大型掘立柱建物址を有するD区には大型住居址が中心となって構成する住居小群が存在 し、開発の

草分け的有力な人物が居住 していた可能性が高い。これが顕在化するのが 3期に展開する掘立柱建物址群

の集中であろう。

ところで、本遺跡の場合、 1期以降、少なくとも8期以前までは住居小群にみられる規制は各住居小群

内を単位 としており、それが集落全体を抱摂するものでなぃことは、各小群の遺構の主軸のばらつきに端

的に示されている。すなわち、住居小群によっては掘立柱建物址や住居址の主軸を一定の方向にきちんと

揃え、強い規制の認められる例があるが、その小群の規制力は周囲の小群には波及しない。また、住居小

群によっては 4期のSB175を 中心とする一群にみられたように、その小群の長である人物の名前 と思われ

る文字を記した墨書土器を共有し、小群の紐帯を強化、維持するといった共通認識を各成員が保持 してい

たと思われる。

住居小群の構成は基本的に 1期から8期以前までは変化がみられない。竪穴住居址は一般的な居住空間

として利用され、クラなどの機能を有 したと思われる掘立柱建物址を付属させている。もちろん、掘立柱

建物址を住居 として利用する例はあるが、それは優位な住居小群にだけみられる特徴であり、しかもその

小群でも中心 となる人物周辺の住まいとして利用された感がある。 というのは、中型の竪穴住居址 2軒で

構成される住居小群には住居と推定できる掘立柱建物址がほとんど存在せず、 2間 ×2間の掘立柱建物址

が伴 う例が多いが、大型住居址を中心とし、数軒の竪穴住居址で構成される住居小群には 3間 ×2間以上

の、床面積に換算すれば20m2を 越える掘立柱建物址が大型住居に近接 して構築される類例が多いためであ

る。北部D区の特殊な掘立柱建物址群を除 くと、4期の住居小群で取 り上げたST42や 19は その典型的な例

で、この 2つの大型掘立柱建物址はそこに居を構えた人物の財力を反映すると同時に、その存在を周囲の

住居小群に誇示する機能をもつと思われる。すなわち、一般的な集落のなかにあっては掘立柱建物址は一

部の階層に限って、 3間 ×2間以上の掘立柱建物址を住居としており、そのなかでも3間 ×3間以上の規

模の掘立柱建物址をもつ住居小群には集落のなかでも富を蓄えた階層が存在 した可能性が高い。 1期以降、

住居小群内部における階層分化が強まる過程において、きわめて限定された階層のみが住居 として採用す

るのである。

ところで、本遺跡では 6期以降に掘立柱建物址を確実に捉えられない。しかしながら、掘立柱建物址が

住居小群のなかにまったく加えられないかという点には疑問点が残る。 1期以降の住居小群にみられたよ
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第186図  中世遺構分布 と現景観(1)(1

うに各小群には収穫物を保管する場として掘立柱建物址を利用しており、 5期に至るまでその状況は基本

的に変化しない。したがって、掘立柱建物址が捉えられていない時期にも当然そのような場が必要であっ

たことは言うまでもない。竪穴住居址がそれに代わる機能を有したことも十分考えられるが、掘立柱建物

址の存在を否定はできない。この点については傍証資料の増加を待って改めて検討されるべき課題であろ

う。

8期の住居小群の構成はそれまでの構成とは異質であることはすでに指摘した。小群は竪穴住居址だけ

で構成されており、その配置は強い規制を受け、それらの住居小群を包摂する規制が別に存在することを

示唆し、さらに、それらに対してイニシアティブをとった有力層の存在を物語るのである。本遺跡の場合、

SB555や 565がそれに相当する人物の住居址と推定され、ひときわ大きな規模を有していた。しかも、柵を

設けて周囲との空間を分けることによって、周囲に対してその力をより鮮明に示威するものである。それ

ばかりか、当該期に増加する墨書土器の分布はそれと同様の役割を果たしたと考えられる。SB555を 中心と

する周辺から出土した『5』 または『こ』と記された文字は、おそらくこの集団の記号として、保有する

成員の忠誠と紐帯をより強固なものにする意図が存在したと思われる。また、判読不明のこれらの文字は

単なる記号として用いられており、宗教的な呪を推定させることから祭祀に纏わる遺物であった可能性が

高い。墨書土器の分布が大型住居を中心として拡散しないことは特定の場に保管した可能性をも示唆する

ものと思われる。

11期になるとその構造もまったく姿を消し、 1軒の竪穴住居址が一定の空閑地をもって分布し、伝統的

にみられた複数の住居址がひとつの単位となって小群を構成する状況は認められず、個々の竪穴住居址が

すでに独立したひとつの単位として成立している。

住居小群の構成を中心に説明を加えたが、その配置についても整理しておこう。
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第 3節 遺構配置をめ ぐる二、三の問題について

第187図  中世遺構分布と現景観(2)

1期の住居小群の配置は竪穴住居址や掘立柱建物址の構成数によって若干の違いは認められるが、竪穴

住居址を「L」 字形に配し、それに囲まれた空白域、すなわち広場に掘立柱建物址を配置する。この形態

は4期にもみられ、伝統的、基本的な配置形態であることは容易に判断できる。掘立柱建物址の配置場所

が広場の中心にあることは、その所有主体が住居小群にあることを示しているd掘立柱建物址の所有主体

が特定の有力階層に限られる場合もあるが、その場合は 4期のST41の ように掘立柱建物址は、有力者の住

居に近接して建てる例がほとんどである。このような遺構配置は住居小群が変容する8期にはすでに消滅

しており、大型住居を取り囲んだ配置となっている。なお、住居小群を越えた、例えばムラが保管したと

思われる建物址は確認できていない。

住居小群の占地面積はどうか、ガヽ群相互の間隔を目安に検討してみる。

1期のSB155を 中心とする一群は区画が方形と仮定すると、一辺約50m、 約2500m2を 占地している。4期

のSB175の一群は一辺42m、 占地面積は約1800m2に 近い。5期のSBl13の一群では一辺35m、 面積は1300m2

程の範囲を占地している。このような事例から本遺跡の住居小群の占有面積は時期や小群の格差によって

多少の差異はあろうが、概ね1000～ 2000m2を 占地していたと判断してよいだろう。

2 中世遺構の分布 と現景観

本遺跡の中世遺構は中世 1期の竪穴住居址 4軒、溝址 2本、中世 2期は掘立柱建物址11棟、柵址 1棟、

溝址21本、火葬墓 4基 と土坑135基がある。本項ではこれらの遺構が現景観とどのような係わりをもつかと

いう点に絞:っ て検討を加える。

調査前に設定した課題のひとつに条里的景観の問題がある。島立条里的遺構の成立時期、すなわち条里

制施行の時期については多くの研究者の取り上げる、松本平西部の重要問題として今日に至っている。現

Ｌ
一
　

　

′

′

ノ

′

N500 ′
E~― ――_

「 /・

~~:
晩
こ
「―

―
―
１

１１
■
、

―――――――――ユ一



第 4章 成果と課題

条里景観の南限は北側に隣接する北栗遺跡の調査範囲分の県道高綱線までとされており、直接本遺跡の調

査課題 とは関連 しないが、条里制施行の存否などの問題を含め、中世遺構の分布 と現景観 との係わりのな

かで検討することにした。

古代の遺構は15期に至るまで連綿と継続し、遺構の配置状況に条里制施行 と関連する状況は認められな

いが、隣接する北栗遺跡などでは現条里景観 と関連する溝址、水田址、建物址などの遺構が確認されてい

る。本遺跡の場合 も中世 2期には東西方向、南北方向に走る溝址が確認され、それらが現景観 と深い関係

のあることが推定されるのである (第 1860187図 )。

中世 1期にはNR3北側に竪穴住居址 4軒が散見されるほか、南部に区画を意図した溝址があるだけで、

直接現景観に繋がる遺構は確認されていない。

中世 2期には南北・東西方向に走る溝や掘立柱建物址などが確認された。掘立柱建物址はN200、 N
300～ 350付近の 2つの地点に集中する。ST53付近には柱穴になると思われるピットが確認されてお り、北

側のST33と 合わせて何回かの建:て替えを繰 り返しながら占地し続けたと思われ、出土した内耳鍋の破片か

らほぼ 15世紀に帰属するものと推定される。この掘立柱建物址の周辺には集石を有する土坑が分布 し、

人骨が出土したSK486を 除き確実に墓址と判断できる遺構はないが、なかには墓tlLと 推定できる例 もあり、

屋敷地内に墓を設けていた可能性 も十分考えられる。なお、掘立柱建物址は一部を除き、溝址 と重複 しな

い。溝址は方位を意識して設置され、かなり規格性のある配置とも受け取れる。第1860187図 に示される

ように、これらは現在の用水路や道とほぼ重複することが分かる。N150付近の東西方向に走るSD6な どは

何度かの浚渫や改修による位置の変更はあるが、溝 と溝 との間に道があったと想定され、現在 も残る、南

栗の集落と神社 とを結ぶ道とほぼ重なる。その北側にあるSD31と 21も 同様に、南北に走る道があった可能

性が高い。N350付近にはNR3、 SD533、 534がある。NR3は本遺跡が形成し始める以前から流れていたと

考えられる自然流路で、中世に至る間に規模が縮小化 し、徐々に小規模な用水であるSD533や SD534に 姿を

変えていったと思われる。現在流れるかど川は新村の水田の排水路である栗林堰 と和田を通 り抜けた排水

とが合流した用水で本遺跡の調査地区西側手前で二方向に分岐している。明治 9年の地図にもこの用水路

は掲載されてお り、古代の開発以前から流れていた流路 (NR3)は 中世になって小規模な用水路 として使用

されるようになり、それが現在まで連綿と続いたことが分かる。二方向に分岐する用水のうち、北側に流

れる用水は途中で直角に向きを変え、堀川方向へ北上 している。その用水路 とほぼ位置を重ねるのがSD524

である。SD524は 出土した内耳鍋から少なくとも15世紀までは遡ることができる。この溝址は途中で採土に

よる攪舌Lの ため失うが、その延長上にあるSD501と 位置的に方向が同じであることから本来は 1本の溝で

堀川へ注ぎ込んでいた可能性が強い。現在 も流れる用水路はかつて堀川へ流れており、これもSD533ら と同

様に中世から現在まで残る溝址として判断できる。堀川は現在かど川と同じ栗林堰を水源 とするが、堀川

の流れる方向は1自和田村 と新村との村境 となっていた芝沢堰の方向と重なることから、かつて東西方向に

走る自然流が存在 したと思われる。そして、島立の条里的地割が施行された際、島立条里の氾濫からの保

護 と新村条里の排水路 として開発された栗林堰の排水口として利用されて以来、今 日に至ったと推定して

よかろう。

このように、本遺跡で確認した中世の遺構のうち、15世紀に遡る中世 2期の溝址は現在の景観 とほぼ一

致することが分かった。中世の溝址は古代から流れていた自然流路や谷地形を利用して設けているが、そ

れが島立や新村条里の開発を契機 として行われたことは容易に推定できよう。ところで、島立条里の用水

路の開発 と本遺跡で確認した中世の溝址が少なからず係わりがあることが分かったが、調査の課題 とした

条里的地割 との関係はどうなのだろう。

栗林神社に通 じる現道 と重なるSD6や それと直交するSD31に注目してみる。
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SD6と 栗林神社の北側に残る現道までの距離は約120m、 また、SD31と 神社西側の現道との距離もほぼ

120mで、神社は方形の区画をされた範囲に入り、それはちょうど1町 よりわずかに大きな区画と判断され

る。この区画を基準に 1町の一辺(109m)の 距離を北側へ計測すると、SD533、 N490付近の現道、堀川が坪

堺に当たり、ちょうど堀川まで 3つの坪区画を想定することができる。ここで大胆な推測が許されるなら

ば、島立に条里的地割が採用され、水路開発が行われるのとほぼ時を同じくして、本遺跡周辺も用水路(溝

址)の開発がなされ、水系をより有効に利用した条里的地割がなされたとは考えられないだろうか。

以上、中世の遺構と現景観との比較をしてきた。現景観は少なくとも15世紀までは遡ることが分かり、

条里的な地割が南栗周辺でも採用された可能性のあることを指摘した。だが、後者については、推測の域

を出るものではなく、南栗神社の成立年代と合わせて今後の研究に拠るところが多い。

第 4 節 集落の変遷

前節までの検討を受けて、本節では古代15期、中世 2期に区分された編年に沿って集落の変遷 をみる:

以下、時期別に説明を加える。

1期   (第 1880189図 )

本遺跡の開発が開始された段階である。流路沿いや微高地に数軒の竪穴住居址が固まって分布 し,それ

らが、一定の間隔を置いて占地する。当該期には竪穴住居址35軒、掘立柱建物址15棟がある。

遺構間に重複関係がみられる状況から新・古の二段階に区分される。NR3南側には溝によって占有地を

分けた 2つの住居小群がある。SB129は 当該期では、SB546と 並ぶ大型堅穴住居址である。北側に数棟の掘

立柱建物址を有 し、かなり優位な川ヽ群であったと推測される。その北側にあるSB155を 中心 とした一群は溝

によって区画された中に竪穴住居址を「 L」 字形に配置し、掘立柱建物址を有する。

NR3と 4の間には大型住居址が目立つ。この地点には前節で詳述したように、大型住居址 と掘立柱建物

址が整然と配置され、統制のとられた地区である。南側に位置する大型掘立柱建物址のST560は西面に庇を

付属 した本遺跡最大の建物址である。集落初期段階にこのような建物址が存在する状況は注目される。特

に、この地区が周囲の住居群 とは遺構配置や遺構の規模などが異質な在 り方を示してお り、 1期には掘立

柱建物址を住居 として採用する例 も一般的でないことから、周辺地域を統率する有力者層が居住 していた

と推定される。掘立柱建物址は有力者層の富と力の象徴であり、竪穴住居址が集落景観の主体を占める中

で特異な相貌を呈していたと考えられる。なお、SB522か らは金環が 1点出土しており、この地区が卓越し

ていたことが遺物からも裏付けられる。

NR4の北側には比較的狭い範囲に中型の竪穴住居址が近接して分布する。NR4の南側 とは住民規模や

掘立柱建物の保有数など、様相を異にしている。

1期には竪穴住居址と掘立柱建物址によって構成される住居小群を一定の間隔に配置するという、開発

者の計画的な思惑が認められる。開発者は開発を始めるに際し、すでに存在 した住居小群による構成をそ

のまま利用 し、かつて居住 した地域におけるムラの構成をなぞり、新たな開発に着手したと推定される。

2期   (第 1880189図 )

竪穴住居址は29軒 で 1期に比して減少する傾向があるが、その分掘立柱建物址の棟数が増えており、集

落の規模に大きな変化は認められない。

1期に流路付近に占地した集落はその流路から離れ、住居小群数単位から形成される遺構群の集中がよ

り鮮明となる。前期には遺構がみられなかった鎖川へ寄った地域にも居住域を広げる。
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南側 にあ る一群 は鎖 川 に よって形成 された 自然堤 防上 に沿 って住居址 が分布 していた と推 定 され る。

SB79080は ともに大型竪穴住居址 であるが、SB98の主軸は周囲の住居址 と振れ幅が異なる。この主軸 は比

較的 1期にみられ、 1期から2期へかけて存在した住居址とも考えられる。なお、東側に位置する東面庇

付きのST19は この住居址に伴う建物址であろう。SB79の西側には金環の出土したSK200が確認されてい

る。人骨は出土していないが、床面に朱の集中が認められた状況と遺物の在 り方から墓址と判断した。遺

構の配置からこの時期に帰属した可能性が最も強いが、古代の墓址は13期に至るまで確認されておらず、

墓制を考える上で重要な資料と言える。おそらく、SB79を 中心とする住居小群の有力な成員を葬ったと推

定される。

N300か らNR3にかけて遺構の集中がある。 1期の住居がすでに既成化した占地のなかで建て替えを繰

り返す。溝で区画された中にある住居小群は竪穴住居址 2軒により形成されるが、その構成は 1期 と変わ

らない。N300南側の掘立柱建物址は西側に広がると推測される小群に付属するものと思われる。

NR3と 4の間にある一群は前節でその変遷についてみたが、新・古の二段階に区分され、新段階には大

型の掘立柱建物址が存在する。1期の分布と比較すると、全体的に南側へ移動する。1期のST560に 相当す

る住居は古段階には明瞭に促えられないが、新段階には本遺跡最大の超大型竪穴住居址のSB551が あり、

ST560に相当する有力層の住居と判断してよいだろう。SB544か らは金環が出土している。この地域の卓越

した状況は変わらず、むしろ徐々に成長する様相が窺われる。

NR4の北側の一群は全体的に北方向へ移動する。1期に比して住居軒数は減少するが、掘立柱建物址が

建て替えを行う状況がみられ、N550以北に居住域があった可能性は強い。長方形のSB620は 1期のSB17の

建て替えと思われる。

2期は住居小群のいくつかが集中し,居住域が大きく分かれる傾向が明瞭になる。鎖川方向への開発と

ともに居住域が拡大し、自然堤防最頂部から後背地が開始するぎりぎりの範囲までを居住域として利用す

るようになる。居住の占地場所は 1期のそれと基本的に変化しないが、数単位の住居小群が揃って同一方

向へ移動する状況は、各小群がある程度自立した単位として存在しながらも、それを包摂する別の共同体

規制あるいは統制が存在したことを物語:る 。

3期   (第1880189図 )

竪穴住居址が12軒 と2期の半数になるが、 2期に占地した場所での建て替えがほとんどで集落の構成や

移動など大きな動きはみられない。但し、 1期以降卓越した支配者層が居住した中央付近では竪穴住居址

が激減し、掘立柱建物址が配置される。

南側の鎖川に最も寄った地点には大型竪穴住居址のSB37が存在する。 2期のSB33が移動した住居址と

予想されるがt東側にあるSB38と の間で建て替えが行われる。大型竪穴住居址と小型の竪穴住居址とによ

る住居小群を形成しており、西側には柵址を設けて占有地を明確に区画している。その範囲は北側の掘立

柱建物址を加えると、一辺45～ 50m程の広い面積を占有することになり、かなり有力な人物と推定できる。

なお、SB37か らは『生』?と 記された墨書土器が出土しており、その人物は識字層であった可能性も十分考

えられ′る。

N300付近にあるSB216は 1期の開発と同時に占地した一群が継続してきたものであるが、1軒だけで存

在しており、勢力の衰退が感じられる。なお、これ以降住居址は占地せず、当該期をもってこの小群は終

焉を迎えるё

NR3と 4に挟まれた地点では 2期から3期へかけて変革を迎える。 2期にすでに構築された建物址が

その場で建て替えを行い、さして時を違えず東側に新たに軒を揃えた南北棟 4棟が加わる。また、南側に

はST565が、北側にはST538が広場に庇を向けて構築される。掘立柱建物址は「口」字形を意識した配置と

314



第 4節 集落の変遷

なり、国衛や郡衛にみられる遺構配置と類似 し、「官衛的配置」とみられることも可能である。いずれにせ

よ、 1期以来卓越 して居住 してきた有力者層はそのまま掘立柱建物址に居住しながらこの地区を占有する

が、「官衛的配置」を採用 した遺構の構成は同時にその階層が律令制における農民支配の一翼を担っていた

ことをも示唆するものであろう。

NR4の北側には竪穴住居址 1軒 と掘立柱建物址 1棟 と前期 と比して集落の規模はさらに縮ガヽするよう

にもみられるが、 4期以降も住居群がそのまま占地しており、 1期以来基本的な集落の構成に変移はなか

ったものと推i測 される。

3期は 2期みられた鎖川付近への開発が終了し、そこに居住 したなかから新たな有力者が誕生 している。

柵に囲まれ広範な居住地は周囲とは異質な景観であり、職字層であることも考慮すると南側に固まる集落

の中心的な人物であったとも思われる。また、開発が開始されて以来、卓越した地区として存在 した北部

南側では掘立柱建物址が強い規制の下に配置され、ムラを統率する場 となったことがより鮮明になったと

言えよう。

4期   (第1880189図 )

南部の集落はさらに拡大 し、そのなかにはかなり有力な階層が誕生し、住居小群相互での格差が明瞭に

なる。一方、北部南側では 3期に隆盛を誇った掘立柱建物址群が姿を消し、支配者層がこの地から他所へ

移動する。当該期には竪穴住居址25軒、掘立柱建物址12棟がある。

南部の集落は前期に比して北側へ広 く展開する。大型竪穴住居址に中型の竪穴住居址、掘立柱建物址数

棟が付属する。前節でみたSB175を 中心とする一群は 3棟の掘立柱建物址を小群で所有し、墨書土器を媒介

とする紐帯が認められる。この小群以外では円面硯 も出土しており、ムラの中に識字層が存在 したと考え

られるとともに、何人かの有力者の存在 も物語る。

北部南側にはSB635が 1軒離れて分布する。小型の住居址で、しかも遺物は少なく長期間に渡って存在 し

たとは考えられない。一時的な住居であったとも推定され、この周辺を居住域 としていないと判断して差

し支えあるまい。掘立柱建物址群が消えた地′点には、これ以降11期に至るまで遺構は認められない。西側

調査範囲外にかかる2棟の掘立柱建物址は主軸を南北にとり、 1～ 3期にはみられない主軸であることか

ら当該期に含めた。東側には柵址を伴い、 2棟の建物址が同時に存在 していたと思われる。また、遺構が

西側にさらに展開すると推定され、 3期に分布 した掘立柱建物址が西側へ移動した可能性 も残る。

NR4北側にはSB562`618の 2軒が分布する。住居址が散在する状況は 2期以降から継続してみられる

特徴で、おそらく、竪穴住居址 1～ 2軒が単位 となる住居小群を形成 していたと推定できよう。なお、SB618

は大型住居址で、 1期に占地したSB607あ るいは617、 2期のSB620と 規模や形状が一致しており、 1期以

来この地を居住域にしていた集団と判断できる。

4期は南部で集落の規模が拡大し、北部 とは一定の空閑地を設けて、明らかに別なムラを形成 していた

と思われる。すなわち、 2期に鎖川方向へ開発を進めた集団はそのまま別な単位 として新たなムラを作 り、

当該期に至ると推定される。掘立柱建物址の在 り方をみると動産所有が実現できた住居小群 とそれが実現

できない小群 とがあり、格差のある幾つかの小群が混在 しながら有機的な関係を維持していた姿が浮かぶ。

一方、北部では有力な支配者層が移動 し、堀川に寄った地区にだけ 1期以来残る集団が点在する。

5期   (第 1900191図 )

居住域に変化はみられず、集落は継続的に展開する。当該期には竪穴住居址24軒、掘立柱建物址 2棟を

確認した。竪穴住居址の軒数は 4期 とほとんど変わらないが、掘立柱建物址は減少する傾向が認められる。

だが、 4期に存在 したような有力な住居小群はみられず、掘立柱建物址も当該期に少なくなるのか断定は

できない。
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南部には鎖川付近に 1軒の住居址があるだけでNlo00250付近に住居址の集中がみられる。4期の住居小

群がさして場所を違えず占地する。遺構の重複は少ないが、その配置から間に 1回 の建て替え期を挟む。

前節でも指摘したが、 4期に存在 したSB175を 中心 とする一群は認められず、他所への移動が考えられる。

また、当該期を境に、散発的に住居址が占地することはあっても11期 を迎えるまで集落は分布しない。SB55

はカマ ド石や須恵器の大甕が投棄され、さらにSBl14の カマ ドには須恵器の甕を焚口に立てるように廃棄

していた。これは住居の廃絶に対する祭祀が行われた状況を物語ると同時に、集落全体が時を同じくして

この地を去ったことを示唆するものであろう。

北部にはNR4北側を中心に 8軒の住居址が分布する。SB526は NR4を越えて分布 しており、この段階

にNR4が存在 しているのか明確でない。主軸方向は東・西カマ ドとがあり、間に 1回の建て替え期を挟む

と推測されるが、その先後関係については不明である。SB600は 一辺7.Omの大型住居址であるが、前期の

SB618の建て替えが予想される。遺構の分布状況からSB526を 除き、大きく2つの住居小群に分かれ、住居

址 2軒でひとつの小群を形成していたと考えられる。

5期 を画期 として南部から集落が姿を消す。但 し、 6期以降も数軒の住居址が単発的ではあるが占地す

る状況がみられ、一部の小群が残った可能性もあろう。N500付近に散在する住居址は 4期から数が増加 し

たようにも思われるが、北側に占地していた一群が南側ヘー時的に移動したと判断される。

6期   (第1900191図 )

当該期に確認した竪穴住居址は 3軒あるだけで集落の規模は縮小する。

南部ではN250付近にSB167の 1軒がある。次期の遺構分布の状況を考慮すると、SB167を 含む住居小群

が西側に展開していたと判断できる。 5期 まで南部に居住 していた集落の一部なのかは明確ではない。

北音6に はN650付近にSB591 0 621がある。 5期に存在した 2つの小群は当該期には認められない。しか

し、次期には再び 2つの小群が存在 しており、 5期から集落そのものの構成に変化はなかったと思われる。

7期   (第1900191図 )

住居小群は 6期の居住域にそのまま居住 し、集落は継続的に展開する。当該期には11軒の竪穴住居址が

ある。

N250付近には 5軒の竪穴住居址がある。6期には 1軒の住居址しか認められなかったが、西側から東側

へ移動 してきた一群であろう。SB164は 東壁が6.25mの規模を有し、その全体像は知 り得ないが、かなり大

型の住居址であったことが推定される。この住居小群の中心的な存在であろう。SBl16と SB134は 覆土が近

似 しており、同時期に存在 したと思われる。SB162と SB164の重複関係から間に 1回の建て替え期を挟み、

遺構の配置から2つの住居小群の存在が予想される。SB1620SB164か らは判読不明の 2点の墨書土器が出

土している。文字による集団の紐帯維持が行われていたと推測される。

北部には 6軒の住居址が 2つの小群を形成して分布する。前節で詳細に検討を加えたが、 2つの小群は

数軒の竪穴住居址によって構成されるが、各住居址間は近接して配置される。SB5640598か らは墨書土器

が出土した。このうちSB598は 一辺5。 60mの北部では最大の住居址である。『真薗』と記された墨書土器は

この竪穴住居址に居住 した中心的な人物の名前であろう。

当該期は 6期の集落規模や居住域に大きな変化はみられないが、墨書土器の出現は注目できる。本遺跡

では 4期にはすでに住居小群内の紐帯強化に墨書土器を使用する例はあるが、それはごく一部の集団にみ

られた特徴であり、当該期を迎えるまで墨書土器の出土例はかなり少ない。しかし、この期の墨書土器の

分布は特定の小群に限られず、集落全体に分布 しており、文字がいろいろな階層に普及することを示唆す

るものであろう。なお、文字を利用した集団内の紐帯強化が明確に具体化するのは次期を待たねばならな

い。
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8期   (第 1900191図 )

集落は継続的に展開する。当該期には竪穴住居址30軒がある。

南部では 7期にN250付近に占地した住居小群は他所へ移動 し、SB142の 1軒が分布する。 6期以降、住

居小群はその居住地を転々と変更するが、当該期はその中心をN300付近の調査範囲外におき、SB142は そ

の東端に位置していたと考えたい。というのは、N200か ら300の 東西から北東方向にかけて走る谷地形を避

け、その北側に展開する微高地に占地したと推測されるからである。なお、SB142か らは『メ』と記された

墨書土器 1点が出土している。

北部の住居の在 り方は興味深い。北部には各時期を通 じて113軒の住居址が密集するが、前期までみられ

なかった堀川に接する地区に新たに 4軒が分布する。居住域が堀川まで拡大するのは堀川が安定 していた

状況を物語る。N500か ら550付近にかけての様相については先に詳細に検討したのでここでは省略する。

当該期は、 6期以降成立した居住域を基本的に踏襲するが、北部では前期から一気に住居軒数が増加す

る。これは集落の規模が拡大 したと考えるよりも、一定の範囲内に住居が集中する結果 とみるほうが良い

だろう。すなわち、集落内に存在する有力者を中心に、ムラの再編成が行われたと推定されるのである。

大型住居を取 り巻 く遺構配置や住居の建て替え場所が限定される状況は、集落全体の規制力がかなり強固

なものであったことを示唆するからである。このような意味で当該期は 1期以降継続してみられた、住居

小群を単位 とするような集落の構成 とは別に、新たな共同体規制が誕生し、ムラの構造が変革している状

況が明確化する段階としてひとつの画期 となる。文字がその共同体規制維持のための道具 として利用され

たことは当該期に墨書土器の出土点数が増加することからも明らかである。堀川に接する一群 とSB555周

辺から出土した文字が異なるのは帰属 した集落の違いを示し、北部には 2つの大きな集団が占地 した可能

性が強い。

9期   (第 1900191図 )

南部では住居址はみられなくなり、北部でも住居軒数は減少するが、 8期の集落が継続して居住する。

当該期には 8軒の住居址を確認した。

北部の 8期から9期にかけての在 り方はすでに前節で検討を加えたので、ここでは概略に止める。構成

は基本的に 8期のそれを引き継 ぐが、特に、規模の大きな住居址はみられず、平均的な規模の住居址が散

在する傾向がみられる。また、8期に集落を統率 した、指導的立場にあったSB555や 565に相当する住居址

は明確に捉えられず、他所へ移動した可能性が高い。

10期   (第 1900191図 )

8期から9期にかけて認められた集落の縮小化が一層進む段階である。当該期には竪穴住居址 4軒があ

り、間に 1回の建て替え期を挟む。

4軒は北部N550付近に占地し、8期から継続して残る一群であるが、9期からどのように変遷するのか

明確でない。SB578と 579は近接しており、両者の間での建て替えが予想されるが、その先後関係は不明で

ある。SB583は 4軒のなかでも比較的規模の大きな住居址で、『万』?と 記された墨書土器 1点 のほか、邪窯

産の白磁碗 1点が出土し、この小群の中心的立場であった住居址 と推定してよかろう。

当該期の集落の在 り方をこの 4軒で語るのは甚だ困難である。しかし、10期 をもってこの地から集落が

途絶える状況を考えると、基本的には 8期にみた集落の構成を継続しながら、その一部が当該期 まで占地

し続けたとみてよいだろう。

1:期   (第 1920193図 )

南部に再び住居址が分布 し、新たな開発が開始される段階であり、ひとつの画期 としてよい。当該期に

は10軒の竪穴住居址がある。
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住居址は南端のSB10か ら北へ向かって、直線距離で40～ 60m程の一定の空閑地をもって散在 しており、

計画的に配置されたようにも捉えることができる。居住域の北限はN450付近に位置するSB537で、この地

点から堀川に至る間は次期を含めて居住域とならないことから、SB537ま でをひとつのムラの北限と判断

できよう。

南音SのSB91092は わずかに重複しており、SB92か らSB91への建:て替えがなされるが、SB91か らは銅鏡

と銅碗が破片でそれぞれ出土したほか、不明品を含む鉄製品 4点が出土しており注目できる。また、SB92

からは転用硯 1点が出土しており、文字に通じた人物が想定できる。

これらの住居址以外でも当該期は鉄製品の出土例が日立つ。SB10か らは鉄鏃 1点、SB280 119か ら鉄滓

が出土しており、鉄器の所有率が高い。

前節でも指摘したが、当該期の竪穴住居址の配置は 1軒の住居址がひとつの単位として存在しているこ

とを示唆し、鉄器の在 り方もこれを裏付けるものであろう。

!2期   (第 1920193図 )

11期に占地した住居がそのまま継続して展開する。なお、N450付近に存在した2軒の住居址は当該期に

はみられず、住居域は南部に限られる。当該期には竪穴住居址15軒があり、その軒数は前期と大差ない。

SB 8 011の 2軒は入れ子状に重複するが、SBllか ら8へその場で建て替えられたものである。このほか

SB1730185は規模や形状が近似する住居址で、やはり両者間での建て替えが予想される。つまり、間に 1

回の建て替え期をもつと推定できよう。

SB209と 130は 11期のSB199の建て替えと考えられ、SB2090130の 間でも建て替えが行われたと推定され

る。また、SB173か らは転用硯と緑釉陶器の破片が 1点ずつ出土している。住居址の規模は小さいが、特殊

な遺物を出土しており注目できる。

当該期の住居址は、11期の開発が始まる段階には存在せずに新たに加わった住居址も認められるが、そ

の多くは前期に占地した住居址が周辺で建て替えたものと判断でき、個々の住居址がひとつの単位として

存在していたと思われる。

i3期   (第 1920193図 )

住居軒数が35軒 と飛躍的に増加する。また、12期 まで居住域として利用されなかった北部堀川寄りにも

住居址が分布する。住居址が重複する例はみられないが、その位置関係から間に1回 ないし2回の建て替

え期をもつと推定できる。しかし、12期からの変遷や当該期のなかでの先後関係については明確でない。

南部の遺構配置では住居址間が近接するものが顕著に見られる。例えば、N100付近のSB140180460470

やその東側のSB23 0 26 0 310 67、 N150付近のSB96 0 97な どで、おそらくそれらで建て替えがなされたと

推定できる。また、住居址が集中する箇所間は一定の空閑地を設けており、11期に開発が開始された段階

の基本的な在り方と共通するもので、各住居址はある程度の領域を占有していたことが窺われる。

北部に占地した集落の在り方も南部のそれと共通し、散在的な分布である。

出土した遺物のうち、緑釉陶器、陶磁器などは平均的な規模の住居址が分布するなかで有力層を抽出で

きる資料として注目できる。SBl17 0 143か らは越州窯系青磁碗がそれぞれ 1点ずつ出土しており、特に、

後者は完形品であることからこの周辺を占地した人物はかなりの有力層と思われる。緑釉陶器はSB140553

から出土し、SB553か らは6片 と当該期では多量の出土数である。

当該期の特徴として墓址の存在がある。古代の墓址が集落の中に散布するのはこの時期を迎えるまで認

められず、しかも被葬者が特定の人物に限定されており注目できる。南からSK176019303490 1069の 4基

があり、14期のSK514を含めると、住居址が集中する箇所に 1基が存在する状況を呈する。すなわち、これ

は各園宅地内に 1基の墓を設けているかのように見受けられる。
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これらの墓址は主軸がほぼ南北方向を向 く長楕円形プランを呈し、頭位を北に向け、副葬品を入れた埋

葬方法など、形態差を見出すことは難しい。唯一異なる点は副葬品の差である。SK176か らは完形品の土師

器、灰釉陶器など8点にも上る食器のほか、瑞花双鳥八稜鏡を埋納 しており、また、SK1069で も漆製品を

はじめ13点の食器が埋葬されていた。多量の遺物を副葬するのはこの 2例だけで、これ以外の墓址では数

点の食器を埋納する例が多い。これは被葬者の階層差を端的に反映するものと推定できるばかりか、墓址

の位置によってその周辺にある竪穴住居址の優劣性 も示唆するものである。被葬者の限定は難 しいが、

SK1069の場合、その付近にはSB553し か存在しないことや、その住居址からは緑釉陶器が出土している状

況から、被葬者はこの住居址に居住 し、中心的立場にあった人物を想定してよいだろう。南部にある墓址

の被葬者は明確でないが、大胆な推測をするならば、この時期に限って墓址が分布する状況から、11期 に

始まった開発に直接携わった人物を埋葬したとも考えられよう。

さらに、SK349か ら出土した歯型の鑑定によれば、被葬者は成人の女性の可能性が高いとの結果を得てい

る。このことは当時の社会構成、特に、婚政因形態の在 り方とも係わる内容 として貴重な資料である。

当該期に形成される墓址は居住域のなかに惣然と出現し、14期に類例が 1例あるほかはこれ以降みるこ

とはできない。当該期に限って、あるいは特定の人物に限って埋葬した背景には何があるのだろう。これ

に対する明確な解答を提示するのは極めて難しいが、調査 した範囲は明らかに居住域 として利用され、本

来は墓址を設ける場所 とは考えられない点や、13期以降の遺構 と墓址とが重複する例はなく、それはあた

かも墓址を守るようにも見受けられる′点などを考慮すると、墓址を形成することにより、園宅地所有の確

立を示威したとは考えられないだろうか。つまり、各園宅地の境界のメルクマールとしての機能を備えて

いたとも推測されるのである。

14期   (第1920193図 )

集落は前期からそのまま継続して展開する。当該期には13期 とほぼ同数の37軒の竪穴住居址がある。住

居址は南部を中心にしてN450、 600付近に 1軒ずつが分布する。園宅地は前期に比してより鮮明にみること

ができる。

住居址の位置や重複関係などから、1回 ～ 3回ほどの建て替え期が考えられる。N200～ 250に位置する 4

軒の住居址は同一段階に 2軒の住居が存在 したと考えられるほか、N300付近北側の 2つの遺構の集中箇所

でも2軒ずつが併存した可能性があるが、基本的には 1軒の住居が園宅地のなかで建て替えを繰 り返しな

がら占地したと判断できよう。

N300付近には墓址のSK514が ある。当該期には墓址は 1基だけであるが、13期にある墓址 と形態は共通

する。 2つの遺構集中の中間に位置してお り、園宅地の境界となろう。

北部に占地するSB640は 南部にひろがる集団から外れて位置し、興味深い。この住居址からは当該期には

出土例の少ない白磁碗 1点のほか、刀子、棒状の不明品など5点 を数える多量の鉄製品を出土し、かなり

有力な人物の住居 と推定される。しかし、次期へは継続せず、二時的に占地した可能性が高い。

15期   (第1940195図 )

11期に新たに始まった開発 も当該期をもって一旦終焉を迎える。当該期には竪穴住居址12軒があり、居

住域は南部に限定される。14期から集落の規模は縮小する。

住居址間には重複が認められることから、間に 1回 ～ 2回の建て替え期を挟む。住居の規模は平均的な

ものが多く、特に、突出したものはみられない。遺物でも、SB54 0 179か ら白磁破片が、SB136 0 170か ら

は緑釉陶器破片がそれぞれ出土しているが、ほとんど細片であり、特に、注目できる資料は少ない。

当該期は14期から継続するものの集落の規模は縮小化するように捉えられ、前期まで明確であった園宅

地も不鮮明になる。しかし、これは個々の住居が広い地域へ展開をみせ始める段階とみることも可能で、
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各住居の自立化がよリー層進んだ様相 とも考えられる。すなわち、11期以降にみられた、各竪穴住居址が

ひとつの単位 として存在 しながらも住居址が近接してムラを形成していた構造とは別に、散村的景観を生

む新たなムラの姿へ と変貌する一過程 として位置付けられるのではないだろうか。

中世 1期   (第 1940195図 )

15期の南部に占地した竪穴住居址が他所へ移動 し、遺構の分布は希薄になる。当該期には竪穴住居址 4

軒と溝址がある。

南部の溝址は区画を意図したような配置になり、北西隅を開いた、一辺30m程の区画になる。この区画

に含まれる遺構は確認できていないが、隣接する北栗遺跡 (松本市内その 8)でも区画されたなかに掘立

柱建物址が構築される事例が確認されており、本遺跡でも掘立柱建物址が存在した可能性は高い。

北部の竪穴住居址はSB6310632と の間で重複関係が認められるので、SB639を 含めて間に 2回の建て替

え期をもつ と推測される。竪穴住居址はNR3と近接 して構築されてお り、当該期にはNR3は 刀ヽ河川に姿

を変えていたと思われる。住居址は主軸を南北方向にとる大型住居址で、備え付けのカマ ドは認められな

い。遺物は少量しか出土せず、生活の痕跡は不鮮明であるが、このような形態の遺構は周辺遺跡でも確認

されている状況から当該期の一般的な居住形態とみて差し支えないだろう。

中世 2期   (第 1940195図 )

当該期は方位に主軸を揃えた掘立柱建物址と溝止によって構成され、現景観を形成する段階と言える。

溝址の在 り方については前節 (2)で指摘したように、現存する用水路や道との関連性が認められ、現

景観の成立時期は中世 2期に求められる。一方、掘立柱建物址についてみると、建物址は一定の空閑地を

設けて点在する傾向がみられ、溝によって規制された区画のなかに占地にしていたと思われる。

口 sB154 sB179h

SK173´ 175

=_‐  _
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鷲薫:中世 1期

100m

第195図 集落景観変遷図(8)

建物址の大半は南北方向からわずかに西側に主軸が振れ、東西棟 として捉えられた例は 1例だけである。

大型の掘立柱建物址間に重複関係が認められるため、間に 1回 の建て替え期を挟む。構成は明確に捉えら

れないが、N100付近の分布を参考にみてみる。ST53は桁行 5間以上の南北棟で、その西側に隣接するST61

は 2間 × 1間の東西棟になる。両者は位置関係から同時期に存在 した可能性が高 く、大型と小型の掘立柱

建物址がひとつの単位 として園宅地を形成していたと推定できる。おそらく、ほかの掘立柱建物址も同様

の構成であったと推察され、建物址の分布状況から、N100、 150、 300付近ではそれぞれ別の園宅地を形成

していたと考えられる。なお、N300付近にあるST33ら は西側の調査用地外にかかる一群 と柵址によって分

けられる状況をみると2つの群に分かれよう。また、その両者間には道が存在 したことも想定できるかも

しれない。

掘立柱建物址の周辺には土坑が群をなして分布する。規模の大小、集石の有無など、土坑によって形態

差は認められるが、これらはいずれも園宅地に形成されたものと判断していいだろう。土坑の性格を確定

し得た例は少ないが、このなかには大型の集石土坑もあり、人骨は出土していないが、墓になるものもあ

ろう。

当該期で墓址 と認定できたものに火葬墓 4基 と土葬墓 1基がある。火葬墓は鎖川に最 も寄った地点に

SK173～ 175の 3基、また堀川に接する地′点にSK1015の 1基があり、川に近接して分布する特徴がある。つ

まり、川周辺を火葬場・墓の場所、墓域 として利用していた状況が窺われるのである。土葬墓はSK486の 1

基がある。この墓址はST33の東側に位置し、人骨の遺存状態が最 も良好であったものである。副葬品が出

土しなかったため時期の限定はできなかったが、覆土の特徴から中・近世の遺構 と判断した。しかし、近

接する掘立柱建物址の覆土と色調が若干異なり、主軸も異質である状況を考えると、建物址群よりも後出

４０

１

１

１
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的な遺構 とみた方がよいだろう。

中世 2期は溝址の成立 とともに居住域が形成される新たな開発がなされた段階としてひとつの画期 とな

る。掘立柱建物址数棟がひとつの単位 となる園宅地は溝や柵によって区画され、それぞれが独立した単位

として存在する。その園宅地の面積を限定するのは困難であるが、溝址や土坑の分布を手掛か りに推察す

ると、本遺跡の場合、500～ 700m2の 範囲を占有していたと思われる。また、園宅地 とは別に川周辺に墓域

が形成される。希に園宅地内に墓が存在 した可能性 も考えられるが、その確証は得られなかった。

近世

近世、並びにそれ以降として認定 した遺構には水田址がある。水田址の認定は土層観察に拠る部分が多

く、面的に確認できた範囲はわずかである。水田址の位置は中世 2期には掘立柱建物址が分布 した位置と

重なり、近世以降に居住域から生産域へ と展開した状況が窺われる。だが、調査 した範囲がすべて生産域

として利用されたのかは明確でなく、近世以降の状況については不明な点が多い。

以上、古代から近世に至る集落の変遷について時期別にみてきたが、若干の整理をしてお く。

最初の開発が開始される 1期、すなわち 7世紀後半の集落は竪穴住居址 2～ 3軒 と掘立柱建物址 1棟で

構成される住居小群が流路の周辺や微高地上に占地する。それはさして時を違えず、短期間のうちに面的

な広が りをみせる。住居小群が最初から存在する集落構成や占有地がすでに既成化 している状況は他所か

ら村落全体が移動 してきたものとも推定できる。住居小群は 1な いし2軒が近接 して立地し、それらが一

定の空間域を設けて分布する。また、大型掘立柱建物址の存在は在地指導者層の居宅 として周囲とは隔絶

された空間を形成している。集落の構成は 2期以降変化をみせず展開するが、鎖川に近接する地域まで居

住域 として拓かれ、南部では集落が徐々に拡大していく状況が窺われる。周辺地域の指導的な立場にあっ

たと思われる北部南側では 3期に至ると掘立柱建物址を中心とした「官衛的な」遺構配置が見られ、この

新 しい集落に律令支配の一端をみることができる。このような掘立柱建物址の分布状況は隣接する遺跡で

はみられない、本遺跡だけの特徴である。この地点からは『美濃國』刻印のある須恵器蓋が 2点が出土し

ている点などからも、やはり、奈良井川以西の開発に携わった人々のなかでも特に中心的な人物が居住 し

ていた地点と想定 してもよいかもしれない。この頃南部では集落の拡大がより鮮明となり、掘立柱建物址

群の姿が見られなくなる4期には北部の一群 とは別なムラを形成する状況が顕著 となる。当該期の住居小

群の構成や配置に大きな変化は認められないが,開発時にはみられなかった特徴がある。一つには各小群

が隣接 して占地するのが特徴であり、もう一つは住居小群間の格差が歴然としてくることである。すなわ

ち、優位な住居小群では竪穴住居址 3軒程にクラと思われる掘立柱建物址を 2な いし3棟付属させ、大型

竪穴住居址の隣には大型の掘立柱建物址を近接して構築するのに対し、一般的な住居小群では竪穴住居址

2軒 と掘立柱建物址 1棟で構成するのを基本 としている。また、優位な小群では、小群の成員の紐帯強化

の道具 として文字 (墨書土器)を 利用しており、識字層である中心的人物は「官」と何 らかの関わ りを有 して

いたとも考えられる。また,各住居小群がより強固な個別経営の単位 として存在 したことも窺われる。 3

期から5期に至る南部の様相では、 2期に展開をみせはじめる開発のなかから有力な階層が生まれ、徐々

にその指導力を高めてい く過程を垣間見ることができる。その集落も6期 を迎えると同時に他所へ移動 し、

6、 7期の遺構分布は散在的で,集落の在 り方を明確に捉えられない。

1期以降変わらない集落構成が大きな変化をみせるのが 7～ 8期にかけてである。

それまで住居小群を単位 として構成された集落は解体 し、新たな集落構成が形成される。これは住居址

配置に端的に示され、大型竪穴住居址の周囲に中型竪穴住居址が取 り囲むように配置される。大型竪穴住

居址は柵によって区画されたなかに占地し、その周囲の住居址は列状に並び、建て替えする際も住居間は
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一定の間隔を保って移動する。これは 1軒の住居址が統制する枠のなかに2～ 3軒で固まる住居小群数単

位が取り込まれた状況とみていいだろう。すなわち、富裕農民の下に一般の群の成員が従属する形態が成

立し、新たな共同体秩序が誕生した様相をそこにみることができる。この共同体内の紐帯強化と維持に重

要な役割を果たしたのが祭祀であったことは容易に推定されるが、その一翼を担うものとして墨書土器が

存在し、機能していたと思われる。

9010期については不明な点が多い。 8期に存在した富裕農民はすでに姿を消し、新たな耕地を求めて

他所へ移動してしまうものもあろうが、 8期からそのまま継続して占地する集団も確実に認められる。

11期は新たな開発が行われる段階で、南部に再度村落が形成される。開発の中心となった集団が従来こ

の周辺に存在していたのか、あるいは他所から移動してきた集団なのかは明確でない。11期の遺構分布の

大きな特徴として、竪天住居址 1軒が一定の空閑地をもって分布し、個々の住居址がひとつの単位として

自立していることがある。これは 8期にみた富裕農民が確立した個別経営とは別に、一般的な農民の間で

もそれぞれが単位となる個別経営が成立する状況を示唆するものである。それと同時に、村落の在 り方も

8期 とは異なり、ここに別な共同体が誕生したと推定できる。すなわち、 8期に存在した、富裕農民がイ

ニシアティブをとるような共同体は姿を消し、それに従属していた各成員が成長するなかで、各成員間は

補助的な機能を有するだけの村落結合を生んだとみることができる。

12期以降も11期 に成立した集団がそのまま占地し続け、15期 まで展開をみせる。13014期 には一時的に

集落の規模が拡大し、ときには2～ 3軒の竪穴住居址が群をなして存在することもあるが、基本的には個々

の竪穴住居址を単位とするような在り方といえる。13014期 にみられる墓址の在り方は興味深い。墓址は

各園宅地を単位として存在し、園宅地内に複数の墓址を有するものも認められない。つまり、園宅地はあ

くまでも居住空間の場として使用され、各竪穴住居址の成員を葬るための墓域としては利用していない。

ごく限られた被葬者としては11期の開発と関連した各竪穴住居址の長的な人物を想定したが,レ ずヽれにせ

よ園宅地内に墓を設けることは各竪穴住居址が園宅地の所有権を保持していたことを物語るものとして重

要である。また、墓址から出土した副葬品の質・量に著しい差が認められ、八稜鏡を出土したSK176な どは

かなり優位な人物であったと思われる。つまり、平均的な住居址が分布するなかで、所有した富に格差が

存在することも示唆する。このような遺構の配置状況を、例えば明確な指導者を置かず、個々の竪穴住居

址がイ固別経営の単位として自立していた状況とみるべきなのか、あるいは塩尻市吉田川西遺跡で指導され
`

たような、有力な指導者 (領主)に従属する集団 (家人)に相当するものとみるべきなのか (原他1989)、

残念ながら本遺跡の状況からでは断定できない。しかし、11期以降の集落は8期前後でみた集落とは質を

異にした村落であることは、墨書土器などの遺物の在り方や遺構配置からも明確である。

15期から中世 1期 までは日立った開発は行われない。15期 には集落が拡散する傾向が認められ、中世 1

期になると南部には大きな集落は分布せず、溝に区画されたなかに居住域が存在した可能性があるものの、

居住域として積極的には利用されない。その代わりに1北部の自然流路際に居住域を形成する。備え付け

のカマ ドをもつ竪穴住居址は中世まで残らず、大型の長楕円形の竪穴住居址が普及し、住居構造の変化が

みられるのもこの時期の特徴である。

中世 2期は南部で再度開発が行われる。自然流路や微地形を利用した用水路の開発が行われ、現景観が

成立する。掘立柱建物址 1な いし2棟によって一つの園宅地を形成し、その園宅地が 2つほど近接して立

地する。集落の在り方は11期のそれと大きな差異は認められず、個々の住居が経営の単位となっていたと

思われる。掘立柱建物址に居住した階層が一般的な農民とみてよいかは疑間点が残る。というのは、松本

市教育委員会によって行われた昭和58年度の調査の際、西側の調査区でこれらの遺構とほぼ同時期と思わ

れる竪穴住居址が確認されているためである。その住居址は一辺4.Om程の不整形を呈し、柱穴や出入り口
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などの施設も確認されている。この 2つの住居形態が同一時期に併存する状況は、居住 した集団の階層差

を示すとも推測されるのである。

近世以降の状況についての詳細は不明である。 しかし、居住域 として利用 した痕跡がほとんど認められ

ないことを考慮すると、生産域へ と徐々に変化 していった可能性が高い。
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5章第 結語

これまで南栗遺跡の調査結果と遺構や遺物をめ ぐる成果と課題について述べてきた。最後に、遺跡の性

格などを考えるために、時代別に概観 し、結語 としたい。

1 縄文 時代 ・弥生時代

本遺跡で最初に生活の痕跡が刻まれるのは縄文時代中・後期の土器を出土した火床址である。定住的な

集落の居営地 としてでなく、一時的な逗留の場 として利用されたと判断した。遺構の分布が北部の堀川に

近接した地点に限定され、さらに、隣接する北栗遺跡でも同様な遺構が確認できた状況から推察すると、

自然流路を中心 とした範囲に火床址があることが分かるι本遺跡の周辺に定住的な集落が営まれていた可

能性は高 く、平安時代の竪穴住居址の床面から出土した石棒は、このような背景を裏付ける資料 となろう。

今後の調査例が増加するなかで当該期の集落が発見される機会 も当然予想されるのである:

また、弥生時代の遺構は確認していないが、古代の遺構に混在 して出土した遺物の存在は弥生時代後期

の集落の存在を示唆するものであろう。

2 古代

本遺跡の開発は、 7世紀後半、自然流路付近を中心 として開始され、さして時を違えずに遺跡全体に展

開する。居住域の選定や占地場所の決定については計画的な規制の下に配置された状況が明らかになった。

また、開発の当初から大型の掘立柱建物址が建つ地区の相貌は、周辺地域には認められず、有力な集団が

占地していた様相が確認された。

8世紀代に入る頃になると、開発は鎖川によって形成された自然堤防に向けて進行 し、同時に居住域 も

広範囲に及ぶ。竪穴住居址 と掘立柱建物址で構成される遺構群 (住居ガ畔)が、一定の間隔を保って占地して

いる。時代が降るにつれ徐々に有力な集団が頭角を現し、遺構群の格差が歴然となり、これらの遺構群の

幾つかが有機的な結合をし、それらが当該期の集落、あるいはムラといった実態に迫るものであることが

分かった。

このような中で、該期の本遺跡で特筆されるべ きことは、掘立柱建物址を中心として遺構群が形成され

る地区があることである。この一般的な集落構成 と異なる状況は、律令体制の支配構造が新たに開発され

た地域にも深 く浸透 したことを示唆するばか りか、本遺跡が周辺地域のなかでも特に拠点的な集落 として

存在 した社会構成の一端を物語るものとして注目される。

8世紀後半から9世紀前半にかけて、集落は基本的に維持・継続がなされるが,その変遷にはかなり不

安定な要素 も認められ、遺構群の占地場所は堀川周辺を除いて移動を繰 り返す。

開発が開始されて以来、継続しながら展開した集落が変貌するのは 9世紀後半である。すでに、これ以

前から有力集団の存在は認められたが、これらの中から特に富を備えた集団が集落構造を変革させながら、

個別経営の確立を図る、新たな共同体規制の成立が具現化するのである。本遺跡の場合、堀川付近で展開

する集落構成はその変貌を時期ごとに追える格好の資料 として提示できた。

有力集団を中心 とする集落も10世紀を迎える頃には他所へ移動 し、新たな開発が開始され、 7世紀に開

始 して展開し続けた集落が一旦断絶 し、11世紀にかけては南部を中心として開発が再開される。この段階
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こそ中世的な村落の誕生と考えられ、 1・ 2軒の竪穴住居址が一定の空閑地をもって占地する状況が明ら

かとなった。この在り方は11世紀後半まで変容せず、ひとつの画期とみることもできよう。このような集

落の実態を探る上で、居住域に確認した墓址の存在は重要である。該期の社会構成を考える重要な視点に

なるばかりか、従来の集落研究では決して十分明確ではなかった該期の墓制とも絡む資料を提示できたと

思う。

ところで、本遺跡では古代の生産に関わる遺構は確認できなかった。竪穴住居址などの遺構が集中しな

い地点 (空 白域)が時期によっては認められ、このような地区が生産域に利用されたと予想される。しかし、

今後周辺地域を含めた、古代の土地利用の問題のなかで再度議論されるべき課題であろう。

中・近世

本遺跡の中世遺構は12015世紀の 2つの時期のものが確認された。古代から中世にかけての繋がりは今

一つ不明瞭で、12世紀代の状況については十分な検討を加えられず、資料を提示するに止まった。この時

期、周辺遺跡では集落の変遷を捉えており、その在り方から本遺跡の遺構を見直すことで、該期の景観も

浮かんでこよう。一方、15世紀代については現景観との比較するなかで、現景観の成立がこの段階にある

ことが分かった。隣接する北栗遺跡の調査結果では現島立条里的景観が、中世の遺構配置から14世紀から

15世紀にかけて成立すると類推しており、本遣跡の景観もほぼそれと同じ頃にできたと考えられる。本遺跡

で提示した結果は島立条里的遺構とは直接関連しないが、中世の水路開発をめぐる多くの課題を解決する

ための一資料になり得たと判断する。

近世の遺構は水田址のみである。しかも、わずかな部分しか確認していないため、不明な点を残した。

以上、本遺跡の調査結果を総合しながら、成果と課題を中心に整理した。

本遺跡は、全長600mのなかに竪穴住居址が約332軒、掘立柱建物址が117棟 と、松本平周辺遺跡では最も

遺構が密に分布していた。調査は道路工事と平行しながら進められたため、調査地区はかなり細かく区切

られ、さらに、時間的制約も重なり、決して十分な調査が完遂できたとはいい難い。そのような中で、最

善の努力を尽 くした結果が、今回の成果に繋がったと考える。

本報告の刊行をもって南栗遺跡の調査は終了する。本報告は資料提示に重点を置きながら、できる限り

の検討を加えたつもりである。時間の制約や力量不足から事実誤認や不備な点も多く、甚だ心許無いもの

となった。忌憚のないご叱正を仰ぎたい。なお、周辺遺跡を含めた総括的な集落論は「総論」で記述され

るが、それとは別に、本報告が「南栗の歴史」研究の一助になれば望外の喜びである。

最後になったが、本遺跡の発掘調査に際し、道路建設関係者、松本市教育委員会、研究者、酷暑、厳寒

のなか直接調査を補助してくださった作業員の皆さんには心から感謝の念を忘れ得ない。また、報告にあ

たり多方面にわたるご指導・ご助言を頂き、分析・鑑定などでは多くの方々のお手を煩わせた。不明点の

解明に侭力された先生方にあつくお礼申し上げたい。
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付表 1 古代・ 中世竪穴住居址一覧表

位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ト 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

傾 き

1
部
区

南
Ａ

隅長 H N98° E 中 2 3.95× 4.70 18.57 604.30
東壁北隅

寄 り
石 組 N85° E 0.25

N74° W 大 1 5.65× 4.60 26.00 604.35
西壁北隅

寄 り
N68°W 焼失住居

N107° E 604.35
東壁北隅

寄 り ?

N107° E 不 明

隅方 N98° E 中 2 4.20× 4.45 18.70 604.35 北東隅 N75° E
西壁テラス

P2

N82° E 4.80× ? 604.50

N90° E 5.60× ? 604.40
南壁

中央 ?
N90° E 水 平 掘込みは丸か

隅方 N84° E j 3.70× 3.65 13.51 604。 35 東壁中央 丸 3/4 N84° E
函なのかはっきりし

ない

1。 87

1.84～ 20

西壁テラス

周溝

隅長 H N82° E 2.50× 3.55 8.88 604.60
東壁中央

～
北 隅

N76° E

隅方 N98° E 3.35× 3.25 10。 89 604.60

東壁中央

やや

南寄 り

N98° E

N90°W
、
中 3.70× 3.65 13.51 0.40 604.65 西壁中央

1.88, 2.05

2.45～ 2.72

隅長 I N90° E 中 2 4.45× 3.80 16.91 604.60 東壁中央 方 1/3

隅 方 N94° E 中 2 5。 20× 5.20 27.04 604.15

東壁中央
やや

南寄 り

N94° E 水 平 煙道先に遺物

隅長 H N81° E 中 1 4.45× 3.70 604。 45
東壁

北東隅
N80° E

隅方 N87° E 大 1 4.65× 4:75 22.09 604.30

隅長 H N83° E l 4.25× 3.55 15.09 604。 15 東壁中央 丸 1/2 N83° E

隅長 I N100° E 中 1 4.45× 4。 30 604。 05
2.23

3。 08

隅長 H N83° E 中 1 3.55× 4.45 15.80 604.20 N83° E 0.55

隅方 N91° E 中 1 2.95× 3.10 604.55
東壁

中央 ?

隅長 N90° E 中 2 4.45× 4.70 20.92 604。 10 東壁 ?

P3西 入

口 ?

不

明

?× ? 604.30 不 明
不

明

N90° E 4.35× ? 604。 20 東壁中央
粘 土

丸 わずか カマ ド掘 り方のみ
不

明

隅長 H N93° E 中 1 4.15× 3.30 13.70 603.90
東壁

北東隅
石 組 N70° E

N96° E 中 2 5.15× 4.60 23.70 603.85
東壁中央

～南寄 り
N96° E 水平

2.72

2.50

隅方 N99° E 中 2 5。 15× 5.60 28.84 603.90 東壁中央
石 組

方 1/2 N96° E
2.75～ 2.81

2.50～ 2.95

N85° E 中 1 3.40× 3.45 11.73 603。 90 北東隅 石 組 テラス

333



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
Ｍ規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

傾 き

部
区

南
Ａ 隅方 N93° E 大 1 5.40× 5.20 28。 08 604.10

東壁中央
～やや

北寄 り

N95° E

隅長H N86° E 大 1 5.50× 4.50 24.75 604.20

北東隅

北壁北東

隅寄 り

N86° E
Nl° E

(0.40)

0.90

水平

5°

0.15

0。 30

カマ ド作 り

(作 り替え北→東 )

隅 方 N90° E 中 1 3.45× 3.65 12.59 604。 45 不 明

隅長H N86° E 中 2 4.75× 3。 90 18.53 604.15 北東隅
石 組

N63° E

隅 方 N92・ E 3.25× 3.25 10。 56 604.20 東壁中央 粘 土 P3周溝 ?

N84° E 中 2 4.85× 4。 95 24.00 604。 30 N84° E
2.25～ 2.48

2.55

隅方H N80° E 大 1 4。 35× 5.10 22.19 604.65
東壁北東

隅寄 り
石 組

隅 方 N84°W 中 2 3.90× 4.15 16.19 604.60 西壁中央

N90° E ?× 4.85 604.55 東壁中央

隅長 H N80° E 超 7.80× 6。 35 53。 33 604.20 東壁中央
4+
5

4.32

3.66～ 3.72

隅 方 N90° E 中 1 4.95× 4.70 23.27 604.10 N90° E 煙道先切 られる
2.92～ 3.0

3.15～ 3。 18

貼床,周溝

P7

?× ? 604。 90 貼床,P2

N97・ E ?× 6.0 604。 45

隅長 I N103° E 3.70× 3.30 12.21 603.80 東壁中央
不

明

隅 方 N89° E 中 1 3.45× 3.60 12.42 604.00 北東 硼
？

隅長 H N94° E 大 1 5.90× 4.25 25。 08 604.45
東壁北東

隅寄 り
N87° E 水 平 煙道先 ピッ ト

N92° E 大 1 5.30× 4.50 23。 85 604.60

N90° E ?× 4.90 604.75
北東隅

か ?

隅 方 N92° E 中 2 5。 0× 5.3 26.50 604.10 東壁中央
2.43

N94° E 中 1 4.45× 4.60 20.47 604.10 丸 1/2 N92° E 煙道先 ピッ ト
2。 65～ 2.70

2.55～ 2.70

隅長 H N90° E 大 1 4。 95× 4.25 21。 04 604.20
東壁

北東隅
N63° E

隅方 N82° E 中 1 4.35× 4.55 19。 79 604.20 東壁中央 硼
？

丸 わずか 21

隅長 H N86° E 大 1 5。 30× 4。 35 23。 06 604.20 北東隅 石組
北側プラン張 り出す

右側に付属 ピッ ト J
N92° E 中 1 2.65× 3.45 604。 20

東壁中央

やや

北寄 り

左側に付属 ピッ ト

1

隅 方 N94° E 中 2 4.25× 4.50 19.13 604.20
東壁北東

隅寄 り
N93° E 1

隅長 I N90° E 中 1 4。 05× 3.65 14.78 603。 95 東壁中央 方 1/2 N92° E 煙道先 ピッ ト
1。 12～ 1.35

1.78
1
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位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 諸施設

時

期

図
版
Ｍ規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

傾 き

南部
A区 隅長 I N94° E l 3.75× 4.40 16.50 604。 00 東壁中央 石 組 丸 1/2 N94° E P4

隅方 N90° E 中 1 4.50× 4。 35 19.58 603.85
粘 土

わずか N87° E カマ ド天丼落下 P4

大 1 5。 15× 5。 35 29.45 603.80
方

〃

1/3
1/3

N90° E 0.45

0.50

15

15

0。 45

0.50

(南 )

(1ヒ )

2.65～ 2.85

2.40

南側張 り出

し

隅長 I 中 1 4.15× 3.60 14。 94 604。 00
東壁北東

「呂
N85° E 水 平 P4

隅 方 N88° E 中 1 3。 70× 3.60 13.32 0。 55 603.95 東壁中央 石 組 丸 1/3 N80° E

N90° E 中 1 4.15× 4.35 18.05 603.80

東壁中央

やや

南寄 り

方 1/3 N90° E
-2°

(水平)

右側に付属 ピッ ト

N79° E 中 1 4.45× 4.55 20.25 603。 70 東壁中央 N70° E
2.48

2。 45
1

隅長 I N92° E 大 1 5。 05× 4.80 24。 24 603。 05
東壁北東

隅寄 り
N60° E 右側に大 きなピッ ト

隅長 I N92° E l 2。 85× 3.15 603.85
東壁

北東隅
丸 1/2 N85° E

隅 方 N90° E 中 1 3.85× 4.10 15。 79 603.65 東壁中央 N93° E
煙道先 ピッ ト

右側にピッ ト

隅長 I N90°W 3.10× 3.90 12。 09 603.00 西壁中央 N85° E

隅 方 N90° E 大 1 4。 75× 5。 00 23.75 603。 95
東壁

北東隅
N84° E

N86° E 中 2 4。 85× 4.90 23.77 603.65 東壁中央 石 組
N86° E 水 平

右側 ピッ ト
3.20

3.20～ 4.20

隅長 I N74° E 中 1 3.85× 2。 80 10.78 603.85

隅方 N100° E 大 1 5。 20× 5.65 29。 38 603.85 N100° E
2.65～ 2.85

2.70～ 3.00
P7

N87° E 中 2 4。 95× 5。 10 25。 25 603.90 石 組 丸 1/2
2.65～ 2.72

2.48～ 2.63
P3

N92° E 中 2 4.10× 4.55 18。 66 603.85 丸 2/3 N92° E
2.30

2.45
P4

部
区

南
Ｂ

N90° E 大 1 5.90× 6.05 35.70 603.85 東壁中央 粘 土 丸 1/3
2.95

3.14

N87°W 大 1 5.30× 4.95 26.24 603。 90

西壁中央

やや

北寄 り

丸 わずか N87°W 右側に付属 ピッ ト

N90°W ?× 5。 20 603.70 N90°W 水平
不
明

隅方 N87° E 中 1 3.80× 3.80 14_44 603.85 東壁中央 方 2/3

N92°W 中 2 4.25× 4。 05 603.80
石組

か
丸 1/2 N87・ E

N90° E 大 2 6。 60× 6.30 603.90
粘土

か

N91° E 大 2 6.30× 6.80 42.84 603.80
粘 土 一

　

一

N91° E 1.50

0.50

水平

25°

0。 15

0.10

(北)煙道北 ピッ ト

(南 )

N90° E 3.60× 3.80 13.68 603.70
粘土

か
N87° E 煙道先切 られる

N92° E 中 2 4.75× 4。 85 21.38 603.65

東壁中央
〃北東隅

寄 り
石 組

N90° E
N80° E

0.60

0.60

15°

10°

0。 10

0.10
カマ ド作 り替え



3.20× 3.10

5.50× 4。 75

カマ ド作 り替え5。 50× 5。 20

東壁中央

西壁北西

隅寄 り

左側に付属 ピッ ト4.90× 4.10

5.20× 4.30

5.65× 4.30

4.65× 4.30

4.65× 4.55

5.15× 5.50

P3, P6
床作 り替え

6.70× 6.70

6.40× 6.40

北壁中央

か ら北東

隅寄 り

3.90× 4.30

カマ ド右側にピット3.05× 3.25

東壁中央

やや

南寄 り

煙道先 ピッ ト

左側にピット

?× 4.40

セクション

のみで確認

3.50× 4.00

カマ ド作 り替え4.45× 3.50

北壁やや

北東寄 り

西壁中央

右佃lピ ッ ト4.10× 3.80



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ト 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ

規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

傾 き

南部
C区 隅長 I N87° E 中 1 3.15× 3.50 11.03 603.20 東壁中央

社
？

方 1/4 N86° E 床作 り替え

隅 方 N99° E 中 2 4.35× 4.20 18.27 603.05
東壁北東

隅寄 り
丸 わずか 左側にピッ ト

N105° E ?× 3.60 603.10

隅長 I N97° E 中 1 3.65× 3.20 11.68 603.10
東壁

北東隅

N84° E 中 1 3.85× 3.05 11_74 603.10 右側にピット

N16°W 3.90× ? 602.70 北壁
中央に貼床

Pl

隅長 H N68° E 中 2 4.85× 3.80 18.43 602.85
東壁北東

隅寄 り
石 組 N63° E

西壁テラス

P6

F呂 方 N108° E 中 1 3.60× 3.65 13.14 603.30 東壁 ?

N86° E 中 1 3.30× 3.45 11.39 603.15
東壁北東

隅寄 り
石 組 丸 1/2

隅長 I N101° E 大 1 5.60× 4.05 22.68 603.00
東壁北東

隅寄 り

隅長 H N90° E 中 2 4.75× 3.90 18.53 603。 00
石 組

丸 わずか

隅長 I N106° E 大 1 4。 20× 4.80 20。 16 603.20
東壁北東

隅か

隅長 H N102° E 中 1 3.30× 2.70 603.25 北東隅 石 組 丸 1/2

隅 方 N75° E 大 2 6.60× 7.70 50。 82 603.20 東壁中央 粘 土 N75° E
周溝

P10

部
区

南
Ｂ

N91° E 中 2 4.80× 4.75 22.80 603.15
東壁

北東隅
丸 わずか

N97°W 大 2 6.00× 6.15 36.90 603.30 西壁中央 粘 土 N94° W 水平

N95° E ?× ? 603.30

N72° E ?× 4.25 602.85

部
区

南
Ｃ

隅長 I N92° E 中 1 3.25× 2.85 92.63 0.35 603.05

東壁中央

やや

南寄 り

粘 土 方 1/1 N100° E

隅 方 N57°W J 2.85× 2.80 0。 40 603.70
西壁南西

隅寄 り
N57°W

N94° E 中 2 4.35× 4.40 19.14 603.60
東壁北東

隅寄 り

粘 土
丸 わずか N86° E 右側にビッ ト 床下 2

部
区

南
Ａ

N93° E ?× 3。 95 603.75 東壁中央 石 組 N93°E 21

N3° E ?× 6.40 603.80

1

部
区

南
Ｃ

N100° E 4。 20× ? 603.10
東壁北東

隅寄 り
石 組 N96° E 左側にピッ ト

隅長 I N100° E 中 1 3.35× 3.00 10。 05 603.70 東壁中央
粘 土

丸 1/3 N93° E P2 :|

隅長 H N108° E 大 1 6.35× 4。 40 27.94 603.10 北東隅 P4



NQ 位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

傾 き

部
区

南
Ｃ

隅 方 N2° E 大 1 5.15× 5。 20 26.78 603.00

北壁中央

やや

北隅寄 り

石 組 N8° E

隅長 I N24° E 中 2 4。 15× 4.60 19。 09 602.85

北壁北東

隅寄 り

北東隅

組

？

石

〃

N47° E
N66° E

0.25

0.10

80° ? 0.15

0.15

P8
南東隅テラ

ス状

隅長 H N93° E 大 1 5.15× 4.05 20.85 603.05
東壁

北東隅
N91° E 右側にピッ ト

隅方 N58° E 中 2 5。 25× 5。 05 26.51 603.80 東壁中央 石 組 N58° E
2.32

2.32

N8° E 中 1 3.45× 3.35 11.56 603.20 北壁中央 丸 わずカ

N109° E 中 1 3.20× 3.45 11.04 603.45 北東隅 ?

隅方 N88° E 中 1 3.95× 3.75 14.81 0。 25 603.10
東壁

中央
丸 2/3

隅長 H N85° E 中 1 4。 00× 3.20 12.80 0.25 603.05
東壁

北東隅
石組 丸 わずか N52° E

N95° E 中 1 4.10× 3.35 13.74 0.25 603.05 北東隅 ?

隅長 I N13° E 2.65× 3.05 602.85

北壁中央

やや

北隅寄 り

石 組 N14° E

N103° E ?× 3.80 602.65

隅方 N82° E 大 1 5.50× 5.80 31.90 0.55 602.70 東壁中央 粘 土 N82° E 水 平
3。 75

3.10～ 3.75

隅長 I N91° E 中 2 4.95× 5.30 26.24 0.55 602.95 N91° E
3。 05～ 3.10

3.35～ 3.40

隅長 Ⅱ N83° E J 3.30× 4.20 13。 86 603.05

東壁中央

やや

南寄 り

丸 わずか N81° E
2.15～ 2.35

2.85～ 3.65

隅長 H N87° E l 3.25× 4.25 13.81 0.25 603.05

隅 方 N105°W 中 1 4。 70× 4。 45 20。 92 603.05 西壁中央 粘 土 N102°W 0.15 1

N75° E J 3.75× 3.80 602.80 東壁中央 N75° E 0。 15
2.45

2.40
周溝 1

N72° E 3.35× 3.65 12.23 0.55 602.70 N66° E 1

N85° E ?× 3.40 0.55 603.40
〃やや北

寄 り
N78° E 水 平

N77° E ?× 6。 05 603.40 東壁中央 粘 土 N77° E
3.61

N105° E ?× 6.25 0.55 603.25 丸 わずか N105° E

隅 方 N5° W
3。 00× 推定

(2.95)
603.30

北壁

西隅寄 り
丸 1/3 N2° W

N80～ 95° E ?× ? 603.35

N90° E ?× 2.75 0.55 603.35 東壁中央

隅 方 N99° E 大 1 4.95× 4.75 23.51 602。 70
東壁

北東隅
丸 わずか N68° E

N94° E 大 1 駐 25× 5。 00 26.25 603。 00 石 組 N94° E 煙道先切 られる



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
Ｍ規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

傾 き

部
区

南
Ｃ 隅方 N103° E 中 2 4.45× 4.75 602.75

東壁

北東隅
石 組 N88° E 0.55 P4

部
区

南
Ｂ

N93° W 中 1 3.65× 3.65 13.32 603.70 北西隅 南壁 テラス

N92° E 中 2 4.20× 4.25 17.85 603.60
東壁北東

隅寄 り
石組 N78°E

隅長 I N91° E l 2.95× 4.20 12.39 N85° E

N94° E 中 1 4.35× 3.85 16.75 ,603.45 N94° E 水 平

隅方 N83° E 大 2 6.85× 6.70 46.80 603.20 東壁中央 粘 土 N83° E 煙道先切 られる
3.50～ 3.74

3.86～ 4.00

南側張 り出

し

隅長 I N79° E 中 1 4.60× 5.15 23.69 603.50
石 組

N75° E
2.22

2.45

N89° E (4.00)× (4.55) (18.20) 0 603.80
東壁

北東隅 ?

N l10° E 中 1 4。 00× 3.55 14.20 603.60 P2

隅方 Nl10° E 大 1 5.60× 5.55 31。 08 603.75
東壁北東

隅寄 り
石組 N86° E

N78° E 中 1 4.60× 4.55 20.93 603.30

東壁中央

やや

南寄 り

粘 土 N80° E 0。 25
2.13

1.94～ 1.98

隅長 H N90° E 中 1 4.25× 3.05 12.96 603.50 北東隅 ?
石 組

丸 わずか

?× ? 603.20 水平 0.20
カマ ド煙道

のみ

隅長 I N84° E 中 2 4.25× 3.85 16.36 603.65
東壁北東

隅寄 り
石組 N82° E 水平

隅長 I N90° E 大 1 5。 85× 5.25 30.71 -603.25
東壁中央

やや北寄

り

N85° E 0。 75
3.23

2.92～ 3.35

隅方 N90° E 3.05× 3.25 99.12 603.50 北東隅 N24° E

N96° E 中 1 3.50× 3.50 12.25 603.45
東壁北東

隅寄 り
石 組

隅長 I N83° E 中 2 5.20× 5。 95 30.94 603.60 東壁中央 N83° E
3.23

3.24～ 3.35
P2

隅方 N89° E 中 2 4.45× 4.10 18.25 603.80

東壁中央

やや

北寄 り

石 組

隅長 I N92° E 大 1 4.50× 4.95 22.28 603.90

東壁北東

隅寄 り

東壁中央

石 組 N90°E
N89° E

0.60

0.60

水平

10°

0.30

0.20
カマ ド作 り替え +

?× ? 603.45
北壁

南西隅

石 組
N2° E

J
隅長 I N87° E 大 1 5.65× 4.95 27.97 603.65

東壁

北東隅

隅長 H N90° E 中 1 2.35× 3.85 0.35 603.25
東壁

北寄 り
硼
？

N82° E

J
隅方 大 1 4。 95× 4.65 23.02 603.35

東壁

北東隅 ?

1

N90° E 4.15× ? 603.65
東壁南東

隅寄 り
N90° E 寸

隅方 N90° E 大 1 4.75× 4.85 23.04 603.40 北東隅 石 組 季P]J ‖



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ雛

の、把

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構築

壁への堀込 煙 道 煙道

高 さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主 軸
長 さ

傾 き

部
区

南
Ｂ 隅方 N91° E 大 1 4。 80× 4.60 22。 08 603.35 北東隅 石 組 N58° E

N98° E 大 1 4.60× 4.50 20。 70 603.15
東壁

北東隅
N85° E

N98° E 中 2 4.35× 4.35 18.92 603.05 東壁中央 丸 1/2

N97° W ?× 3.10 603.25
西壁南西

「呂
わずか

隅長 H N6° E 中 1 3.40× 4.15 14。 11 603.20
北壁

北東隅
N0

隅長 I N78° E 中 1 4。 70× 4。 15 603.60

(N77° E) ?× ? 603.55 大音5分攪舌L

2
S

3

隅長 H N100°W l 3.05× 3.65 11.13 603.45
西壁中央

南寄 り
N100°W 1

隅 方 N100° E 大 1 5.20× 5。 10 26.52 603.35
東壁北東

隅寄 り
N74° E

隅長 I N90° E 中 1 3.30× 3.75 12.38 603.05 東壁中央 丸 1/2

隅 方 N107°W 大 1 5。 80× 5。 70 33.06 603.20 西壁中央 N105°W
3.12

3.12

Pl
床下 P2

1

隅長 I N96° E 中 2 4.70× 4.20 19.74 603.45
東壁北東

隅寄 り
石 組 丸 わずか N88° E

N84° E 中 2 4.25× 4.70 19。 98 0。 65 603.85 東壁中央 粘 土
丸

？
1/2 N84° E 煙道先にピッ ト

2.38～ 2.42

2.90

隅方 N90° E 中 1 3.80× 3.60 13.68 0.35 603.25

部
区

南
Ｃ 隅長 H N97・ E 大 1 5.50× 4.50 24.75 603.00

東壁

北東隅
N82° E 水 平

隅方 N70° E 大 1 6。 00× 6.15 36.90 602.10

東壁中央

やや

北寄 り

N68° E
3.22～ 3.46

3.76

隅長 H N84° E 大 1 5.75× 4。 70 27.03 0.35 602.90

東壁中央

やや

北寄 り

丸 わずか

隅 方 N83° E 大 1 6。 10× 5。 95 36.30 0。 55 602.60 東壁中央 石 組
3.18

3.12

隅長 II N88° E 大 1 5.10× 4.35 22.19 602.85
東壁

北東隅

N88° E ?× ? 602.95 北東隅 石 組 N59° E 水 平

隅長 I N93° E 大 1 4.65× 4.15 19。 30 602.90
東壁

北東隅
N90° E

隅方 Nl13°E 中 2 4。 35× 4。 05 17.62 602.80 北東隅 N77° E

N99° E ?× 4.85 602.75
東壁

北東隅
N94° E

N98° E 2.80× ? 0.35 603.10

3.20× ? 東壁中央

部
区

北
Ｅ 隅方 N86° E 中 1 3.35× 3.55 11.89 601.60 丸 1/2



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ

規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大 きさ 主軸
長 さ

傾 き

部
区

北
Ｅ

隅長 I N85° E l 3.05× 2.80 601.60

N80° E 中 1 3。 35× 3.60 12.06 601.65
東壁

北東隅
石組

隅長 H 中 1 4.35× 3.00 13.05 601.70

?× ? 601.60 東壁中央 丸 2/3

N94° E 2.65× ? 601.55 丸 1/1

隅長 H N57° E 中 2 4.90× 4.15 20.34 0.25 601.45

?× ? 601.70

N81° E 3.75× ? 601.20

部
区

北
Ｄ 隅長 I N75° E 大 1 6.50× 5.90 602.20 東壁中央 粘 土 丸 わずか N75° E

3。 35～ 4.12

3.87

隅 方 N79° E 大 1 6.50× 6.30 40.95 602.15 粘 土
2.88～ 3.08

3.26～ 3.48

隅長 I N78°E 大 1 6.42× 6.75 43。 34 0.35 601.05
N87° E
N75° E

1.85

1.60

10

10

0.20

0.15
カマ ド作 り替え

4.04

3.62

Pl
周溝

隅長 H N95° E 中 1 3.55× 4.75 16.86 601.95 P2 1

隅方 N85° E 2.75× 2。 65 7.29 601.55

隅長 I N80°W 2.95× 2。 65 7.82 601.50 西壁中央 硼
？

N80° W 0.65
2.11～ 2.34

2。 02～ 2。 06

部
区

北
Ｅ

N97° E 4.42× ? 601。 05 1

隅方 N108° E 中 1 5。 05× 5.10 25.76 601.75 東壁中央 粘 土 N108° E
2.38～ 2.42

2.55～ 2.62
テラス

1

8

N84°W 中 2 4.25× 4.50 19.13 601.95 西壁中央 硼
？

隅長 H N l10° W j
3。 45× 4。 40 15.18 601.85 丸 1/1

隅方 N91° E 中 1 3.65× 3.65 13.32 602.00 東壁 ? 81

隅長 H N93° E 中 1 3.10× 3.90 12.09 601.95

N96° E l 2.55× 3.20 600.95

東壁中央
から

北隅寄 り

石 組 丸 わずか

部
区

北
Ｄ

N85° E 中 2 3。 95× 5。 05 19.95 602.35
北壁北西隅寄

東壁北隅寄り石 組

方

丸

1/2
わずか

N12°W 0。 75 15° 0.20

1

Nl° E ?× ? 北壁 ? Nl° E 0.55

隅方 N87・ E 中 2 5。 00× 4。 95 24.75 602.35 東壁中央
は
？

丸 わずか
2.98～ 3.28

2.55
21

Nl12° E 3.75× 3.85 14.44 602.40 西壁中央 粘 土 Nl13 水 平 煙出しピッ ト
2.64～ 2.72

3.05～ 3.14
11

隅長 H N66° E 大 1 5.95× 6.65 39.57 602。 20 東壁中央 N66° E 21



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ

規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

傾 き

部
区

北
Ｄ

隅 方 N109°W J 2.50× 2.75 6.88 602.55

西壁中央

やや

南寄 り

丸 わずか

Nl10°W 中 2 5.45× 5.55 30。 25 602.15 西壁中央 石 組 Nl10°W
2.96～ 3.18

3.30～ 3.33

N82° E J 3.15× 2.95 602.25

東壁中央

やや

北寄 り

東佃l張 り出

し

N74° E ?× 7.10 1

隅 方 N68° E 中 1 4.25× 4.45 18.91 602.10 東壁中央 粘 土 N68° E
2.28～ 2.33

2.33～ 2.42
1

N75° E l 3.55× 3.65 12.96 0.45 602.25 方 3/4 N75° E 周 溝

N75° E 中 2 5。 15× 4.95 25.49 602.70 丸 1/2
2.62～ 2.76

2.41～ 2.50

N69° E 中 2 4.70× 5.05 23.74 602.00 粘 土 丸 1/2 N69° E
2.35～ 2.42

2.34～ 2.65

隅長 H N75° E 超 8.30× 6.95 57.69 602.00 石 組 N72° E 2.35 0.25
4.14

3.50

部
区

北
Ｅ

隅方 N15° E 中 2 4.35× 4.60 20。 01 601.75
北壁

北西隅

石 組
丸 わずか

NO° 中 1 3.60× 3.45 12.42 601.55 北壁中央 N2° E 0。 20

N92° E 大 1 5.05× 5.50 27.78 601.60 東壁中央 石 組 N92° E
4+
12

2.78～ 2.97

3.15～ 3.32

N82・ E ?× 3.95 601.90
東壁

北東隅
石 組

隅長 H N79° E 中 2 3.58× 4.30 15.39 602.30

東壁中央

やや

南寄 り

丸 わずか

F呂 方 N85° E 中 1 3.85× 3.75 14.44 601.95

東壁中央

やや

南寄 り

丸 2/3 N90°E

N93° E 中 2 4.60× 4.35 20。 01 601.60

東壁中央

やや

北寄 り

N93° E

隅長Ⅱ N98° E 中 1 4.25× 5。 00 21.25 601。 85 東壁中央 1

隅 方 N95° E l 2.65× 2.75 601.75
石 組

丸 1/3 N95° E

N83° E ?× 4.65 601.80

N80° E ?× ? 601.35 周溝 ?

N100°W 3.90× ? 0.35 601.65 西壁中央 石 組 丸 わずか

N95° E ?× 5。 95 601.75 東壁
石組

か
N92° E 礎石 あ り

?× ? 0.25 601.65
床の一部の

み調査

N90° E ?× 2.40 601.65

F呂 方 N96° E 2.85× 2.95 601.65 東壁中央 石 組

1

隅長 H N90° E 中 1 3.75× 3.25 12.19 601.85 北壁 ? 71



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時
期

図
版
ＮＱ

規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高 さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主 軸
長 さ

傾 き

部
区

北
Ｅ

N80° E ?× 3.25 601.90

隅方 N13° W l 3。 05× 3.00 601.90

北壁中央

やや

北寄 り

粘 土 丸 1/3

N62° E l 2.95× 3.15 601.85

東壁中央

やや

北寄 り

丸 1/1

N80° E 中 1 3.40× 3.60 12.24 601.80
東壁中央

北壁中央

石 組 N82° E 0。 40 15° 0.20

N90° E 中 2 3.85× 4.20 16.17 0。 25 601.90 東壁中央 石 組 丸 わずか
カマ ド両脇

に補助柱穴

N96°W 中 2 4.05× 3.90 15.80 601.95
西壁南西

隅寄 り
方 2/3 N91°W

N92° E 中 1 3.15× 3.25 10.24 601.75 東壁中央 石 組 丸 わずか

径4.00 601.95

隅 方 N80° E 中 1 3.60× 3.75 13.50 601.85 東壁中央 石 組 丸 わずか

N92° E 中 1 4.05× 4.00 16.20 601.75 東壁中央
丸

，

N85° E ?× 3.55 601.70 N85° E

隅方 N87・ E 中 1 4.65× 4.55 601.65 方 4/5

隅長 H N87° E 中 1 3。 05× 3.70 11.29 601。 85 石 組 丸 わずか

隅 方 N81° E 大 1 5.00× 5.05 25.25 601.25
東壁

北東隅
テラス

隅長 H N82° E 大 1 5.50× 4.60 25.30 0.35 602.15 石 組 N79° E

隅方 N88°W 2.85× 3.05 602.20 西壁中央 丸 2/3

N84° W 中 1 2.75× 2.65 602.60

西壁中央

やや

北寄 り

隅長 H N86°W 中 1 3.65× 4.35 15。 88 601.90

西壁中央

やや

北寄 り

石 組 丸 わずか

N80° W 中 1 3.20× 3.75 12.00 601.90 西壁中央 方 1/2 N83° E

隅 方 N0 中 1 3.45× 3.70 12.77 602.05

北壁中央

やや

東寄 り

石 組 丸 わずか

N75° E l 3.20× 3.25 10.40 601.95 東壁中央 方 1/1 N75° E 1

N90° W 中 2 4.85× 4.65 22.55 601.75 西壁中央 N90°W 0.25
2.55～ 2.90

2.62

隅長 H N73° E 中 1 3.00× 3.55 10。 65 601。 70

東壁中央

やや

南寄 り

隅長 I N90° E 中 2 4.35× 4.95 21.53 601.75 丸 わずか N90° E 0.35 水 平

隅 方 N80° E 2.40× 2.20 5.28 601.90

隅長 I N88° W 中 1 4。 30× 3.95 16。 99 602。 00 西壁中央 石 組 N84°W



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ

規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主 軸
長 さ

傾 き

部
区

北
Ｅ

隅方 N82° E 大 1 5.45× 5.60 30.52 601.65

東壁中央

やや

南寄 り

粘 土 N82° E 0.25 煙道先にピッ ト
3.00～ 3.47

2.55～ 2.74
7

N96¬ r ?× ? 601.95 西壁 丸 1/1

隅 方 N87qw 大 2 7.00× 6.50 45.50 601.65 西壁中央 粘 土 N87°W 3.40

2.96～ 3.06

N78° W 3.75× ? 601.85

隅方 N102°W 中 1 3.35× 3.55 11.89 601.50 西壁中央 方 2/3
2.54～ 2.68

2.83～ 2.82

隅長 I N90° E 4。 05× 3.65 602.05 東壁中央 粘 土 N90° E 水 平

N97° W ?× 3.75 601.75 西壁中央 周 溝

隅長 I N90° E 中 2 4.05× 4.60 18.63 601.50 東壁中央 硼
？

丸 1/2 N82° E
テ

Ｐ

N87° E ?× ? 601.75 東壁中央 丸 1/3 周溝

P2
1

N85° E 2.95× ? 601.45

隅方 N100°W 中 1 4.75× 4.65 22。 09 601.50 西壁中央
2.38～ 2.46

2.16～ 2.24

周溝

P8

N81° E 4.10× ? 0。 25 601.50 東壁中央
石 組

3.45× ? 601.55

N100°W 3。 95× ? 601.85
西壁中

央 ?

粘 土
丸 1/3

?× ? 601.70 西壁 カマ ドのみ

隅長 I N79° E 中 1 3.90× 3.45 13.46 601.85 東壁中央 石 組

N87° E 3.65× ? 601.60

N98° E ?× 3.45 601.80

隅長 I N84° E 中 2 5.00× 5.55 27.75 601.65 東壁中央 粘 土 N75° E
2.69～ 2.73

2.47～ 2.86

N85° E 中 2 5。 20× 5。 80 30.16 601。 70
2.50～ 2.53

2.75

(隅方 ) N83・ E 中 2 (4.20)× 4。 05 (17.01) 601.55 N95° E

N80° E ?× 6.75 601.50

N88° E ?× ? 601。 55

部
区

北
Ｄ

隅長 I N105° W l 3.75× 4.20 15。 75 602.50 西壁中央 硼
？

N108°W 0。 75 水 平

| ‖
隅方 N68° E 中 1 4.45× 4.65 20。 69 602.40 東壁中央 粘 土 N68° E

2.23～ 2.40

2.58～ 2.62
31

N78° E 3.65× (3.95) (14。 42) 602.40 石 組 N78・ E 0.75

344



位 置

平
面
形

主
軸
方
向

規 模 ド 諸施設

時

期

図
版
ＮＱ規模

類型

主軸×直交軸 床面積 深 さ 床標高
位 置 構 築

壁への堀込 煙 道 煙道

高さ
その他 柱 穴

柱間

間隔 その他

形 大きさ 主軸
長 さ

イ頃き

部
区

北
Ｄ

隅長 I N65° E 大 2 6.45× 7.20 46.44 602.45 東壁中央 粘 土 N75° E
3.54～ 3.74

3.88～ 4。 08
周溝

N74° E 中 2 4.75× 5.45 25.89 0.65 602.00 N69° E
2.48～ 2.62

2.48～ 2.63

隅長 H N l17° W 中 1 4。 80× 3.95 18.96 602.40 西壁中央 丸 わずか
3.46～ 3.58

2.78～ 2.84

隅方 N68° E J 3.75× 3,75 14.06 602.35 東壁中央 丸 1/2

隅長 H N89° E 3.30× 2.50 602.55 な し

中
世
１

隅長 H Nl° W 8.75× 4.80 42.00 な し あ り

中
世
１

隅長 H N8qw 5.10× 2.80 14.28 な し

中
世
１

「呂方 N l17° W l 3.00× 2.90 602.30

N68° E 4.45× ? 602.40 東壁中央 粘 土 N68° E 0。 75

N79° E 2.48× ? 602.45 丸 3/4

N40° E 3.00× 2.65 601.95 な し

隅方 N58° E 中 1 4.20× 4.60 19.32 602.15 東壁中央 粘 土 N58° E
2.58～ 2。 42

2.38～ 2.58

N5° W ?× 3.00

中
世
１

(隅方 ) 中 1 (4.00)× (3・ 80) 0.25 601。 77
北壁

北東隅



付表 2 古代掘立柱建物址一覧表 ( )=推定

位 置 棟方向

規 模 柱 間 間 隔 柱穴掘 り方 備 考
版

Ｑ

図

Ｎ桁行 ×梁行

(間 ×間 )

行
＜ｍ

桁 行

＜ｍ
．

梁 面   積

(m)

桁  行

(m)

梁  行

(m)
形

規  模

(m)
付属施設 。遺物 など

南部A区 N2° E 5.27 3.55 1.68～ 1.73 方 0.58～ 1.02

N83°E 24.22 1.74～ 1.88 2.24～ 2 方 0.55～ 0。 89

N6° W 3.55 17.68 1.49～ 1 1.82～ 1.84 方 0.72～ 0.92

N6°W 5.36 1.56～ 1.72 方 0.53～ 0.98

Nl°W 円 0.57～ 0.66 規模不明

N10°E 21.62 2.14～ 2.23 2.22～ 2.28 方 0.52～ 0.68

N97°E 26,72 1.66～ 1.72 1.65～ 1.82 方 0.52～ 0。 76 南面廂

NO° 方 0.53～ 0.63 規模不明

N90°E 14.13 1.73～ 1.96 2.35～ 2.50 方 0.53～ 0.86 北面廂

NO° 3× 2? 17.32 1.68～ 1.82 方 0.55～ 0。 68

N85°W 22.43 1.72～ 1.78 2.14～ 2.23 方 0.45～ 0.68

NO° 1.34～ 1.77 1.58～ 1.73 方 0.42～ 0.75

N15°E 方 0。 63～ 0。 72 規模不明

南部 B区 N2° W 3× 4 39.48 2.34～ 2.50 1.28～ 1.47 円 0。 40～ 0.51

N10°W 23.18 1.38～ 1.52 1.78～ 1.96 円 0.45～ 0.68 東面廂

N80°E 2× 2 7.79 1.53～ 1.58 1.20～ 1.28 方 0.50～ 0.68 総 柱

N10°E 3× 2 23.36 1.73γ 2.16 1.90～ 2.02 円 0.42～ 0.82

南部 C区 N33°W 円 0.68～ 0.84 規模・棟方 向不明

N8°W 3× 2 18.31 1.48～ 1.72 1.56～ 2.04 方 0.52～ 1.02 南面廂

N8°W 2× 2 16.56 1.98～ 2.06 1.96～ 2.08 円 0.58～ 0.62

N19°W 24。 46 1.81～ 1.94 2.20～ 2.27 円 0。 43～ 0。 60

N27°W 1.78～ 1.88 1.48～ 1.95 円 0.42～ 0。 72

N12°W 14.28 1.78～ 1.88 1.72～ 1.84 方 0.84～ 1.14

N70°E 3× 1? 13.95 1.35～ 1.60 円 0.50～ 0.81

18.50 1.94～ 2.53 1.82～ 2.00 方 0.68～ 1.00

20。 74 1.92～ 3.21 1.90～ 2.12 円 0.58～ 0.98 総 柱

N27°W 24.64 1.89～ 2.04 2.04～ 2.08 円 0.58～ 0。 71

N13°W 5。 53 20.35 1.85～ 1.93 1.84～ 1.96 円 0.54～ 0。 84

N23°W 1.37～ 1.78 2.04～ 2 円 0。 82～ 0。 98

N6°W 14.98 1.88～ 2.00 円

南部 B区 N82°E 39。 31 1.66～ 2.04 1.84～ 1.88 円 0.58～ 0。 72 西面廂

N4°W 13.38 1.93～ 2.12 1.54～ 1.66 円 0.51～ 0.82

N4°W 22.48 1.78～ 1.80 2.05～ 2 円 0。 48～ 0.61

N37°W 1.46～ 1.51 円 0.54～ 0.73

N5°W 29.48 2.22～ 3.92 2.30～ 2.70 円 0.64～ 1.22

N3° E 1.79～ 2.11 1.74～ 1 円 0。 47～ 0.67

N6°W 18.28 2.06～ 2.42 2.00～ 2.04 方 0.54～ 0。 72

N10°W 24.55 1.38～ 2.12 1.44～ 1.98 円 0。 42～ 0。 64

N3° E 1.50～ 1.63 1.45～ 1.57 円 0.61～ 0

Nl° E 22.73 2.13～ 2 2.08～ 2.42 円 0。 40～ 0.52

N9°W 2× 2 15。 88 1.76～ 2.28 1.77～ 2.18 円 0.28～ 0。 38

N90°E 2.73 3.04～ 3.21 2.48～ 2.73 円 0.66～ 0.92

N7°W 2.55 2.46～ 2.55 1.88～ 2.06 円 0。 44～ 0.61

北部 D区 Nll°W 16。 92 1.84～ 2.35 1.84～ 2.06 円 0.58～ 0.87

522 N12°W 21.74 2.25～ 2.55 2.16～ 2.28 円 0.50～ 0.76

523 N12°W 2.42 円 0.54～ 0.78

N45°E 1.48～ 1.70 1.42～ 1.53 円 0。 47～ 0

525 N16°E 2× 2 3.23 10.05 1.47～ 1 1.42～ 1.68 円 0.67～ 0.82

N74°E 6.52 29.73 2.06～ 2.26 2.22～ 2.28 方 0。 81～ 1.32

527 N58°E 3× 2 1.71～ 1.89 1.66～ 1.88 方 0。 55～ 0.85

528 N25°W 12.96 1.68～ 1.86 円 o.50-0.67 
I
総柱

北部 D区 N2° E 3× 2? 41～ 2.08～ 2.28 方 0.55～ 0.94

N18°W 24.42 1.83～ 1.98 1.96～ 2.20 方 円 0。 36～ 0.83

346



位 置 棟方向

規 模 柱 間 間隔 柱穴掘 り方 備 考
版

Ｑ

図

Ｎ桁行 ×梁行

(間 ×間 )

桁  行

(m)

梁  行

(m)

面  積

(m)

桁  行

(m)

梁  行

(m)
形

規  模

(m)
付属施設 。遺物 など

N14°W 11.74 1.57～ 2.18 1.54～ 1.56 円 0.45～ 0

533 N22°W 1.75～ 2.00 2.00～ 2.17 方円 0.57～ 0。 72

N12°W 17.72 1.96～ 2.28 1.96～ 2.03 円 0.68～ 0.91 総 柱

535 N78°E 10,79 1.54～ 1.67 1.58～ 1.62 円方 0.53～ 0。 71

N19°W 20.43 2.08～ 2.28 2.08～ 2.48 円 0.47～ 0.56 棟方向不明

N87°W 2.65 円 0。 33～ 0.46

N22°W 44。 32 1.98～ 2.22 1.68～ 1.80 方 0。 68～ 0。 95 南面廂

N23°W 23.55 1.72～ 2.08 1.96～ 2.24 円 0.66～ 0.82

N15°W 3× 3 34.85 1.63～ 2.11 1.74～ 2.08 円 0。 47～ 0.68

N24°W 13.74 2.00～ 2.65 円 0。 36～ 0.52

N15°W 3× 2 28.76 2.26 1.94～ 2.14 方 0。 36～ 1.05

N19°W 2× 2 20.91 2.48～ 2.76 1.78～ 2.06 円 0.34～ 0.38

N83°E 1.55～ 1.96 1.88～ 2.08 円 0。 48～ 0。 82

N85°W 19.58 2.14～ 2.45 2.00～ 2.05 円 0。 48～ 0。 76 総 柱

N75°E 7.62～ 35.66～ 1.85～ 1.88 1.42～ 1.68 方 0.76～ 1.02

N18°W 31.06 1.68～ 2.54 1.64～ 1.84 方 0.80～ 1.02

N27°W 38.67 1.38～ 3.16 1.92～ 2.04 円 0.58～ 0.94

Nll°W 22.25 1.72～ 2.00 1.86～ 2.00 方 0.52～ 0.91

N19°W 33.01 2.04～ 2.92 2.06～ 2.62 円方 0.46～ 0。 78

552 北部 E区 N13°W 30。 79 1.88～ 2.25 方 0.71～ 0.86

553 N13°W 26.47 2.12 方 0.48～ 0.54

N13°W 方 0.42～ 0.46

555 N90°E 3× 2 1.83～ 2.12 1.97～ 2.04 円 0.22～ 0.45

N13°W 1.73～ 2.42 1.82～ 1.84 円方 0.84～ 1.32

北部 D区 N23°W 3× 2 22.96 2.27～ 3.48 1.88～ 2.12 円 0.64～ 0.88

N70°E 2.15 1.04～ 1.38 方 円 0.47～ 0.79

N8°W 2.32 0.96～ 1.47 2.32 方円 0.46～ 0。 95

N16°W 50.30 1.46～ 2.44 1.56～ 1.70 方 0。 92～ 1.26 西面廂

N28°W 2× 2 10.50 1.60～ 1.62 1.60～ 1.62 方 0.72～ 0。 84

N23°W 1.56～ 1.64 1.34～ 1.50 方 0。 84～ 0。 86

563 N28°W 1× 1? 2.12 円 0.58～ 0。 78

N12°W 3× ? 1.54～ 1.84 円 0.68～ 0.76

N64°E 1.50～ 2.42 1.68～ 1.90 方円 0.44～ 0.88

N24°W 5。 12 31.54 1.46～ 1.72 1.44～ 1.54 方 0.66～ 0.86 西面廂

567 N22°W 23.35 1.56～ 2.30 1.20～ 1.66 方 0.64～ 0。 94

N68°E 2× 1～ 1。 90～ 2.00～ 2 1.26～ 1.90 円 0.51～ 0.56

N25°W 2× 2か 4。 22～ ? 3.48～ ? 14.69～ 2.08～ 2.12 1.58～ 1.90 方 0。 48～ 0.67

N25'W 5.85 1.12～ 1.32 円 0.54～ 0.63

573 N65°E 1.20～ 1.36 円 0.56～ 0。 66

N24°W 30.07 1.50～ 1.84 1.42～ 1.68 円 0。 76～ 0.84

575 N24°W 29.48 1.20～ 1.88 1.54～ 1.62 円 0.70～ 0。 96

576 N20°W 28.37 1.40～ 1.68 1.31～ 1.54 方 円 0.66～ 0.94

577 N68°E 2.72 7.26 1.26～ 1.48 方 0.55～ 0.96

N18°W 3?× 2 13.29 1.56～ 2.12 1.02～ 1 方 0.56～ 0.94

N73°E 4× 2? 1.51～ 1.78 方 0.66～ 1.02

北部 E区 NO° 円 0.52～ 0.75

北部 D区 N87°W 2× ? 1.60～ 1.76 円 棟方向不明

N72°E 1× ? 1.20～ 円 0.72

583 N8°E 2?× ? 3.54? 1.60～ 1.94 方 0.34～ 0。 54

N9°W 3× 2? 21.90 1.26～ 2.06 円 0。 38～ 0.74

N73°E 24。 44 2.14～ 2 1.40～ 2.26 円 0.32～ 0。 71 南面廂
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付表 3  中世掘立柱建物址一覧表 ( )=推定

位 置 類  型 棟方向

規 模 柱間  間隔 柱穴掘 り方 備 考

版

Ｑ

図

Ｎ梁間×桁行

(間 ×間 )

梁 方 向 ×桁 方 向

(m)

面  積

(m)

桁  行

(m)

梁  行

(m)
形

規  模

(m)
付属施設 。遺物など

南 HA3 N6°W 2.72 2.66～ 2.72 1。 49～ 1 円 0。 25～ 0.36

Nll°W 37.66 1.88～ 2.08 2。 12～ 2.28 方 0。 18～ 0.22 内耳土器

N8° E 2× 3～ ? 7.12?～ 2.40～ 2.58 1.78～ 2.64 方 0.16～ 0。 32

N3° E 2× 3～ ? 48～ 方 0.15～ 0.34

HA3 N3° E 11.71 2.48～ 2.56 方 0。 18～ 0。 22

Nll°W ?× 3～ 7.08～ ? 2.24～ 2.51 方 0.22～ 0。 28

N10°W 1～ ×1～ 1.98～ 2.24～ 円 0.32～ 0.39

NO° 1?× 2～ 4.11～ 1.96～ 2.08 方 0。 17～ 0.23

H B3 N10°W 1× 3～ 1.21～ 2.43 方 0。 18～ 0。 24

N8°W 2× 4.5 45。 69 2.34～ 2.40 1.88～ 2.27 方 0。 22～ 0.33 内耳土器

HA3 N85°E 10.90 2.02～ 2.23 2.38～ 2.51 方 0.17～ 0.27
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付表 5 文字関係資料一覧表 (墨書土器 0刻書土器 )

整理
番号

出土遺構 土器番号 種 類 器 種 菩6位 書き方 内・外 文 字 層位
遺存状態 (%)

口縁  底
備 考

SB 37 32 須 恵 器 蓋 内 □ 覆 生 カ

SB 杯 B IV 底 外 □

SB 142 黒色土器A 杯 AH 体 逆 位 メ 床

SB 162 須 恵 器 杯  A 正 位 □ 覆 島・高カ

SB 164 黒色土器A 杯AH 不  明 □ 30

SB 須 恵 器 杯 B IV 底 浄濱 ピット 100

17 浄濱 床 100

SB 184 土 師 器 杯  C 浄濱 100

SB 須 恵 器 杯 B IV 浄濱 覆 100

SB 222 灰 釉 陶 器 椀 , 床 100 解釈不能

SB 501 黒色土器A 椀 リア カマ ド 100

12 SB 507 杯AH 体 逆 位 ノイ
ア

床

ノキ
ア 床 100

杯  A □

椀 底 □ ピット 100

SB 509 杯 AⅡ 体 逆 位 ノ|″ 覆 100

底 □ 床 100

杯  A 体 不  明 □ 覆

□

□

□ 床

22 椀 底 □ ノタまたは月か

23 □ 覆

24 須 恵 器 杯  A 体 右 横 ノタ 床 100

25 SB 528 黒色土器A 杯 AⅡ □ 覆 義 カ

26 SB 555 土 師 器 一δ ピット

27 左 横 一δ 30

28 黒色土器A 正 位 一乙 床 85 100

29 椀 一δ 100

30 不  明 □ 覆 図示不能

SB 黒色土器A た
椀

ま杯
は

体 右 横 外 一δ ピット

32
一δ 覆

33 不  明 一δ

34 □ 床

35 須 恵 器 杯  A □ 覆

SB 558 黒色土器A 杯 AⅡ 右 横 一δ

37 SB 不 明 □

一δ

杯また
は 椀

□

軟質須恵器 杯  A □ δ カ

SB 黒色土器A 杯AH 左 横 家 カマ ド 65    100



整理
番号

出土遺構 土器番号 種 類 器 種 音6位 書き方 内・外 文 字 層位
遺存状態 (%)

口縁  底
備 考

42 SB 564 ・π 覆

須 恵 器 杯  A 底 』π カマ ド 25

SB 565 黒色土器A 杯 AH □ ピット

SB 土 師 器 体 正 位 万 覆

SB 595 右 横 一δ 床 24

SB 598 黒色土器A 杯AI 左 横 真 □ カマ ド 菊または園カ

NR  4 杯 AⅡ 不  明 嬰 覆

杯  A 正 位 □ 2字

不  明 □ 100

遺 構 外 須 恵 器 底 □ 18 35 糸区カ

黒色土器A 椀 □ 50 県 カ

体 不  明 □ ノイカ

SB 576 杯また
は 椀

逆位か 零 覆 刻書

付表 6 文字関係資料一覧表 (陶硯・転用硯 )

版
号

図
番 出土遺構 遺物番号 種 類 器 種 転用部位 調整痕 層位

‰
底

能
〔

状
縁

存

口

壼退 備 考

SB  80 陶 硯 円面硯 覆 わずか

SB  86

SB 100 透かし有

遺構外

SB 灰 釉 陶 器 皿 B 底 部 内 な  し 覆 朱付着

SB  14 椀 底 部 外

62 SB  46 皿 B 底 部 内 床 朱付着鮮明

SB  68 須 恵 器 甕 体  部  内 あ  り

64 SB 145 灰 釉 陶 器 椀 底 部 外 な  し

皿 B 底 部 内 外 カマ ド 45 朱 と墨付着

66 SB 椀 底 部 内 ピット 朱付着

SB 173 皿 B 床 45 100

SB 底 部 内 外 75

SB 194 椀 底 部 内 あ   り 覆

SB 皿 B 底 部 外 な  し ピット 朱付着

SB 224 須 恵 器 蓋 内 覆 100     100 朱付着

SB 529 灰 釉 陶 器 椀 底 部 内 90

SB 551 須 恵 器 蓋 内 カマ ド

SB 555 灰 釉 陶 器 椀 底 部 外 あ  り 床

75 覆

35

77 SB 582 底 部 内 床

SK 744 底 部 外

遺構外 皿 B 底 部 内 な  し 朱付着

NR 須 恵 器 甕 体  部  内 あ  り
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付表 7  鉄製品・鉄滓遺構別出土数―覧表 *鉄滓は重量 (g)、 他は個体数で表わす

遺 構 時 期 鎌

刀

　

子
釘 鏃

金
　
具

紡
錘
車

棒 状 板 状 鉄
　
滓

その他・備考 図番号方
形

円
形

長
方

不
明

鍛
造

鋳
造

素
材

不

明

SBl 古代14 環状 1
16・ 39040082・

SB2 14 鉄滓 5、 苧引鉄 1
15041-43050・ 60・

67099

SB4 鉄滓3 44

SB6 230 鉄滓3

SB7 塊状 1

SB8 鉄滓 1

SB10

SB14 鋏 1

SB15 鉄滓 1

SB20 345 鉄滓2 103

SB23

SB26 80

SB27 釘 ?1、 鉄滓 1 52 105

SB28 鉄滓 1

SB30

SB31 鉄滓2

SB36 管状 1、 鉄滓1

SB37 塊状 1

SB39

SB42

SB44 58・ 59

SB49 鉄滓 1

SB50

SB52

SB55 101

SB63 鉄滓 1

SB66

SB68 鉄滓 1

SB71 鉄滓2

SB73 鉄滓 1

SB74 不明1

SB75

SB76 鉄滓 1

SB77 126

SB78 鉄滓 1 12045061

SB80 斧10鉄滓1

SB84 280 鉄滓2

SB86 485 鉄滓5

SB90 820 鉄滓1

SB91

SB92 32・ 33

SB93

SB94 鉄滓 1



遺 構 時 期 鎌

刀

　

子
釘 鏃

金
　
具

紡
錘
車

棒 状 板 状 鉄
　
滓

その他・備考 図番号方

形
円
形

長
方

不

明
鍛
造

鋳
造

素
材

不

明

SB97 古代 13 175 鉄滓2

SB98

SB100 18 環状 1、 鉄滓 1

SB101 65 鉄滓1 90

SB102

SBl13 鉄滓1

SBl16 7・ 26

SBl17 鈍 1、 鉄滓1

SBl19 280 鉄滓4

SB120 不明1

SB121 375 鉄滓4

SB123

SB126 鉄滓1

SB127

SB129

SB130

SB131

SB136 鉄滓1 63-65

SB138

SB141 鉄滓1

SB142

SB143 鉄片 1、 鉄滓5 36

SB144 94

SB145 整 1 69

SB146 15 管状1

SB147

SB148

SB150 鉄滓1

SB151 420 鉄滓2

SB153 130 鉄滓3 48・ 84

SB155

SB163

SB164 56

SB165 185 鉄滓1

SB168 160 鉄滓3 37 92

SB170 鋤鍬先1、 鉄滓1

SB171

SB172 鉄滓2

SB173

SB174 鉄滓 1

SB175 1230 不明1、 鉄滓5

SB176 71

SB178 鉄滓 1
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遺 構 時 期 鎌

刀
　
子

釘 鏃

金
　
具

紡
錘
車

棒 状 板 状 鉄
　
滓

その他・備考 図番号方
形

円
形

長
方

不

明
鍛
造

鋳
造

素
材

不
明

SB179 鉄滓1

SB181 鉄滓1

SB183

SB184 740 鉄滓1

SB185 12

SB186 539 鉄滓2

SB187 100 鉄滓1

SB192

SB194 不明、鉄滓1

SB195 鉄滓1

SB196 270 不明1、 鉄滓1

SB197 135 鉄滓1

SB198 鉄滓1

SB199 不明1

SB201 鉄片1

SB205 200 鉄滓1

SB210 鋏1?

SB213 530 鉄滓3

SB215

SB220 容器1 620220

SB221 435 鉄滓2

SB222 鉄片 1、 鉄滓2 100

SB224

SB501 540 鉄滓1

SB505 80 鉄滓1

SB506

SB507 95 鉄滓1

SB509 鉄滓6

SB521 鉄滓1

SB523 塊状 1

SB528 斧 1 66 76 77

SB529

SB530 72

SB534 140 鉄滓1

SB535 鉄滓2

SB537
塊状 1、 不 明 1、 鉄滓
5

SB540 50 鉄滓1

SB541

SB542

SB546

SB547 鋤鍬先1

SB550

SB551 19022



遺 構 時 期 鎌

刀
　
子

釘 鏃

金
　
具

紡
錘
車

棒 状 板 状 鉄
　
滓

その他・備考 図番号方
形

円
形

長

方
不

明
鍛
造

鋳
造

素
材

不

明

SB553 60 鉄滓1

SB554 30 鉄滓1

SB555 105 鉄滓1

SB556 鉄滓 1

SB557

SB558

SB559

SB560

SB561

SB565 鉄滓1

SB573

SB574 鉄滓2

SB577 鉄滓1 89

SB578

SB579 75 鉄片、鉄滓1 78

SB580 25075

SB582 鉄滓2 29

SB583 55 鉄滓3

SB586 65 鈍1、 鉄滓1 49091

SB589 鉄滓1

SB591 104

SB592

SB597 塊状 1、 鉄滓 1

SB598 苧引鉄 1、 鉄滓3

SB605 環状 1 57・ 97

SB606 175 鉄滓1

SB610 鉄滓1

SB611 鉄滓 1

SB616

SB623

SB624

SB625

SB626

SB634

SB637 20・ 55

SK56 不  明

SK231 不  明

SK348

SK1074 1～ 3

SK1361

SK535

ST538

SB631 中 世 盤lt鋏 1、 鉄滓1 124 ・ 128
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遺 構 時 期 鎌

刀
　
子

釘 鏃

金
　
具

紡
錘
車

棒 状 板 状 鉄
　
滓

その他・備考 図番号方
形

円
形

長
方

不

明
鍛
造

鋳
造

素
材

不

明

SB639 中 世 金吏1 1230127

SD7 中世 2 鉄滓 1

SD31 中世 2 鉄滓 1

SD34 中世 2

SD525 中 世 425 鉄滓3

SK17 中世 2 鉄滓1

SK1256 中 世

SL 近 世 鉄片2 129^V133

遺構外

隧鉄 ?1、 鋤鍬先 1、

鉄片1、 環状 1、 塊状
1、 不明1、 鉄鉄滓7

20 125

銅製品・銅滓遺構別出土数一覧表

遺構 時期 出土品・数 図番号 遺構 時期 出土品・数 図番号

SB 37 古代 3 環状銅製品1 SB178 古代15 銅滓 1

SB 91 古代11 青銅鏡 1、 銅銑1 SB522 古代 1 金環1

SB 古代14 金同金竜1 117 SB544 古代 2 銀環 1

SB138 古代14 銅滓1 SK176 古代13 青銅鏡1 110

SB143 古代13 板状銅片1 SK200 古代1～ 2 金環1

SB174 古代15 板状銅片1、 銅滓1 119・  120
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付表 8 石製品一覧表

NQ 器種 遺 構 時  期 石 材 備 考 番号

管 玉 SB 30 古代 碧 玉 28

砥 石 SB 3 古代13期 砂 岩 I類

砥 石 SB 12 古代 4期 砂 岩 I類

祗 石 SB 12 古代 4期 砂 岩 I類

祗 石 SB 20 古代 5期 凝灰岩 Ⅱ類

祗 石 SB 23 古代13期 砂 岩 I類 角柱状

祗 石 SB 26 古代13期 砂 岩 I類

祗 石 SB 27 古代15期 凝灰岩 Ⅱ類

祗 石 SB 27 古代15期 凝灰岩 Ⅱ類

祗 石 SB 37 古代 3期 凝灰岩 H類 角柱状

祗 石 SB 37 古代 3期 凝灰岩 Ⅱ類 角柱状

祗 石 SB 37 古代 3期 凝灰岩 Ⅱ類 角柱状

祗 石 SB 56 古代 3期 砂 岩 I類 板状

祗 石 SB 57 古代 2期 凝灰岩 H類 角柱状 21

砥 石 SB 64 古代 3期 砂 岩 I類

祗 石 SB 68 古代 2期 砂 岩 I類 角柱状

砥 石 SB 69 古代13期 砂 岩 I類

砥 石 SB 74 古代 4期 凝灰岩 Ⅱ類

砥 石 SB 86 古代 5期 砂 岩 I類

砥 石 SB 86 古代 5期 砂 岩 I類

祗 石 SB 90 古代13期 凝灰岩 H類

砥 石 SB 91 古代11期 凝灰岩 Ⅱ類

砥 石 S Bl14 古代 5期 凝灰岩 H類 角柱状

砥 石 S B126 古代13期 凝灰岩 H類 24

砥 石 S B136 古代15期 凝灰岩 Ⅱ類 角柱状

祗 石 S B136 古代15期 凝灰岩 H類

砥 石 S B143 古代13期 凝灰岩 H類

祗 石 S B143 古代13期 砂 岩 I類 不整形

祗 石 S B153 古代14期 流紋岩 Ⅱ類 角柱状

砥 石 S B178 古代15期 凝灰岩 Ⅱ類 角柱状

砥 石 S B199 古代11期 H類

砥 石 S B199 古代11期 頁 岩 Ⅱ類 ?角柱状

砥 石 S B199 古代11期 砂 岩 I類

祗 石 S B213 古代14期 砂 岩 I類

砥 石 S B214 古代 2期 砂 岩 I類 方 形

砥 石 S B216 古代 3期 砂 岩 I類 板 状 10

祗 石 S B503 古代13期 砂 岩 I類

祗 石 S B537 古代11期 粘板岩 H類 ?角柱状

砥 石 S B540 古代 4期 凝灰岩 Ⅱ類 角柱状

祗 石 S B549 古代 2期 砂 岩 I類 角柱状

砥 石 S B555 古代 8期 凝灰岩 H類 板 状

42 砥 石 S B560 古代 1期 砂 岩 I類
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NQ 器種 遺 構 時  期 石 材 備 考 ,番号

祗 石 S B565 古代 8期 凝灰岩 Ⅱ類

祗 石 S B 568 古代10期 頁 岩 H類 ?角 柱状 22

45 祗 石 S B576 古代 8期 凝灰岩 Ⅱ類

祗 石 S B579 古代10期 砂 岩 I類

祗 石 S B 582 古代 9期 砂 岩 I類

祗 石 S B586 古代 7期 凝灰岩 Ⅱ類

49 祗 石 S B606 古代 8期 砂 岩 I類 角柱状

石 錘 S B 27 古代15期 砂岩・頁岩・チャー ト 占
い

石 錘 SB 54 古代15期 花商岩・砂岩 0硬砂岩・頁岩 0凝灰岩 15′点

52 石 錘 SB 71 古代 5期 砂岩・硬砂岩・頁岩 30′点

53 石 錘 SB 80 古代 4期 砂岩・硬砂岩 占
い

54 石 錘 S B160 古代 1期 砂岩 0硬砂岩・頁岩 24′点

55 石 錘 S B176 古代 1期 砂岩・硬砂岩 17′点

石 錘 S B192 古代12期 砂岩・硬砂岩・頁岩・チャー ト 8点

石 錘 S B620 古代 2期 砂岩・硬砂岩・頁岩 45′点

石 錘 SK 72 古代 砂岩・ヒン岩

石 棒 S B503 古代13期 砂岩

丸 石 SK 72 古代 砂岩

丸 石 SB 80 古代 4期 ヒン岩

磨 石 S B192 古代12期 砂岩

凹  石 S B126 古代13期 27

石  臼 S K371 中世 安山岩 下 臼 34

石  臼 S K371 中世 安山岩 下 臼 35

66 石  臼 S K372 中世 安山岩 上 自

67 茶 自 S K390 中世 砂岩 上 臼 33

茶 臼 S K392 中世 安山岩 下 臼

石 錘 SK 17 中世 砂岩・硬砂岩 17′点 30・ 31

石  錘 S K599 中世 砂岩・頁岩 7点

凹  石 SD 6 中世 ヒン岩
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付表 9 土製品一覧表

NQ 器 種 遺構名 時期 備 考 ( )は破片の重量 図NQ

輔羽 口 SB 2 古代14 炉側先端部

輔羽 口 SB 65 古代 4 炉側先端部 12

輔羽コロ S Bl17 古代13 炉側先端部

輔羽 口 S B122 古代13 炉側先端部

輔:フコロ S B138 古代14 炉側先端部

輔羽 口 S B143 古代13 炉側先端部

輔羽 口 S B170 古代15 炉側先端部

輔羽 口 S B176 古代 1 炉側先端部

輔羽 口 S B196 古代14 炉側先端部

輔羽 口 S B209 古代12 炉側先端部付近

輔羽 口 S B530 古代 1 炉側先端部付近

輔羽 口 S B624 古代 3 炉側先端部

輔羽 口 S B625 古代 3 炉側先端部

輔羽 口 SL l 近 世 炉側先端部

輔羽 口 NR 2 炉側先端部付近

円面硯 NR 2

円面硯 遺構外

円面硯 SB 80 古代 4

土錘 S B129 古代 1 36g

土錘 S B155 古代 1

土錘 S B164 古代 7 12g

土錘 S B202 古代 3 38g

土錘 S B202 古代 3 46g

土錘 S B202 古代 3 62g

土錘 S B537 古代11 (8g)

土 錘 S B542 古代 2 41g

土錘 S B582 古代 9 5g

土錘 S B595 古代 9 須恵器質                154g

粘土塊 S K362

紡錘車 SB 68 古代 2 直径4.2cm 器高3。 lcm           64 g

紡錘車 S B129 古代 1 直径5.6cm 器高3.2cm         (71g)

紡錘車 S B155 古代 1 直径4.2cm 器高2.9cm          (16g)

紡錘車 S B156 古代 1 直径6.7cm 器高4.7cm          257 g

紡錘車 S B 175 古代 4 直径6。 2cm 器高4.Ocm         (147g)

紡錘車 S B176 古代 1 直径6.9cm 器高3.7cm         (117g)

紡錘車 S B176 古代 1 直径5.5cm 器高3.Ocm         (106g)

紡錘車 S B206 古代15 直径6.9cm 器高4.5cm          243 g

紡錘車 S B523 古代 2 (13g)

39 紡錘車 S B524 古代 1 直径7.3cm 器高3.6cm         (166g)

紡錘車 S B542 古代 2 直径5。 7cm 器高3.2cm          (62g)

紡錘車 S B627 古代 2 直径7.4cm 器高3.7cm          175 g



付表10  中世の土器・陶磁器 出土遺構別一覧表

遺  構 中世出土遺物 (所属時期.掲載図版番号.( )内 は破片数 ) 備 考

SB  12 常滑系壺(1) 古代の遺構

SB 内耳鍋(1)、 土師質片口鉢(1)図版187-28

SB 内耳鍋 (1)

SB 内耳鍋 (1)

SB 常滑系甕(1)

SB 565 青磁碗 I類 (1)

SB 630 青磁碗D類(lX土師器皿(1)図版187-25

SB 631

土師器皿 I Al(励  図版186-1、 古瀬戸折縁深皿(1)図版186-2、

常滑系甕Ⅲ類(41 図版186-4、 捏鉢Ⅳ類181-3

青磁碗Dtt121 図版186-5・ 6 0 Ftt151 図版186-8～ 10

01類
(1)・ ほか(1)図版186-7、 青磁皿(1)

白磁Ⅱ類(1)

SB 639 白磁皿Ⅳ類(1)

ST 33 内耳鍋0)

ST  53 内耳鍋 ⅡB類 (48)図版18卜 11・ 12

SD  18 山茶碗ⅥI-3 図版187-30

SD 521 内耳鍋 (1) 古代の遺構

SI) 524 内耳鍋(lX青磁碗 F類(1)図版187-31

SK  17 内耳鍋HBま たはⅡC類 (5)

SK  53 内耳鍋 (1)

SK  58 青磁皿1-2類 ?(1)図版187-34

SK 内耳鍋 ⅡC類(1)

SK 308 内耳鍋 HB類 (14)図版 186-13・ 14

SK 323 大窯期皿 ?(1)

SK 347 内耳鍋 HB類 (97)図版 186-15・ 16

SK 390 内耳鍋 ⅡBま たはⅡC類 (7)

SK 392 内耳鍋 HC類 (13)

SK 482 土師器皿HB類(1)図版 187-26

SK 492 内耳鍋 ⅡB類 (16)図版186-17

SK 内耳鍋 (1)

SK 552 内耳鍋 (1)

SK 553 内耳鍋鰺X土師器皿ⅡA類(1)図 版187-27

SK 561 内耳鍋 (12)

SK 622 内耳鍋 ⅡB類(4)図版 187-18

SK 636
内耳鍋HC類(21 図版187-19・ HBま たはⅡC類 (助 図版187-20

HB類 (励 図版187-210不明 (31)

SK 653 内耳鍋 ⅡB類 (20)図版 187-22023・ 24

SK 654 内耳鍋ⅡB類 (28)

SK 1532 常滑系甕(1)

SL   l 内耳鍋(lX青磁碗(2) 近世の遺構



付表11  近世土器・陶磁器 器種構成表

陶 器
125

瀬戸・美濃系陶器   103 肥前系陶器       1 磁器
21

瀬戸・美濃系磁器   11

碗
　
　
皿　
　
鉢
　
　
壺
甕
瓶
硼

そ

天目茶碗
挙骨茶碗
丸碗
丸皿
菊皿
燈明受皿
橋鉢
片口鉢
捏鉢
壺
甕
徳利
香炉
蓋
不明

碗 碗 碗

瓶
その他

移竜             6
/Jヽ碗      2
徳利     1
香炉     1
不明     1

常 滑 系       1

甕 類 甕

産地不明       20 肥前系磁器       6

他

碗
皿
鉢
　
鍋
壺
瓶
のそ

丸碗      1
燈明皿     1
捏鉢      2
金軽              2
土鍋      2
壺      1
土瓶      2
不明     9

碗

皿

/Jヽ碗
皿

産地不明   5

碗
その他

/Jヽ碗
不明

土 器 産地不明       2 鉢 釧史? 鍋 ほうろく       1
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